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文書の更新

本書の表紙には次の識別情報が含まれています。

• ソフトウェアのバージョンを示すソフトウェア・バージョン番号。

• 文書が更新されるごとに変更されるドキュメント・リリース日。

• 当該ソフトウェア・バージョンのリリース日を示す，ソフトウェア・リリース日。

最新の更新を確認する，あるいは使用している文書が最新版であるかどうかを確認するには，次
の URL を参照してください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイトを使用するには HP Passport に登録してサインインする必要があります。HP 
Passport ID を登録するには，次の URL を参照してください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または，HP Passport のログイン・ページで［New users - please register］リンクをクリックし

てください。

適切な製品のサポート・サービスに登録すれば，最新版または新版を入手できます。詳細につい
ては，HP の担当窓口にお問い合わせください。
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サポート

HP Software のサポート Web サイトは次のとおりです。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

この Web サイトでは，連絡先情報や，HP Software が提供する製品，サービスおよびサポート

の詳細を提供しています。

HP Software のオンライン・サポートでは，セルフソルブ機能を提供しています。ビジネス管

理に必要な対話型技術サポート・ツールにアクセスするための迅速かつ効率的な方法を提供し
ます。弊社サポートの大切なお客様として，サポート Web サイトを使用して次のことが行え

ます。

• 興味のあるナレッジ文書の検索

• サポート事例と向上のためのリクエストの送信および追跡

• ソフトウェア・パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート契約の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の確認

• ソフトウェアを利用しているほかのお客様との討論への参加

• ソフトウェア・トレーニングの検索と登録

サポート領域のほとんどでは HP Passport ユーザとして登録しサインインする必要があります。

また多くでサポート契約も必要です。HP Passport ID を登録するには，次の URL を参照してく

ださい。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

アクセス・レベルの詳細については，次の URL を参照してください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 
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LoadRunner Analysis へようこそ

『HP LoadRunner Analysis ユーザーズ・ガイド』へようこそ。本書は，

LoadRunner Analysis グラフとレポートを使用してシステム・パフォー

マンスを分析する方法について説明します。

Analysis は，HP LoadRunner Controller または HP Performance Center で負

荷テスト・シナリオを実行した後に使用します。

HP LoadRunner は，パフォーマンス・テストのためのツールです。このツール

を使用して，アプリケーション全体に負荷をかけ，クライアント，ネットワー

クおよびサーバの潜在的なボトルネックの切り分けと特定を行います。

HP Performance Center では，LoadRunner の機能が企業レベルで実装されます。

本書の構成

本書は，次の部で構成されています。

 第 I 部 Analysis を使った作業

LoadRunner Analysis について，および Analysis グラフを使った作業の方法に

ついて説明します。

 第 II 部 Analysis のグラフ

さまざまな種類の Analysis グラフおよび解釈の方法について説明します。
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はじめに
 第 III 部 Analysis レポート

Analysis レポートについて，および Word でレポートを作成する方法について

説明します。

 第 IV 部 診断モジュールを使った作業

Analysis グラフを使用して，Siebel，Oracle，SAP，J2EE，および .NET 環境に

おけるパフォーマンスの問題を認識および特定する方法について説明します。

対象読者

本書は次の LoadRunner ユーザを対象としています。

➤ パフォーマンス・エンジニア

➤ プロジェクト・マネージャ

本書の読者は，企業アプリケーション開発についてある程度の知識があり，企

業システムおよびデータベース管理に熟練している必要があります。

文書ライブラリ・ガイド

文書ライブラリは，次のガイドと参照先で構成されます。これらは，オンライン，

PDF 形式，またはその両方で入手できます。PDF は Adobe Reader を使用して

参照や印刷を行うことができます。Adobe Reader は，Adobe の Web サイト

（http://www.adobe.com/jp）からダウンロードできます。

「この文書ライブラリの使用」では，文書ライブラリの使用方法と文書ライブ
ラリがどのように編成されているかについて説明します。

ドキュメントへのアクセス方法

このドキュメントには次のようにしてアクセスできます。

➤［スタート］メニューから［スタート］>［LoadRunner］>［Documentation］
をクリックし，ドキュメントを選択します。

➤［ヘルプ］メニューから，［文書ライブラリ］をクリックして 1 つに統合され
たヘルプを開きます。
16
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はじめに
最初にお読みいただくドキュメント

➤『最初にお読みください』：LoadRunner に関する最新のお知らせと情報を提
供します。『最初にお読みください』には，［スタート］メニューからアクセ
スします。

➤『HP LoadRunner クイック・スタート』：LoadRunner の使用に関する簡潔
かつ順を追った概要を提供します。［スタート］メニューからクイック・ス
タートにアクセスするには，［スタート］>［LoadRunner］>［Quick Start］
をクリックします。

➤『HP LoadRunner チュートリアル』：自分のペースで進められる印刷可能な
ガイドです。負荷テストのプロセスを示し，LoadRunner のテスト環境に慣
れていただくことを目的としています。［スタート］メニューからチュート
リアルにアクセスするには，［スタート］>［LoadRunner］>［Tutorial］を
クリックします。

LoadRunner ガイド
➤『HP Virtual User Generator ユーザーズ・ガイド』：VuGen を使用してスク

リプトを作成する方法について説明します。印刷版は，第 1 巻「VuGen の
使用」と第 2 巻「プロトコル」の 2 巻に分冊されていますが，オンライン版
は 1 つにまとめられています。このユーザーズ・ガイドは，必要に応じてオ
ンラインの『HP LoadRunner オンライン関数リファレンス』と合わせて参
照してください。

➤『HP LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』：Windows 環境で 
LoadRunner Controller を使用して LoadRunner シナリオを作成し実行する
方法について説明します。また，シナリオで生成されたデータを監視するた
めに，サーバ・モニタ環境をセットアップし LoadRunner モニタを設定する
方法について説明します。

➤『HP LoadRunner Analysis ユーザーズ・ガイド』：LoadRunner Analysis グ
ラフとレポートを使用してシナリオの実行後にシステム・パフォーマンスを
分析する方法について説明します。

➤『HP LoadRunner インストール・ガイド』：LoadRunner および LoadRunner 
の追加コンポーネント（LoadRunner サンプルなど）のインストール方法に
ついて説明します。
17



はじめに
LoadRunner 参照先

➤『LoadRunner Function Reference』（英語版）：仮想ユーザ・スクリプトの作

成時に使用できる LoadRunner のすべての関数を，その使用例とともにオンラ

インで参照できます。

➤『Analysis API Reference』（英語版）：この Analysis API セットは，Analysis 
セッションの無人作成や，Controller で実行されたテストの結果からのユー

ザ定義によるデータ抽出に使用できます。この参照先へは，Analysis の［ヘ

ルプ］メニューからアクセスできます。

➤『トラブルシューティング』：［出力メッセージ］ダイアログ・ボックス

（［Controller］>［表示］>［出力メッセージを表示］）に状況に応じたエ

ラーの詳細が表示されます。［ヘルプ］カラムのアイコンをクリックしてト

ラブルシューティング・ガイドを開きます。このガイドには，Controller 接
続および Web プロトコル・エラーのわかりやすい説明とトラブルシュー

ティングのヒントが含まれます。また，Winsock，SAPGUI，Citrix プロト

コルに関する一般的なトラブルシューティングのヒントが含まれます。
18



はじめに
文書ライブラリの検索とナビゲーション

文書ライブラリ では次の機能を使用できます。

オプション 説明

検索とナビゲーション。ナビゲーション表示枠が表示されます。

このボタンはナビゲーション表示枠が閉じている場合にのみ表

示されます。

ナビゲーション表示枠には次のタブが含まれます。

 ➤［目次］タブ：トピックが階層ツリー形式で編成されており，

特定のガイドまたはトピックに直接移動できます。

 ➤［索引］タブ：トピックの詳細なリストとともに，各トピッ

クが説明されているページ番号が表示されます。索引エント

リをダブルクリックすると，対応するトピックが表示されま

す。選択した索引エントリが複数の文書にある場合，右の表

示枠に選択可能な場所のリストが表示されます。これによ

り，コンテキストを選択できます。

 ➤［検索］タブ：特定のトピックまたはキーワードを検索できま

す。結果は，ランク順に返されます。範囲ドロップダウン・

リストから値を選択することで，検索を特定のガイドに限定

できます。

注：検索では，引用符（"）が使用されているかどうかに関

係なく，語句全体ではなく語句内の個々の単語が調べられ

ます。

 ➤［お気に入り］タブ：特定のトピックをすばやく参照できる

ようにブックマークできます。

［お気に入り］タブは，ヘルプの Java 実装を使用する場合に

のみ使用できます。ブラウザで Java がサポートされない場

合，JavaScript 実装が自動的に使用され，［お気に入り］タ

ブは表示されません。

［内容の表示］：ナビゲーション表示枠に［目次］タブが表示さ

れ，現在表示されているページに対応するエントリが強調表示

されます。

このボタンは，ナビゲーション表示枠が開いている場合にのみ

表示されます。

［前］と［次］：現在表示されているガイドの前のページまたは

次のページに移動します。
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文書のフィードバックを HP に送信する。HP はフィードバック

を歓迎します。任意のトピックでこのボタンを使用すると，参

照ページが含まれた当社宛の電子メールが開きます。ご意見，

ご要望，および発見したエラーに関する情報をお送りください。

［印刷］：現在表示されているページを印刷します。ガイド全体

を印刷するには，文書ライブラリのホーム・ページから印刷用

のリンクにアクセスしてください。

戻る 前に表示していたページに戻るには，使用しているブラウザの

戻る機能を使用できます。ほとんどのブラウザで，右クリック

して表示されるショートカット・メニューから戻る機能を選択

できます。

この文書ライブラ

リの使用

各コンテンツ・ページの左下にあります。

このセクションを開きます。

用語集 各コンテンツ・ページの左下にあります。

用語の定義と頭字語を含む用語集が開きます。

オプション 説明
20
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トピックの種類

注：このセクションが適用されるのは，LoadRunner Controller，VuGen，
Analysis の各ユーザーズ・ガイドのみです。

上記の LoadRunner ガイドの目次はトピック別に整理されています。主なト

ピックの種類として，概念，タスク，および参照の 3 つが使用されます。ト

ピックの種類はアイコンで視覚的に区別されます。

トピックの種類 説明 使用方法

概念 背景，説明的な情報，または概

念的な情報。

機能についての一般的な情

報を学習します。

タスク 手順に従ったタスク。アプリ

ケーションを使った作業を

行って目標を達成するための

ステップ・バイ・ステップの

ガイダンス。

タスクの手順は，番号付けされ

ている場合と番号付けされてい

ない場合があります。

 ➤ 番号付けされた手順。順序ど

おりに各手順に従うことで実

行するタスク。

 ➤ 番号付けされていない手順。

任意の順序で実行できる自己

完結型の一連の操作。

 ➤ タスクのワークフロー全

体について学習します。

 ➤ 番号付けされたタスク内

の各手順に従って，タス

クを完了します。

 ➤ 番号付けされていないタ

スク内の各手順を完了し

て，独立した操作を実行

します。

事例シナリオ・タスク。特定の

状況におけるタスクの実行方法

を示す例。

現実に近いシナリオでタス

クをどのように実行できる

かを学習します。
21
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その他のオンライン・リソース

［トラブルシューティングとナレッジ ベース］：セルフソルブ技術情報を検索で

きる HP Software のサポート Web サイトのトラブルシューティング・ページ

にアクセスできます。［ヘルプ］>［トラブルシューティングとナレッジ ベー

ス］を選択します。この Web サイトの URL は，

http://h20230.www2.hp.com/troubleshooting.jsp です。

［HP Software のサポート］：HP Software のサポート Web サイトにアクセス

できます。このサイトでは，セルフ・ソルブ技術情報を参照できます。また，

ユーザ・ディスカッション・フォーラムにおける新情報送信，既存情報の検

索，サポート・リクエストの送信，パッチや最新版ドキュメントのダウンロー

ドなど，さまざまなサービスをご利用いただけます。［ヘルプ］>［HP 
Software のサポート］を選択します。この Web サイトの URL は 
www.hp.com/go/hpsoftwaresupport です。

サポート領域のほとんどでは HP Passport ユーザとして登録しサインインする

必要があります。また多くでサポート契約も必要です。

参照先 一般参照。参照指向の資料の詳

細なリストと説明。

特定のコンテキストに関連

する，参照情報の特定の部

分を調べます。

ユーザ・インタフェースの参

照。特定のユーザ・インタ

フェースを詳細に説明する専門

的な参照トピック。通常，製品

の［ヘルプ］メニューから

［Help on this page］を選択す

ると，ユーザ・インタフェース

のトピックが開きます。

ウィンドウ，ダイアログ・

ボックス，ウィザードなど，

1 つ以上の特定のユーザ・

インタフェース要素の入力

項目や使用方法に関する特

定の情報を調べます。

トラブルシュー

ティングと制限

事項

トラブルシューティングと制限

事項。一般的に発生する問題と

その解決策の説明，および機能

または製品領域の制限事項の一

覧が含まれる専門的な参照ト

ピック。

機能を使って作業を行う前

に，またはソフトウェアで

有用性の問題に直面した場

合に，重要な問題に関する

認識を高めます。

トピックの種類 説明 使用方法
22



はじめに
アクセス・レベルの詳細については，次の URL を参照してください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp

HP Passport ユーザ ID を登録するには，次の URL を参照してください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

［HP Software の Web サイト］からは HP Software の Web サイトにアクセス

できます。このサイトでは，HP Software 製品に関する最新情報をご覧になれ

ます。たとえば，新しいソフトウェアのリリース，セミナー，展示会，カスタ

マー・サポートなどの情報が含まれます。［ヘルプ］>［HP Software 
の Web サイト］を選択します。この Web サイトの URL は www.hp.com/go/
software です。
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第 I 部

Analysis を使った作業
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1
Analysis の概要

本章の内容

概念

➤ 28 ページの「Analysis の概要」

➤ 29 ページの「Analysis の基本」

➤ 30 ページの「Analysis グラフ」

➤ 33 ページの「Analysis API」

➤ 33 ページの「WAN エミュレーション」

タスク

➤ 34 ページの「Analysis ウィンドウのレイアウトをカスタマイズする方法」

リファレンス

➤ 36 ページの「Analysis のユーザ・インタフェース」
27



第 1 章 • Analysis の概要
概念

Analysis の概要 
負荷テスト・シナリオの実行中，仮想ユーザはトランザクションを実行しなが

ら結果データを生成します。シナリオのパフォーマンスをテストの「実行中」

に監視するには，『HP LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』で説明さ

れているオンライン監視ツールを使用します。テストの「実行後」に結果のサ

マリを表示するには，次のツールが使用できます。

➤ 仮想ユーザ・ログ・ファイルには，負荷テスト・シナリオ実行時の各仮想

ユーザの全ログ記録が含まれています。これらのファイルは，シナリオ結

果ディレクトリに格納されています（仮想ユーザ・スクリプトをスタンド

アロン・モードで実行する場合，これらのファイルは仮想ユーザ・スクリプ

ト・ディレクトリに保存されます）。仮想ユーザ・ログ・ファイルの詳細に

ついては，『HP Virtual User Generator ユーザーズ・ガイド』を参照してく

ださい。

➤ Controller の出力ウィンドウには，シナリオ実行に関する情報が表示されま

す。シナリオの実行が失敗した場合は，このウィンドウでデバッグ情報を確

認します。

➤ Analysis グラフを見れば，システムのパフォーマンスを確認できます。これ

らのグラフには，トランザクションと仮想ユーザに関する情報も表示されま

す。また，複数の負荷テスト・シナリオの結果を結合したり，複数のグラフ

を 1 つのグラフにマージしたりすることによって，複数のグラフを比較でき

ます。

➤［グラフ データ］ビューと［未処理のデータ］ビューには，グラフの基とな

る実データがスプレッドシート形式で表示されます。このデータを外部の表

計算アプリケーションにコピーしてほかの処理を行うことも可能です。

➤ レポート・ユーティリティを使用して，各グラフのサマリを表示できます。

レポートには，テストの重要データが自動的に集計され，グラフや表形式で

表示されます。レポートは，カスタマイズ可能なレポート・テンプレートに

基づいて生成できます。
28



第 1 章 • Analysis の概要
Analysis の基本

本セクションでは，Analysis を使用した作業方法の理解を深める基本概念につ

いて説明します。

Analysis セッションの作成 
負荷テスト・シナリオを実行すると，データが結果ファイル（拡張子 .lrr）に

格納されます。Analysis は，収集された結果データを処理してグラフとレポー

トを作成するユーティリティです。

Analysis では，「セッション」単位で作業を行います。Analysis セッションで

は，少なくとも 1 つのシナリオ結果セット（.lrr ファイル）を使用します。現

在のグラフの表示設定情報およびレイアウト設定は，拡張子 .lra のファイルに

保存されます。

Analysis の起動

Analysis は，独立したアプリケーションとして起動するか，Controller から直

接起動します。Analysis を独立したアプリケーションとして起動するには，次

のいずれかを選択します。

➤［スタート］>［すべてのプログラム］>［LoadRunner］>［Applications］>
［Analysis］

➤［スタート］>［すべてのプログラム］>［LoadRunner］>［LoadRunner］
の順に選択し，［LoadRunner ランチャー］タブを選択して，［テスト結果の

分析］をクリックする 

Analysis を Controller から直接起動するには，［結果］>［結果の分析］を選択

します。この方法は，負荷テスト・シナリオの実行後にのみ可能です。Analysis
は，現在のシナリオの最新の結果ファイルを取得し，その結果を使って新規セッ

ションを開きます。また，シナリオの実行後に Analysis が自動的に起動される

ように設定することもできます。その場合は，Controller で［結果］>［Analysis
の自動起動］を選択します。
29
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実行結果の照合 
負荷テスト・シナリオを実行すると，標準ではすべての仮想ユーザ情報が各仮

想ユーザのホストに保存されます。シナリオ実行後，結果は自動的に「照合」

または統合されます。つまり，すべてのホストからの結果が結果ディレクトリ

に転送されます。この自動照合機能をオフにするには，Controller ウィンドウ

で［結果］>［結果の自動照合］を選択し，該当するチェック・マークを外し

ます。手作業で結果を照合するには，［結果］>［結果の照合］を選択します。

結果が照合されなかった場合は，Analysis によって分析データを生成する前

に，自動的に結果が照合されます。結果の照合については，『HP LoadRunner 
Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Analysis グラフ

Analysis グラフは，次のカテゴリに分類されます。

➤ アプリケーション・コンポーネント・グラフ：Microsoft COM+ サーバと 
Microsoft NET CLR サーバのリソースの使用法についての情報が表示されま

す。詳細については，405 ページの「アプリケーション・コンポーネント・

グラフ」を参照してください。

➤ アプリケーションの導入ソリューション・グラフ：Citrix MetaFrame サー

バのリソースの使用状況に関する情報が表示されます。詳細については，

441 ページの「アプリケーションの導入ソリューション・グラフ」を参照し

てください。

➤ データベース・サーバ・リソース・グラフ：データベース・リソースに関す

る情報が表示されます。詳細については，345 ページの「データベース・

サーバ・リソース・グラフ」を参照してください。

➤ ERP/CRM サーバ・リソース・グラフ：ERP/CRM サーバのリソースの使用

状況に関する情報が表示されます。詳細については，385 ページの「ERP/
CRM サーバ・リソース・グラフ」を参照してください。

➤ エラー・グラフ：負荷テスト・シナリオの実行中に発生したエラーに関する

情報が表示されます。詳細については，235 ページの「エラー・グラフ」を

参照してください。

➤ ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフ：ファイアウォール・サーバ

のリソースの使用状況に関する情報が表示されます。詳細については，

315 ページの「ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフ」を参照して

ください。
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➤ インフラストラクチャ・リソース・グラフ：ネットワーク・クライアント上

での FTP，POP3，SMTP，IMAP，DNS 仮想ユーザの使用状況に関する情報

が表示されます。詳細については，463 ページの「インフラストラクチャ・

リソース・グラフ」を参照してください。

➤ J2EE & .NET 診断グラフ：J2EE & .NET Web，アプリケーション，データ

ベース・サーバを利用する個々のトランザクションを追跡し，時間を測定

し，トラブルシューティングを行うための情報が表示されます。詳細につい

ては，591 ページの「J2EE & .NET 診断グラフ」を参照してください。

➤ ミドルウェア・パフォーマンス・グラフ：Tuxedo および IBM WebSphere 
MQ サーバのリソースの使用状況に関する情報が表示されます。詳細につい

ては，451 ページの「ミドルウェア・パフォーマンス・グラフ」を参照して

ください。

➤ ネットワーク・モニタ・グラフ：ネットワークの遅延に関する情報が表示さ

れます。詳細については，267 ページの「ネットワーク・モニタ・グラフ」

を参照してください。

➤ Oracle 11i 診断グラフ：Oracle NCA システムのトランザクションによって

生成された SQL の詳細なブレークダウン診断が表示されます。詳細につい

ては，545 ページの「Oracle 11i 診断グラフ」を参照してください。

➤ SAP 診断グラフ：SAP サーバのトランザクションによって生成された 
SAP データの詳細なブレークダウン診断が表示されます。詳細について

は，561 ページの「SAP 診断グラフ」を参照してください。

➤ Siebel 診断グラフ：Siebel Web，Siebel App，Siebel データベース・サー

バで生成されたトランザクションの詳細なブレークダウン診断が表示され

ます。詳細については，503 ページの「Siebel 診断グラフ」を参照してく

ださい。

➤ Siebel DB 診断グラフ：Siebel システムのトランザクションによって生成さ

れた SQL の詳細なブレークダウン診断が表示されます。詳細については，

527 ページの「Siebel DB 診断グラフ」を参照してください。

➤ ストリーミング・メディア・グラフ：ストリーミング・メディアのリソース

使用状況に関する情報が表示されます。詳細については，373 ページの「ス

トリーミング・メディア・グラフ」を参照してください。

➤ システム・リソース・グラフ：負荷テスト・シナリオの実行中にオンライン・

モニタによって監視されたシステム・リソースに関する統計情報が表示され

ます。このカテゴリには，SNMP 監視グラフも含まれます。詳細について

は，301 ページの「システム・リソース・グラフ」を参照してください。
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➤ トランザクション・グラフ：トランザクション・パフォーマンスと応答時間

に関する情報が表示されます。詳細については，215 ページの「トランザク

ション・グラフ」を参照してください。

➤ ユーザ定義データ・ポイント・グラフ：オンライン・モニタによって収集さ

れた，ユーザ定義のデータ・ポイントに関する情報が表示されます。詳細に

ついては，261 ページの「ユーザ定義データ・ポイント・グラフ」を参照し

てください。

➤ 仮想ユーザ・グラフ：仮想ユーザの状態や統計情報などに関する情報が表示

されます。詳細については，229 ページの「仮想ユーザ・グラフ」を参照し

てください。

➤ Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフ：さまざまな Web アプ

リケーション・サーバのリソース使用状況に関する情報が表示されます。詳

細については，327 ページの「Web アプリケーション・サーバ・リソース・

グラフ」を参照してください。

➤ Web ページ診断グラフ：Web ページ内の各コンポーネントのサイズとダウン

ロード時間に関する情報が表示されます。詳細については，275 ページの

「Web ページ診断グラフ」を参照してください。

➤ Web リソース・グラフ：Web 仮想ユーザのスループット，秒ごとのヒット

数，秒ごとの HTTP 応答数，秒ごとの再試行数，および秒ごとのダウンロー

ド・ページ数に関する情報が表示されます。詳細については，243 ページの

「Web リソース・グラフ」を参照してください。

➤ Web サーバ・リソース・グラフ：Apache，iPlanet/Netscape，iPlanet
（SNMP），および MS IIS Web サーバのリソースの使用状況に関する情報が

表示されます。詳細については，243 ページの「Web リソース・グラフ」を

参照してください。
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Analysis API

LoadRunner Analysis API を使用すると，Analysis ユーザ・インタフェースの

機能の一部を実行するプログラムや，外部アプリケーションで使用するデータ

を抽出するプログラムを作成することができます。API を使ってさまざまな機

能を実行できますが，特に，テスト結果から Analysis セッションを作成する，

Analysis セッションの未処理の結果を分析する，外部で使用するためにセッ

ションの主要な測定値を抽出する，といったことが可能です。アプリケーション

は，テスト完了時に LoadRunner Controller から起動できます。詳細について

は，Analysis API Reference を参照してください。

WAN エミュレーション

LoadRunner を，WAN デプロイされる製品の実際のネットワークでのポイン

ト・ツー・ポイント・パフォーマンスを正確にテストできるサードパーティ製

のソフトウェアと統合します。このサードパーティのソフトウェアを Load 
Generator にインストールすると，遅延，パケットの喪失，リンク障害など，

発生する可能性が高い WAN の影響を取り入れることができます。その結果，

アプリケーションの実際のデプロイメントをより正確に表した環境で，シナリ

オがテストを実行できます。

同じ WAN の影響の固有セットを使用するいくつかの Load Generator を設定

し，各セットに固有の場所の名前（ロンドンなど）を与えることで，より有用

な結果を作成できます。シナリオの結果を Analysis で表示するときに，異なる 
Load Generator からの測定値を場所ごとにグループ分けできます。
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タスク

Analysis ウィンドウのレイアウトをカスタマイズする方法

このタスクでは，Analysis セッションのウィンドウのレイアウトをカスタマイ

ズする方法について説明します。

ウィンドウを開く

ウィンドウを開いたり，閉じられたウィンドウを復元するには，［ウィンドウ］

メニューから該当するウィンドウの名前を選択します。

画面のレイアウトのロックまたはロック解除を行う

画面のロックまたはロック解除するには，［ウィンドウ］>［レイアウトのロッ

ク］を選択します。

ウィンドウの配置を標準レイアウトに戻す

Analysis ウィンドウの配置を標準レイアウトに戻すには，［ウィンドウ］>［標

準のレイアウトに戻す］を選択します。

注：このオプションは，開いている Analysis セッションがない場合にのみ使用

できます。

ウィンドウの配置をクラシック・レイアウトに戻す

Analysis ウィンドウの配置をクラシック・レイアウトに戻すには，［ウィンド

ウ］>［クラシック レイアウトに戻す］を選択します。クラシック・レイアウ

トは，旧バージョンの Analysis のレイアウトに似ています。

注：このオプションは，開いている Analysis セッションがない場合にのみ使用

できます。
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ウィンドウの位置変更とドッキングを行う

どのウィンドウも，画面上の望みの場所までドラッグして位置を変更すること

ができます。また，ウィンドウをドラッグし，ガイドのひし形の矢印を使用し

て，望みの場所にウィンドウをドッキングすることができます。

注：

➤ 画面の中央部にドッキングできるのは，ドキュメント・ウィンドウ（グ

ラフまたはレポート）だけです。

➤ ウィンドウの位置変更またはドッキングを行う場合，［ウィンドウ］>
［レイアウトのロック］を選択しないでください。

自動非表示の使い方

自動非表示機能を使うと，開いている使用されていないウィンドウを最小化で

きます。ウィンドウは画面の端に沿って最小化されます。

ウィンドウのタイトル・バーにある［自動非表示］ボタンをクリックすると，

自動非表示機能が有効または無効になります。
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リファレンス

Analysis のユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 36 ページの「Analysis ツールバー」

➤ 39 ページの「［セッション エクスプローラ］ウィンドウ」

➤ 40 ページの「［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックス」

➤ 42 ページの「グラフまたはレポートの印刷」

Analysis ツールバー

本セクションでは，Analysis のメイン・ツールバーからアクセスできるボタン

について説明します。
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共通ツールバー

このツールバーには，ページの最上部にあるツールバーから常にアクセスで

き，次のボタンが含まれています。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

セッションを新規作成します。

既存のセッションを開きます。

結果の相互参照グラフを生成します。

セッションを保存します。

項目を印刷します。

HTML レポートを作成します。

実行環境設定を表示します。

グローバル・フィルタ・オプションを設定します。

トランザクションを分析します。

直前に行ったアクションを取り消します。

取り消した直前のアクションをやり直します。
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グラフ・ツールバー

このツールバーには，グラフが開いているときにページの最上部からアクセス

でき，次のボタンが含まれています。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

フィルタを設定します。

フィルタ設定をクリアします。

目盛間隔を設定します。

グラフを結合します。

自動相関を設定します。

未処理のデータを表示します。

グラフにコメントを追加します。

グラフに矢印を追加します。

表示オプションを設定します。
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［セッション エクスプローラ］ウィンドウ

このウィンドウには，現在のセッションで開かれている項目（グラフとレポー
ト）のツリー・ビューが表示されます。セッション・エクスプローラ内の項目
をクリックすると，その項目が Analysis のメイン・ウィンドウでアクティブに
なります。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 次のいずれかを使用します。

➤ セッション・エクスプローラ

➤［セッション エクスプローラ］>［レポート］>［サマリ 
レポート］

➤［セッション エクスプローラ］>［レポート］>［サービ
ス レベル アグリーメント レポート］

➤［セッション エクスプローラ］>  >［トランザク
ションの分析］

➤［セッション エクスプローラ］>［グラフ］

UI 要素 説明

新規のグラフまたはレポートを現在の Analysis セッション
に追加する。［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックスを
開きます。詳細については，40 ページの「［新規グラフを
開く］ダイアログ・ボックス」を参照してください。

選択されたグラフまたはレポートを削除する。
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［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，Analysis のメイン・ウィンドウでアク

ティブにするグラフ・タイプを選択できます。

選択されたグラフまたはレポートの名前を変更する。

選択されたグラフのコピーを作成する。

UI 要素 説明
40



第 1 章 • Analysis の概要
 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［セッション エクスプローラ］>［グラフ］> 

UI 要素 説明

グラフの選択 グラフ・タイプのリストを表示します。

データを含むグラフの

みを表示する

これにチェックマークを入れると，データのあるグラフだ

けが［グラフの選択］領域に（青で）表示されます。

グラフの説明 選択したグラフに関する詳細情報が表示されます。

選択したグラフが生成され，セッション・エクスプローラ

に追加されます。

グラフの［グラフの設定］ダイアログ・ボックスを開きま

す。詳細については，第 4 章の「［フィルタ］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。このオプションを使用し

て，グラフが表示される前に選択したグラフに対してフィ

ルタ条件を適用できます。
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グラフまたはレポートの印刷 
このダイアログ・ボックスを使用して，グラフまたはレポートを印刷できます。

 

利用方法 次の 2 つのオプションのいずれかを選択します。

➤［ファイル］>［印刷］

➤ メイン・ツールバー > 
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

印刷する項目の選択 ➤［全項目］：現在のセッションのすべてのグラフとレ
ポートを印刷します。

➤［現在の項目］：セッション・エクスプローラで現在
選択されているグラフまたはレポートを印刷します。

➤［選択した項目］：印刷するグラフまたはレポートを
選択します。

次を含める ➤［ユーザ メモ］：［ユーザのメモ］ウィンドウ内のメ
モを印刷します。

➤［グラフの詳細］：グラフのフィルタや粒度設定など
の詳細情報を印刷します。
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2
Analysis の設定

本章の内容

概念

➤ 46 ページの「サマリ・データと完全データ」

➤ 47 ページの「Analysis マシンからのデータの直接インポート」

タスク

➤ 49 ページの「負荷テスト結果の分析の設定方法」

リファレンス

➤ 50 ページの「設定オプションのユーザ・インタフェース」
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概念

サマリ・データと完全データ

100 MB を超える大規模な負荷テスト・シナリオでは，Analysis でのデータ処

理に時間がかかることがあります。Analysis が負荷テスト・シナリオから結果

データを生成する方法を設定する場合，完全データを生成するのか，サマリ・

データを生成するのかを選択できます。

完全データとは，Analysis での使用のために処理が行われた処理済みの結果

データのことです。

サマリ・データとは，未処理のデータのことです。サマリ・グラフには，トラン

ザクションの名前や時間などの一般情報が含まれています。フィールドの中に

は，サマリ・グラフを使った作業を行っているときにフィルタリングの対象に

できないものもあります。

次のグラフは，サマリ・データのみを表示させている場合には使用できません。

➤ データ・ポイント（合計）

➤ エラー

➤ ネットワーク・モニタ

➤ ランデブー

➤ Siebel DB 側のトランザクション

➤ Siebel DB 側の SQL ステージ・トランザクション

➤ SQL 平均実行時間

➤ Web ページ診断
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Analysis マシンからのデータの直接インポート

Analysis の結果データを保存するために SQL Server や MSDE マシンを使用し

ている場合は，Analysis マシンからデータを直接インポートするように 
Analysis を設定できます。

SQL Server からデータをインポートする

Analysis マシンからデータを直接インポートするためのオプションを選択しな

かった場合は，CSV ファイルがローカルの temp ディレクトリに作成されま

す。その CSV ファイルは，SQL Server マシンの共有ディレクトリにコピーさ

れます。SQL Server エンジンがその CSV ファイルをデータベースにインポー

トします。次の図は，そのデータの流れを示しています。
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Analysis マシンからデータをインポートする

Analysis マシンからデータを直接インポートするためのオプションを選択し

た場合は，CSV ファイルが Analysis マシンの共有ディレクトリに作成され，

SQL Server がそれらの CSV ファイルを Analysis マシンからデータベースへ直

接インポートします。次の図は，そのデータの流れを示しています。
48



第 2 章 • Analysis の設定
タスク

負荷テスト結果の分析の設定方法

次の手順では，Analysis の負荷テスト結果の分析方法に大きく影響する特定の 
Analysis の設定を行う方法について説明します。

注：これらの設定は，標準設定のオプションであらかじめすべて定義されてい

ます。

Analysis が結果データを処理する方法の設定 

［ツール］>［オプション］>［結果の収集］タブで，Analysis が負荷テスト・

シナリオの結果データを処理する方法を定義します。たとえば，Analysis が結

果データを集計する方法，データの処理範囲，および Controller から出力メッ

セージをコピーするのかどうかを設定できます。ユーザ・インタフェースの詳

細については，62 ページの「［結果の収集］タブ」を参照してください。

テンプレートの設定

ユーザ・インタフェースの詳細については，88 ページの「［テンプレート］ダ

イアログ・ボックス」を参照してください。

トランザクションの分析の設定

［ツール］>［オプション］>［一般］タブの［サマリ レポート］領域で，トラン

ザクションの分析方法やサマリ・レポートでの表示方法を設定します。詳細に

ついては，59 ページの「［一般］タブ（［オプション］ダイアログ・ボックス）」

の説明を参照してください。
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リファレンス

設定オプションのユーザ・インタフェース

このセクションの内容

➤ 50 ページの「［詳細オプション］ダイアログ・ボックス（［データベース］
タブ）」

➤ 52 ページの「［データ集計の設定］ダイアログ・ボックス」

➤ 54 ページの「［データベース］タブ（［オプション］ダイアログ・
ボックス）」

➤ 59 ページの「［一般］タブ（［オプション］ダイアログ・ボックス）」

➤ 62 ページの「［結果の収集］タブ」

➤ 67 ページの「［セッション情報］ダイアログ・ボックス」

➤ 69 ページの「［Web ページ診断］タブ」

［詳細オプション］ダイアログ・ボックス（［データベース］タブ）

このダイアログ・ボックスでは，LoadRunner の結果を処理するときやほかの
ソースからデータをインポートするときのパフォーマンスを向上させることが
できます。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［ツール］>［オプション］>［データベース］タブ >［詳

細］ボタン

関連項目 54 ページの「［データベース］タブ（［オプション］ダイア

ログ・ボックス）」

UI 要素 説明

Analysis データをデー

タベースに挿入するた

めの個別のスレッドを

作成 

このオプションは，データベース・サーバのメモリを大量

に消費する可能性があるので，十分なメモリ・リソースが

ある場合にのみ使用してください。

SQL パラメータを使

用して，SQL Server 
のメモリ バッファを

利用できます。

このオプションは，Analysis セッションの結果データを 
SQL Server または MSDE マシンに保存する場合にのみ有効

になります。
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［データ集計の設定］ダイアログ・ボックス

負荷テスト・シナリオの結果から完全データを生成する場合，Analysis によっ

て，組み込みのデータ集計数式またはユーザが定義した集計設定を使用して

データが集計されます。このダイアログ・ボックスでは，カスタム集計設定を

定義できます。

 

利用方法 ［ツール］>［オプション］>［結果の収集］を選択します。

［ユーザ定義の集計を適用する］オプションを選択し，［集

計の設定］ボタンをクリックします。

重要情報 このダイアログ・ボックスで，粒度の設定を選択できます。

データベースのサイズを縮小するには，粒度を大きくしま

す。より詳細な結果を得るには，粒度を小さくします。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

集計データ 次の条件を使用してカスタム集計設定を定義するには，こ

のオプションを選択します。

➤［集計するデータのタイプを選択］：データを集計するグ

ラフのタイプを選択するには，このチェック・ボックス

を使用します。

➤［集計するグラフのプロパティを選択］：集計するグラフ

のプロパティを選択するには，このチェック・ボックス

を使用します。

失敗した仮想ユーザからのデータを除外する場合は，

［失敗した仮想ユーザを集計しない］を選択します。

注：このリストで選択したグラフのプロパティはドリル

ダウンできません。

➤［使用する粒度の選択］：データの粒度（目盛間隔）を指

定します。最小の粒度は 1 秒です。

Web データの集計

のみ 
Web データのみを集計するには，このオプションを選択し

ます。［Web データに対し X の粒度を使用］ボックスで，

Web データ独自の粒度を指定します。

最小の粒度は 1 秒です。標準では，Web の測定値は 5 秒ご

とに集計されます。
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［データベース］タブ（［オプション］ダイアログ・ボックス）

このタブでは，Analysis セッション結果データを格納するデータベースを指定

し，CSV ファイルをデータベースにインポートする方法を設定できます。

 

利用方法 ［ツール］>［オプション］>［データベース］タブ

重要情報 Analysis の結果データが 2 GB を超える場合は，SQL 
Server または MSDE マシンに保存することをお勧めし

ます。

関連項目 47 ページの「Analysis マシンからのデータの直接イン

ポート」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

Access 2000 Analysis の結果データを Access 2000 データベース形式で

保存するよう LoadRunner に指示します。これは標準設定

です。

SQL Server/MSDE Analysis の結果データを SQL Server または MSDE マシンに

保存するよう LoadRunner に指示します。このオプション

を選択した場合，次に示す［サーバの詳細］と［共有フォ

ルダの詳細］を設定する必要があります。

［サーバの詳細］領域 SQL Server /MSDE マシンの詳細。次の説明を参照してく

ださい。

［共有フォルダの詳細］

領域

SQL Server /MSDE マシンの共有フォルダの詳細。次の説

明を参照してください。

使用するデータベースに応じて，このボタンでは次のアク

ションが実行されます。

➤ Access の場合：Access データベースに接続して，ユー

ザのマシンの区切り文字レジストリ・オプションがデー

タベース・マシンの区切り文字と同じであることを確認

できます。

➤ SQL Server /MSDE の場合：SQL Server マシンまたは 
MSDE マシンに接続して，指定した共有ディレクトリが

サーバに存在するかどうか，またその共有サーバ・ディ

レクトリに対して書き込み権限があるかどうかを確認で

きます。共有サーバ・ディレクトリが存在し，書き込み

権限がある場合，共有サーバ・ディレクトリと物理サー

バ・ディレクトリの同期がとられます。
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［サーバの詳細］領域

Analysis の結果データを SQL Server または MSDE マシンに保存する場合，

サーバの詳細を入力する必要があります。ユーザ・インタフェース要素の説明

は次のとおりです。

Analysis セッションを設定およびセットアップすると，結

果が格納されているデータベースが断片化することがあり

ます。その結果，ディスク領域が過度に使用されることに

なります。Access データベースの場合，［データベースを

圧縮］ボタンを使用して，結果データを圧縮して修復し，

データベースを最適化できます。

注：実行が長時間（2 時間以上）にわたる負荷テスト・シ

ナリオは，圧縮により多くの時間がかかります。

［詳細オプション］ダイアログ・ボックスが開き，

LoadRunner の結果を処理するときやほかのソースから

データをインポートするときのパフォーマンスを向上させ

ることができます。ユーザ・インタフェースの詳細につい

ては，50 ページの「［詳細オプション］ダイアログ・ボッ

クス（［データベース］タブ）」を参照してください。

UI 要素 説明

サーバ名 SQL Server /MSDE が実行されているマシンの名前。

Windows 統合セキュ

リティを使用

ユーザ名とパスワードを指定する方法の代わりに，Windows 
ログインを使用できます。標準設定では，SQL Server の
ユーザ名は「sa」で，パスワードには何も指定されていま

せん。

ユーザ名 マスタ・データベースのユーザ名。

パスワード マスタ・データベースのパスワード。

UI 要素 説明
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［共有フォルダの詳細］領域

Analysis の結果データを SQL Server または MSDE マシンに保存する場合，共

有フォルダの詳細を入力する必要があります。ユーザ・インタフェース要素の

説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

Analysis マシンから

データを直接イン

ポート

 Analysis マシンからデータを直接インポートするには，

このオプションを選択します。このオプションの詳細につ

いては，47 ページの「Analysis マシンからのデータの直

接インポート」を参照してください。

MS SQL Server の共

有フォルダ

➤［共有フォルダのパス］：SQL Server/MSDE マシン上の

共有ディレクトリのパスを入力します。たとえば，SQL 
Server の名前が fly の場合は，「\\fly\ ＜ Analysis データ

ベース・ディレクトリ＞ \」と入力します。

このフォルダの役割は，Analysis データのインポート方

法によって異なります。

➤ Analysis マシンからデータを直接インポートするため

のオプションを選択しなかった場合，このディレクト

リには永続または一時データベース・ファイルが保存

されます。なお，SQL Server マシンまたは MSDE マ
シンに格納されている Analysis セッションの結果

データは，そのマシンのローカル LAN でのみ表示で

きます。

➤ Analysis マシンからデータを直接インポートするため

のオプションを選択した場合，このディレクトリには 
Analysis マシンからコピーされた空のデータベース・

テンプレートが保存されます。

➤［ローカル フォルダのパス］：前述の共有フォルダ・パス

に対応する SQL Server マシンまたは MSDE マシンの実

ドライブとディレクトリ・パスを入力します。たとえ

ば，Analysis データベースが fly という名前の SQL 
Server に割り当てられ，fly が D ドライブに割り当てら

れている場合は，「D:\<Analysis データベース・ディレ

クトリ >」と入力します。

SQL Server または MSDE と Analysis が同一マシン上に

ある場合，論理的保管場所と物理的保管場所は，まった

く同じになります。
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Analysis ホストの共有

フォルダ

Analysis マシンからデータを直接インポートするためのオ

プションを選択した場合は，［共有フォルダのパス］ボッ

クスが有効になっています。Analysis は，Analysis マシン

上のすべての共有フォルダを検出し，それらをドロップダ

ウン・リストに表示します。リストから共有ディレクトリ

を選択してください。

注：

➤ SQL Server を実行するユーザ（標準設定では SYSTEM）

がこの共有フォルダに対するアクセス権を持っているこ

とを確認してください。

➤ マシンに新しい共有ディレクトリを追加する場合は，更

新ボタン  をクリックすると，更新された共有フォル

ダのリストが表示されます。

➤ Analysis がこのディレクトリに CSV ファイルを作成し，

SQL Server がそれらの CSV ファイルを Analysis マシン

からデータベースへ直接インポートします。このディレ

クトリには，永続的なデータベース・ファイルと一時

データベース・ファイルが保存されます。

UI 要素 説明
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［一般］タブ（［オプション］ダイアログ・ボックス）

このタブでは，日付形式，一時保存先，およびトランザクション・レポートの

設定など，一般的な Analysis オプションを設定できます。

 

利用方法 ［ツール］>［オプション］>［一般］タブ

関連項目 49 ページの「負荷テスト結果の分析の設定方法」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

日付の形式 保存および表示用の日付形式を選択します（サマリ・レ

ポートに表示される日付など）。

➤［ヨーロッパ式］：ヨーロッパ式の日付形式を表示します。

➤［米国式］：米国式の日付形式を表示します。

➤［繁体字中国語式］：繁体字中国語式の日付形式を表示し

ます。

➤［ローカル地域オプション］：現在のユーザの地域設定で

定義された日付形式が表示されます。

注：変更した日付形式は，新しく作成された Analysis セッ

ションにのみ反映されます。既存のセッションの日付形式

には影響しません。

ファイル ブラウザ ファイルを開くためのダイアログが開くディレクトリの場

所を選択します。

➤［最後に使用したディレクトリで開く］：ファイルを開く

ためのダイアログで最後に使用したディレクトリを開き

ます。

➤［指定したディレクトリで開く］：ファイルを開くための

ダイアログで指定のディレクトリを開きます。

［ディレクトリのパス］ボックスで，ファイルを開くた

めのダイアログで開くディレクトリの場所を入力します。

スタートページ Analysis アプリケーションを開くたびに，［Analysis へ
ようこそ］タブが表示されるようにするには，［開始時

にスタートページを表示する］を選択します。
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サマリ レポート サマリ・レポート内の次のトランザクション設定を指定し

ます。

➤［トランザクションのパーセンタイル値］：サマリ・レ

ポートには，90% のトランザクションの応答時間を示

すパーセント・カラムがあります（90% のトランザク

ションがこの時間内に収まります）。90% という標準の

値を変更するには，［トランザクションのパーセンタイ

ル値］ボックスに新しい数値を入力します。

これはアプリケーション・レベルの設定なので，新しい

値が適用されるのは，次に結果ファイルを分析するとき

だけです（［ファイル］>［新規作成］）。

➤［最大］：サービス・レベル・アグリーメント（SLA）が

定義されている場合は，SLA の境界を最も超過したトラン

ザクションを表示する［ワースト トランザクション］

テーブルがサマリ・レポートに含まれます。ここでの設

定は，そのテーブルにいくつのトランザクションが表示

されるかを定義します。この数を変更するには（たとえ

ば 6 に），［最大］ボックスに新しい数を入力します。

➤ これはアプリケーション・レベルの設定なので，新しい

値が適用されるのは，次に結果ファイルを分析するとき

だけです（［ファイル］>［新規作成］）。

注：新しいセッションにテンプレートが自動的に適用され

る場合，トランザクションの設定は，［オプション］ダイア

ログ・ボックス内の定義ではなくテンプレート内の定義に

従って定義されます。テンプレートの設定は，［テンプレー

ト］ダイアログ・ボックスで定義します（［ツール］>［テン

プレート］>［テンプレートの適用 / 編集］）。

一時保存先 一時ファイルを格納するディレクトリの場所を選択します。

➤［Windows 一時ディレクトリを使用する］：一時ファイ

ルを Windows の temp ディレクトリに保存します。

➤［指定したディレクトリを使用する］：一時ファイルを指

定されたディレクトリに保存します。

［ディレクトリのパス］ボックスで，一時ファイルを保

存するディレクトリの場所を入力します。

UI 要素 説明
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［結果の収集］タブ

このタブでは，Analysis が負荷テスト・シナリオの結果データを処理する方法

を定義できます。
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利用方法 ［ツール］>［オプション］>［結果の収集］タブ

重要情報 このタブのオプションは，標準設定であらかじめ定義され

ています。変更する必要が特にない場合は，これらの標準

設定を使用することをお勧めします。一部の設定（標準設

定の集計など）を変更すると，Analysis データベースに保

存されるデータ量に大きく影響する可能性があります。

関連項目 49 ページの「負荷テスト結果の分析の設定方法」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

データ ソース この領域では，Analysis が負荷テスト・シナリオから結果

データを生成する方法を設定します。

完全データとは，Analysis での使用のために処理が行われ

た処理済みの結果データのことです。サマリ・データとは，

未処理のデータのことです。サマリ・グラフには，トラン

ザクションの名前や時間などの一般情報が含まれています。

サマリ・データと完全データの詳細については，46 ページ

の「サマリ・データと完全データ」を参照してください。

次のオプションのいずれかを選択します。

➤［サマリ データのみ生成する］：このオプションを選択す

ると，フィルタリングやグループ分けなどの高度な操作

のためのデータ処理は行われません。

➤［完全データのみ生成する］：このオプションを選択する

と，グラフの並べ替え，フィルタリング，そのほかの操

作が可能です。

➤［完全データの生成中にサマリを表示する］：完全データ

の処理の完了を待つ間，サマリ・データを表示できます。

注：完全データを生成するためのオプションのいずれかを

選択した場合，［データ集計］領域で Analysis が完全デー

タを集計する方法を定義できます。
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データ集計 ［データ ソース］領域で完全データを生成するように選択

した場合，この領域を使用して Analysis がデータを集計す

る方法を設定します。

データの集計は，大規模なシナリオでデータベースのサイ

ズを縮小し，処理時間を削減するために必要です。

次のオプションのいずれかを選択します。

➤［データを自動集計してパフォーマンスを最適化する］：

組み込みのデータ集計数式を使用してデータを集計し

ます。

➤［Web データのみ自動集計する］：組み込みのデータ集

計数式を使用して，Web データのみを集計します。

➤［ユーザ定義の集計を適用する］：ユーザが定義した設定

を使用してデータを集計します。

［集計の設定］ボタンをクリックして［データ集計の設

定］ダイアログ・ボックスを開き，カスタム集計設定を

定義します。ユーザ・インタフェースの詳細について

は，52 ページの「［データ集計の設定］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。

UI 要素 説明
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データの時間範囲 この領域で，シナリオの実行時間全体のデータを表示する

のか，指定の時間範囲のデータのみを表示するかを指定し

ます。次のオプションのいずれかを選択します。

➤［シナリオ全体］：負荷テスト・シナリオの実行時間全体

のデータが表示されます。

➤［指定したシナリオの時間範囲］：次のボックスを使用し

て時間範囲を指定します。

➤［結果分析の開始位置］：シナリオの開始からどのくら

いの時間が経過した時点からのデータを表示するかを

（hh:mm:ss 形式で）入力します。

➤［終了］：シナリオのどの時点までのデータを表示する

かを（hh:mm:ss 形式で）入力します。

注：

➤ データが不完全な可能性があるので，Oracle 11i や 
Siebel DB の診断グラフを分析する場合には，［指定した

シナリオの時間範囲］オプションを使用しないことをお

勧めします。

➤［指定したシナリオの時間範囲］設定は［仮想ユーザの

接続と実行］グラフには適用されません。

Controller 出力メッ

セージを Analysis 
セッションにコピー

Controller 出力メッセージは，Analysis の［Controller 出
力メッセージ］ウィンドウに表示されます。Controller に
よって生成される出力メッセージを Analysis セッションに

コピーするには，次のいずれかのオプションを選択します。

➤［データ セットが X MB 未満の場合，コピーする］：

Controller の出力データ・セットが指定された量より少

ない場合，そのデータを Analysis セッションにコピーし

ます。

➤［常にコピー］：Controller の出力データを常に Analysis 
セッションにコピーします。

➤［コピーしない］：Controller の出力データをいっさい 
Analysis セッションにコピーしません。

［結果の収集］タブの設定を現在のセッションに適用する

には，このボタンをクリックします。Controller 出力デー

タは，Analysis セッションが保存されるときにコピーされ

ます。

UI 要素 説明
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第 2 章 • Analysis の設定
［セッション情報］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，現在の Analysis セッションの設定プロパティ

のサマリを表示できます。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［ファイル］>［セッション情報］

UI 要素 説明

集計されるデータの種類，集計に適用される基準，集計さ

れるデータの時間の粒度が表示されます。

SQL Server データベースと MSDE データベースのプロパ

ティが表示されます。

集計 セッション・データが集計されたかどうかを示します。

データ収集モード セッションに含まれるデータが完全データなのかサマリ・

データなのかを示します。

データ時間フィルタ セッションに時間フィルタが適用されたかどうかを示します。

データベース名 データベースの名前とディレクトリ・パスが表示されます。

データベース タイプ テスト・シナリオのデータの保存に使用されるデータベー

スの種類が表示されます。

結果 LoadRunner の結果ファイルの名前が表示されます。

セッション名 現在のセッションの名前が表示されます。

Web 粒度 セッションで使用される Web データの粒度が表示されます。
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［Web ページ診断］タブ

このタブでは，Web ページのブレークダウンのオプションを設定できます。セッ

ション ID などの動的情報を含む URL の表示を集計する方法を選択できます。

これらの URL は個別に表示することも，データ・ポイントを結合し 1 本の線

として統合して表示することもできます。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［ツール］>［オプション］>［Web ページ診断］タブ

UI 要素 説明

個別の URL を表示 各 URL を個別に表示します。

結合された URL の平

均を表示 
同じスクリプト・ステップの URL を 1 つの URL に統合

し，結合（平均）データ・ポイントを使ってグラフを表示

します。
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3
グラフの表示の設定

Analysis では，データを最も効果的な形式で表示できるよう，セッション内の

グラフと測定値の表示をカスタマイズできます。

本章の内容

概念

➤ 72 ページの「グラフ・データの並べ替えの概要」

タスク

➤ 73 ページの「Analysis の表示をカスタマイズする方法」

リファレンス

➤ 75 ページの「グラフの表示の設定のユーザ・インタフェース」
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概念

グラフ・データの並べ替えの概要

より適切にデータが表示されるように，グラフ・データを並べ替えることがで

きます。たとえば，トランザクション・グラフはトランザクション終了ステー

タスでグループ化でき，仮想ユーザ・グラフはシナリオ経過時間，仮想ユーザ

終了ステータス，仮想ユーザ・ステータス，および VuserID（仮想ユーザ ID）

でグループ化できます。1 つのグループまたは複数のグループで並べ替えるこ

とができます。

たとえば，まず仮想ユーザ ID をキーとして並べ替えを行い，次に仮想ユーザ・

ステータスをキーとして並べ替えを行うことができます。並べ替えの結果は，

一覧に含まれるグループ順に表示されます。グループ分けされている項目の順

序は，リストを並べ替えることで変更できます。下に示す［トランザクション 
サマリ］グラフは，仮想ユーザでグループ化されています。
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タスク

Analysis の表示をカスタマイズする方法

次の手順では，分析の表示をカスタマイズする方法について説明します。デー

タを最も効果的な形式で表示できるよう，セッション内のグラフと測定値の表

示をカスタマイズできます。

➤ 73 ページの「グラフの一部を拡大する」

➤ 73 ページの「グラフでコメントを使用する」

➤ 73 ページの「グラフで矢印を使用する」

➤ 74 ページの「［ユーザのメモ］ウィンドウを使用する」

グラフの一部を拡大する

グラフの一部をズーム・インまたは拡大するには，グラフの拡大する部分にマ

ウスを移動して，マウスの左ボタンを押したままにします。

グラフでコメントを使用する

コメントをグラフに追加するには，  をクリックし，コメントを追加するグ

ラフの部分でマウスをクリックします。［コメントを追加］ダイアログ・ボッ

クスでコメントを入力します。

コメントを編集，書式設定，またはグラフから削除するには，コメントをク

リックして，［コメントを編集］ダイアログ・ボックスで変更を適用します。

編集，書式設定，または削除を行う前に，左の表示枠で，関連するコメントが

選択されていることを確認します。

グラフで矢印を使用する

矢印をグラフに追加するには，  をクリックし，グラフ内の矢印の基点とな

る位置でマウス・ボタンをクリックします。

グラフから矢印を削除するには，矢印を選択して Delete キーを押します。
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［ユーザのメモ］ウィンドウを使用する

［ユーザのメモ］ウィンドウでは（［ウィンドウ］>［ユーザのメモ］），現在開

いているグラフまたはレポートに関するテキストを入力できます。［ユーザの

メモ］ウィンドウで入力したテキストは，セッションと一緒に保存されます。

特定のグラフまたはレポートについて入力したテキストを表示するには，その

グラフまたはレポートを選択して［ユーザのメモ］ウィンドウを開きます

（［ウィンドウ］>［ユーザのメモ］）。
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リファレンス

グラフの表示の設定のユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 76 ページの「［表示オプション］ダイアログ・ボックス」

➤ 78 ページの「［MainChart の編集］ダイアログ・ボックス」

➤ 79 ページの「［グラフ］タブ」

➤ 80 ページの「［系列］タブ」

➤ 81 ページの「［凡例］ウィンドウ」

➤ 84 ページの「［測定値の説明］ダイアログ・ボックス」

➤ 85 ページの「［測定値のオプション］ダイアログ・ボックス」

➤ 87 ページの「［凡例のカラム オプション］ダイアログ・ボックス」

➤ 88 ページの「［テンプレート］ダイアログ・ボックス」
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［表示オプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，グラフ・タイプを選択し，グラフの表

示を設定できます。

注：このオプションは，一部のグラフ・タイプで使用できません。

 

利用方法 ［表示］>［表示オプション］

関連項目 ➤ 78 ページの「［MainChart の編集］ダイアログ・

ボックス」

➤ 79 ページの「［グラフ］タブ」

➤ 80 ページの「［系列］タブ」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

タイプ 表示するグラフのタイプをドロップダウン・リストから選

択します。

値のタイプ 使用可能な値リストから表示情報のタイプを選択します。

たとえば，平均トランザクション応答時間を表示する棒グ

ラフは，最小値，最大値，平均，STD，回数，合計平均を

表示するように設定できます。

グラフの X 軸（棒グ

ラフのみ）

X 軸方向の棒の配列を選択します。棒は，値の種類順また

は測定値順に並べることができます。

時間のオプション 経過シナリオ時間をグラフの X 軸に表示する方法を選択し

ます。シナリオの実行開始を基準とする経過時間，または

マシンのシステム・クロックに基づく絶対時刻を基準とす

る経過時間を選択できます。

分解対象測定値の表示 このチェック・ボックスを選択すると，分解対象測定値の

名前とプロパティがグラフの最上部に表示されます（標準

設定では無効になっています）。

3 次元 グラフを 3 次元表示するには，このチェック・ボックスを

選択します。

3D % グラフで使用される線の 3 次元の厚みをパーセンテージで

指定します。この厚みは，棒グラフ，線グラフ，または円

グラフの厚みを示します。

グラフの凡例の表示 グラフの下部に凡例を表示するには，このチェック・ボッ

クスを選択します。

矢印の描画 グラフ情報を強調表示するために描画する矢印のスタイル，

色，幅を設定できます。

［MainChart の編集］ダイアログ・ボックスを開きます。

詳細については，78 ページの「［MainChart の編集］ダイ

アログ・ボックス」を参照してください。
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［MainChart の編集］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，グラフのルック・アンド・フィール，
タイトル，およびデータの形式を設定できます。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［表示］>［表示オプション］>［詳細］ボタン

関連項目 76 ページの「［表示オプション］ダイアログ・ボックス」

79 ページの「［グラフ］タブ」

80 ページの「［系列］タブ」

UI 要素 説明

［グラフ］タブ グラフ全体のルック・アンド・フィールを設定できます。

［グラフ］タブでは，次のサブタブを使用して設定を行いま

す。詳細については，79 ページの「［グラフ］タブ」を参

照してください。

［系列］タブ グラフ上でプロットされた個々のポイントの外観を制御で

きます。［系列］タブでは，次のサブタブを使用して設定を

行います。詳細については，80 ページの「［系列］タブ」

を参照してください。
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［グラフ］タブ

このタブでは，グラフ全体のルック・アンド・フィールを設定できます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

［エクスポート］タブ 現在のグラフを，選択した形式で（BMP，JPG，または 
EMF）画像ファイルに保存することができます。グラフの

データを HTML，Excel，または XML 形式でエクスポート

することもできます。

［印刷］タブ 凡例やユーザのメモなどのほかのデータを含めずに，グラ

フ本体だけを印刷できます。

利用方法 ［表示］>［表示オプション］>［詳細］ボタン >［グラフ］

タブ 

関連項目 76 ページの「［表示オプション］ダイアログ・ボックス」

78 ページの「［MainChart の編集］ダイアログ・ボッ

クス」

80 ページの「［系列］タブ」

UI 要素 説明

［系列］タブ グラフのスタイル（棒グラフ，折れ線グラフなど），表示 /
非表示，線と塗りつぶしの色，系列のラベルを選択します。

［一般］タブ 印刷プレビュー，エクスポート，余白，スクロール，ズー

ムのオプションを選択します。

［軸］タブ 表示する軸，軸の倍率，タイトル，目盛，位置を選択し

ます。

［ラベル］タブ グラフのタイトル，およびグラフ・タイトルのフォント，

背景色，境界，配置を設定します。

［凡例］タブ 凡例に関する設定（位置，フォント，境界線など）が含ま

れます。

［パネル］タブ グラフの背景パネルのレイアウトを表示します。色，濃淡

を変更したり，背景の画像を指定できます。

UI 要素 説明
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［系列］タブ

このページでは，グラフ上でプロットされた個々のポイントの外観を制御できます。

 

［ページング］タブ ページに関する設定（ページごとのデータ量，倍率，ペー

ジのナンバリングなど）を行います。これらの設定は，グ

ラフ・データが 1 ページを越える場合に意味を持ちます。

［壁］タブ 3D グラフの壁面の色を設定します。

3D アクティブなグラフの 3D 設定，オフセット，ズーム，回

転角度を選択します。

利用方法 ［表示］>［表示オプション］>［詳細］ボタン >［系列］

タブ

関連項目 76 ページの「［表示オプション］ダイアログ・ボックス」

78 ページの「［MainChart の編集］ダイアログ・ボッ

クス」

79 ページの「［グラフ］タブ」

UI 要素 説明
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

［凡例］ウィンドウ

このウィンドウを使用すれば，グラフに示される各測定値の色，倍率，最低

値，最高値，平均値，中央値，および標準偏差を設定できます。

 

UI 要素 説明

［形式］タブ グラフの境界の色，線の色，パターンを設定したり，グラ

フの折れ線や棒のプロパティを変更したりします。

［ポイント］タブ 折れ線グラフに表示されるポイントのサイズ，色，形を設

定します。

［一般］タブ カーソルの種類，軸の値の形式，横軸と縦軸の表示 / 非表

示の設定を選択します。

［マーク］タブ グラフの各ポイント形式を設定します。

利用方法 ［Analysis］ウィンドウ >［凡例］ウィンドウ

関連項目 84 ページの「［測定値の説明］ダイアログ・ボックス」

85 ページの「［測定値のオプション］ダイアログ・ボッ

クス」
81



第 3 章 • グラフの表示の設定
凡例ツールバー

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

測定値をグラフに表示します。

測定値をグラフに表示しません。

強調表示された測定値だけを表示します。

グラフで使用可能なすべての測定値を表示します。

［凡例］ウィンドウで選択された測定値によってグラフを

フィルタリングします。複数の測定値を選択できます。

フィルタをクリアするには，［表示］>［フィルタとグルー

プ化のクリア］を選択します。

［測定値のオプション］ダイアログ・ボックスを開きます。

このダイアログ・ボックスでは，測定値のオプション（た

とえば色の設定や測定値の目盛など）を設定できます。詳

細については，85 ページの「［測定値のオプション］ダイ

アログ・ボックス」を参照してください。

選択された測定値の名前，モニタの種類，説明を表示する

［測定値の詳細］ダイアログ・ボックスを開きます。詳細に

ついては，84 ページの「［測定値の説明］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。

選択された測定値を点滅する線として表示します。

［凡例のカラム オプション］ダイアログ・ボックスが開き，

［凡例］ウィンドウに表示されるカラムを設定できます。詳

細については，81 ページの「［凡例］ウィンドウ」を参照

してください。

選択されたデータをクリップボードにコピーします。その

データをテキスト・ファイルやスプレッドシートに貼り付

けることができます。
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凡例グリッドのショートカット・メニュー

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

すべての凡例データを，選択されているかどうかに関係な

くクリップボードにコピーします。そのデータをテキスト・

ファイルやスプレッドシートに貼り付けることができます。

凡例データを CSV ファイルに保存します。

UI 要素 説明

自動相関 ［自動相関］ダイアログ・ボックスが開きます。このダイア

ログ・ボックスを使用して，選択した測定値を負荷テスト・

シナリオ内のほかのモニタ測定値と相関できます。自動相

関機能の詳細については，121 ページの「測定値の自動相

関」を参照してください。

Web ページ診断の

対象 < 選択済み測

定項目

［平均トランザクション応答時間］グラフと［トランザク

ション パフォーマンス サマリ］グラフ内の測定値について

表示されます。選択したトランザクション測定値の［Web 
ページ診断］グラフを表示します。

測定値カラムを基準と

して並べ替える

選択したカラムを基準に昇順または降順で測定値の並べ替

えを行います。

ブレークダウン （［Web ページ診断］グラフ内の測定値について表示されま

す）。選択されたページのブレークダウンとともにグラフを

表示します。

UI 要素 説明
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［測定値の説明］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスには，選択した測定値に関する追加情報が表示され

ます。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 凡例ツールバー > 

関連項目 81 ページの「［凡例］ウィンドウ」

85 ページの「［測定値のオプション］ダイアログ・ボッ

クス」

UI 要素 説明

測定値 選択した測定値の名前が表示されます。ほかの測定値を選

択するには，ドロップダウン矢印をクリックします。

モニタタイプ 選択した測定値を取得するのに使用されたモニタの種類が

表示されます。

説明 選択した監視対象測定値の説明が表示されます。

SQL SQL の論理名が使用されている場合は，完全な SQL ステー

トメントが表示されます。
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［測定値のオプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，選択したグラフの測定値の色と倍率を

設定できます。

 

利用方法 凡例ツールバー > 

関連項目 81 ページの「［凡例］ウィンドウ」

84 ページの「［測定値の説明］ダイアログ・ボックス」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

測定値 設定する測定値を選択します。

色の変更 選択した測定値の新しい色を選択します。

倍率 使用する倍率オプションを選択します。

➤［測定値の倍率の設定］：選択した測定値の表示に使用す

る倍率を選択します。

➤［すべての測定値に自動倍率を設定］：各測定値がグラフ

に最適に表示されるようにする自動倍率を使用します。

➤［すべての測定値に倍率 1 を設定］：グラフのすべての測

定値の倍率を 1 に設定します。

➤［すべての測定値の測定値トレンドを表示］：グラフの Y 
軸の値を次の数式に従って標準化します。新しい Y 値 ＝
（元の Y 値 - 元の値の平均）/ 元の値の標準偏差。
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［凡例のカラム オプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，表示するカラムを選択できます。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［表示］>［凡例のカラム］

関連項目 81 ページの「［凡例］ウィンドウ」

UI 要素 説明

使用可能のカラム 表示または非表示にするカラム名の左にあるチェック・

ボックスを，それぞれ選択または選択解除します。

注：

➤［色］，［倍率］，および［測定値］カラムは必須であり，

選択解除できません。

➤ カラムの表示順序（左から右）を変更するには，［使用

可能のカラム］リストの右にある上下の矢印ボタンを使

用して，カラムを希望の位置へ移動します。
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［テンプレート］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，テンプレートの設定と自動化オプ

ションを設定し，レポート・テンプレートのオプションを選択できます。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［ツール］>［テンプレート］

UI 要素 説明

テンプレート 次のボタンのいずれかを選択します。

➤  テンプレートを参照します。

➤  - テンプレートを追加します。［新しいテンプレート

を追加］ダイアログ・ボックスで，新しいテンプレート

のタイトルを入力します。

➤  - テンプレートを複製します。

➤  - 選択したテンプレートを削除します。

➤  - 選択したテンプレートを標準設定として設定します。

自動粒度を使用する テンプレートに Analysis の標準の粒度（1 秒）を適用

します。Analysis の粒度の設定に関する詳細について

は，119 ページの「データの粒度の変更」を参照して

ください。

自動的に次の HTML 
レポートを生成する

テンプレートを使用して HTML レポートを生成します。レ

ポート名を指定するか選択します。HTML レポートの生成

については，478 ページの「HTML レポート」を参照して

ください。

作成後に HTML レ
ポートを開く

自動 HTML レポートを生成するオプションを選択していた

場合，このオプションを選択すると，HTML レポートが作

成された後自動的に開かれるようになります。

セッションを次の名前

で自動的に保存する

指定したテンプレートを使用してセッションが自動的に

保存されるようにします。ファイル名を指定するか選択

します。

上位の問題のあるト

ランザクションを自

動的に分析する

SLA 違反が最悪のトランザクションに関するトランザク

ション分析レポートを自動的に生成します。最大 5 つのト

ランザクションについてレポートが生成されます。トラン

ザクション分析レポートの詳細については，475 ページの

「［トランザクションの分析］ダイアログ・ボックス」を参

照してください。

セッションの保存後に 
Analysis を自動的に閉

じる

セッションが自動的に保存された後に Analysis を自動的に

閉じます（前のオプションを使って）。これにより，

Analysis の複数のインスタンスが実行されなくなります。
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第 3 章 • グラフの表示の設定
次の自動リッチ レ
ポートを生成

選択したレポートがテンプレートに追加されます。

< テンプレートの名前

の左にあるチェック

ボックス >

チェックボックスを選択すると，レポート・テンプレート

が選択したテンプレートに追加されます。レポートはセッ

ションに追加されます。

Word 選択したレポート・テンプレートを使用して，MS Word に
レポートを生成します。

注：コンテンツの量によっては MS Word ドキュメント内

の表形式が影響を受ける場合があることを考慮してくだ

さい。

Excel 選択したレポート・テンプレートを使用して，Excel にレ

ポートを生成します。

PDF 選択したレポート・テンプレートを使用して，PDF にレ

ポートを生成します。

HTML 選択したレポート・テンプレートを使用して，HTML にレ

ポートを生成します。

グラフ < タブ > テンプレートに含まれるグラフのリストを表示します。テン

プレートをセッションに適用すると，［セッション エクス

プローラ］の［グラフ］の下にグラフが表示されます。

セッションにデータがない場合，グラフは作成されません。

UI 要素 説明
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4
グラフ・データのフィルタリングおよび並べ
替え

本章の内容

概念

➤ 92 ページの「グラフ・データのフィルタリングの概要」

➤ 93 ページの「グラフ・データの並べ替えの概要」

リファレンス

➤ 94 ページの「フィルタ条件」

➤ 106 ページの「フィルタ条件のユーザ・インタフェース」
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概念

グラフ・データのフィルタリングの概要

グラフ・データにフィルタを適用して，負荷テスト・シナリオの特定箇所のト

ランザクションだけを表示させることができます。たとえば，シナリオが実行

されてから 5 分後に始まり，シナリオが終了する 3 分前に終わる，4 つのトラン

ザクションを表示する，といったことが可能です。

フィルタは，1 つのグラフに対して，または負荷テスト・シナリオのすべての

グラフ，あるいはサマリ・グラフに対して適用できます。

使用可能なフィルタ条件はグラフ・タイプによって異なります。また，フィル

タ条件はシナリオによっても異なります。たとえば，シナリオに 1 つのグルー

プ，または 1 つの Load Generator マシンしか含まれない場合，グループ名と 
Load Generator 名というフィルタ条件は使用できません。

注：結合されたグラフにフィルタを適用することもできます。各グラフのフィ

ルタ条件は，別々のタブに表示されます。
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グラフ・データの並べ替えの概要 
より適切にデータが表示されるように，グラフ・データを並べ替えることがで

きます。たとえば，トランザクション・グラフはトランザクション終了ステー

タスでグループ化でき，仮想ユーザ・グラフはシナリオ経過時間，仮想ユーザ

終了ステータス，仮想ユーザ・ステータス，および VuserID（仮想ユーザ ID）

でグループ化できます。1 つのグループまたは複数のグループで並べ替えるこ

とができます。

たとえば，まず仮想ユーザ ID をキーとして並べ替えを行い，次に仮想ユーザ・

ステータスをキーとして並べ替えを行うことができます。並べ替えの結果は，

一覧に含まれるグループ順に表示されます。グループ分けされている項目の順

序は，リストを並べ替えることで変更できます。下に示す［トランザクション 
サマリ］グラフは，仮想ユーザでグループ化されています。
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リファレンス

フィルタ条件 

共通のフィルタ条件オプション

以下フィルタ条件は，多くのグラフに共通しています。

フィルタ条件 条件の内容

ホスト名 ホスト・マシンの名前。ドロップダウン・リストから

ホスト名を 1 つ以上選択します。

トランザクション終了ス

テータス

トランザクションの終了ステータス（成功，失敗，

停止）。

シナリオ経過時間 負荷テスト・シナリオの開始から終了までに経過した

時間。時間範囲の設定の詳細については，111 ページ

の「［シナリオ経過時間］ダイアログ・ボックス」を

参照してください。

仮想ユーザ ID 仮想ユーザ ID。詳細については，113 ページの「［仮

想ユーザ ID］ダイアログ・ボックス」を参照してく

ださい。

スクリプト名 スクリプトの名前。

グループ名 フィルタに使用するグループの名前。

思考遅延時間 標準設定では，完了モードのグラフ・フィルタの［思

考遅延時間］オプションはオフになっています。表示

されるトランザクション時間は，思考遅延時間が考慮

されていない時間です。
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仮想ユーザ・グラフ

仮想ユーザ・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

エラー・グラフ

エラー・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

トランザクション・グラフ

トランザクション・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

仮想ユーザ・ステータス 仮想ユーザのステータス（ロード，一時停止，終了，

準備完了，実行中）。

仮想ユーザ終了ステータス トランザクション終了時の仮想ユーザのステータス

（エラー，失敗，成功，停止）。

解放された仮想ユーザ数 解放された仮想ユーザの数。

ランデブー名 ランデブー・ポイントの名前。

フィルタ条件 条件の内容

エラー タイプ エラーのタイプ（エラー番号ごとの）。

親トランザクション 親トランザクション。

スクリプト内の行番号 スクリプト内の行番号。

フィルタ条件 条件の内容

トランザクション名 トランザクションの名前。

トランザクション応答時間 トランザクションの応答時間。

トランザクションの階層

パス

トランザクションの階層パス。この条件の設定の詳細

については，110 ページの「［階層パス］ダイア
ログ・ボックス」を参照してください。
95



第 4 章 • グラフ・データのフィルタリングおよび並べ替え
Web リソース・グラフ

Web リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

Web ページ診断グラフ

Web ページ診断グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

Web リソース名 Web リソースの名前。

Web リソース値 Web リソースの値。

Web サーバ リソース名 Web サーバ・リソースの名前。

Web サーバ リソース値 Web サーバ・リソースの値。

フィルタ条件 条件の内容

コンポーネント名 コンポーネントの名前。

コンポーネントの応答時間 コンポーネントの応答時間。

コンポーネントの DNS 解
決時間

コンポーネントが最も近い DNS サーバを使って DNS 
名を IP アドレスに変換するのにかかった時間。

コンポーネントの接続時間 コンポーネントが指定された URL をホストする Web 
サーバとの最初の接続を確立するのにかかった時間。

コンポーネントの第 1 バッ

ファ時間

コンポーネントの最初の HTTP 要求（通常は GET）
が送信されてから，第 1 バッファを Web サーバから

正常に受信するまでにかかった時間。

コンポーネントの受信時間 コンポーネントの最後のバイトがサーバから到着し，

ダウンロードが完了するまでに要した時間。
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コンポーネントの SSL ハン

ドシェイク時間

コンポーネントが SSL 接続を確立するのにかかった時

間（HTTPS 通信の場合のみ）。

コンポーネントの FTP 認証

時間

コンポーネントがクライアントを認証するのに要した

時間（FTP プロトコル通信の場合のみ）。

コンポーネントのエラー

時間

コンポーネントの HTTP 要求が送信されてからエ

ラー・メッセージ（HTTP エラーのみ）が返されるま

でに経過した時間の平均。

コンポーネント サイズ

（KB）
コンポーネントのサイズ（単位は KB）。

コンポーネント タイプ コンポーネントのタイプ（アプリケーション，画像，

ページ，テキスト）。

コンポーネント階層パス コンポーネントの階層パス。この条件の設定の詳細に

ついては，110 ページの「［階層パス］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。

コンポーネントのネット

ワーク時間

コンポーネントの最初の HTTP 要求から ACK を受信

するまでに経過した時間。

コンポーネントのサーバ

時間

コンポーネントが ACK を受信してから第 1 バッ

ファを Web サーバから正常に受信するまでにか

かった時間。

コンポーネントのクライ

アント時間

ブラウザの思考遅延時間またはクライアントに関連す

るほかの遅延のため，クライアント・マシンでコン

ポーネントの要求の処理が遅れている間に経過した平

均時間。

フィルタ条件 条件の内容
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ユーザ定義データ・ポイント・グラフ

ユーザ定義データ・ポイント・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

システム・リソース・グラフ

システム・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

ネットワーク・モニタ・グラフ

ネットワーク・モニタ・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

データ・ポイント名 データ・ポイントの名前。

データポイント値 データ・ポイントの値。

フィルタ条件 条件の内容

システム リソース名 システム・リソースの名前。

システム リソース値 システム・リソースの値。詳細については，

112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。

フィルタ条件 条件の内容

ネットワーク パス名 ネットワーク・パスの名前。

ネットワーク・パス遅延 ネットワーク・パスの遅延。

ネットワーク パスの親 ネットワーク・パスの親。

ネットワーク・サブパス名 ネットワーク・サブパスの名前。

ネットワーク・サブパス

遅延

ネットワーク・サブパスの遅延。

ネットワーク・フル・パス ネットワークのフル・パス。

ネットワーク セグメント名 ネットワーク・セグメントの名前。
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ファイアウォール・グラフ

ファイアウォール・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

Web サーバ・リソース・グラフ

Web サーバ・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフ

Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を

適用できます。

ネットワーク セグメント

遅延

ネットワーク・セグメントの遅延。

ネットワーク・セグメント 
フル パス

ネットワーク・セグメントのフル・パス。

フィルタ条件 条件の内容

ファイアウォール リソー

ス名

ファイアウォール・リソースの名前。

ファイアウォール リソー

ス値

ファイアウォール・リソースの値。詳細については，

112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・ボッ

クス」を参照してください。

フィルタ条件 条件の内容

測定値の名前 測定値の名前。

測定値 測定値。詳細については，112 ページの「［次元情報

の設定］ダイアログ・ボックス」を参照してください。

フィルタ条件 条件の内容

リソース名 リソースの名前。

リソース値 リソースの値。詳細については，112 ページの「［次

元情報の設定］ダイアログ・ボックス」を参照してく

ださい。

フィルタ条件 条件の内容
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データベース・サーバ・リソース・グラフ

データベース・サーバ・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用でき

ます。

ストリーミング・メディア・グラフ

ストリーミング・メディア・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

ERP/CRM サーバ・リソース・グラフ

ERP/CRM サーバ・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

データベース・リソース名 データベース・リソースの名前。

データベース・リソース値 データベース・リソースの値。詳細については，

112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。

フィルタ条件 条件の内容

ストリーミング メディア名 ストリーミング・メディアの名前。

ストリーミング メディア値 ストリーミング・メディアの値。詳細については，

112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・ボッ

クス」を参照してください。

フィルタ条件 条件の内容

ERP/CRM サーバ リソー

ス名

ERP/CRM サーバ・リソースの名前。

ERP/CRM サーバ・リソー

ス値

ERP/CRM サーバ・リソースの値。詳細については，

112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・ボッ

クス」を参照してください。

ERP サーバ・リソース名 ERP サーバ・リソースの名前。

ERP サーバ・リソース値 ERP サーバ・リソースの値。詳細については，

112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。
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Siebel 診断グラフ

Siebel 診断グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

Siebel DB 診断グラフ

Siebel DB 診断グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

Siebel トランザクション名 Siebel トランザクションの名前。

Siebel 要求名 Siebel 要求名。

Siebel レイヤ名 Siebel レイヤの名前。

Siebel 領域名 Siebel 領域の名前。

Siebel サブ領域名 Siebel サブ領域の名前。

Siebel サーバ名 Siebel サーバの名前。

Siebel スクリプト名 Siebel スクリプトの名前。

応答時間 Siebel トランザクションの応答時間。

Siebel 呼び出しチェーン Siebel トランザクションの呼び出しチェーン。

フィルタ条件 条件の内容

トランザクション名 - 
SIEBEL

Siebel DB トランザクションの名前。

呼び出しの SQL メソッド 
チェーン

Siebel DB トランザクションの呼び出しの SQL 
チェーン。

SQL エイリアス名 Siebel DB トランザクションの SQL エイリアス名。

SQL 応答時間 Siebel DB トランザクションの SQL 応答時間。
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Oracle 11i 診断グラフ

Oracle 11i 診断グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

Java パフォーマンス・グラフ

Java パフォーマンス・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

トランザクション名 - 
ORACLE

Oracle トランザクションの名前。

呼び出しの SQL メソッド 
チェーン

Oracle トランザクションの呼び出しの SQL チェーン。

SQL 別名 - Oracle Oracle トランザクションの SQL エイリアス名。

SQL 応答時間 Oracle トランザクションの SQL 応答時間。

Oracle SQL 解析時間 Oracle トランザクションの SQL 解析時間。

Oracle SQL 実行時間 Oracle トランザクションの SQL 実行時間。

Oracle SQL フェッチ時間 Oracle トランザクションの SQL フェッチ時間。

Oracle SQL その他の時間 Oracle トランザクションのその他の SQL 時間。

フィルタ条件 条件の内容

Java パフォーマンス・

リソース名

Java パフォーマンス・リソースの名前。

Java パフォーマンス・

リソース値

Java パフォーマンス・リソースの値。
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J2EE & .NET 診断グラフ

J2EE & .NET 診断グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

アプリケーション・コンポーネント・グラフ

アプリケーション・コンポーネント・グラフには，次のフィルタ条件を適用で

きます。

フィルタ条件 条件の内容

トランザクション名 Java トランザクションの名前。

メソッドの呼び出し

チェーン

Java メソッドの呼び出しチェーン。

レイヤ名 レイヤの名前。

クラス名 クラスの名前。

メソッド名 メソッドの名前。

SQL 論理名 Java トランザクションの SQL 論理名。

応答時間 Java トランザクションの応答時間。

ホスト名 - J2EE/.NET J2EE & .NET トランザクションのホストの名前。

アプリケーション 
ホスト名 -（JVM）

VM アプリケーション・ホストの名前。

トランザクション要求 トランザクションの要求。

トランザクションの階層

パス

トランザクションの階層パス。この条件の設定の詳細

については，110 ページの「［階層パス］ダイアロ

グ・ボックス」を参照してください。

フィルタ条件 条件の内容

コンポーネント リソース名 コンポーネントのリソース名。

コンポーネント リソース値 コンポーネント・リソースの値。詳細については，

112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。
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アプリケーションのデプロイメント・グラフ

アプリケーションのデプロイメント・グラフには，次のフィルタ条件を適用で

きます。

COM+ インタフェース COM+ コンポーネントのインタフェース。

COM+ 応答時間 COM+ コンポーネントの応答時間。

COM+ 呼び出し数 COM+ コンポーネントの呼び出し数。

COM+ メソッド COM+ コンポーネントのメソッド。

.Net リソース名 .NET コンポーネントのリソース名。

.Net Value .NET リソースの値。詳細については，112 ページの

「［次元情報の設定］ダイアログ・ボックス」を参照し

てください。

.Net クラス .NET コンポーネントのクラス。

.Net 応答時間 .NET コンポーネントの応答時間。

.Net 呼び出し数 NET コンポーネントの呼び出し数。

.Net メソッド .NET コンポーネントのメソッド。

フィルタ条件 条件の内容

Citrix リソース名 Citrix リソースの名前。

Citrix リソース値 Citrix リソースの値。詳細については，112 ページの

「［次元情報の設定］ダイアログ・ボックス」を参照し

てください。

フィルタ条件 条件の内容
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ミドルウェア・パフォーマンス・グラフ

ミドルウェア・パフォーマンス・グラフには，次のフィルタ条件を適用でき

ます。

インフラストラクチャ・リソース・グラフ

インフラストラクチャ・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用でき

ます。

外部モニタ・グラフ

外部モニタ・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

メッセージ キュー リソー

ス名

メッセージ・キュー・リソースの名前。

メッセージ キュー リソー

ス値

メッセージ・キュー・リソースの値。詳細について

は，112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。

フィルタ条件 条件の内容

ネットワーク・クライ

アント

ネットワーク・クライアントの名前。

ネットワーク クライアン

ト値

ネットワーク・クライアントの値。詳細については，

112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・ボッ

クス」を参照してください。

フィルタ条件 条件の内容

外部モニタのリソース名 外部モニタ・リソースの名前。

外部モニタのリソース値 外部モニタ・リソースの値。詳細については，

112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。
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フィルタ条件のユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 106 ページの「［カスタム フィルタ］ダイアログ・ボックス」

➤ 107 ページの「［フィルタ］ダイアログ・ボックス」

➤ 110 ページの「［階層パス］ダイアログ・ボックス」

➤ 111 ページの「［シナリオ経過時間］ダイアログ・ボックス」

➤ 112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・ボックス」

➤ 113 ページの「［仮想ユーザ ID］ダイアログ・ボックス」

［カスタム フィルタ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，フィルタ条件をカスタマイズできます。

 

利用方法 ［表示］メニュー >［フィルタ / グループ化の設定］>［値

（個別値）］>［選択］カラムまたは［名前］カラムの上部に

あるドロップダウン矢印 >［( カスタム ...)］

注 トランザクションの開始時間と終了時間を（「分：秒」の形

式で）指定する場合，時間は負荷テスト・シナリオ実行の

開始からの相対時間となります。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

［フィルタ］ダイアログ・ボックス

フィルタ・ダイアログ・ボックス（［グラフの設定］，［グローバル フィルタ］，

［Analysis サマリ フィルタ］）では，グラフまたはレポートに表示されるデータ

にフィルタを適用できます。

グラフを追加するときにフィルタや並べ替えのボタンが表示され，グラフが表

示される前にデータのフィルタリングや並べ替えを実行できます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

最小 測定値の最低値を指定します。

最大値 測定値の最高値を指定します。

利用方法 次のいずれかを使用します。

➤［表示］>［フィルタ / グループ化の設定］または  を
クリック

➤［ファイル］>［グローバル フィルタの設定］または  
をクリック

➤［表示］>［サマリ フィルタ］または  をクリック

注 次のフィールドの一部は，フィルタ・ボックスによっては

表示されないものもあります。

UI 要素 説明

フィルタ条件 使用する各フィルタ条件の条件と値を選択します。各グラ

フに適用可能なフィルタ条件が表示されます。各グラフの

フィルタ条件の詳細については，関連するグラフの章を参

照してください。

条件 ［=］（左右が等しい）か［<>］（左右が等しくない）を選択

します。
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値 フィルタ条件は，3 つの値の種類（個別，連続，時間基準）

に分類されます。

個別値は，トランザクション名や仮想ユーザ ID などの整

数値（自然数）または文字列値です。フィルタに含める値

のチェック・ボックスを選択します。任意の 1 文字または

文字列を示すワイルドカードを入力して，フィルタをカス

タマイズすることもできます。

➤ 連続値は，トランザクション応答時間のように，値の上

限と下限の間の値を取り得る可変の値です。各測定値の

範囲情報は，112 ページの「［次元情報の設定］ダイア

ログ・ボックス」で設定します。

➤ 時間基準値は，負荷テスト・シナリオ開始からの相対時

間に基づく値です。［シナリオ経過時間］は，時間基準値

を使用する唯一の条件です。時間基準値は，111 ページ

の「［シナリオ経過時間］ダイアログ・ボックス」で指

定します。

フィルタ条件によっては，次のいずれかのダイアログ・ボッ

クスが開き，さらに詳細なフィルタ条件を指定できます。

➤ 112 ページの「［次元情報の設定］ダイアログ・ボッ

クス」

➤ 113 ページの「［仮想ユーザ ID］ダイアログ・ボックス」

➤ 111 ページの「［シナリオ経過時間］ダイアログ・ボッ

クス」

➤ 110 ページの「［階層パス］ダイアログ・ボックス」：ト

ランザクションまたはコンポーネントの階層パスやメ

ソッドの呼び出しチェーンを表示できます。

UI 要素 説明
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トランザクションの

パーセンタイル値

サマリ・レポートには，90% のトランザクションの応答時

間を示すパーセント・カラムがあります（90% のトランザ

クションがこの時間内に収まります）。90% という標準の

値を変更するには，［トランザクションのパーセンタイル

値］ボックスに新しい数値を入力します。

標準設定 各フィルタ条件の標準設定の条件と値が表示されます。

すべてクリア ダイアログ・ボックスに入力したすべての情報が削除され

ます。

［グループ別］設定 データをグループ分けしてグラフの表示を並べ替えるには，

これらの設定を使用します。データは次のようにグループ

分けできます。

➤［指定可能なグループ］：結果を並べ替える基準となるグ

ループを選択し，右向きの矢印をクリックします。

➤［選択済みのグループ］：結果を並べ替える基準となる選

択されたすべてのグループの一覧が表示されます。値を

削除するには，値を選択して，左向きの矢印をクリック

します。

グローバル フィルタ

の適用前にすべてのグ

ラフを標準設定値にリ

セット

すべてのグラフのフィルタ設定が標準設定に戻ります。

UI 要素 説明
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［階層パス］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，トランザクションまたはコンポーネントの階

層パスやメソッドの呼び出しチェーンを表示できます。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［表示］メニュー >［フィルタ / グループ化の設定］>
［フィルタ条件］表示枠 >［トランザクション］，［コンポー

ネント階層パス］，［メソッドの呼び出しチェーン］

UI 要素 説明

トランザクション，

コンポーネント階層

パス，メソッドの呼

び出しチェーン

結果の表示を開始するパスのボックスを選択します。選択

したパスとその直下のサブノードだけが表示されます。
110



第 4 章 • グラフ・データのフィルタリングおよび並べ替え
［シナリオ経過時間］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，グラフの X 軸の時間範囲を開始時間と終了時

間で指定できます。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［表示］メニュー >［フィルタ / グループ化の設定］>
［フィルタ条件］表示枠 >［シナリオ経過時間］

注 時間は，シナリオ実行の開始を基準として入力します。

UI 要素 説明

開始 範囲の開始値を指定します。

終了 範囲の終了値を指定します。
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［次元情報の設定］ダイアログ・ボックス 
このダイアログ・ボックスを使用して，結果セットの各測定値（トランザク

ション，解放された仮想ユーザ数，リソース）の範囲情報を設定できます。分

析に使用する各測定値の最低値と最高値を指定します。標準では，各測定値が

取り得る範囲の上限と下限が表示されます。

 

利用方法 このダイアログ・ボックスは，次の場所から開くことがで

きます。

➤［トランザクション］グラフ >［表示］メニュー >［フィ

ルタ / グループ化の設定］>［フィルタ条件］表示枠 >
［トランザクション応答時間］

➤［仮想ユーザ］グラフ >［ランデブー］グラフ >［表示］

メニュー >［フィルタ / グループ化の設定］>［フィルタ

条件］表示枠 >［解放された仮想ユーザ数］

➤ リソース（Web サーバ，データベース・サーバなど）

を測定するすべてのグラフ >［表示］メニュー >［フィ

ルタ / グループ化の設定］>［フィルタ条件］表示枠 >
［リソース値］

注 トランザクションの開始時間と終了時間を（「分：秒」の形

式で）指定する場合，時間は負荷テスト・シナリオ実行の

開始からの相対時間となります。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

［仮想ユーザ ID］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスが開き，［仮想ユーザ ID］フィルタ条件の追加フィ

ルタ情報を入力できます。

UI 要素 説明

最小 測定値の最低値を指定します。

最大値 測定値の最高値を指定します。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［表示］メニュー >［フィルタ / グループ化の設定］>
［フィルタ条件］表示枠 >［仮想ユーザ ID］

UI 要素 説明

値 グラフに表示する仮想ユーザの仮想ユーザ ID をカンマで

区切って入力します。

範囲 グラフに表示する仮想ユーザの範囲の開始と終了を指定し

ます。

仮想ユーザ 選択できる既存の仮想ユーザ ID が表示されます。
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5
Analysis のグラフ・データを使った作業

Analysis には，いくつかのユーティリティが用意されています。これらのユー

ティリティを使用してデータを最も効果的に表示できるようにグラフ・データ

を管理できます。

本章の内容

概念

➤ 116 ページの「座標点の確認」

➤ 117 ページの「グラフのドリルダウン」

➤ 119 ページの「データの粒度の変更」

➤ 121 ページの「測定値の傾向の表示」

➤ 121 ページの「測定値の自動相関」

➤ 123 ページの「未処理のデータの表示」

タスク

➤ 124 ページの「グラフ・データの管理方法」

リファレンス

➤ 128 ページの「Analysis のグラフ・データのユーザ・インタフェース」
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概念

座標点の確認 
グラフ上の任意の点の座標と値を確認できます。対象となる点の上にカーソル

を置くと，座標軸の値とその他のグループ分け情報が表示されます。
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グラフのドリルダウン 
ドリルダウン によって，グラフの特定の測定値に絞り込んで，特定のグルー

プ分けで表示できます。使用可能なグループは，グラフによって異なります。

たとえば，［平均トランザクション応答時間］グラフには，トランザクション

ごとに 1 本の折れ線が表示されます。各仮想ユーザの応答時間を調べるには，

1 つのトランザクションをドリルダウンし，仮想ユーザ ID を基準にして並べ

替えます。グラフには，仮想ユーザごとに，トランザクションの応答時間を表

す折れ線が表示されます。

注：ドリルダウン機能は，［Web ページ診断］グラフでは使用できません。

次のグラフには，5 つのトランザクションがそれぞれ折れ線で表示されてい

ます。
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MainPage トランザクションを仮想ユーザ ID 別にドリルダウンすると，グラ

フには MainPage トランザクションの応答時間だけが，仮想ユーザ別に 1 本の

折れ線となって表示されます。

このグラフから，いくつかの仮想ユーザの応答時間はほかの仮想ユーザより長

かったことがわかります。

各ホストの応答時間を調べるには，1 つのトランザクションをドリルダウンし ,
ホストを基準にして並べ替えを行います。グラフには，各ホストのトランザク

ション応答時間を表す折れ線が個別に表示されます。
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データの粒度の変更 
グラフは，X 軸の目盛間隔（粒度）を変更することで，より簡単に読み取りと

分析が行えるようになります。最小の目盛間隔はグラフの時間範囲の半分で

す。グラフの読みやすさとわかりやすさを考慮して，最大の目盛間隔はグラフ

の範囲が 500 秒以上のときに自動的に調整されます。

次の例では，［秒ごとのヒット数］グラフが複数の粒度で表示されています。Y 軸
は，設定した目盛間隔の秒ごとのヒット数を表します。目盛間隔が 1 のグラフ

では，Y 軸に負荷テスト・シナリオの 1 秒ごとのヒット数が示されます。
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また，目盛間隔が 5 のグラフでは，Y 軸にシナリオの 5 秒ごとのヒット数が表

示されます。

前述の目盛間隔がそれぞれ 1，5，10 のグラフは，同じ負荷テスト・シナリオ

の実行結果を表しています。粒度が低いと，結果が詳細になります。たとえ

ば，前述に示す目盛間隔の小さいグラフだと，ヒットがない時間帯がわかりま

す。シナリオの全体を通じた仮想ユーザの振る舞いを調べるには，目盛間隔の

設定数値が小さいグラフが役に立ちます。

GRANULARITY=1

GRANULARITY=5

GRANULARITY=10
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同じグラフをより大きい目盛間隔で表示させることによって，全体像を簡単に

知ることができます。前述の場合は，1 秒につき平均約 1 ヒットあったことが

簡単にわかります。

測定値の傾向の表示 
グラフの Y 軸の値を標準化することで，折れ線グラフのパターンをより効果的

に表示できます。グラフを標準化することで，グラフの Y 軸の値は 0 を中心に

して収束します。これにより，測定値の実際の値を無視して，負荷テスト・シナ

リオの実行中におけるグラフの振る舞いのパターンに注目することができます。

グラフの Y 軸値は次の数式に従って標準化されます。

新しい Y 値 ＝（元の Y 値 - 元の値の平均）/ 元の値の標準偏差 

測定値の自動相関 
1 つのグラフの測定値をほかのグラフの測定値と相関させることで，傾向が似

ている測定値を検出できます。相関により，測定値の実際の値を無視して，負

荷テスト・シナリオの指定時間範囲内における測定値の振る舞いのパターンに

注目することができます。
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次の例では，［平均トランザクション応答時間］グラフの t106Zoek:245.lrr 
の測定値を，［Windows リソース］グラフ，［Microsoft IIS］グラフ，およ

び［SQL Server］グラフの測定値と相関しています。このグラフでは，

t106Zoek:245.lrr と最も密接に相関している 5 つの測定値が表示されてい

ます。

注：この機能は，［Web ページ診断］グラフを除くすべての折れ線グラフに適

用できます。
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未処理のデータの表示

未処理データ・ビューには，テストの実行中に収集された，現在のグラフの実

際の未処理のデータが表示されます。ただし，未処理データ・ビューが使用で

きないグラフもあります。

未処理のデータの表示は，次の場合に特に便利です。

➤ 突出した値に関する詳細情報を確認する場合。たとえば，突出した値の原因

となったトランザクションを実行していた仮想ユーザ名など。

➤ 外部の表計算アプリケーションに未処理データをすべてエクスポートする

場合。

ユーザ・インタフェースの詳細については，134 ページの「［グラフ データ］

ビューのテーブル」をクリックしてください。
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タスク

グラフ・データの管理方法

Analysis で実行できる実用的なユーティリティを次に示します。これらのユー

ティリティを使用してデータを最も効果的に表示できるようにグラフ・データ

を管理できます。

座標点を確認する

グラフ上の任意の点の座標と値を確認するには，確認するポイントにカーソル

を置きます。Analysis によって，軸値とほかのグループ情報が表示されます。

グラフをドリルダウンする

ドリルダウンによって，グラフの特定の測定値に絞り込んで，特定のグループ

分けで表示できます。

 1 折れ線グラフの折れ線，棒グラフの棒，または円グラフの扇形の部分を右ク

リックし，［ドリルダウン］を選択します。［ドリルダウンのオプション］ダ

イアログ・ボックスが開き，グラフのすべての測定値が表示されます。

 2 ドリルダウンする測定値を選択します。

 3［グループ別］ボックスで，並べ替えの基準となるグループを選択します。

 4［OK］をクリックします。ドリルダウンが実施され，新しいグラフが表示さ

れます。

最後に行ったドリルダウンの設定を取り消すには，ショートカット・メ

ニューから［元に戻す フィルタ / グループ化の設定］を選択します。

➤ 別のドリルダウンを実施するには，1 ～ 4 の手順を繰り返します。

➤ フィルタとドリルダウンの設定をすべてクリアするには，ショートカット・

メニューから［フィルタとグループ化のクリア］を選択します。
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データの粒度を変更する

このタスクでは，グラフの粒度を変更する方法について説明します。

 1 グラフ内部でクリックします。

 2［表示］>［粒度の設定］を選択するか，［粒度の設定］をクリックします。

［粒度］ダイアログ・ボックスが開きます。

 3 X 軸の目盛間隔を入力し，時間の測定値を選択します。最小の目盛間隔はグ

ラフの時間範囲の半分です。

 4 グラフの読みやすさとわかりやすさを考慮して，最小の粒度は，LoadRunner 
によって 500 秒以上の範囲内で自動的に調整されます。

 5［OK］をクリックします。

測定値の傾向を表示する

このタスクでは，折れ線グラフで［測定値の傾向の表示］オプションをアク

ティブにする方法について説明します。

 1［表示］>［測定値の傾向の表示］を選択するか，グラフを右クリックして

［測定値の傾向の表示］を選択します。あるいは，［表示］>［測定値の設定］

を選択し，［すべての測定値の測定値トレンドを表示］ボックスにチェック・

マークを付けます。

注：標準化機能は，［Web ページ診断］グラフを除くすべての折れ線グラフ

に適用できます。
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 2 選択した折れ線グラフの標準化された値を表示します。［最小］，［平均］，

［最大値］および［標準偏差］凡例カラムの値は実数値です。

グラフの標準化を取り消すには，1 の手順を繰り返します。

注：2 つの折れ線グラフを標準化する場合，2 つの Y 軸が結合されて 1 つの 
Y 軸になります。

測定値を自動相関させる

1 つのグラフの測定値をほかのグラフの測定値と相関させることで，傾向が似

ている測定値を検出できます。相関により，測定値の実際の値を無視して，負

荷テスト・シナリオの指定時間範囲内における測定値の振る舞いのパターンに

注目することができます。

 1 グラフまたは凡例の中で，相関対象の測定値を右クリックし，［自動相関］

を選択します。［自動相関］ダイアログ・ボックスが開き，選択した測定値

がグラフに表示されます。

 2 時間範囲の提案方法および時間範囲を選択します。

 3 グラフに時間フィルタを適用した場合，ダイアログ・ボックスの右上角に表

示される［表示］ボタンをクリックして，全部のシナリオ時間範囲の値を相

関させることができます。

 4 選択した測定値と相関させるグラフと，表示するグラフ出力の種類を指定す

るには，次の手順で行います。

➤［相関オプション］タブを選択します。

➤ 129 ページの「［ドリルダウンのオプション］ダイアログ・ボックス」の

説明に従って，相関するグラフ，データの間隔，出力オプションを選択

します。

➤［時間範囲］タブで［OK］をクリックします。指定した相関グラフが生

成されます。2 つの新しいカラム，［相関一致］カラムと［相関］カラム

がグラフの下の［凡例］ウィンドウに表示されます。
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相関させる別の測定値を指定するには，［自動相関］ダイアログ・ボックスの

一番上にある［相関する測定値］ボックスから測定値を選択します。

時間の最小範囲は，測定値全体の時間範囲の 5% 以上である必要があります。

測定値全体の 5% の範囲を超えない傾向は，5% 以上の範囲をカバーするほか

のセグメントに吸収されます。

測定値に非常に大きな変化があると，より小さな変化は隠れてしまうことがあ

ります。そのような場合は大きな変化だけが表示され，［次へ］ボタンは使用

できなくなります。

注：この機能は，［Web ページ診断］グラフを除くすべての折れ線グラフに適

用できます。
127



第 5 章 • Analysis のグラフ・データを使った作業
リファレンス

Analysis のグラフ・データのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 129 ページの「［ドリルダウンのオプション］ダイアログ・ボックス」

➤ 130 ページの「［自動相関］ダイアログ・ボックス」

➤ 134 ページの「［グラフ データ］ビューのテーブル」

➤ 136 ページの「［グラフのプロパティ］ウィンドウ」
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［ドリルダウンのオプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスには，グラフのすべての測定値が表示されます。

 

利用方法 グラフの線 / 棒 / セグメントを < 右クリック > >［ドリルダ

ウン］

関連項目 117 ページの「グラフのドリルダウン」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

［自動相関］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，選択したグラフの測定値をほかのグラフの測

定値と相関させるために使用する設定を指定できます。

 

UI 要素 説明

ドリルダウンの対象 選択したトランザクションでグラフがフィルタリングされ

ます。

グループ別 選択したトランザクションが選択した条件で並べ替えられ

ます。
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［時間範囲］タブ

［自動相関］ダイアログ・ボックスの［時間範囲］タブを使用して，測定値が

相関されるグラフの負荷テスト・シナリオ時間範囲を指定できます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 次のいずれかの方法を使用します。

グラフを右クリック >［自動相関］

グラフを右クリック >［自動相関］>［時間範囲］タブ

グラフを右クリック >［自動相関］>［相関オプション］

タブ

重要情報 また，緑および赤の垂直ドラッグ・バーを使って，シナリ

オ時間範囲の開始値と終了値を指定することもできます。

注 測定値を相関させたグラフの目盛間隔は，定義したシナリ

オ時間の範囲に応じて元のグラフの目盛間隔とは異なる場

合があります。

関連項目 121 ページの「測定値の自動相関」

UI 要素 説明

相関する測定値 相関させる測定値を選択します。

時間範囲全体の値を表

示する

シナリオの完全時間範囲の値を相関させるには，［表示］を

クリックします。このオプションは，グラフに時間フィル

タを適用した場合にのみ使用できます。

時間範囲の提案 シナリオの測定値において最も注目される時間が自動的に

表示されます。

➤［傾向］：最も注目される変化が含まれる，長時間のセグ

メントが表示されます。

➤［特徴］：測定値の傾向を示す，より狭い範囲のセグメン

トが表示されます。
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［相関オプション］タブ

［自動相関］ダイアログ・ボックスの［相関オプション］タブを使用して，相

関するグラフ，データの間隔，出力オプションを設定できます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

ベスト 隣接するセグメントと最も大きく異なる時間セグメントを

選択します。

次 自動相関される次のセグメントが表示されます。示される

各セグメントの相違は徐々に小さくなります。

前 その前に提示されていた時間セグメントに戻ります。

新しい測定値について

自動的に提案する

［相関する測定値］の項目が変更されるたびに新しい提案が

提示されます。

開始 使用するシナリオ時間範囲の開始値を hh:mm:ss 形式で指

定します。

終了 使用するシナリオ時間範囲の終了値を hh:mm:ss 形式で指

定します。

UI 要素 説明

相関対象グラフの選択 測定値を選択した測定値と相関させるグラフを選択します。

UI 要素 説明
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データ間隔 測定値の相関間隔が算出されます。

➤［自動］：対象となる時間の範囲に基づいて自動的に
決まる値が使用されます。

➤［データを X 秒間隔で相関する］：固定値を入力します。

出力 表示する出力レベルを選択します。

➤［上位 X つのもっとも相関関係が強い測定値を表示］：指

定された件数の，最も相関性の高い測定値が表示されま

す。標準設定は 5 です。

➤［影響要因が少なくとも右記の % の測定値を表示 X%］：

選択した測定値が，指定したパーセンテージの範囲に収

まる測定のみが表示されます。標準設定は 50% です。

UI 要素 説明
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［グラフ データ］ビューのテーブル

スプレッドシート・ビューまたは未処理データ・ビューでグラフ・データを表

示できます。データは，要求に応じてすぐに表示されます。

 

利用方法 次のいずれかを使用します。

［ウィンドウ］>［グラフ データ］

［ウィンドウ］>［未処理データ］

注 未処理データが使用できないグラフもあります。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

選択されたデータをコピーします。

スプレッドシートをクリップボードにコピーします。ク

リップボード上のコピーはスプレッドシートに貼り付ける

ことができます。

スプレッドシート・データが Excel ファイルに保存されま

す。データを Excel ファイルに保存すれば，カスタム・グ

ラフを生成できます。

ツールバーのボタンを使用して，テーブルを移動するか，

後で参照できるようにレコードをマークできます。

相対時間 ［グラフ データ］ウィンドウの最初のカラムには，シナリオ

の経過時間（X 軸の値）が表示されます。以降のカラムに

は，グラフ内の各測定値の相対的な Y 軸値が表示されます。

［未処理データ］ダイ

アログ・ボックス 

［範囲の設定］で，時間範囲を設定します。
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［グラフのプロパティ］ウィンドウ

このウィンドウには，セッション・エクスプローラで選択されたグラフまたは

レポートの詳細が表示されます。黒で表示されたフィールドは編集可能です。

編集可能なフィールドを選択すると，選択したフィールド値の横に編集ボタン

が表示されます。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［ウィンドウ］>［プロパティ］

UI 要素 説明

選択したフィールドの値を編集できます。

［グラフ］フィールド ➤［フィルタ］：設定したフィルタが表示されます。

➤［粒度］：設定した粒度が表示されます。

➤［グループ別］：選択したグループのフィルタが表示され

ます。

➤［測定値のブレークダウン］：グラフの測定値が表示され

ます。

➤［タイトル］：グラフ表示ウィンドウのグラフ名が表示さ

れます。

［サマリ レポート］

フィールド

➤［説明］：サマリ・レポートに含まれている内容の概要。

➤［フィルタ］：サマリ・レポートに設定されているフィル

タが表示されます。

➤［パーセンタイル］：サマリ・レポートには，90% のト

ランザクションの応答時間を示すパーセント・カラム

があります（90% のトランザクションがこの時間内に

収まります）。90% という標準の値を変更するには，

［トランザクションのパーセンタイル値］ボックスに新

しい数値を入力します。

➤［タイトル］：サマリ・レポートの名前。

［トランザクション分

析レポート］フィー

ルド

一部のフィールドでは，編集ボタンをクリックすると，［ト

ランザクション分析の設定］ダイアログ・ボックスが開き，

トランザクション分析の設定を編集できます。
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6
負荷テスト・シナリオ情報の表示

本章の内容

概念

➤ 140 ページの「負荷テスト・シナリオ情報の表示」

タスク

➤ 142 ページの「Controller の出力メッセージの設定方法」

リファレンス

➤ 143 ページの「負荷テスト・シナリオのユーザ・インタフェース」
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概念

負荷テスト・シナリオ情報の表示

Analysis では，分析している負荷テスト・シナリオに関する情報を表示できま

す。シナリオの実行環境設定とシナリオ実行中に Controller が生成した出力

メッセージを表示できます。

［シナリオの実行環境設定］ダイアログ・ボックスに，仮想ユーザ・グループ

と，各シナリオで実行されたスクリプトに関する情報，およびシナリオの各ス

クリプトの実行環境の設定を表示できます。

注：実行環境の設定により，仮想ユーザ・スクリプトの実行方法をカスタマイ

ズできます。実行環境の設定は，シナリオを実行する前に，Controller または 
Virtual User Generator（VuGen）から実行できます。実行環境の設定方法の詳

細については，『HP Virtual User Generator ユーザーズ・ガイド』を参照して

ください。

［ファイル］>［シナリオ実行環境設定の表示］を選択するか，ツールバーで

［実行環境設定の表示］をクリックします。
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［シナリオの実行環境設定］ダイアログ・ボックスが開き，仮想ユーザ・グ

ループ，スクリプト，各シナリオのスケジュール情報が表示されます。シナリ

オのスクリプトごとに，シナリオの実行前に，Controller または VuGen で設

定された実行環境の設定を表示できます。
141



第 6 章 • 負荷テスト・シナリオ情報の表示
タスク

Controller の出力メッセージの設定方法

このタスクでは，出力メッセージの設定方法について説明します。

 1［ツール］>［オプション］を選択し，［結果の収集］タブを選択します。

 2［Controller 出力メッセージを Analysis セッションにコピー］領域で，次の

いずれかのオプションを選択します。

➤［データ セットが X MB 未満の場合，コピーする］：Controller の出力

データ・セットが指定された量より少ない場合，そのデータを Analysis 
セッションにコピーします。

➤［常にコピー］：Controller の出力データを常に Analysis セッションにコ

ピーします。

➤［コピーしない］：Controller の出力データをいっさい Analysis セッ

ションにコピーしません。

 3 設定を適用します。

➤ これらの設定を現在のセッションに適用するには，［現在アクティブな

セッションに今すぐ適用］をクリックします。

➤ 現在のセッションを保存した後でこれらの設定を適用するには，［OK］
をクリックします。
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リファレンス

負荷テスト・シナリオのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 143 ページの「［Controller 出力メッセージ］ウィンドウ」

➤ 149 ページの「［シナリオの実行環境設定］ダイアログ・ボックス」

［Controller 出力メッセージ］ウィンドウ

このウィンドウには，シナリオの実行中に仮想ユーザと Load Generator に
よって Controller に送信されたエラー，通知，警告，デバッグ，およびバッ

チ・メッセージが表示されます。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

［サマリ］タブ

このタブには，シナリオ実行中に送信されたメッセージに関するサマリ情報が

表示されます。

利用方法 ［ウィンドウ］>［Controller 出力メッセージ］

重要情報 ➤ 標準設定では，このウィンドウを開くと［サマリ］タブ

が表示されます。

➤ Analysis によって，現在の Analysis セッションの出力

データが検索されます。データが見つからない場合は，

シナリオ結果ディレクトリ内を検索します。Analysis が
結果ディレクトリを見つけられないと，メッセージは表

示されません。

UI 要素 説明

［サマリ］タブ 詳細については，144 ページの「［サマリ］タブ」を参照し

てください。

［フィルタ済み］タブ 詳細については，147 ページの「［フィルタ済み］タブ」を

参照してください。

利用方法 ［Controller 出力メッセージ］ウィンドウ >［サマリ］タブ

重要情報 青で表示されている情報は，さらにドリルダウンすること

ができます。

親のトピック 143 ページの「［Controller 出力メッセージ］ウィンドウ」

関連項目 147 ページの「［フィルタ済み］タブ」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

選択した出力メッセージの完全なテキストが，［出力］

ウィンドウの下部にある［詳細メッセージ テキスト］領

域に表示されます。

［すべてのメッセージを削除］：すべてのログ情報を［出力

メッセージ］ウィンドウから消去します。

［ビューをエクスポート］：出力が指定したファイルに保存

されます。

➤［固定］：［出力メッセージ］ウィンドウのメッセージの

更新を停止します。

➤［再開］：［出力］ウィンドウのメッセージの更新が再開

します。新しく更新されたログ情報は赤い枠で囲んで表

示されます。

詳細メッセージ テキ

スト

［詳細］ボタンをクリックすると，選択した出力メッセージ

の完全なテキストが表示されます。

ジェネレータ 指定されたメッセージ・コードが割り当てられているメッ

セージを生成した Load Generator の数が表示されます。

ヘルプ メッセージに関するトラブルシューティングへのリンクが

ある場合は，アイコンが表示されます。

メッセージ コード 類似したすべてのメッセージに割り当てられているコード

が表示されます。括弧内の数は，［出力］ウィンドウに表示

される異なるコードの数を示します。

サンプル メッセージ 
テキスト

指定されたコードが割り当てられているメッセージのテキ

ストの例が表示されます。

スクリプト 指定されたコードが割り当てられているメッセージを実行

時に生成したスクリプトの数が表示されます。

メッセージ合計 指定されたコードが割り当てられているメッセージが送信

された総数が表示されます。
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タイプ 表示されるメッセージの種類。次のアイコンは，さまざま
なメッセージの種類を表しています。それぞれの種類の詳
細については，下記の［メッセージの種類］を参照してく
ださい。

➤  バッチ

➤  デバッグ

➤  エラー

➤  通知

➤  警告

➤  アラート

メッセージの種類 特定の種類のメッセージだけを表示するために，出力メッ

セージにフィルタを適用します。次のフィルタのいずれか

を選択します。

➤［全メッセージ］：すべての種類のメッセージを表示します。

➤［バッチ メッセージ］：自動化機能を使用している場合

に，Controller でのメッセージ・ボックス表示の代わり

に送信されます。

➤［デバッグ メッセージ］：Controller でデバッグ機能が有

効になっている場合にのみ送信されます（［エキスパー

ト モード］：［ツール］>［オプション］>［デバッグ情

報］）。詳細については，267 ページの「［オプション］>
［デバッグ情報］タブ」を参照してください。

➤［エラー］：通常は，スクリプトの実行が失敗したことを

示します。

➤［通知］：たとえば lr_output_message を使って送信さ

れたメッセージなど，実行時の情報が提供されます。

➤［警告］：仮想ユーザが問題に遭遇したが，シナリオの実

行は継続されたことを示します。

➤［アラート］：警告を示します。

仮想ユーザ 指定されたコードが割り当てられているメッセージを生成

した仮想ユーザの数が表示されます。

UI 要素 説明
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［フィルタ済み］タブ

このタブには，メッセージ，仮想ユーザ，スクリプト，または Load Generator 
ごとにドリルダウンされたビューが表示されます。たとえば，［仮想ユーザ］

カラムをドリルダウンすると，全メッセージが選択したコードとともに，メッ

セージを送信した仮想ユーザによってグループ分けされて［フィルタ済み］タ

ブに表示されます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［Controller 出力メッセージ］ウィンドウ >［サマリ］タブ 
詳細を表示するカラムの青いリンクをクリックします。

重要情報 このタブは，［サマリ］タブの青いリンクをクリックすると

表示されます。

親のトピック 143 ページの「［Controller 出力メッセージ］ウィンドウ」

関連項目 144 ページの「［サマリ］タブ」

UI 要素 説明

［前のビュー / 次のビュー］：さまざまなドリルダウン階層

間を移動できます。

選択した出力メッセージの完全なテキストが，［出力］

ウィンドウの下部にある［詳細メッセージ テキスト］領

域に表示されます。

［ビューをエクスポート］：出力が指定したファイルに保存

されます。

新しいログ情報で［フィルタ済み］タブが更新されます。

このログ情報は，［サマリ］タブの更新された［出力］

ウィンドウで受信されます。

< メッセージ・アイ

コン >
現在の出力ビューに対するフィルタとして使用されている

メッセージの種類を示すアイコンが表示されます。

使用中のフィルタ 現在の出力ビューに対するフィルタとして使用されている

カテゴリが表示されます。
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表示対象 ドリルダウンの対象として選択されたカラムの名前が表示

されます。次のアイコンは，さまざまなメッセージの種類

を表しています。

➤  バッチ

➤  デバッグ

➤  エラー

➤  通知

➤  警告

➤  アラート

詳細メッセージ テキ

スト

［詳細］ボタンを選択すると，選択した出力メッセージの完

全なテキストが表示されます。

Message サンプル・メッセージ・テキストのすべてのインスタンス

が表示されます。

スクリプト メッセージが生成されたスクリプト。青いリンクをクリッ

クすると，VuGen が起動し，スクリプトが表示されます。

アクション メッセージが生成されたスクリプトのアクション。青い

リンクをクリックすると，VuGen によってスクリプト

が開き，関連するアクションに移動します。

Line # メッセージが生成されたスクリプトの行。青いリンクをク

リックすると，VuGen によってスクリプトが開き，関連す

る行が強調表示されます。

# Lines 仮想ユーザが失敗したスクリプトの合計行数。

時間 メッセージが生成された時間。

Iteration メッセージが生成された反復。

仮想ユーザ メッセージを生成した仮想ユーザ。

UI 要素 説明
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［シナリオの実行環境設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，実行された負荷テスト・シナリオに関する情

報と，シナリオの各スクリプトの実行環境設定を表示できます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

Generator メッセージが生成された Load Generator。青いリンクをク

リックすると，［Load Generator］ダイアログ・ボックス

が開きます。

# Messages 特定の仮想ユーザによって生成されたメッセージの数。

利用方法 ツールバー >  

関連項目 140 ページの「負荷テスト・シナリオ情報の表示」

UI 要素 説明

結果の名前 結果ファイルの名前。

シナリオのスクリプト 実行された各シナリオの結果セットと，シナリオで実行さ

れた仮想ユーザおよびスクリプトが表示されます。

グループ名 選択したスクリプトが属するグループの名前が表示され

ます。

フル パス スクリプトのフル・ディレクトリ・パスが表示されます。

スクリプト名 選択したスクリプトの名前が表示されます。

シナリオのスケ

ジュール

選択したシナリオのゴール指向または手動のシナリオ・

スケジュール情報が表示されます。

スクリプトの表示 Virtual User Generator が開き，スクリプトを編集できま

す。詳細については，『HP Virtual User Generator ユー

ザーズ・ガイド』を参照してください。

UI 要素 説明
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7
クロス結果グラフと結合グラフ

本章の内容

概念

➤ 152 ページの「結果の相互参照グラフと結合グラフの概要」

➤ 152 ページの「結果の相互参照グラフの概要」

➤ 153 ページの「結合の種類の概要」

タスク

➤ 156 ページの「結果の相互参照グラフを作成する方法」

➤ 157 ページの「結合グラフを作成する方法」

リファレンス

➤ 158 ページの「グラフの結合のユーザ・インタフェース」
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概念

結果の相互参照グラフと結合グラフの概要 
ボトルネックや問題を特定するには，シナリオの実行結果を比較することが不

可欠です。結果の相互参照グラフは，複数回の負荷テスト・シナリオ実行の結

果を比較するのに使用します。結合グラフは，同じシナリオ実行から得られた

異なるグラフを比較するのに作成します。

結果の相互参照グラフの概要

結果の相互参照グラフは，次の場合に役立ちます。

➤ ハードウェアのベンチマーク測定

➤ ソフトウェアのバージョンごとのテスト

➤ システム能力の検証

2 つのハードウェア構成のベンチマーク測定をする場合は，同一の負荷テス

ト・シナリオを両方の構成で実行し，それらのトランザクション応答時間を 
1 つの結果の相互参照グラフ上で比較します。

たとえば，あるベンダが，ソフトウェアの新バージョンを旧バージョンよりも

高速に実行するように最適化したと主張しているとします。その場合には，ソ

フトウェアの両方のバージョンを対象に同一のシナリオを実行し結果を比較す

ることによって，この主張が確かかどうかを確認できます。

また，結果の相互参照グラフを使ってシステムの能力を確認できます。それに

は，同じスクリプトを実行するさまざまな数の仮想ユーザを使うシナリオを実

行します。結果の相互参照グラフを分析すれば，許容範囲を超える応答時間を

引き起こすユーザ数がわかります。

次の例では，2 回のシナリオ実行の結果である res12 と res15 を並べて比較し

ています。同じスクリプトを，最初は 100 個の仮想ユーザ，次に 50 個の仮想

ユーザで計 2 回実行しています。
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最初の実行では，平均トランザクション時間は約 59 秒でした。また，2 回目

の実行では，平均トランザクション時間は 4.7 秒でした。このことから，負荷

が大きくなると，システムの動作が非常に遅くなることがわかります。

結果の相互参照グラフには，Result Name というフィルタとグループ化カテゴ

リがあります。上のグラフでは，シナリオの実行結果である res12 と res15 に
ついて OrderRide トランザクションに絞り込むためのフィルタを適用して，

Result Name 別にグループ分けしています。

結合の種類の概要

結合の種類には次の 3 つがあります。

重ね合わせる

共通の X 軸を持つ 2 種類のグラフを重ね合わせます。結合後グラフの左側の 
Y 軸には，現在のグラフの値が示されます。右の Y 軸には，結合されたグラフ

の値が表示されます。重ね合わせられるグラフの数に制限はありません。2 種
類のグラフを重ね合わせると，それぞれのグラフの Y 軸はグラフの右側と左側

に別々に表示されます。3 種類以上のグラフを重ね合わせると，異なる測定値

倍率が適宜変更されて 1 つの Y 軸上に表示されます。
153



第 7 章 • クロス結果グラフと結合グラフ
次の例では，［スループット］グラフと［秒ごとのヒット数］グラフを重ね合

わせています。

並べる

共通の X 軸を持つ 2 種類のグラフを上下に並べて表示します。次の例では，

［スループット］グラフと［秒ごとのヒット数］グラフを上下に並べて表示し

ています。
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相関させる

2 種類のグラフの Y 軸をプロットします。アクティブなグラフの Y 軸が結合後

のグラフの X 軸となり， 結合した方のグラフの Y 軸が結合後のグラフの Y 軸と

なります。

次の例では，［スループット］グラフと［秒ごとのヒット数］グラフを相関さ

せています。X 軸にはバイト / 秒（スループットの測定値）が示され，Y 軸に

は秒ごとの平均ヒット数が示されます。
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タスク

結果の相互参照グラフを作成する方法

このタスクでは，2 つ以上の結果セットに対する結果の相互参照グラフを作成

する方法について説明します。［結果の相互参照］ダイアログ・ボックスを使

用して，複数回の負荷テスト・シナリオ実行の結果を比較できます。

 1［ファイル］>［結果を対象に相互参照］を選択します。［結果の相互参照］

ダイアログ・ボックスが開きます。

 2 結果セットを［結果の一覧］に追加するために［追加］をクリックします。

［新規アナリシス セッションの結果ファイルを開く］ダイアログ・ボックス

が開きます。

 3 結果ディレクトリにある結果ファイル（.lrr）を選択します。［OK］をクリッ

クします。シナリオが［結果リスト］に追加されます。

 4 比較する結果がすべて［結果リスト］に入るまで 2 と 3 の手順を繰り返します。

 5 生成された結果の相互参照グラフは，標準では Analysis の新規セッション

として保存されます。既存のセッションに保存するには，［結果の相互参照

のために新規 Analysis セッションを作成する］ボックスをオフにします。

 6［OK］をクリックします。Analysis は結果データを処理し，標準のグラフを

開くかどうか確認するメッセージを表示します。

注：結果の相互参照セッションを生成するときは，トランザクション名に 
<_> または <@> 記号が含まれていないことを確認してください。これらの

記号が含まれている場合，結果の相互参照グラフを開こうとするとエラーが

発生します。

結果の相互参照グラフの作成後，特定のシナリオとトランザクションを表示

するように，このグラフにフィルタを適用できます。また，目盛間隔や寸法

を変更したりグラフを部分拡大したりして，グラフを編集できます。

結果の相互参照グラフのサマリ・レポートを表示できます。
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結合グラフを作成する方法

このタスクでは，同一の負荷テスト・シナリオから得られた 2 種類のグラフを 
1 つのグラフに結合する方法について説明します。結合することで，いくつか

の異なる測定値を一度に比較できます。たとえば，ネットワーク遅延と実行中

の仮想ユーザ数をシナリオの経過時間の関数として表示するようなグラフを作

成できます。

共通の X 軸を持つすべてのグラフを結合できます。

 1 セッション・エクスプローラの中でグラフを選択するか，グラフのタブを選

択してアクティブにします。

 2［表示］>［グラフの結合］を選択するか，［グラフの結合］ボタンをクリッ

クします。［グラフの結合］ダイアログ・ボックスが開き，アクティブなグ

ラフの名前が表示されます。

 3 アクティブなグラフに結合するグラフを選択します。アクティブなグラフと

共通の X 軸を持つグラフにだけ指定できます。

 4 結合の方法と結合後のグラフのタイトルを入力します。標準では，結合する 
2 つのグラフのタイトルを組み合わせたものが，結合後のグラフのタイトル

となります。詳細については，158 ページの「［グラフの結合］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。

 5［OK］をクリックします。

 6 通常のグラフにフィルタを適用するのと同じように，このグラフにフィルタ

を適用することができます。
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リファレンス

グラフの結合のユーザ・インタフェース

このセクションの内容

➤ 158 ページの「［グラフの結合］ダイアログ・ボックス」

［グラフの結合］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，2 つのグラフを 1 つのグラフに結合で

きます。

利用方法 ［表示］>［グラフの結合］

重要情報 グラフを結合するには，それらのグラフの X 軸の測定値が

同じでなければなりません。たとえば，［スループット］グ

ラフと［秒ごとのヒット数］グラフは，どちらも X 軸がシ

ナリオの経過時間であるため結合が可能です。

関連項目 153 ページの「結合の種類の概要」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

結合対象グラフの選択 ドロップダウン・リストに，現在のグラフと共通の X 軸測

定値を持つ開かれているグラフがすべて表示されます。リ

ストからグラフを 1 つ選択します。

結合タイプの選択 ➤［重ね合わせ］：共通の X 軸を持つ 2 種類のグラフを表示

します。結合後グラフの左側の Y 軸には，現在のグラフ

の値が示されます。右の Y 軸には現在のグラフと結合し

たグラフの値が示されます。

➤［並べて表示］：共通の X 軸を持つ 2 種類のグラフを上下

に並べて表示します。

➤［相関］：2 種類のグラフの Y 軸をプロットします。アク

ティブなグラフの Y 軸が結合後のグラフの X 軸となり， 
結合した方のグラフの Y 軸が結合後のグラフの Y 軸とな

ります。

結合したグラフのタイ

トル

結合後のグラフのタイトルを入力します。このタイトルは，

セッション・エクスプローラに表示されます（［ウィンド

ウ］>［セッション エクスプローラ］）。
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8
サービス・レベル・アグリーメントの定義

本章の内容

概念

➤ 162 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの概要」

➤ 163 ページの「追跡期間」

タスク

➤ 164 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法」

➤ 166 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法 - 事例シナ

リオ」

リファレンス

➤ 171 ページの「サービス・レベル・アグリーメントのユーザ・インタ

フェース」

➤ 174 ページの「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」
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概念

サービス・レベル・アグリーメントの概要 
サービス・レベル・アグリーメント（SLA）とは負荷テスト・シナリオに対し

て定義した特定のゴールです。シナリオの実行後，HP LoadRunner Analysis 
はこれらのゴールを，実行中に収集，保存したパフォーマンスに関連したデー

タと比較し，SLA の成功または失敗を判断します。

ゴールの評価対象の測定値に応じて，LoadRunner は次のいずれかの方法で 
SLA ステータスを判定します。

SLA は Controller または Analysis で定義，編集できます。

SLA の種類 説明

SLA ステータスが実行期間

の時間間隔内に決まるもの

Analysis は実行期間内の設定された時間間隔で SLA 
ステータスを表示します。Analysis は実行期間内の各

時間間隔ごとに（たとえば 10 秒ごとに），測定値のパ

フォーマンスが SLA で定義されたしきい値から逸脱

しているかどうかをチェックします。

このように評価される測定値を次に示します。

➤ トランザクション応答時間（平均）（時間間隔ごと

のステータス）

➤ 秒ごとのエラー数（時間間隔ごとのステータス）

SLA ステータスが実行の全

体によって決まるもの

Analysis はシナリオ実行全体に対して 1 つの SLA ス
テータスを表示します。

このように評価される測定値を次に示します。

➤ トランザクション応答時間（パーセンタイル値）

（実行ごとのステータス）

➤ 合計ヒット数（実行ごとのステータス）

➤ 秒ごとの平均ヒット数（実行ごとのステータス）

➤ 合計スループット（バイト）（実行ごとのステー

タス）

➤ 平均スループット（バイト / 秒）（実行ごとのス

テータス）
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追跡期間 
実行期間内で評価される測定値について SLA が定義された場合，Analysis はそ

の実行期間内の指定された時間間隔ごとに SLA ステータスを判定します。時間

間隔の頻度は追跡期間と呼ばれます。

内部で計算された追跡期間は標準設定で定義されています。追跡期間を変更す

るには，［詳細設定オプション］ダイアログ・ボックスに値を入力します。

Analysis はこの値を組み込みのアルゴリズムに適用して追跡期間を計算しま

す。詳細については，171 ページの「［詳細設定オプション］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。
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タスク

サービス・レベル・アグリーメントの定義方法 
このタスクでは，サービス・レベル・アグリーメント（SLA）を定義する方法

について説明します。

時間間隔またはシナリオ実行全体でシナリオ・ゴールを測定するサービス・レ

ベル・アグリーメント（SLA）を定義できます。詳細については，162 ページ

の「サービス・レベル・アグリーメントの概要」を参照してください。

ヒント：このタスクに関連する事例シナリオについては，166 ページの

「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法 - 事例シナリオ」を参照し

てください。

このタスクでは，次の手順を実行します。

➤ 165 ページの「前提条件」

➤ 165 ページの「SLA ウィザードを使用して実行する」

➤ 165 ページの「追跡期間を定義する（任意）」

➤ 166 ページの「結果」
164



第 8 章 • サービス・レベル・アグリーメントの定義
 1 前提条件

平均トランザクション応答時間の SLA を定義する場合，1 つ以上のトランザ

クションがあるスクリプトをシナリオに含める必要があります。

 2 SLA ウィザードを使用して実行する

［サービス レベル アグリーメント］表示枠で，［新規作成］をクリックして

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードを開きます。ユーザ・イン

タフェースの詳細については，174 ページの「サービス・レベル・アグリー

メント・ウィザード」を参照してください。

 a SLA の測定値を選択します。

 b 平均トランザクション応答時間またはトランザクション応答時間（パー

センタイル）の SLA を定義する場合，ゴールに含めるトランザクション

を選択します。

 c （任意）実行期間内で SLA ステータスを評価する場合，考慮する負荷条件

を選択し，負荷条件に適した負荷値の範囲を定義します。例については，

166 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法 - 事例シナ

リオ」を参照してください。

 d 測定値のしきい値を設定します。

➤［平均トランザクション応答時間］または［秒ごとのエラー数］が定義し

たしきい値を超えると，Analysis によって［失敗］の SLA ステータスが

生成されます。

➤［トランザクション応答時間 - パーセンタイル］，［合計ヒット数（実行ご

とのステータス）］，［秒ごとの平均ヒット数（実行ごとのステータス）］，

［合計スループット（バイト）（実行ごとのステータス）］，または［平均

スループット（バイト / 秒）（実行ごとのステータス）］が定義したしき

い値よりも低い場合，Analysis によって［失敗］の SLA ステータスが生

成されます。

 3 追跡期間を定義する（任意）

SLA ステータスが時間間隔で決まる測定値の場合，時間間隔の頻度（追跡期

間）を定義する必要があります。詳細については，163 ページの「追跡期

間」を参照してください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，171 ページの「［詳細設定オプ

ション］ダイアログ・ボックス」を参照してください。
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 4 結果

シナリオ実行の分析時に HP LoadRunner Analysis によって，シナリオ実行

で収集されたデータと SLA 設定が比較され，標準のサマリ・レポートに含ま

れる SLA ステータスが決定します。

サービス・レベル・アグリーメントの定義方法 - 事例シナリオ 
この事例シナリオでは，平均トランザクション応答時間のサービス・レベル・

アグリーメント（SLA）を定義する方法について説明します。

このシナリオでは，次の手順で行います。

➤ 166 ページの「背景」

➤ 166 ページの「SLA ウィザードを起動する」

➤ 167 ページの「SLA の測定値を選択する」

➤ 167 ページの「ゴールで評価するトランザクションを選択する」

➤ 167 ページの「負荷条件の選択と負荷の適切な範囲を定義する（任意）」

➤ 169 ページの「しきい値を設定する」

➤ 170 ページの「結果」

 1 背景

HP Web Tours の管理者が，フライトの予約と検索にかかる平均トランザク

ション応答時間がいつ一定の値を超えるのかを確認したいと考えているとし

ます。book_flight と search_flight のトランザクションがあるスクリプトが

シナリオに含まれていると想定します。

 2 SLA ウィザードを起動する

［サービス レベル アグリーメント］表示枠で，［新規作成］をクリックして

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードを開きます。
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 3 SLA の測定値を選択する

［測定項目の選択］ページの［目標設定用の測定項目を選択してください］

にある［トランザクション応答時間］ボックスで，［平均］を選択します。

 4 ゴールで評価するトランザクションを選択する

［トランザクションの選択］ページで，評価するトランザクション

（book_flight と search_flight）を選択します。

 5 負荷条件の選択と負荷の適切な範囲を定義する（任意）

［負荷の条件の設定］ページで，平均トランザクション応答時間を評価する

ときに考慮する負荷条件を選択します。

この場合，システムで実行されているさまざまな仮想ユーザが各トランザク

ションの平均トランザクション応答時間に与える影響を確認するには，［負

荷の条件］ボックスで［実行中の仮想ユーザ］を選択します。

実行中の仮想ユーザの値範囲を設定します。
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仮想ユーザ数が 20 未満の場合は軽い負荷，20 以上 50 未満の場合は平均的

な負荷，50 以上の場合は重い負荷であると考えます。これらの値を［負荷

の値］ボックスに入力します。

注： 

➤ 中間の範囲は 3 つまで設定できます。

➤ 有効な負荷値範囲は連続的であり，すべての値はゼロから無限大におよ

びます。
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 6 しきい値を設定する

［しきい値の設定］ページで，定義した負荷条件を考慮に入れて，トランザ

クションの許容できる平均トランザクション応答時間を定義します。

この場合，両方のトランザクションに同じしきい値を定義します（軽い負荷

の適正な平均応答時間の上限は 5 秒，平均的な負荷の場合は 10 秒，重い負

荷の場合は 15 秒）。

ヒント： すべてのトランザクションに同じしきい値を定義するには，［しき

い値の設定］ページの下部にある表に値を入力し，［全トランザクションに

適用］をクリックします。
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 7 追跡期間を定義する（任意）

測定値の SLA ステータスが実行期間内の時間間隔で決まる場合，時間間隔の

頻度は［追跡期間］によって決まります。

内部で計算された追跡期間（5 秒以上）は標準設定で定義されているため，

この手順は任意です。追跡期間は，［詳細設定オプション］ダイアログ・

ボックスで変更できます。

 a ［サービス レベル アグリーメント］表示枠で，［詳細設定］ボタンをク

リックします。

 b ［最低追跡期間：X 秒間］を選択し，追跡期間を選択します。時間間隔

は，組み込みのアルゴリズムとここで入力する値に従って Analysis に
よって計算されます。

例：

追跡期間として 10 を選択し，シナリオの集計精度（Analysis によって定

義される）が 6 の場合，追跡期間は 10 以上で最も近い 6 の倍数に設定さ

れます。つまり，追跡期間 = 12 になります。

詳細については，163 ページの「追跡期間」を参照してください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，171 ページの「［詳細設定オプ

ション］ダイアログ・ボックス」を参照してください。

 8 結果

シナリオ実行の解析時に，Analysis によって SLA 設定が標準のサマリ・レ

ポートに適用され，関連するすべての SLA 情報が含まれるようにレポートが

更新されます。

たとえば，定義した SLA の観点から最もパフォーマンスの悪かったトランザ

クション，設定した時間間隔でのトランザクションの具体的な処理内容，全

般的な SLA ステータスが表示されます。
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リファレンス

サービス・レベル・アグリーメントのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 171 ページの「［詳細設定オプション］ダイアログ・ボックス」

➤ 172 ページの「［目標詳細］ダイアログ・ボックス」

➤ 173 ページの「［サービス レベル アグリーメント］表示枠」

［詳細設定オプション］ダイアログ・ボックス 
このダイアログ・ボックスでは，負荷テスト・シナリオの追跡期間を定義でき

ます。

利用方法 ［ツール］メニュー >［SLA ルールの設定］>［サービス レ

ベル アグリーメント］表示枠 >  

重要情報 追跡期間は，組み込みのアルゴリズムとここで入力する値

に応じて Analysis によって計算されます。

関連タスク ➤ 164 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの定

義方法」

➤ 166 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの定

義方法 - 事例シナリオ」

関連項目 162 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの概要」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

［目標詳細］ダイアログ・ボックス 
このダイアログ・ボックスには，選択された SLA に対して設定されたしきい値

が表示されます。

UI 要素 説明

内部で計算された追跡

期間

Analysis はシナリオに定義された集計精度を考慮して，追跡

期間をできるだけ最小値に設定します。この値は最低 5 秒間

です。この計算では次の式が使用されます。

追跡時間 = 最大（5 秒間，集計粒度）

最低追跡期間：X 秒間 追跡期間の最小時間を決定します。この値は 5 秒未満には

できません。

Analysis は，選択した値（X）以上で，シナリオの集計精

度に最も近い倍数に追跡期間を設定します。

このオプションでは，次の式が使用されます。

追跡時間 = 
最大（5 秒間，m（集計粒度））

m はシナリオの集計粒度の倍数であり，m（集計粒度）は 
X 以上になります。

例：追跡期間として X=10 を選択し，シナリオの集計粒度

が 6 の場合，追跡期間は 10 以上で最も近い 6 の倍数に設

定されます。つまり，追跡期間 = 12 になります。

利用方法 ［ツール］メニュー >［SLA ルールの設定］>［サービス レ

ベル アグリーメント］表示枠 >  

重要情報 SLA の一部として負荷条件を定義した場合，定義した負荷

値範囲ごとにしきい値が表示されます。

関連項目 162 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの概要」
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［サービス レベル アグリーメント］表示枠 
この表示枠には，シナリオに対して定義されているすべてのサービス・レベ
ル・アグリーメント（SLA）が表示されます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［ツール］メニュー >［SLA ルールの設定］>［サービス レ
ベル アグリーメント］表示枠

関連タスク ➤ 78 ページの「ゴール指向シナリオの設計方法」

➤ 80 ページの「マニュアル・シナリオの設計方法」

➤ 164 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの定

義方法」

➤ 166 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの定

義方法 - 事例シナリオ」

関連項目 162 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの概要」

UI 要素 説明

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードが起動し，

負荷テスト・シナリオの新しいゴールを定義できます。

［目標詳細］ダイアログ・ボックスが開き，選択した SLA 
の詳細サマリが表示されます。

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードが開き，

SLA で定義されているゴールを変更できます。

選択した SLA が削除されます。

［詳細設定オプション］ダイアログ・ボックスが開き，実行

期間内の時間間隔ごとに評価される測定値の追跡期間を調

整できます。

詳細については，163 ページの「追跡期間」を参照してく

ださい。

ユーザ・インタフェースの詳細については，171 ページの

「［詳細設定オプション］ダイアログ・ボックス」を参照し

てください。

［サービス レベル アグ

リーメント］リスト

シナリオで定義されている SLA が表示されます。
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サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード 
このウィザードでは，負荷テスト・シナリオのゴールやサービス・レベル・ア

グリーメント（SLA）を定義できます。

利用方法 ［ツール］メニュー >［SLA ルールの設定］>［サービス レ

ベル アグリーメント］表示枠 >  

重要情報 サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，

2 つのモードがあります。ウィザードに含まれるページ

は，選択した測定値によって異なります。次のウィザー

ド・マップを参照してください。

関連タスク ➤ 78 ページの「ゴール指向シナリオの設計方法」

➤ 80 ページの「マニュアル・シナリオの設計方法」

➤ 164 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの定

義方法」

➤ 166 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの定

義方法 - 事例シナリオ」

ウィザード・マップ - 
ゴールが時間間隔ごと

に測定される

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，次

のページが含まれています。

［ようこそ］>［測定項目の選択］ページ >（［トランザク

ションの選択］ページ）>［負荷の条件の設定］ページ >
［しきい値の設定］ページ（時間間隔ごとのゴール）

ウィザード・マップ - 
ゴールがシナリオ実行

全体で測定される

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，次

のページが含まれています。

［ようこそ］>［測定項目の選択］ページ >（［トランザク

ションの選択］ページ）>［しきい値の設定］ページ（実行

全体でのゴール）

関連項目 162 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの概要」
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［測定項目の選択］ページ 
このウィザード・ページでは，ゴールの測定値を選択できます。

重要情報 ➤ このウィザードに関する一般情報は，174 ページの

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」に

記載されています。

➤ サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，

2 つのモードがあります。ウィザードに含まれるページ

は，このページで選択する測定値によって異なります。

次のウィザード・マップを参照してください。

ウィザード・マップ - 
ゴールが時間間隔ごと

に測定される

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，次

のページが含まれています。

［ようこそ］>［測定項目の選択］ページ >（［トランザク

ションの選択］ページ）>［負荷の条件の設定］ページ >
［しきい値の設定］ページ（時間間隔ごとのゴール）

ウィザード・マップ - 
ゴールがシナリオ実行

全体で測定される

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，次

のページが含まれています。

［ようこそ］>［測定項目の選択］ページ >［トランザク

ションの選択］ページ）> ［しきい値の設定］ページ（実

行全体でのゴール）

関連項目 162 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの概要」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

SLA ステータスが実行

の全体によって決まる

もの

シナリオ実行全体で 1 つの SLA ステータスが評価されま

す。次のいずれかの測定値を選択します。

➤ トランザクション応答時間 - パーセントタイル

➤ 合計ヒット数（実行ごとのステータス）

➤ 秒ごとの平均ヒット数（実行ごとのステータス）

➤ 合計スループット（バイト）（実行ごとのステータス）

➤ 平均スループット（バイト / 秒）（実行ごとのステー

タス）

SLA ステータスが実行

期間の時間間隔内に決

まるもの

実行の範囲内に設定された時間間隔で SLA ステータスが評

価されます。次のいずれかの測定値を選択します。

➤ 平均トランザクション応答時間

➤ 秒ごとのエラー数

SLA ステータスが評価される時間間隔は追跡期間と呼ばれ

ています。詳細については，163 ページの「追跡期間」を

参照してください。
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［トランザクションの選択］ページ 
このウィザード・ページでは，ゴールの一部として評価するトランザクション

を選択できます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

重要情報 ➤ このウィザードに関する一般情報は，174 ページの

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」に

記載されています。

➤ このページは，トランザクション応答時間（平均または

パーセンタイル）の SLA を作成するときに表示されます。

➤ トランザクション応答時間（平均またはパーセンタイ

ル）の SLA を定義するには，シナリオの 1 つ以上の仮想

ユーザ・スクリプトにトランザクションが含まれている

必要があります。

➤ CTRL キーを使うと，複数のトランザクションを選択で

きます。

ウィザード・マップ - 
ゴールが時間間隔ごと

に測定される

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，次

のページが含まれています。

［ようこそ］>［測定項目の選択］ページ >（［トランザク

ションの選択］ページ）>［負荷の条件の設定］ページ >
［しきい値の設定］ページ（時間間隔ごとのゴール）

関連項目 162 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの概要」

UI 要素 説明

利用可能なトランザク

ション

シナリオの仮想ユーザ・スクリプトのトランザクションが

表示されます。

スクリプトを［選択済みトランザクション］リストに移動

するには，そのスクリプトを選択して［追加］をクリック

します。

選択済みトランザク

ション

SLA に選択されているシナリオの仮想ユーザ・スクリプト

のトランザクションが表示されます。

このリストからスクリプトを削除するには，そのスクリプ

トを選択して［削除］をクリックします。
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［負荷の条件の設定］ページ 
このウィザード・ページでは，ゴールをテストするときに考慮する負荷条件を

選択できます。

重要情報 ➤ このウィザードに関する一般情報は，174 ページの

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」に

記載されています。

➤ このページは，実行期間内の時間間隔ごとに SLA ス
テータスを決定する SLA を定義する場合にのみ表示さ

れます。

➤ 次のウィザード・ステップ（［しきい値の設定］ページ）

で，ここで選択する各負荷範囲ごとに異なるしきい値を

設定します。

ウィザード・マップ - 
ゴールが時間間隔ごと

に測定される

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，次

のページが含まれています。

［ようこそ］>［測定項目の選択］ページ >（［トランザク

ションの選択］ページ）>［負荷の条件の設定］ページ >
［しきい値の設定］ページ（時間間隔ごとのゴール）

関連項目 162 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの概要」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

負荷の条件 使用する適切な負荷条件。

例：実行中の仮想ユーザが測定値に与える影響を確認する

には，［実行中の仮想ユーザ］を選択します。

負荷の条件なしで SLA を定義する場合は，［なし］を選択

します。

負荷の値 有効な負荷値範囲は連続的であり，すべての値はゼロから

無限大におよびます。

➤［未満］：負荷条件の下の値範囲の上限値を入力します。

下の範囲は，0 から入力値の範囲になります。上限値は

含まれません。

例：5 を入力すると，負荷条件の下の値範囲は 0 から 5 
になりますが，5 は含まれません。

➤［間］：負荷条件の中間の値範囲。この範囲の下限値と上

限値を入力します。下限値はこの範囲に含まれますが，

上限値は含まれません。

例：5 と 10 を入力すると，負荷条件の中間の値範囲は 5 
から 10 になりますが，10 は含まれません。

注：中間の範囲は 3 つまで設定できます。

➤［以上］：負荷条件の上の値範囲の下限値を入力します。

上の範囲は，入力値以上になります。

例：10 を入力すると，負荷条件の上の値範囲は 10 以上

になります。

選択済み測定項目 ゴールに選択した測定値。
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［パーセンタイルしきい値の設定］ページ

このウィザード・ページでは，ゴールをテストするときに考慮する負荷条件を

選択できます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

重要情報 ➤ このウィザードに関する一般情報は，174 ページの

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」に

記載されています。

➤ パーセンタイルの SLA では，トランザクション・サンプ

ルの割合が定義したしきい値の条件を満たしているかど

うかを測定できます。

➤ 入力できるしきい値は，小数点以下 3 桁までです。

ウィザード・マップ - 
ゴールがシナリオ実行

全体で測定される

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，次

のページが含まれています。

［ようこそ］>［測定項目の選択］ページ >（［トランザク

ションの選択］ページ）>［パーセンタイルしきい値の設

定］ページ

関連項目 162 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの概要」

UI 要素 説明

選択済み測定項目 ゴールに選択した測定値。

パーセンタイル 設定したしきい値に対して測定するトランザクションの割

合。

すべてのトランザク

ションにしきい値を

指定

ゴールに選択したすべてのトランザクションに対してしき

い値の単一のセットを適用するには，しきい値を入力して

［全部に適用］をクリックします。これらの値は，ページ下

部のしきい値の表に含まれているすべてのトランザクショ

ンに適用されます。

トランザクション名 シナリオ実行からのトランザクション。

しきい値 選択したトランザクションのしきい値。
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［しきい値の設定］ページ（時間間隔ごとのゴール）

このウィザード・ページでは，ゴールで評価する測定値のしきい値を設定でき

ます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです（ラベルのない要素は山

括弧で囲んで示します）。

重要情報 ➤ このウィザードに関する一般情報は，174 ページの

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」に

記載されています。

➤［負荷の条件の設定］ページで負荷条件を定義した場合

は，定義した負荷範囲ごとにしきい値を設定する必要が

あります。負荷条件を定義しなかった場合は，単一のし

きい値を設定します。平均トランザクション応答時間の

場合，トランザクションごとにしきい値を設定します。

➤ 入力できるしきい値は，小数点以下 3 桁までです。

ウィザード・マップ - 
ゴールが時間間隔ごと

に測定される

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，次

のページが含まれています。

［ようこそ］>［測定項目の選択］ページ >（［トランザク

ションの選択］ページ）>［負荷の条件の設定］ページ >
［しきい値の設定］ページ（時間間隔ごとのゴール）

関連項目 162 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの概要」

UI 要素 説明

< しきい値の表 > ゴールのしきい値。負荷条件を定義した場合，値範囲ごと

にしきい値を入力します。

注：実行中に特定の時間間隔で最大しきい値を超えると，

その時間間隔に関して［失敗］の SLA ステータスが 
Analysis に表示されます。
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［しきい値の設定］ページ（実行全体でのゴール）

このウィザード・ページでは，ゴールで評価する測定値の最小しきい値を設定

できます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

全部に適用 

（平均トランザク

ション応答時間の

ゴールのみ）

ゴールに選択したすべてのトランザクションに対してしき

い値の単一のセットを適用するには，この表にしきい値を

入力して［全トランザクションに適用］をクリックします。

これらの値は，ページ上部のしきい値の表に含まれている

すべてのトランザクションに適用されます。

注：選択したトランザクションに対する各しきい値は同じ

である必要はありません。各トランザクションに異なる値

を割り当てられます。

選択済み測定項目 ゴールに選択した測定値。

重要情報 このウィザードに関する一般情報は，174 ページの「サー

ビス・レベル・アグリーメント・ウィザード」に記載され

ています。

ウィザード・マップ - 
ゴールがシナリオ実行

全体で測定される

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，次

のページが含まれています。

［ようこそ］>［測定項目の選択］ページ >［しきい値の設

定］ページ（実行全体でのゴール）

関連項目 162 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの概要」

UI 要素 説明

選択済み測定項目 ゴールに選択した測定値。

しきい値 選択した測定値の最小しきい値。

注：実行中に測定値の値がこのしきい値を下回ると，実行

全体に関して［失敗］の SLA ステータスが Analysis に表示

されます。

UI 要素 説明
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9
Application Lifecycle Management を使っ
た作業

本章の内容

概念

➤ 184 ページの「ALM を使った結果管理の概要」

タスク

➤ 185 ページの「ALM に接続する方法」

➤ 185 ページの「ALM 内の結果を使って作業する方法 - Performance Center 
がない場合」

➤ 187 ページの「ALM 内の結果を使って作業する方法 - Performance Center 
がある場合」

➤ 191 ページの「レポートを ALM にアップロードする方法」

リファレンス

➤ 194 ページの「ALM ユーザ・インタフェース」
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概念

ALM を使った結果管理の概要

Analysis は HP の ALM（Application Lifecycle Management）と組み合わせ

て使用できます。ALM は，シナリオおよび分析結果の保存と取得を効率よく

行う手段を提供します。結果を ALM プロジェクトに格納し，固有のグループ

に編成できます。

Analysis で ALM プロジェクトにアクセスするには，Analysis を ALM がイン

ストールされている Web サーバに接続する必要があります。ローカルとリ

モートのどちらの Web サーバにも接続できます。

Performance Center がインストールされている ALM サーバで作業する場合，

ALM 統合にいくつかの機能が追加されます。たとえば，Analysis セッション

を新しい場所に保存する機能やレポートをファイル・システムから ALM に
アップロードする機能などです。詳細については，187 ページの「ALM 内の

結果を使って作業する方法 - Performance Center がある場合」を参照してくだ

さい。

ALM を使った作業の詳細については，『Application Lifecycle Management 
User Guide』（英語版）を参照してください。
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タスク

ALM に接続する方法

ALM から結果の保存と取得を行うには，ALM プロジェクトに接続する必要が

あります。テスト・プロセスでは，いつでも ALM プロジェクトと接続または

切断できます。

Analysis から 1 つのバージョンの HP ALM とブラウザから別のバージョンの 
HP ALM に接続することができます。詳細については，194 ページの「［HP 
ALM 接続］ダイアログ・ボックス」の「重要情報」セクションを参照してく

ださい。

ALM へ接続するには，次の手順で行います。

 1［ツール］>［HP ALM 接続］を選択します。［HP ALM 接続］ダイアログ・

ボックスが開きます。

 2 194 ページの「［HP ALM 接続］ダイアログ・ボックス」の説明に従って、

必要な情報を［HP ALM 接続］ダイアログ・ボックスに入力します。

 3 ALM から切断するには，［切断］をクリックします。

ALM 内の結果を使って作業する方法 - Performance Center が
ない場合

次の手順では，サーバに Performance Center がインストールされていない 
ALM プロジェクトに保存された結果を使って作業するためのワークフローに

ついて説明します。

HP Performance Center がある ALM サーバで作業する場合は，いくつかの相

違点があります。詳細については，187 ページの「ALM 内の結果を使って作

業する方法 - Performance Center がある場合」を参照してください。

➤ 186 ページの「ALM に接続する」

➤ 186 ページの「既存の Analysis セッション・ファイルを開く（任意）」
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➤ 187 ページの「未処理データから新しい Analysis セッション・ファイルを

作成する（任意）」

➤ 187 ページの「LoadRunner 結果ファイルを保存する」

ALM に接続する

ALM サーバ，および LoadRunner 結果ファイルまたは Analysis セッション・

ファイルを含むプロジェクトへの接続を開きます。タスクの詳細については，

185 ページの「ALM に接続する方法」を参照してください。

既存の Analysis セッション・ファイルを開く（任意）

 a ［ファイル］>［開く］を選択します。

 b 左の表示枠でスクリプトを選択します。

 c 右の表示枠で，Analysis セッション・ファイルの作成元となった結果を

選択します。

 d ［OK］をクリックします。
186



第 9 章 • Application Lifecycle Management を使った作業
未処理データから新しい Analysis セッション・ファイルを作成する

（任意）

この手順では，ALM サーバで未処理の結果ファイルから新しい Analysis セッ

ション・ファイルを作成する方法について説明します。未処理データの 
Analysis セッション・ファイルがすでに存在する場合，その既存ファイルを上

書きするように選択できます。

 a ［ファイル］>［新しいプロジェクト］を選択します。

 b 左の表示枠でスクリプトを選択します。

 c 右側の表示枠で，分析する結果を選択します。

 d ［OK］をクリックします。

LoadRunner 結果ファイルを保存する

結果の分析，およびレポートまたはグラフの作成が終了したら，変更を保存し

ます。［ファイル］>［保存］を選択します。Analysis セッション・ファイルは 
ALM プロジェクトに含まれます。

注：Performance Center がインストールされていない ALM を使って作業する

場合，［名前を付けて保存］はサポートされません。したがって，Analysis 
セッション・ファイルを別の場所に保存できません。

ALM 内の結果を使って作業する方法 - Performance Center が
ある場合

Performance Center がインストールされていれる ALM サーバでは，次の操作

を実行できます。

➤ 188 ページの「既存の Analysis セッション・ファイルを開く」

➤ 188 ページの「未処理データを開き，新しい Analysis セッションを作成

する」

➤ 189 ページの「Analysis セッション・ファイルへの変更を保存する」

➤ 190 ページの「Analysis セッション・ファイルを ALM の新しい場所に保存

する」
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既存の Analysis セッション・ファイルを開く 

 a ［ツール］>［HP ALM 接続］を選択し，ALM への接続が開いていること

を確認します。

 b ［ファイル］>［開く］を選択します。

 c テスト計画モジュール内の実行レベルにドリルダウンし，個々の実行を

選択します。

 d Analysis セッション・ファイルを含む zip ファイルを選択します。

 e ［開く］をクリックします。

未処理データを開き，新しい Analysis セッションを作成する

 a ［ツール］>［HP ALM 接続］を選択し，ALM への接続が開いていること

を確認します。

 b 未処理データから新しい Analysis セッション・ファイルを作成するには，

［ファイル］>［新規作成］を選択します。

 c テスト計画モジュール内の実行レベルにドリルダウンし，個々の実行を

選択します。
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 d 実行の未処理データを含む zip ファイルを選択します。

 e ［開く］をクリックします。

Analysis セッション・ファイルへの変更を保存する

 a Analysis 結果への変更を完了します

 b ［ツール］>［HP ALM 接続］を選択し，ALM への接続が開いていること

を確認します。

 c ［ファイル］>［保存］を選択します。

 d ファイル・システムから開かれた Analysis セッションを保存するには，

［テスト ラボ］モジュールのボタンをクリックします。
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 e テスト計画モジュール内の実行レベルにドリルダウンし，zip ファイルの

名前を指定します。

 f Analysis セッションについてのコメントを入力します（任意）。

 g ［保存］をクリックします。

Analysis セッション・ファイルを ALM の新しい場所に保存する

 a ［ツール］>［HP ALM 接続］を選択し，ALM への接続が開いていること

を確認します。

 b ファイル・システムから Analysis セッション・ファイルを開くか，前述

のように ALM から Analysis セッション・ファイルを開きます。

 c ［ファイル］>［名前を付けて保存］を選択します。

 d テスト計画モジュール内の実行レベルにドリルダウンし，個々の実行を

選択します。
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 e Analysis セッションの zip ファイルの名前を指定します。Results という

名前は予約されています。

 f Analysis セッションについてのコメントを入力します（任意）。

 g ［保存］をクリックします。

レポートを ALM にアップロードする方法 
次の手順では，レポートをファイル・システムから ALM のテスト・ラボ・

モジュールにアップロードする方法について説明します。この機能は，

Performance Center が含まれる ALM インストールにのみ適用されます。

HP Performance Center がある ALM サーバで作業する場合は，いくつかの相

違点があります。詳細については，187 ページの「ALM 内の結果を使って作

業する方法 - Performance Center がある場合」を参照してください。

➤ 192 ページの「ALM に接続する」

➤ 192 ページの「［アップロード］ダイアログ・ボックスを開く」

➤ 192 ページの「レポートを選択する」

➤ 192 ページの「ALM で場所を選択する」

➤ 192 ページの「アップロードを開始する」
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ALM に接続する

ALM サーバ，および LoadRunner 結果ファイルまたは Analysis セッション・

ファイルを含むプロジェクトへの接続を開きます。タスクの詳細については，

185 ページの「ALM に接続する方法」を参照してください。

［アップロード］ダイアログ・ボックスを開く

［ツール］>［レポートをテスト ラボにアップロード］を選択します。

レポートを選択する

［ステップ 1］のセクションで［参照］を選択します。［レポート ファイルを選

択します］ダイアログ・ボックスが開きます。ファイル・システムから HTML 
または XML ファイルを選択します。［開く］をクリックします。

ALM で場所を選択する

［ステップ 2］のセクションで［参照］を選択します。［レポートの場所を選択

してください］ダイアログ・ボックスが開きます。テスト・ラボ・モジュール

内の実行レベルに移動します。レポートの名前を指定し，関連するすべてのコ

メントを含めます。［OK］をクリックします。

アップロードを開始する

［アップロード］をクリックします。アップロードが正常に終了したら，

Analysis によってメッセージが発行されます。
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リファレンス

ALM ユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

 ➤ 194 ページの「［HP ALM 接続］ダイアログ・ボックス」

 ➤ 198 ページの「［レポートをテスト ラボにアップロード］ダイアログ・ボッ

クス」

［HP ALM 接続］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，Analysis 内から ALM プロジェクトに

接続できます。
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利用方法 ［ツール］>［HP ALM 接続 ...］

重要情報 Analysis から 1 つのバージョンの HP ALM とブラウザから

別のバージョンの HP ALM に接続することができます。

バージョンの 1 つが HP ALM 11.00 以降の場合にのみ，異

なるバージョンの HP ALM に接続することができます。

Analysis からブラウザ内のものとは異なる HP ALM バー

ジョンに接続している場合は，先にクライアント・ファイ

ルをダウンロードする必要があります。

1  ブラウザで，Analysis から接続する HP ALM サーバに

移動します。

2  ログイン画面が表示されたら，クライアント・ファイル

がダウンロードされています。ログインする必要はあり

ません。

関連タスク 185 ページの「ALM に接続する方法」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

手順 1：サーバに接続

する

 ➤［サーバ URL］：ALM を含むサーバの URL。
http://<server_name:port>/qcbin 形式で指定します。

 ➤［起動時にサーバに再接続する］：アプリケーションを起

動するたびにサーバに自動的に再接続します。

 ➤  /  ：［サーバ URL］ボッ

クスで指定したサーバに接続します。接続ステータスに

応じて，一度に 1 つのボタンのみが表示されます。
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手順 2：ユーザ情報を

認証する

 ➤［ユーザ名］：ALM プロジェクトのユーザ名。

 ➤［パスワード］：ALM プロジェクトのパスワード。

 ➤［起動時に認証する］：アプリケーションを次回開いたとき

にユーザ情報が自動的に認証されます。このオプション

は，前述の［起動時にサーバに再接続する］を選択した場

合にのみ使用できます。

 ➤  ：ALM サーバに対してユーザ情報が認

証されます。

ユーザ情報が認証されたら，［ユーザ情報を認証する］

領域のフィールドは読み取り専用形式で表示されます。

［認証］ボタンが  に変わります。

別のユーザ名を使用して同じ ALM サーバにログイン

するには，［ユーザを変更］をクリックして新しいユー

ザ名とパスワードを入力し，再び［認証］をクリック

します。

手順 3：プロジェクト

にログインする

 ➤［ドメイン］：ALM プロジェクトが保存されているドメ

イン。接続する権限のあるプロジェクトが保存されてい

るドメインだけが表示されます（バージョン 7.5 より以

前の TestDirector バージョンのプロジェクトを使って作

業している場合は，［ドメイン］ボックスは関係ありま

せん）。

 ➤［プロジェクト］：ALM プロジェクト名を入力するか，

リストからプロジェクトを選択します。接続する権限の

あるプロジェクトだけが表示されます。

 ➤［起動時にプロジェクトにログインする］：このオプショ

ンは，［起動時に認証する］チェック・ボックスを選択

しているときのみ有効になります。

 ➤  / ：ALM プロ

ジェクトにログインおよびプロジェクトからログアウ

トします。

UI 要素 説明
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［レポートをテスト ラボにアップロード］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，Analysis レポートを ALM プロジェク

トのテスト・ラボ・モジュールにアップロードできます。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［レポート］>［レポートをテスト ラボにアップロード］

UI 要素 説明

手順 1：レポート 
ファイルの選択

ファイル・システムから Analysis レポートを選択できま

す。HTML レポート，または XML 形式のリッチ・レポー

トを選択できます。

手順 2：テスト ラボ

の参照

テスト・ラボ・モジュール内のレポートの場所を選択でき

ます。

注：テスト・ラボ・モジュール内の実行レベルにドリルダ

ウンする必要があります。

アップロード レポートのアップロードを開始します。アップロードが正

常に終了したら，Analysis によってメッセージが発行され

ます。
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外部データのインポート

本章の内容

概念

➤ 200 ページの「［データのインポート］ツールの概要」

タスク

➤ 201 ページの「［データのインポート］ツールの使用方法」

➤ 202 ページの「カスタム・ファイル形式の定義方法」

➤ 203 ページの「インポート対象モニタの種類をカスタマイズする方法」

リファレンス

➤ 204 ページの「サポートされているファイル・タイプ」

➤ 206 ページの「データのインポートのユーザ・インタフェース」
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概念

［データのインポート］ツールの概要

LoadRunner Analysis の［データのインポート］ツールを使用すれば，HP 以
外の製品で作成されたデータを LoadRunner Analysis セッションにインポート

して統合することができます。インポート処理を終えたら，Analysis ツールの

すべての機能を使用して，データ・ファイルをセッション内のグラフとして表

示できるようになります。

たとえば，NT パフォーマンス・モニタがサーバ上で動作していて，サーバの

振る舞いを測定しているとします。サーバに対する LoadRunner シナリオの実

行後，NT パフォーマンス・モニタの結果を取得して，そのデータを 
LoadRunner の結果に統合できます。これにより，LoadRunner のデータ・

セットと NT パフォーマンス・モニタのデータ・セット間の傾向と関係を相関

できます。

この場合，NT パフォーマンス・モニタの結果は .csv ファイルとして保存され

ます。［データのインポート］ツールを起動し，.csv ファイルとその形式を指

定します。LoadRunner によってファイルが読み込まれ，Analysis セッション

に結果が統合されます。

サポートされているデータ形式については，204 ページの「サポートされてい

るファイル・タイプ」を参照してください。独自のユーザ定義データ・ファイ

ルの定義については，202 ページの「カスタム・ファイル形式の定義方法」を

参照してください。
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タスク

［データのインポート］ツールの使用方法

このタスクでは，データ・ファイルをインポートして Analysis セッションに統
合する方法について説明します。

 1［ツール］>［外部モニタ］>［データのインポート］を選択します。［データ
のインポート］ダイアログ・ボックスが開きます。

 2［ファイル形式］リスト・ボックスで外部データ・ファイルの形式を選択し
ます。

 3［ファイルの追加］をクリックします。［インポートするファイルを選択す
る］ダイアログ・ボックスが開き，［ファイルの種類］リスト・ボックスに，
ステップ 2 で選択した形式が表示されます。

 4 211 ページの「［データのインポート］ダイアログ・ボックス」の説明に
従って，ほかのファイル形式オプションを設定します。マシン名を入力する
必要があります。

 5 文字の区切り記号および記号を指定するには，［詳細］をクリックします。
詳細については，207 ページの「［詳細設定］ダイアログ・ボックス」を参
照してください。
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 6［次へ］をクリックします。［データのインポート］ダイアログ・ボックスが

開きます。

 7 外部データ・ファイルを生成したモニタの種類を選択します。そのモニタの

種類が存在しない場合は，203 ページの「インポート対象モニタの種類をカ

スタマイズする方法」で説明しているように，モニタの種類を追加できます。

新規グラフを開くと，この特定のカテゴリの下に利用可能なグラフの一覧に

モニタが追加されていることを確認できます。詳細については，40 ページ

の「［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックス」を参照してください。

 8［完了］をクリックします。LoadRunner Analysis によって，データ・ファ

イルがインポートされ，現在セッションで表示されているすべてのグラフが

更新されます。

注：2 つ以上の結果の相互参照のあるシナリオにデータをインポートする

場合，インポートするデータは，［ファイル］>［結果を対象に相互参照］

ダイアログ・ボックスに表示されている最後の結果セットに統合されます。

詳細については，157 ページの「結合グラフを作成する方法」を参照して

ください。

カスタム・ファイル形式の定義方法

このタスクでは，インポート・ファイルのファイル形式がサポートされていな

い場合にカスタム形式を定義する方法について説明します。

インポート・ファイルのファイル形式がサポートされていない場合，ユーザ定

義のデータ形式を定義できます。

 1［ツール］>［外部モニタ］>［データのインポート］を選択します。［データ
のインポート］ダイアログ・ボックスが開きます。

 2［ファイル形式］リストから < カスタムのファイル形式 > を選択します。［新
規フォーマット名を入力してください］ダイアログ・ボックスが開きます。

 3 新しい形式の名前を入力します（ここでは my_monitor_format となってい
ます）。

 4［OK］をクリックします。［外部形式の定義］ダイアログ・ボックスが開き
ます。
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 5 必須および任意のデータを指定します。208 ページの「［外部形式の定義］

ダイアログ・ボックス」を参照してください。

 6［保存］をクリックします。

インポート対象モニタの種類をカスタマイズする方法

このタスクでは，使用しているモニタが［モニタの種類］リストのカテゴリの

どれにも含まれていない場合に新規モニタの種類を定義する方法について説明

します。

 1［ツール］>［外部モニタ］>［データのインポート］を選択します。［デー

タのインポート］ダイアログ・ボックスが開きます。詳細については，

211 ページの「［データのインポート］ダイアログ・ボックス」を参照して

ください。

 2［データのインポート］ダイアログ・ボックスで［外部モニタ］>［カスタム 
モニタの追加］を選択します。

 3 モニタ名と説明を入力して，［OK］をクリックします。

使用可能なモニタのリストから新規モニタが選択できるようになります。
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リファレンス

サポートされているファイル・タイプ

次のファイル・タイプがサポートされています。

NT パフォーマンス・モニタ（.csv）
NT パフォーマンス・モニタの標準のファイル・タイプで，カンマ区切り

（CSV）形式です。

次に例を示します。

Windows 2000 パフォーマンス・モニタ（.csv）
Windows 2000 パフォーマンス・モニタの標準のファイル・タイプですが，

NT パフォーマンス・モニタと互換性はありません。カンマ区切り（CSV）形

式です。

次に例を示します。

標準カンマ区切りファイル（.csv）
このファイル・タイプには次の形式があります。
204



第 10 章 • 外部データのインポート
Date,Time,Measurement_1,Measurement_2, ...

フィールドはカンマで区切られ，最初の行にはカラムのタイトルが入ります。

次の標準 CSV ファイルの例では，3 つの測定値，つまり割り込み頻度

（interrupt rate），ファイル IO 頻度（File IO rate），CPU の使用状況が示され

ています。最初の行には，1122.19 という interrupt rate と 4.18 という IO 
rate が示されています。

マスター詳細カンマ区切りファイル（.csv）
このファイル・タイプは，上位の測定値をブレークダウンした値を保持する追

加のマスタ・カラムがあることを除けば標準のカンマ区切りファイルと同じで

す。たとえば，標準の CSV ファイルに，任意の時点におけるマシンの CPU の
全体的な使用率のデータ・ポイントが含まれているとします。

Date,Time,CPU_Usage

しかし，CPU の全体的な使用状況がプロセスごとの CPU 時間に分割できる場

合，マスタ詳細 CSV ファイルには，プロセス名が入る ProcessName という追

加カラムが作成されます。

各行には，特定のプロセスによる CPU の使用率の測定値だけが格納されます。

形式は次のようになります。

Date,Time,ProcessName,CPU_Usage

以下に例を示します。
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Microsoft Excel ファイル（.xls）
Microsoft Excel で作成されます。最初の行にはカラムのタイトルが入ります。

マスター詳細 Microsoft Excel ファイル（.xls）
Microsoft Excel で作成されます。最初の行にはカラムのタイトルが入ります。

また，追加のマスタ・カラムが含まれます。このカラムの詳細については，

205 ページの「マスター詳細カンマ区切りファイル（.csv）」を参照してくだ

さい。

データのインポートのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

 ➤ 207 ページの「［詳細設定］ダイアログ・ボックス」

 ➤ 208 ページの「［外部形式の定義］ダイアログ・ボックス」

 ➤ 211 ページの「［データのインポート］ダイアログ・ボックス」
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［詳細設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，インポートするファイルのデータ形式を地域

特有の設定ではない設定に定義できます。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

［外部形式の定義］ダイアログ・ボックス 
このダイアログ・ボックスでは，Analysis がサポートしていない外部データ・

ファイルに新しいファイル形式を定義できます。

［外部形式の定義］ダイアログ・ボックスには，必須情報用のタブと任意の情

報用の 2 つのタブがあります。

利用方法 ［ツール］>［外部モニタ］>［データのインポート］>
［詳細］

UI 要素 説明

ローカル設定を使用 地域特有の標準設定が保持されます。ダイアログ・ボック

スの［カスタム設定］領域が使用できなくなります。

カスタム設定を使用 ユーザ独自の設定を定義します。ダイアログ・ボックスの

［カスタム設定］領域が使用可能になります。

 ➤［日付の区切り］：ユーザ定義の記号を入力します

（例：11/10/02 のスラッシュ「/」）。

 ➤［時間の区切り］：ユーザ定義の記号を入力します

（例：9:54:19 のコロン「:」）。

 ➤［小数点の記号］：ユーザ定義の記号を入力します

（例：数値 2.5 の小数点「.」）。

 ➤［AM 記号］：深夜零時から正午までの間の時間を表すカ

スタム記号を入力します。

 ➤［PM 記号］：正午から深夜零時までの間の時間を表すカ

スタム記号を入力します。

利用方法 ［ツール］>［外部モニタ］>［データのインポート］>
［ファイル形式］> < カスタムのファイル形式 >

関連タスク 202 ページの「カスタム・ファイル形式の定義方法」
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［必須］タブ

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

［任意］タブ

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

日付カラム番号 日付を入れるカラムを入力します。マスタ・カラムがある

場合は（205 ページの「マスター詳細カンマ区切りファイ

ル（.csv）」を参照），その番号を指定します。

時間カラム番号 時間を入れるカラムを入力します。

マスタ カラムを使用

する

データ・ファイルにマスタ・カラムがある場合にこのオプ

ションを選択します。マスタ・カラムは，上位の測定値を

ブレークダウンした行を指定します。

ファイル拡張子 ファイルの拡張子を入力します。

フィールド区切り 行内でフィールドを隣接フィールドと区切る区切り文字

を入力します。フィールド区切り文字を選択するには，

［参照］をクリックして，［フィールド区切り文字］ダイ

アログ・ボックスから文字を選択します。

UI 要素 説明

日付の形式 インポートするデータ・ファイルの日付の形式を指定しま

す。たとえば，ヨーロッパ式の日付で年の部分が 4 桁の場

合は，DD/MM/YYYY を選択します。

タイムゾーン 外部データ・ファイルが記録された時間帯を選択します 
LoadRunner Analysis は，LoadRunner の結果と一致する

ように，ファイルの時間帯をローカルな時間帯に合わせま

す（LoadRunner は，データ・ファイルそのものは変更し

ません）。

マシン名 モニタが実行されるマシンの名前を指定します。これによ

り，マシン名が測定値と関連付けられます。
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除外するカラム データのインポートに含めないカラム（たとえば説明コ

メントが入っているカラム）を指定します。2 つ以上のカ

ラムを除外する場合は，カンマ区切り形式でそのカラム

を指定します。たとえば，1,3,8 のように指定します。

ファイルを UNIX から 
DOS 形式に変換する

多くの場合，モニタは UNIX マシンで実行されます。デー

タ・ファイルを Windows 形式に変換するには，このオプ

ションを選択します。UNIX ファイル内のすべての改行文

字（Ascii 文字の 10）の後にキャリッジ・リターン（Ascii 
文字の 13）が追加されます。

最初の［］行をス

キップ

データの読み込み時にファイルの先頭からスキップして無

視する行数を指定します。一般に，ファイルの最初の数行

には見出しと小見出しが含まれます。

UI 要素 説明
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［データのインポート］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，HP 以外の製品で作成されたデータ・ファイ

ルを Analysis セッションにインポートして，統合できます。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［ツール］>［外部モニタ］>［データのインポート］

UI 要素 説明

次のファイルからデー

タをインポート

選択したインポート対象ファイルが表示されます。

ファイルの追加 インポートする外部データ・ファイルを選択します。ファ

イルを選択するためのダイアログ・ボックスが開きます。

ファイルの削除 リストから外部データ・ファイルが削除されます。
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ファイルを開く 適切なアプリケーションを使用して外部データ・ファイル

を開きます。

ファイル形式 ファイル形式オプションを設定します。

 ➤［ファイル形式］：外部データ・ファイルの形式
を選択します。使用可能な形式については，
204 ページの「サポートされているファイル・
タイプ」を参照してください。

 ➤［日付の形式］：インポートするデータ・ファイルの日

付の形式を指定します。たとえば，ヨーロッパ式の日

付で年の部分が 4 桁の場合は，DD/MM/YYYY を選択

します。

タイムゾーン 外部データ・ファイルが記録された時間帯を選択します 
LoadRunner Analysis は，LoadRunner の結果と一致する

ように，さまざまな国際的な時間帯を補正し，外部デー

タ・ファイルの時間帯をローカルな時間帯に合わせます。

インポートされたファイルの時間が一貫して一定の時間だ

けずれている場合は，時間を同期させることができます。

< シナリオ開始時間と

同期する >
また［タイムゾーン］には，< シナリオ開始時間との同期

化 > オプションもあります。このオプションは，データ・

ファイルにある最も早い測定値を LoadRunner シナリオの

開始時間に合わせる場合に選択します。

マシン名 モニタが実行されるマシンの名前を指定します。これによ

り，マシン名が測定値と関連付けられます。たとえば，

fender というマシンのファイル入出力速度は，File IO 
Rate:fender という名前になります。これによって，グラフ

の設定にマシン名を使用できるようになります。詳細につ

いては，91 ページの「グラフ・データのフィルタリングお

よび並べ替え」を参照してください。

詳細 詳細については，207 ページの「［詳細設定］ダイアログ・

ボックス」を参照してください。

インポートされたデー

タをシナリオ実行時間

の 150% まで切り捨

てる

実際の負荷テストよりも長い期間，外部モニタによって

データが収集されている場合があります。このオプション

では，負荷テストが実行されていないときに収集された

データが削除されます。データの収集期間は，負荷テスト

の期間の 150% に制限されます。

UI 要素 説明
212



第 II 部

Analysis のグラフ
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11
トランザクション・グラフ

本章の内容

概念

➤ 216 ページの「トランザクション・グラフの概要」

リファレンス

➤ 217 ページの「トランザクション・グラフのユーザ・インタフェース」
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概念

トランザクション・グラフの概要 
負荷テスト・シナリオの実行中，仮想ユーザはトランザクションを実行しなが

ら，結果データを生成します。Analysis では，スクリプト実行中のトランザク

ションのパフォーマンスとステータスを示すグラフを生成できます。

結果のマージや相関を行うための Analysis ツールを使用して，トランザク

ション・パフォーマンス・グラフを分析できます。また，グラフ情報をトラン

ザクション別に並べ替えることもできます。Analysis を使った作業について

は，25 ページの「Analysis を使った作業」を参照してください。
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リファレンス

トランザクション・グラフのユーザ・インタフェース

このセクションの内容

 ➤ 217 ページの「［平均トランザクション応答時間］グラフ」

 ➤ 219 ページの「［秒ごとの合計トランザクション数］グラフ」

 ➤ 220 ページの「トランザクション・ブレークダウン・ツリー」

 ➤ 221 ページの「［秒ごとのトランザクション］グラフ」

 ➤ 222 ページの「［トランザクション パフォーマンス サマリ］グラフ」

 ➤ 224 ページの「［トランザクション応答時間（分散）］グラフ」

 ➤ 225 ページの「［トランザクション応答時間 - パーセンタイル］グラフ」

 ➤ 227 ページの「［トランザクション応答時間 - 負荷下］グラフ」

 ➤ 228 ページの「［トランザクション サマリ］グラフ」

［平均トランザクション応答時間］グラフ

このグラフには，トランザクションの実行に要した時間の平均が負荷テスト・

シナリオ実行時の経過秒ごとに表示されます。

目的 許容可能な最短および最長のトランザクション応答時間を

定義してある場合は，このグラフを使って，サーバのパ

フォーマンスが許容範囲内に収まっているかどうかを評価

できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各トランザクションの平均応答時間（秒）
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ブレークダウン・オプ

ション

トランザクション・ブレークダウン

トランザクションのブレークダウンを表示するには，グ

ラフ内でトランザクションを右クリックして［トランザ

クション ブレークダウン ツリーを表示］を選択します。

トランザクション・ブレークダウン・ツリーで，ブレー

クダウンしたいトランザクションを右クリックし，［ブ

レークダウン < トランザクション名 >］を選択します。

［平均トランザクション応答時間］グラフに，サブトラン

ザクションのデータが表示されます。詳細については，

220 ページの「トランザクション・ブレークダウン・ツ

リー」を参照してください。

Web ページのブレークダウン

トランザクションまたはサブトランザクションに含まれ

る Web ページのブレークダウンを表示するには，トラン

ザクションまたはサブトランザクションを右クリック

し，［Web ページ診断の対象 : < トランザクション名 >］
を選択します。Web ページ診断グラフの詳細について

は，275 ページの「Web ページ診断グラフ」を参照して

ください。

ヒント 粒度

このグラフは，粒度（目盛間隔）を変えて表示できます。

粒度が低いと，結果が詳細になります。しかし，シナリ

オ全体での仮想ユーザの振る舞いの概略を調査するには，

粒度を粗くして結果を見るのが便利です。たとえば，粒

度を細かくした場合，トランザクションが実行されてい

ない部分も発見できます。粒度を粗くして同じグラフを

見ることにより，トランザクション全般の応答時間がわ

かります。目盛間隔の設定については，125 ページの

「データの粒度を変更する」を参照してください。

実行中の仮想ユーザと比較します

［平均トランザクション応答時間］グラフを［実行中の

仮想ユーザ］グラフと比較することによって，実行中の

仮想ユーザの数がトランザクションのパフォーマンス時

間にどのような影響を与えたかを確認できます。たとえ

ば，トランザクションの処理時間が徐々に減少している

ことが［平均トランザクション応答時間］グラフに示さ

れているとき，このグラフを［実行中の仮想ユーザ］グ

ラフと比較することで，仮想ユーザによる負荷が減った

ためにパフォーマンス時間が向上したのかどうかわかり

ます。
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例

［秒ごとの合計トランザクション数］グラフ

このグラフには，成功，失敗，および中止したトランザクションのそれぞれの

総数が負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに表示されます。

注 標準では，成功したトランザクションだけが表示されます。

関連項目 216 ページの「トランザクション・グラフの概要」

目的 トランザクションによってシステムにかかる任意の時点で

の実際の負荷を調べることができます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 シナリオの実行中に実行されたトランザクションの合計数。

関連項目 216 ページの「トランザクション・グラフの概要」
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例

トランザクション・ブレークダウン・ツリー

トランザクション・ブレークダウン・ツリーには，現在のセッションにおける

トランザクションとサブトランザクションがツリー形式で表示されます。ツ

リーからトランザクションをブレークダウンして，ブレークダウンの結果を，

［平均トランザクション応答時間］グラフまたは［トランザクション パフォー

マンス サマリ］グラフに表示できます。

利用方法 ［平均トランザクション応答時間］グラフまたは［トランザ

クション パフォーマンス サマリ］グラフ内を右クリック

し，［トランザクション ブレークダウン ツリーを表示］を

選択します。

重要情報 トランザクションをブレークダウンした後に，元のトラン

ザクション・グラフに戻ることができます。これを行うに

は，グローバル・フィルタ（［ファイル］>［グローバル 
フィルタの設定］）を再度適用するか，ブレークダウン・ア

クションを，［編集］>［最後のアクションを取り消す］を

使用して元に戻します。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

［秒ごとのトランザクション］グラフ 
このグラフには，各トランザクションが成功，失敗，および中止した回数が負

荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに表示されます。

UI 要素 説明

< 右クリック・

メニュー >
 ➤［最上位レベルからのブレークダウン］：トランザクション

の最上位レベルの階層パスのデータを表示します。

 ➤［ブレークダウン < トランザクション名 >］：［平均トラン

ザクション応答時間］グラフまたは［トランザクション 
パフォーマンス サマリ］グラフに，サブトランザクション

のデータが表示されます。

 ➤［次のみ表示 < トランザクション名 >］：選択したトラン

ザクション / サブトランザクションのデータのみを表示

します。

 ➤［Web ページ診断の対象 < ページ名 >］：トランザクション

またはサブトランザクションに含まれる Web ページの

ブレークダウンを［Web ページ診断］グラフに表示しま

す。詳細については，275 ページの「Web ページ診断グ

ラフ」を参照してください。

目的 トランザクションによってシステムにかかる任意の時点で

の実際の負荷を調べることができます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 シナリオの実行中に実行されたトランザクションの数。

ヒント ［平均トランザクション応答時間］グラフと比較します

また，このグラフを［平均トランザクション応答時間］

グラフと比較することで，トランザクション数がパ

フォーマンス時間に与える影響を分析できます。

関連項目 216 ページの「トランザクション・グラフの概要」
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例

［トランザクション パフォーマンス サマリ］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオのすべてのトランザクションの最小，

最大，および平均の処理時間が表示されます。

X 軸 トランザクションの名前。

Y 軸 各トランザクションの応答時間（秒単位で四捨五入される）。
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例

ブレークダウン・

オプション

トランザクション・ブレークダウン

［トランザクション パフォーマンス サマリ］グラフにト

ランザクションのブレークダウンを表示するには，グラ

フ内でトランザクションを右クリックして［トランザク

ション ブレークダウン ツリーを表示］を選択します。

トランザクション・ブレークダウン・ツリーで，ブレー

クダウンしたいトランザクションを右クリックし，［ブ

レークダウン < トランザクション名 >］を選択します。

［トランザクション パフォーマンス サマリ］グラフに，

サブトランザクションのデータが表示されます。詳細に

ついては，220 ページの「トランザクション・ブレーク

ダウン・ツリー」を参照してください。

Web ページのブレークダウン

トランザクションまたはサブトランザクションに含まれ

る Web ページのブレークダウンを表示するには，トラン

ザクションまたはサブトランザクションを右クリック

し，［Web ページ診断の対象 : < トランザクション名 >］
を選択します。

関連項目 216 ページの「トランザクション・グラフの概要」
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［トランザクション応答時間（分散）］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオでトランザクションの実行に要した時

間の分布が示されます。

目的 許容可能な最短および最長のトランザクション応答時間を

定義してある場合は，このグラフを使って，サーバのパ

フォーマンスが許容範囲内に収まっているかどうかを評価

できます。

X 軸 トランザクションの応答時間（秒単位で切り捨てられる）。

Y 軸 シナリオの実行中に実行されたトランザクションの数。

ヒント ［トランザクション パフォーマンス サマリ］グラフと比較

します

これを［トランザクション パフォーマンス サマリ］グ

ラフと比較すれば，平均応答時間がどのように算出され

たかわかります。

注 このグラフは棒グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 216 ページの「トランザクション・グラフの概要」
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例

次の例は，ほとんどのトランザクションの応答時間が 20 秒未満だったことを

示しています。

［トランザクション応答時間 - パーセンタイル］グラフ 
このグラフは，一定の時間内に実行されたトランザクションの割合を分析し

ます。

目的 システムに対して定義されているパフォーマンス基準を満

たしているトランザクションの割合がわかります。許容応

答時間内に応答するトランザクションの割合を知る必要が

生じることがよくあります。最長応答時間が異常に長いこ

ともありますが，ほとんどのトランザクションが許容時間

内に完了するなら，システム全体としてはニーズに応えら

れると考えられます。

X 軸 負荷テスト・シナリオ実行中に測定されたトランザクション

の総数の割合を示します。
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例

次の例は，tr_matrix_movie というトランザクションで応答時間が 70 秒を下

回ったのは 20% 未満だったことを示しています。

Y 軸 トランザクションの最大応答時間（秒単位）。

注：各トランザクションの一定割合ごとに，トランザク

ション応答時間が見積もられます。したがって，Y 軸の値

は正確ではない場合があります。

ヒント ［平均応答時間］グラフと比較します。

［トランザクション応答時間 - パーセントタイル］グラフ

を，［平均トランザクション応答時間］グラフなどの平

均応答時間を表すグラフと比較することをお勧めしま

す。いくつかのトランザクションに長い応答時間がある

と，全体の平均が引き上げられることがあります。ただ

し，応答時間が長いトランザクションの発生がその全体

の 5% 未満だった場合，この点は重要性が低い場合があ

ります。

関連項目 216 ページの「トランザクション・グラフの概要」
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［トランザクション応答時間 - 負荷下］グラフ 
このグラフは，［実行中の仮想ユーザ］グラフと［平均トランザクション応答

時間］グラフを組み合わせたものです。負荷テスト・シナリオの任意の時点で

実行されている仮想ユーザの数に対応するトランザクション時間を示します。

例

目的 仮想ユーザの負荷が処理時間に与える影響の概要を確認で

きます。また，このグラフは，負荷が段階的に増減するシ

ナリオを分析するのに役立ちます。

X 軸 実行中の仮想ユーザの数

Y 軸 各トランザクションの平均応答時間（秒）。

関連項目 216 ページの「トランザクション・グラフの概要」
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［トランザクション サマリ］グラフ 
このグラフは，負荷テスト・シナリオの実行中に失敗，成功，中止，およびエ

ラーで終了したトランザクションの数を示します。

例

X 軸 トランザクションの名前。

Y 軸 シナリオの実行中に実行されたトランザクションの数。

関連項目 216 ページの「トランザクション・グラフの概要」
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仮想ユーザ・グラフ

本章の内容

概念

➤ 230 ページの「仮想ユーザ・グラフの概要」

リファレンス

➤ 231 ページの「仮想ユーザ・グラフのユーザ・インタフェース」
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概念

仮想ユーザ・グラフの概要

負荷テスト・シナリオの実行中，仮想ユーザはトランザクションを実行しなが

ら，結果データを生成します。仮想ユーザ・グラフでは，シナリオ実行時の仮

想ユーザの振る舞いの全体像を確認できます。仮想ユーザ・グラフには，仮想

ユーザの状態，スクリプトを完了した仮想ユーザの数，およびランデブーの統

計情報が表示されます。仮想ユーザ・グラフをトランザクション・グラフと併

用すれば，仮想ユーザの数がトランザクション応答時間に与える影響を調べる

ことができます。トランザクション・グラフの詳細については，215 ページの

「トランザクション・グラフ」を参照してください。
230



第 12 章 • 仮想ユーザ・グラフ
リファレンス

仮想ユーザ・グラフのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 231 ページの「［ランデブー］グラフ」

➤ 232 ページの「［実行中の仮想ユーザ］グラフ」

➤ 233 ページの「［仮想ユーザ サマリ］グラフ」

［ランデブー］グラフ 
シナリオの実行中，ランデブー・ポイントを使って複数の仮想ユーザにタスク

を同時に実行させることができます。ランデブー・ポイントでサーバに大きな

ユーザ負荷を生成し，LoadRunner で負荷がかかった状態のサーバのパフォー

マンスを測定できます。ランデブー・ポイントの使用法の詳細については，

『HP Virtual User Generator ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

このグラフは，仮想ユーザがランデブー・ポイントで解放されたタイミング

と，各点で解放された仮想ユーザの数を示します。

目的 トランザクションのパフォーマンス時間がわかります。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ランデブーから解放された仮想ユーザの数。

ヒント ［平均トランザクション応答時間］グラフとの比較

［ランデブー］グラフを［平均トランザクション応答時

間］グラフと比較すれば，ランデブーによって作り出さ

れた負荷のピークがトランザクション時間にどのような

影響を与えるかを確認できます。

関連項目 230 ページの「仮想ユーザ・グラフの概要」
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例

［実行中の仮想ユーザ］グラフ 
このグラフには，テストの経過秒ごとに，仮想ユーザ・スクリプトを実行した

仮想ユーザの数とそのステータスが表示されます。

目的 サーバにかかる任意の時点での仮想ユーザの負荷を調べる

のに役立ちます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 シナリオの仮想ユーザの数。

注 標準設定では，「実行」ステータスの仮想ユーザだけが表示

されます。ほかのステータスの仮想ユーザを表示するには，

そのステータスをフィルタ条件に設定します。

関連項目 230 ページの「仮想ユーザ・グラフの概要」
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例

［仮想ユーザ サマリ］グラフ 
このグラフには，仮想ユーザのパフォーマンスの概要が表示されます。

目的 負荷テスト・シナリオの実行を正常に終えた仮想ユーザの

数を，失敗した仮想ユーザの数と比較できます。

注 このグラフは円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 230 ページの「仮想ユーザ・グラフの概要」
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エラー・グラフ

本章の内容

概念

➤ 236 ページの「エラー・グラフの概要」

リファレンス

➤ 237 ページの「エラー・グラフのユーザ・インタフェース」
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概念

エラー・グラフの概要

負荷テスト・シナリオの実行中，仮想ユーザがトランザクションを正常に終了

しない場合があります。エラー・グラフには，失敗，中止，およびエラーで終

了したトランザクションに関する情報が表示されます。エラー・グラフを使用

して，シナリオの実行中に発生したエラーの概要，および秒ごとの平均エラー

発生件数を確認できます。
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リファレンス

エラー・グラフのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 237 ページの「［秒ごとのエラー（説明）］グラフ」

➤ 238 ページの「［秒ごとのエラー数］グラフ」

➤ 239 ページの「［エラー統計（説明）］グラフ」

➤ 240 ページの「［エラーの統計］グラフ」

➤ 241 ページの「［秒毎の合計エラー数］グラフ」

［秒ごとのエラー（説明）］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中に発生したエラーの秒ごとの平

均発生件数が，エラーの説明別に表示されます。エラーの説明が凡例に表示さ

れます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 エラー数。

関連項目 236 ページの「エラー・グラフの概要」
237



第 13 章 • エラー・グラフ
例

［秒ごとのエラー数］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中に発生したエラーの秒ごとの平

均発生件数が，エラー・コード別に表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 エラー数。

関連項目 236 ページの「エラー・グラフの概要」
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［エラー統計（説明）］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオの実行中に発生したエラーの数が，エ

ラーの説明別に表示されます。エラーの説明が凡例に表示されます。

注 このグラフは円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 236 ページの「エラー・グラフの概要」
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［エラーの統計］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオの実行中に発生したエラーの数が，エ

ラー・コード別に表示されます。

注 このグラフは円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 236 ページの「エラー・グラフの概要」
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次の例では，シナリオの実行中に発生した全エラー 178 件のうち，凡例の 2 番
目に表示されているエラーは，全体の 6.74% を占め，12 回発生したことがわ

かります。

［秒毎の合計エラー数］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中に発生したエラーの秒ごとの平

均発生件数が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 エラー数。

関連項目 236 ページの「エラー・グラフの概要」
241



第 13 章 • エラー・グラフ
例

242



14
Web リソース・グラフ

本章の内容

概念

➤ 244 ページの「Web リソース・グラフの概要」

リファレンス

➤ 245 ページの「HTTP ステータス・コード」

➤ 247 ページの「Web リソース・グラフのユーザ・インタフェース」
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概念

Web リソース・グラフの概要

Web リソース・グラフには，Web サーバのパフォーマンスに関する情報が表

示されます。Web リソース・グラフを使用して，次のデータを分析できます。

➤ Web サーバ上のスループット

➤ 秒ごとのヒット数

➤ 秒ごとの HTTP 応答数

➤ Web サーバから返された HTTP ステータス・コード

➤ 秒ごとのダウンロード・ページ数

➤ 秒ごとのサーバの再試行回数

➤ 負荷テスト・シナリオ実行時のサーバ再試行のサマリ

➤ 開いている TCP/IP 接続の数

➤ 新規に開かれた TCP/IP 接続の数

➤ シャットダウンされた接続数

➤ 新規利用または再利用のために開かれた SSL 接続の数

注： Ajax TruClient プロトコルの非同期性により，Web リソース・グラフで収

集および表示されるデータが実際のパフォーマンスを表していない場合があり

ます。
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リファレンス

HTTP ステータス・コード

次の表は，HTTP ステータス・コードの一覧です。

コード  説明

200 OK

201 Created

202 Accepted

203 Non-Authoritative Information

204 コンテンツがありません

205 コンテンツがリセットされます

206 部分コンテンツです

300 複数の選択肢

301 恒久的に移動されました

302 Found

303 ほかを参照してください

304 変更されていません

305 プロキシを使用します

307 一時的にリダイレクトされます

400 Bad Requests（不正要求）

401 Unauthorized（権限がない）

402 Payment Required（未使用。将来のために予約）

403 Forbidden（アクセス拒否）

404 Not found（参照先が見つからない）
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上記のステータス・コードの詳細については，

http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec10.html#sec10 を参照して

ください。

405 Method Not Allowed（メソッド不許可）

406 Not Acceptable（内容が認められない）

407 Proxy Authentication Required（プロキシ認証が必要）

408 Request Timeout（要求タイムアウト）

409 Conflict（競合がある）

410 Gone（存在しない）

411 Length Required（長さ不明）

412 Precondition Failed（条件が不正）

413 Request Entity Too Large（要求エンティティが大きすぎる）

414 Request - URI Too Large（要求の URI が長すぎる）

415 Unsupported Media Type（要求のタイプがサポートされていない）

416 Requested range not satisfiable（Request ヘッダが不正）

417 Expectation Failed（Expect ヘッダが不正）

500 Internal Server Errors（サーバ内部エラー）

501 Not Implemented（未実装）

502 Bad Gateway（ゲートウェイが不正）

503 Service Unavailable（サービス利用不能）

504 Gateway Timeout（ゲートウェイのタイムアウト）

505 HTTP Version not supported（HTTP のバージョンをサポートしてい

ない）

コード  説明
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Web リソース・グラフのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 248 ページの「［接続］グラフ」

➤ 249 ページの「［秒ごとの接続数］グラフ」

➤ 250 ページの「［秒ごとのヒット数］グラフ」

➤ 251 ページの「［秒ごとの HTTP 応答数］グラフ」

➤ 252 ページの「［HTTP ステータス コードのサマリ］グラフ」

➤ 253 ページの「［秒ごとにダウンロードされたページ数］グラフ」

➤ 255 ページの「［秒ごとの再試行数］グラフ」

➤ 257 ページの「［再試行サマリ］グラフ」

➤ 258 ページの「［秒ごとの SSL］グラフ」

➤ 259 ページの「［スループット］グラフ」
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［接続］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中の各時点（X 軸）で開いている 
TCP/IP 接続の数（Y 軸）が表示されます。1 つの HTML ページ上に複数の異

なる Web アドレスへのリンクが存在すると，複数の接続が開くことになりま

す。Web サーバごとに 2 つの接続が開きます。

目的 このグラフは，追加の接続の必要性を知るのに役立ちます。

たとえば，接続数が一定に数に達し，それを維持した状態

でトランザクション応答時間が急上昇する場合，接続を追

加することによってパフォーマンスが劇的に向上（トラン

ザクション応答時間が短縮）することがあります。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 開いている TCP/IP 接続数。

関連項目 244 ページの「Web リソース・グラフの概要」
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［秒ごとの接続数］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中の秒ごとの（X 軸），新規に開か

れた TCP/IP 接続の数（Y 軸）とシャットダウンされた接続数が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 秒ごとの TCP/IP 接続数。

ヒント 秒ごとの新しい接続数対ヒット数

新規の接続は，サーバ，ルータ，およびネットワークの

リソースを大量に消費するため，秒ごとの接続数は，秒

ごとのヒット数に比べてごくわずかでなければなりませ

ん。多数の HTTP 要求が要求ごとに新規接続を開かず

に，同じ接続を使用するのが理想です。

関連項目 244 ページの「Web リソース・グラフの概要」
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［秒ごとのヒット数］グラフ 
このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとの，仮想ユーザが 
Web サーバに対して行った HTTP 要求の数を示します。

目的 仮想ユーザが生成する負荷の量を，ヒット数の観点で評価

するのに使うことができます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 サーバでのヒット数。

ヒント ［平均トランザクション応答時間］グラフと比較します。

このグラフを［平均トランザクション応答時間］グラフ

と比較して，ヒットの数がトランザクション・パフォー

マンスにどのように影響するかを知ることができます。

注 X 軸の目盛間隔は，［オプション］ダイアログ・ボックスの

［一般］タブで定義した Web 目盛間隔よりも小さく変更す

ることはできません。

関連項目 244 ページの「Web リソース・グラフの概要」
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例

次の例では，秒ごとのヒット数はシナリオの実行開始から 55 秒目で最大に

なっています。

［秒ごとの HTTP 応答数］グラフ 
このグラフは，Web サーバから返された HTTP ステータス・コードの数を，負

荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとにステータス・コード別に表示しま

す。HTTP ステータス・コードは，「要求が成功しました」，「ページが見つかり

ません」などの HTTP 要求のステータスを示します。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 秒ごとの HTTP 応答数。

ヒント エラー・コードを生成したスクリプトを特定します。

このグラフに示された結果をスクリプト別に分類

（「Group By」関数を使用する）して，エラー・コード

を生成したスクリプトを特定できます。

関連項目 ➤ 244 ページの「Web リソース・グラフの概要」

➤ 245 ページの「HTTP ステータス・コード」
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例

次の例は，ステータス・コード 200 の最大数は，シナリオの実行開始から 55 秒
目に発生した 60 であることを示しています。ステータス・コード 302 の最大

数は，シナリオの実行開始から 50 秒目に発生した 8.5 です。

［HTTP ステータス コードのサマリ］グラフ 
このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時に Web サーバから返された HTTP 
ステータス・コードの数を，ステータス・コード別に表示します。HTTP ス
テータス・コードは，「要求が成功しました」，「ページが見つかりません」な

どの HTTP 要求のステータスを示します。

ヒント エラー・コードを生成したスクリプトを特定します。

このグラフを［秒ごとの HTTP 応答数］グラフと併用す

ることによって，エラー・コードを生成したスクリプト

を特定できます。

注 このグラフは，円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 ➤ 244 ページの「Web リソース・グラフの概要」

➤ 245 ページの「HTTP ステータス・コード」
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例

次の例のグラフは，HTTP ステータス・コード 200 と 302 のみが生成された

ことを示しています。ステータス・コード 200 は 1,100 回生成され，302 は 
125 回生成されました。

［秒ごとにダウンロードされたページ数］グラフ 
このグラフは，サーバからダウンロードされた Web ページの数を負荷テスト・

シナリオ実行時の経過秒ごとに示します。

［スループット］グラフ同様，［秒ごとにダウンロードされたページ数］グラフ

は，任意の時点で仮想ユーザがサーバから受信したデータ量を表します。ただ

し，［スループット］グラフは，各リソースとそのサイズ（たとえば 1 つ 1 つ
の .gif ファイルや Web ページのサイズなど）を測ります。［秒ごとにダウン

ロードされたページ数］グラフは，ページ数だけを測ります。

目的 仮想ユーザが生成する負荷の量を，ダウンロードされた 
Web ページ数の観点で評価するのに使用できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。
253



第 14 章 • Web リソース・グラフ
例 1 

次の例は，1 秒あたりにダウンロードされたページの最大数は，シナリオの実

行開始から 50 秒目に発生したおよそ 7 ページであることを示しています。

Y 軸 サーバからダウンロードされた Web ページの数。

注 ［秒ごとにダウンロードされたページ数］グラフを表示する

にはシナリオを実行する前に，［実行環境設定］の［プリ

ファレンス］ノードで［秒ごとのページ数 (HTML モード

のみ )］を選択する必要があります。

関連項目 244 ページの「Web リソース・グラフの概要」
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例 2

次の例では，［スループット］グラフを［秒ごとにダウンロードされたページ

数］グラフと結合しています。このグラフから，秒ごとにダウンロードされた 
Web ページ数とスループットが完全には比例していないことがわかります。た

とえば，シナリオの実行開始後 10 秒から 25 秒の間では，スループットが減少

している一方で，秒ごとにダウンロードされたページ数は増加しています。

［秒ごとの再試行数］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとにサーバが接続を

試みた回数が表示されます。次の場合にサーバの接続が再試行されます。

➤ 最初の接続が許可されなかった

➤ プロキシ認証が必要

➤ 最初の接続がサーバによって閉じられた
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➤ サーバへの最初の接続が確立できなかった

➤ サーバが最初に Load Generator の IP アドレスを変換できなかった 

例

次の例のグラフは，シナリオの実行開始から 1 秒後の再試行数が 0.4 であった

のに対し，シナリオの実行開始から 5 秒後の秒ごとの再試行数が 0.8 に上がっ

たことを示しています。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 秒ごとのサーバの再試行回数。

関連項目 244 ページの「Web リソース・グラフの概要」
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［再試行サマリ］グラフ 
このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時にサーバが接続を試みた回数を再

試行の原因別に示します。

例

次の例のグラフでは，シナリオ実行時のサーバ接続の再試行の主な原因は，

サーバが Load Generator の IP アドレスを解決できなかったことにあることを

示しています。

ヒント サーバがどの時点で再試行を試みたかを確認します。

このグラフを［秒ごとの再試行数］グラフと一緒に使用

すると，シナリオのどのポイントでサーバへの接続が再

試行されたかを確認できます。

注 このグラフは円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 244 ページの「Web リソース・グラフの概要」
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［秒ごとの SSL］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中の秒ごとの（X 軸），新規または

再利用で開かれた SSL 接続の数（Y 軸）が表示されます。SSL 接続は，セキュ

ア・サーバへの TCP/IP 接続が開かれた後で，ブラウザによって開かれます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SSL 接続の数。

ヒント SSL 接続を少なくします。

新しい SSL 接続を作成すると大量のリソースが消費され

ます。したがって，新規に開く SSL 接続の数はできるだ

け少なくする必要があります。SSL 接続を確立したら，

その SSL 接続を再利用する必要があります。いったん確

立した SSL 接続を再利用するようにして，1 つの仮想

ユーザにつき複数の新規 SSL 接続を開かないようにして

ください。

反復の間で TCP 接続をリセットする場合（VuGen の
［実行環境の設定］>［ブラウザのエミュレーション］

ノード >［反復ごとに新規ユーザをシミュレート］），新

しい SSL 接続は，1 回の反復につき 1 つ以下にする必要

があります。

関連項目 244 ページの「Web リソース・グラフの概要」
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例

［スループット］グラフ 
このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに，サーバでのス

ループット量を示します。スループットは，バイトまたはメガバイト単位で測

定され，任意の時点で仮想ユーザがサーバから受け取ったデータ量を表しま

す。スループットをメガバイト単位で表示するには，［スループット（MB）］
グラフを使用します。

目的 仮想ユーザが生成する負荷の量を，サーバのスループット

の観点で評価するのに使用できます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸  サーバのスループット（バイトまたはメガバイト単位）。
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例

次の例は，最高スループットは，シナリオの実行開始から 55 秒目の 193,242 
バイトであることを示しています。

ヒント ［平均トランザクション応答時間］グラフと比較します。

このグラフと［平均トランザクション応答時間］グラフ

とを比較して，スループットがトランザクション・パ

フォーマンスにどのように影響するかを知ることができ

ます。

注 X 軸の目盛間隔は，［オプション］ダイアログ・ボックスの

［一般］タブで定義した Web 目盛間隔よりも小さく変更す

ることはできません。

関連項目 244 ページの「Web リソース・グラフの概要」
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ユーザ定義データ・ポイント・グラフ

本章の内容

概念

➤ 262 ページの「ユーザ定義データ・ポイント・グラフの概要」

リファレンス

➤ 263 ページの「ユーザ定義データ・ポイント・グラフのユーザ・インタ

フェース」
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概念

ユーザ定義データ・ポイント・グラフの概要

ユーザ定義データ・ポイント・グラフは，ユーザ定義のデータ・ポイントの値

を示します。データ・ポイントは，仮想ユーザ・スクリプトの適切な箇所に 
lr_user_data_point 関数を挿入することで定義します（GUI 仮想ユーザの場合 
user_data_point，Java 仮想ユーザの場合 lr.user_data_point）。

Web や Oracle NCA などのグラフィカルなスクリプト表現をサポートする仮想

ユーザ・プロトコルでは，データ・ポイントを「ユーザ定義」ステップとして

挿入します。データ・ポイント情報は，スクリプトが関数またはステップを実

行するたびに収集されます。データ・ポイントの詳細については，オンライン

の HP LoadRunner オンライン関数リファレンスを参照してください。

データ・ポイントは，ほかの Analysis データのように数秒ごとに集約されま

す。そのため，グラフに表示されるデータ・ポイントは，実際に記録されるも

のより少なくなります。

Action1()
{

lr_think_time(1);
lr_user_data_point ("data_point_1",1);
lr_user_data_point ("data_point_2",2);
return 0;

}
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リファレンス

ユーザ定義データ・ポイント・グラフのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 263 ページの「［データ ポイント（平均）］グラフ」

➤ 264 ページの「［データ ポイント（合計）］グラフ」

［データ ポイント（平均）］グラフ 
このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行中に記録されたユーザ定義データ・

ポイントの平均値を示します。

目的 通常このグラフは，測定値の実際の値が必要な場合に使用

されます。たとえば，各仮想ユーザがマシンの CPU 使用率

を監視し，それをデータ・ポイントとして記録するとしま

す。この場合，実際に記録された CPU 使用率の値が必要と

なります。［データ ポイント ( 平均 )］グラフには，シナリ

オ全体を通じて記録された平均値が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 記録されたデータ・ポイント・ステートメントの平均値。

関連項目 262 ページの「ユーザ定義データ・ポイント・グラフの概要」
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例

次の例では，CPU 使用率がデータ・ポイント user_data_point_val_1 として記録さ

れています。ここでは，シナリオの経過時間に対する関数として示されています。

［データ ポイント（合計）］グラフ 
このグラフは，負荷テスト・シナリオの実行全体を通して記録されたユーザ定

義データ・ポイントの合計値を示します。

通常このグラフは，すべての仮想ユーザが生成できる測定値の総数を示しま

す。たとえば，ある一連の条件がそろったときにかぎって仮想ユーザがサーバ

を呼び出せるとします。そして，呼び出しが行われるたびにデータ・ポイント

が記録されるとします。この場合，［データ ポイント ( 合計 )］グラフには，仮

想ユーザが関数を呼び出した合計回数が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 記録されたデータ・ポイントの合計値。

関連項目 262 ページの「ユーザ定義データ・ポイント・グラフの概要」
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例

次の例では，サーバへの呼び出しがデータ・ポイント user_data_point_val_1 
として記録されています。ここでは，シナリオの経過時間に対する関数として

示されています。
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16
ネットワーク・モニタ・グラフ

本章の内容

概念

➤ 268 ページの「ネットワーク・モニタ・グラフの概要」

リファレンス

➤ 270 ページの「ネットワーク・モニタ・グラフのユーザ・インタフェース」
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概念

ネットワーク・モニタ・グラフの概要

アプリケーションや Web システムのパフォーマンスにおいて，ネットワーク

の設定は非常に大切です。設計が適切でないと，クライアントの動作速度が許

容可能なレベルを下回ることがあります。アプリケーションには，多数のネッ

トワーク・セグメントがあります。パフォーマンスの悪い 1 つのネットワー

ク・セグメントが，アプリケーション全体に影響を与えることもあります。

次の図は，一般的なネットワークを示しています。データは，サーバ・マシン

から仮想ユーザ・マシンに到達するまでに，複数のセグメントを経由します。

ネットワーク・モニタは，ネットワークのパフォーマンスを測定するために，

ネットワークを経由してデータのパケットを送信します。パケットが返ると，

ネットワーク・モニタは，そのパケットが，要求されたノードに行って戻って

くるのにかかった時間を算出します。

［ネットワーク サブ パス時間］グラフには，送信元マシンからパス上の各ノー

ドまでの遅延が表示されます。［ネットワーク セグメントの遅延］グラフには，

パスの各セグメントの遅延が表示されます。［ネットワーク遅延時間］グラフに

は，送信元マシンと送信先マシンの間のパス全体の遅延が表示されます。

ネットワーク・モニタ・グラフを使用すれば，そのネットワークがボトルネッ

クの原因となっているかどうか判断できます。そして，問題がネットワークに

起因するようであれば，その問題のセグメントを特定し，修正できます。
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Analysis でネットワーク・モニタ・グラフを生成するには，負荷テスト・シナ

リオを実行する前に，ネットワーク・モニタを起動しておく必要があります。

ネットワーク・モニタの設定で，監視対象のパスを指定します。ネットワー

ク・モニタの設定については，『HP LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイ

ド』を参照してください。
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リファレンス

ネットワーク・モニタ・グラフのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 270 ページの「［ネットワーク遅延時間］グラフ」

➤ 271 ページの「［ネットワーク セグメント遅延］グラフ」

➤ 272 ページの「［ネットワーク サブ パス時間］グラフ」

［ネットワーク遅延時間］グラフ 
このグラフは，送信元マシンと送信先マシン間（たとえば，データベース・

サーバと仮想ユーザの Load Generator 間）のパス全体における遅延を示しま

す。このグラフは，負荷テスト・シナリオの経過時間に対する関数として遅延

を示します。

Controller で定義されたそれぞれのパスは，異なる色の折れ線でグラフに表示

されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ネットワーク遅延時間。

ヒント グラフを結合してネットワークのボトルネックを判断する

さまざまなグラフを結合することによって，ネットワー

クがボトルネックとなっているかどうかを判断できま

す。たとえば，［ネットワーク遅延時間］グラフと［実

行中の仮想ユーザ］グラフを使用して，仮想ユーザの数

がネットワークの遅延にどのような影響を与えているか

調べることができます。

関連項目 268 ページの「ネットワーク・モニタ・グラフの概要」
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例

次の結合されたグラフの例では，ネットワークの遅延を実行中の仮想ユーザ

と比較しています。このグラフは，10 個の仮想ユーザがすべて実行中のとき，

22 ミリ秒のネットワークの遅延が発生したことを示し，ネットワークが過負

荷状態だった可能性があることを示しています。

［ネットワーク セグメント遅延］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ経過時間ごとにパスの各セグメントの

遅延が表示されます。各セグメントは，異なる色の折れ線で示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ネットワーク遅延時間。
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次のグラフには，4 つのセグメントが表示されています。グラフの中の 1 つの

セグメントで 6 分目に 70 秒の遅延が生じています。

［ネットワーク サブ パス時間］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオの経過時間ごとに，送信元マシンから

パス上の各ノードまでの遅延が表示されます。各セグメントは，異なる色の折

れ線で示されます。

注 セグメントの遅延は近似値であり，正確な値が測定される

ネットワーク・パス遅延とは必ずしも一致しません。パス

の各セグメントの遅延は，送信元マシンからあるノードま

での遅延を計算し，送信元マシンからほかのノードまでの

遅延を差し引くことによって見積もります。たとえば，セ

グメント B から C の遅延は，監視元マシンからポイント C 
までの遅延を測定し，監視元マシンからポイント B までの

遅延を差し引いて計算します。

関連項目 268 ページの「ネットワーク・モニタ・グラフの概要」

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ネットワーク遅延時間。
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次のグラフには，4 つのセグメントが表示されています。グラフの中の 1 つの

セグメントで 6 分目に 70 ミリ秒の遅延が生じています。

注 送信元マシンから各ノードまでの間の遅延は，同時ながら

個別に測定されます。したがって，送信元マシンからノー

ドの 1 つまでの遅延が，送信元マシンと送信先マシンの間

の完全パスの遅延より大きくなることがあります。

関連項目 268 ページの「ネットワーク・モニタ・グラフの概要」
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17
Web ページ診断グラフ

本章の内容

概念

➤ 276 ページの「Web ページ診断ツリー・ビューの概要」

➤ 276 ページの「Web ページ診断グラフの概要」

タスク

➤ 279 ページの「トランザクションのブレークダウンを表示する方法」

リファレンス

➤ 281 ページの「Web ページ診断コンテンツ・アイコン」

➤ 282 ページの「Web ページ診断グラフのユーザ・インタフェース」
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概念

Web ページ診断ツリー・ビューの概要

Web ページ診断ツリー・ビューには，Web ページ診断グラフに表示されるト

ランザクション，サブトランザクション，Web ページがツリー形式で表示され

ます。Web ページ診断グラフの詳細については，276 ページの「Web ページ

診断グラフの概要」を参照してください。

Web ページ診断グラフを使用すれば，トランザクションの応答時間が Web 
ページのコンテンツの影響を受けたかどうか評価できます。たとえば，ダウン

ロードに時間がかかる画像，リンク切れなど，Web サイトの問題要素をこのグ

ラフで分析できます。

Web ページ診断グラフの概要

Web ページ診断グラフで，スクリプトに含まれる各監視対象 Web ページのパ

フォーマンス情報がわかります。これらのグラフには，スクリプトに含まれて

いる各ページ・コンポーネントのダウンロードにかかった時間が表示されるほ

か，ダウンロード時のどの時点で問題が発生したかが示されます。また，各ペー

ジとそのコンポーネントの相対的なダウンロード時間とサイズも表示できま

す。Analysis には，平均ダウンロード時間のデータと時間の経過に伴うダウン

ロード時間の変化の両方が表示されます。

問題が発生する場所と原因の分析，および問題がネットワークにあるのかサー

バにあるのかといった分析を行うには，Web ページ診断グラフのデータを，

［トランザクション パフォーマンス サマリ］グラフや［平均トランザクション

応答時間］グラフのデータと相関させます。
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次の図に，HTTP 要求送信後の一連のイベントを示します。

注： サーバ時間はクライアント側から測定されているため，最初の HTTP 要求

が送信されてから第一バッファのデータが送信されるまでのネットワーク・パ

フォーマンスに変化があると，ネットワーク時間によってサーバ時間が影響を

受ける場合があります。したがって，表示されるサーバ時間は推定サーバ時間

であり，若干不正確なことがあります。

［トランザクション パフォーマンス サマリ］グラフおよび［平均トランザク

ション応答時間］グラフを Web ページ診断グラフを使って分析します。Web 
ページ診断グラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに監視した

各 Web ページの平均ダウンロード時間（秒）が表示されます。X 軸は，シナ

リオの実行開始時点から経過した時間を示します。Y 軸は，各 Web ページの

平均ダウンロード時間を秒単位で示します。
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Analysis で Web ページ診断グラフを作成するには，スクリプトを記録する前

に，Controller で Web ページ診断機能を有効にしておく必要があります。

Controller メニューから，［診断］>［設定］を選択し，［次の診断を有効化］

チェック・ボックスを選択します。また，［Web ページ診断（仮想ユーザ サン

プリング最高率：10%）］の横の［有効にする］をクリックします。

注： VuGen において，［記録オプション］ダイアログ・ボックスの［記録］

ノードで［HTML ベースのスクリプト］を選択しておくことをお勧めします。

Web 仮想ユーザ・スクリプトの記録については，『HP Virtual User Generator 
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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タスク

トランザクションのブレークダウンを表示する方法

Web ページ診断グラフは，［トランザクション パフォーマンス サマリ］グラフ

または［平均トランザクション応答時間］グラフで検出された問題を分析する

のに最もよく使用されます。たとえば，次の［トランザクション応答時間 - 平
均］グラフは，trans1 というトランザクションの平均トランザクション応答時

間が長かったことを示しています。

Web ページ診断グラフを使用すれば，trans1 トランザクションの応答時間の

遅延の原因が特定できます。
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このタスクでは，トランザクションからブレークダウンする方法について説明

します。

 1 trans1 を右クリックし，［Web ページ診断の対象 :trans1］を選択します。

Web ページ診断グラフが開き，Web ページ診断ツリーが表示されます。

ページ名の横には，ページのコンテンツを表すアイコンが表示されます。詳

細については，281 ページの「Web ページ診断コンテンツ・アイコン」を

参照してください。

 2 Web ページ診断ツリーで，問題が生じているブレークダウン対象のページ

を右クリックし，［ブレークダウン < コンポーネント名 >］を選択します。

あるいは，［Web ページ診断］グラフの下に表示される［ブレークダウン対

象のページ］ボックスで対象ページを選択します。選択したページの Web 
ページ診断グラフが表示されます。

注： Web ページ診断ツリーで，問題の生じているページを右クリックして

［ページをブラウザに表示］を選択することで，そのページを表示するブラ

ウザを開くことができます。

 3 次のブレークダウン・オプションの中から 1 つを選択します。

➤ ［ダウンロード時間］：選択したページのダウンロード時間のブレークダ
ウンを示すテーブルが表示されます。また，各ページ・コンポーネントの
サイズ（コンポーネントのヘッダを含む）も表示されます。この表示の詳
細については，288 ページの「［ページ ダウンロード時間ブレークダウン］
グラフ」を参照してください。

➤ ［コンポーネント（一定時間内）］：選択した Web ページの［ページ コン
ポーネント ブレークダウン（一定時間内）］グラフが表示されます。

➤ ［ダウンロード時間（一定時間内）］：選択した Web ページの［ページ ダ
ウンロード時間ブレークダウン（一定時間内）］グラフが表示されます。

➤ ［第一バッファまでの時間（一定時間内）］：選択した Web ページの［第一
バッファまでの時間のブレークダウン（一定時間内）］グラフが表示され
ます。

グラフを画面全体に表示するには，  ボタンをクリックします。また，前
述のグラフやその他の Web ページ診断グラフには［新規グラフを開く］ダ
イアログ・ボックスからもアクセスできます。
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リファレンス

Web ページ診断コンテンツ・アイコン

Web ページ診断ツリーには次のアイコンが表示されます。これらのアイコン

は，ページの HTTP コンテンツを表します。

名前 説明

トランザクション：コンテンツがトランザクションの一部であることを示

します。

ページ・コンテンツ：このアイコンの下位にあるテキストや画像などのコ

ンテンツがすべて 1 つの論理ページを構成することを示します。

テキスト・コンテンツ：テキスト情報です。プレーン・テキストがそのま

ま表示されることを意図しています。HTML のテキストとスタイル・

シートが含まれます。

マルチパート・コンテンツ：個別のデータ・タイプの複数のエンティティ

で構成されるデータです。

メッセージ・コンテンツ：カプセル化されたメッセージです。よくあるサ

ブタイプはニュースです。つまり，外部データ・ソースへの参照によって

大きな本体を指定する，外部に本体をもつものです。

アプリケーション・コンテンツ：ほかのタイプのデータです。通常，解釈

されていないバイナリ・データか，アプリケーションによって処理される

情報です。サブタイプの例としては，ポストスクリプト・データがありま

す。

画像コンテンツ：画像データです。よくあるサブタイプは jpeg 形式と gif 
形式です。

リソース・コンテンツ：前述以外のリソースです。また，「使用不可」と

定義されるコンテンツが含まれます。
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Web ページ診断グラフのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 282 ページの「［ダウンロードされたコンポーネントのサイズ］グラフ」

➤ 284 ページの「［ページ コンポーネント ブレークダウン］グラフ」

➤ 286 ページの「［ページ コンポーネント ブレークダウン（一定時間内）］

グラフ」

➤ 288 ページの「［ページ ダウンロード時間ブレークダウン］グラフ」

➤ 292 ページの「［ページ ダウンロード時間ブレークダウン（一定時間内）］

グラフ」

➤ 294 ページの「［第一バッファまでの時間のブレークダウン］グラフ」

➤ 298 ページの「［第一バッファまでの時間のブレークダウン（一定時間内）］

グラフ」

［ダウンロードされたコンポーネントのサイズ］グラフ

このグラフは，各 Web ページ・コンポーネントのサイズを示します。

注 ➤ Web ページのサイズは，各コンポーネントのサイズの合

計です。

➤ ［ダウンロードされたコンポーネントのサイズ（KB）］グ

ラフは円グラフ形式でのみ表示できます。

関連項目 276 ページの「Web ページ診断グラフの概要」
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例

次の例は，www.cnn.com/WEATHER コンポーネントが全体のサイズの 39.05%
を占めているのに対し，メインの cnn.com コンポーネントは 34.56% であるこ

とを示しています。
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例

次の例は，cnn.com コンポーネントのサイズ（全体のサイズの 20.83%）がダ

ウンロードの遅延の原因となっていた可能性があることを示しています。この

コンポーネントのサイズを縮小すれば，ダウンロード時間が短縮されると考え

られます。

［ページ コンポーネント ブレークダウン］グラフ 
このグラフは，各 Web ページとそのコンポーネントの平均ダウンロード時間

（秒）を示します。

ブレークダウン・オプ

ション

ダウンロード時間の遅延を引き起こしているコンポーネン

トを特定するには，問題が生じている URL を Web ページ

診断ツリーの中でダブルクリックして，その URL をブレー

クダウンします。

ヒント 問題のあるコンポーネントを特定するには，コンポーネン

トをダウンロードするのにかかった平均秒数に従って凡例

を並び替えると，確認がしやすくなります。平均を基準と

して凡例を並べ替えるには，［グラフの平均値］カラムの見

出しをクリックします。
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例

たとえば，次のグラフは，メインの URL である cnn.com のダウンロード時間

が全体のダウンロード時間の 28.64% を占め，www.cnn.com/WEATHER コン

ポーネントのダウンロード時間は 35.67% を占めていることを表します。

注 このグラフは円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 276 ページの「Web ページ診断グラフの概要」
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例

グラフは，メインの cnn.com/WEATHER コンポーネントが，ダウンロードに

最も時間がかかったことを示しています（ダウンロード時間全体の 8.98%）。

［ページ コンポーネント ブレークダウン（一定時間内）］グラフ 
このグラフは，各 Web ページとそのコンポーネントの平均応答時間（秒）を

負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに示します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各コンポーネントの平均応答時間（秒）。
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例

次のグラフでは，シナリオ全体を通して Satellite_Action1_963 の応答時間が 
main_js_Action1_938 の応答時間より著しく長かったことがわかります。

ヒント ➤ 最も問題のあるコンポーネントを特定するには，コン

ポーネントをダウンロードするのにかかった平均秒数に

従って凡例を並び替えると，確認がしやすくなります。

平均を基準に凡例を並べ替えるには，［平均］カラムの

見出しをダブルクリックします。

➤ グラフ上の折れ線がどのコンポーネントを表しているの

か識別するには，識別したい折れ線を選択します。する

と，［凡例］ウィンドウの中で，該当する行が選択され

ます。

関連項目 276 ページの「Web ページ診断グラフの概要」
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例

グラフを使用して，メイン・コンポーネントの中のどのコンポーネントが最も

問題なのか，また，シナリオのどの時点で問題が発生したか追跡できます。

［ページ ダウンロード時間ブレークダウン］グラフ 
このグラフには，各ページ・コンポーネントのダウンロード時間のブレークダ

ウンが表示されます。

目的 応答時間の遅延の原因が，Web ページのダウンロード中に

おけるネットワーク・エラーまたはサーバ・エラーのどち

らにあるのかを確認できます。
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例

［ページ ダウンロード時間ブレークダウン］グラフは，受信時間，接続時間，

および第一バッファ時間が，メインの cnn.com URL をダウンロードするのに

要した時間の大部分を占めていたことを表しています。

ブレークダウン・オプ

ション

ブレークダウン・オプションについては，290 ページの

「［ページ ダウンロード時間ブレークダウン］グラフのブ

レークダウン・オプション」を参照してください。

注：ページ・レベルで表示される各測定値は，ページ・コ

ンポーネントごとに記録された各測定値を合計したもので

す。たとえば，www.cnn.com の接続時間は，それぞれの

ページ・コンポーネントの接続時間の合計です。

関連項目 276 ページの「Web ページ診断グラフの概要」
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例

URL「cnn.com」をさらにブレークダウンすれば，ダウンロード時間が最も長

いコンポーネントを特定し，応答時間の遅延の原因となったネットワークまた

はサーバの問題を分析できます。

URL「cnn.com」をブレークダウンすると，ダウンロード時間が最も長かった

コンポーネント（www.cnn.com コンポーネント）では，受信時間がダウン

ロード時間の大部分を占めていたことがわかります。

［ページ ダウンロード時間ブレークダウン］グラフのブレーク
ダウン・オプション

［ページ ダウンロード時間ブレークダウン］グラフは，DNS 解決時間，接続時

間，第一バッファ時間，SSL ハンドシェイク時間，受信時間，FTP 認証時間，

クライアント時間，およびエラー時間別に各コンポーネントをブレークダウン

します。
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これらのブレークダウンについては，下記を参照してください。

名前 説明

DNS 解決時間 最も近い DNS サーバで DNS 名を IP アドレスに変換

するのにかかった時間を示します。「DNS 検索」測定

値は，DNS 解決における問題，つまり DNS サーバの

問題を示す良い指標となります。

接続 指定された URL をホストする Web サーバとの最初の

接続を確立するのにかかった時間を示します。接続測

定値は，ネットワークに関する問題の指標となりま

す。また，この測定値は，要求に対する Web サーバ

の応答性も表します。

第一バッファ時間 最初の HTTP 要求（通常は GET）が送信されてから，

第一バッファを Web サーバから正常に受信するまで

にかかった時間を示します。第一バッファ測定値は，

Web サーバの遅延とネットワーク・レイテンシを示

す良い指標となります。

注：バッファ・サイズは 8K までのため，第一バッ

ファを受信するまでの時間は，要素全体をダウンロー

ドするのにかかる時間と等しい場合もあります。

SSL ハンドシェイク時間 SSL 接続（client hello，server hello，クライアント

公開鍵の転送，サーバ証明書の転送，および一部オプ

ションのその他の段階を含む）を確立するのに要した

時間を表示します。SSL 接続が確立した時点から，ク

ライアントとサーバの間のすべての通信が暗号化され

ます。

SSL ハンドシェイク測定値は，HTTPS 通信にのみ適用

されます。

受信時間 最後のバイトがサーバから到着し，ダウンロードが完

了するまでに要した時間を示します。

受信測定値は，ネットワークの品質を示す良い指標と

なります（受信速度を算出するには，この時間とサイ

ズの比率を調べます）。
291



第 17 章 • Web ページ診断グラフ
［ページ ダウンロード時間ブレークダウン（一定時間内）］
グラフ 

このグラフは，各ページ・コンポーネントのダウンロード時間のブレークダウ

ンを負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに示します。

：

FTP 認証時間 クライアントを認証するのに要した時間を示します。

FTP では，サーバはクライアントの命令を処理する前

にクライアントを認証する必要があります。

FTP 認証測定値は，FTP 通信にのみ適用されます。

クライアント時間 ブラウザの思考遅延時間またはクライアントに関連す

るほかの遅延のため，クライアント・マシンでリクエ

ストの処理が遅れている間に経過した平均時間を表示

します。

エラー時間 HTTP 要求が送信されてからエラー・メッセージ

（HTTP エラーのみ）が返されるまでに経過した平均

時間を表示します。

目的 このグラフで，シナリオのどの時点でネットワークまたは

サーバの問題が発生したか確認できます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ダウンロード・プロセスの各ステップでかかる時間（秒）。

ヒント 最も問題のあるコンポーネントを特定するには，コンポー

ネントをダウンロードするのにかかった平均秒数に従って

凡例を並べ替えます。平均を基準に凡例を並べ替えるには，

［平均］カラムの見出しをダブルクリックします。

名前 説明
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例

このグラフで，シナリオのどの時点でネットワークまたはサーバの問題が発生

したか確認できます。

注 ➤ ページ・レベルで表示される各測定値は，ページ・コン

ポーネントごとに記録された各測定値を合計したもので

す。たとえば，www.cnn.com の接続時間は，それぞれ

のページ・コンポーネントの接続時間の合計です。

➤ ［ダウンロード時間のブレークダウン（一定時間内）］グ

ラフを［Web ページ診断］グラフで選択した場合には，

面グラフ形式で表示されます。

関連項目 276 ページの「Web ページ診断グラフの概要」
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例

前の節の例で，最も問題のあるコンポーネントは cnn.com だったことがわかり

ました。cnn.com コンポーネントの［ページ ダウンロード時間ブレークダウン

（一定時間内）］グラフを調べると，第一バッファ時間と受信時間はシナリオ全体

を通じて長いままであり，DNS 解決時間はシナリオの実行の経過に伴って減少

していたことがわかります。

［第一バッファまでの時間のブレークダウン］グラフ 
このグラフは，第一バッファを Web サーバから正常に受信するまでにかかっ

た，各 Web ページ・コンポーネントのサーバ時間およびネットワーク時間

（秒）を相対的に示します。

目的 コンポーネントのダウンロード時間が長い場合は，このグ

ラフを使用して，問題がサーバにあるのかネットワークに

あるのか確認できます。

X 軸 コンポーネントの名前を示します。
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Y 軸 各コンポーネントの平均ネットワーク / サーバ時間を秒単

位で示します。

測定値 ➤ ネットワーク時間とは，最初の HTTP 要求が送信されて

から ACK（肯定応答）を受信するまでにかかった時間の

平均です。

➤ サーバ時間とは，最初の HTTP 要求（通常 GET）に対す

る ACK を受信してから，第一バッファを Web サーバか

ら正常に受信するまでにかかった時間の平均です。

注 ➤ ページ・レベルで表示される各測定値は，ページ・コン

ポーネントごとに記録された各測定値を合計したもので

す。たとえば，www.cnn.com のネットワーク時間は，

それぞれのページ・コンポーネントのネットワーク時間

の合計です。

➤ サーバ時間はクライアント側から測定されているため，

最初の HTTP 要求が送信されてから第一バッファのデー

タが送信されるまでのネットワーク・パフォーマンスに

変化があると，ネットワーク時間によってサーバ時間が

影響を受ける場合があります。したがって，表示される

サーバ時間は推定サーバ時間であり，若干不正確なこと

があります。

➤ このグラフの表示形式は棒グラフのみです。

関連項目 276 ページの「Web ページ診断グラフの概要」
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例

次の例では，ネットワーク時間の方がサーバ時間より長いことがわかります。
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例

次の例では，メインの URL である cnn.com をさらにブレークダウンすれば，

各コンポーネントの第一バッファまでの時間のブレークダウンを表示できるこ

とが示されています。cnn.com コンポーネント（右端のコンポーネント）で

は，第一バッファ時間のブレークダウンは，ほとんどがネットワーク時間であ

ることがわかります。
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［第一バッファまでの時間のブレークダウン（一定時間内）］
グラフ 

このグラフは，第一バッファを Web サーバから正常に受信するまでにかかっ

た，各 Web ページ・コンポーネントのサーバ時間およびネットワーク時間

（秒）を負荷テスト・シナリオの経過秒ごとに示します。

目的 このグラフを使用すれば，シナリオのどの時点でサーバま

たはネットワークに関連する問題が発生したかを確認でき

ます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各コンポーネントの平均ネットワーク時間またはサーバ時

間（秒）。

測定値 ➤ ネットワーク時間とは，最初の HTTP 要求が送信されて

から ACK（肯定応答）を受信するまでにかかった時間の

平均です。

➤ サーバ時間とは，最初の HTTP 要求（通常 GET）に対す

る ACK を受信してから，第一バッファを Web サーバか

ら正常に受信するまでにかかった時間の平均です。

注：サーバ時間はクライアント側から測定されているた

め，最初の HTTP 要求が送信されてから第一バッファの

データが送信されるまでのネットワーク・パフォーマン

スに変化があると，ネットワーク時間によってサーバ時

間が影響を受ける場合があります。したがって，表示さ

れるサーバ時間は推定サーバ時間であり，若干不正確な

ことがあります。

注 ➤ ページ・レベルで表示される各測定値は，ページ・コン

ポーネントごとに記録された各測定値を合計したもので

す。たとえば，www.cnn.com のネットワーク時間は，

それぞれのページ・コンポーネントのネットワーク時間

の合計です。

➤ ［第一バッファ ブレークダウンの時間（一定時間内）］グ

ラフを［Web ページ診断］グラフで選択した場合には，

面グラフ形式で表示されます。

関連項目 276 ページの「Web ページ診断グラフの概要」
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例

次の例では，メインの URL である cnn.com をさらにブレークダウンすれば，

各コンポーネントの第一バッファまでの時間のブレークダウンを表示できるこ

とが示されています。
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18
システム・リソース・グラフ 

本章の内容

概念

➤ 302 ページの「システム・リソース・グラフの概要」

リファレンス

➤ 303 ページの「サーバ・リソース・パフォーマンス・カウンタ」

➤ 303 ページの「UNIX リソースの標準の測定値」

➤ 305 ページの「Windows リソースの標準の測定値」

➤ 308 ページの「システム・リソース・グラフのユーザ・インタフェース」
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概念

システム・リソース・グラフの概要

システム・リソース・グラフは，負荷テスト・シナリオの実行中にオンライ

ン・モニタによって測定された，システム・リソースの使用状況を示します。

これらのグラフを使用するには，シナリオを実行する「前」に，測定対象のリ

ソースを指定する必要があります。オンライン・モニタのセクションの詳細に

ついては，『HP LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してくだ

さい。
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リファレンス

サーバ・リソース・パフォーマンス・カウンタ

次の表に利用可能なカウンタを示します。

UNIX リソースの標準の測定値

次の標準の測定値は，UNIX サーバで使用できます。

モニタ 測定値 説明

CPU モニタ Utilization CPU の使用状況を測定します。

ディスク容量モニタ Disk space ディスクの空き領域と（単位：MB），
使用されている領域の割合を測定し

ます。

メモリ・モニタ MB free ディスクの空き領域を MB で測定し

ます。

Pages/sec メイン・メモリからディスク・スト

レージに移動された仮想メモリ数を測

定します。

Percent used 使用されているメモリの割合とページ

ング・ファイル・スペースを測定します。

サービス・モニタ ローカルまたはリモート・システムで

プロセスを監視します。特定のプロセ

スが実行中であることを検証する場合

にも使用できます。

測定値  説明

平均ロード 直前の 1 分間に同時に「準備完了」状態であったプロ

セスの平均数。

衝突率 Ethernet で検出された秒ごとの衝突回数。
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コンテキスト切り替え率 プロセス間またはスレッド間の秒ごとの切り替え

回数。

CPU 利用化 CPU が使用された時間の割合。

ディスク・トラフィック ディスク転送速度。

着信パケット・エラー率 Ethernet パケット受信中の秒ごとのエラー数。

着信パケット率 秒ごとの受信 Ethernet パケット数。

中断率 秒ごとのデバイスの割り込み回数。

発信パケット・エラー率 Ethernet パケット送信中の秒ごとのエラー数。

発信パケット率 秒ごとの送信 Ethernet パケット数。

ページイン率 物理メモリに読み込まれた秒ごとのページ数。

ページアウト率 ページファイルに書き込まれた，または，物理メモリ

から削除された秒ごとのページ数。

ページング率 物理メモリに読み込まれた，またはページ・ファイル

に書き込まれた秒ごとのページ数。

スワップイン率 スワップインされたプロセス数。

スワップアウト率 スワップインされたプロセス数。

システム・モード CPU 利
用化 

CPU がシステム・モードで使用された時間の割合。

ユーザ・モード CPU 利
用化 

CPU がユーザ・モードで使用された時間の割合。

測定値  説明
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Windows リソースの標準の測定値

［Windows リソース］グラフでは，次の標準の測定値が使用できます。

オブジェクト 測定値 説明

System % Total Processor 
Time

システム上のすべてのプロセッサが非アイ

ドル・スレッドを実行するために使用中と

なる時間の平均的な割合。マルチプロセッ

サ・システムで，すべてのプロセッサが常

にビジー状態ならば，この値は 100% で
す。すべてのプロセッサが 50% の時間だ

けビジー状態ならば，この値は 50% です。

4 分の 1 のプロセッサが 100% の時間ビ

ジー状態ならば，この値は 25% です。こ

の値は，何らかの処理を行うために費やさ

れた時間の割合です。各プロセッサにはア

イドル・プロセス内のアイドル・スレッド

が割り当てられます。アイドル・スレッド

によって，ほかのスレッドが使用していな

い非生産的なプロセッサ・サイクルが消費

されます。

プロセッサ % Processor Time プロセッサが非アイドル・スレッドを実行

している時間の割合。このカウンタは，プ

ロセッサの動作状況を示す重要な指標とな

ります。この値は，プロセッサがアイド

ル・プロセスのスレッドを実行するのに費

やす時間をサンプリング間隔ごとに測定し，

その値を 100% から引くことによって算出

されます（各プロセッサには，ほかのス

レッドが実行する準備ができていないとき

にサイクルを消費するアイドル・スレッド

が割り当てられています）。この値は，ある

サンプリング時点から次のサンプリング時

点までの間に何らかの有用な処理を行うた

めに費やされた時間の割合です。このカウ

ンタは，サンプリング間隔の間に観察され

たビジー状態の時間の平均的な割合を示し

ます。この値は，サービスがアクティブで

はなかった時間を監視し，その値を 100% 
から引くことによって算出されます。
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System File Data 
Operations/sec

コンピュータがファイル・システム・デバ

イスに対する読み書き操作を行う頻度。こ

れには，ファイル制御操作は含まれません。

System Processor Queue 
Length

スレッド数で表されるプロセッサ・キューの

瞬間的な長さ。このカウンタは，スレッド・

カウンタの監視も行われていなければ，常に

0 です。プロセッサはすべて，スレッドがプ

ロセッサ・サイクルを待機する単独のキュー

を使用します。この長さには，現在実行中の

スレッドは含まれません。一般に，プロセッ

サ・キューが常に 2 より長い場合，プロセッ

サが輻輳状態であることを意味します。この

カウンタは瞬間的な値を示し，一定時間にお

ける平均値ではありません。

Memory Page Faults/sec プロセッサ内で発生したページ・フォルト

の回数。ページ・フォルトは，プロセッサ

が，メイン・メモリ上のワーキング・セッ

トに存在しない仮想メモリ・ページを参照

したときに発生します。問題のページがス

タンバイ・リスト上に存在する場合（した

がってすでにメイン・メモリ中にある場

合），また，そのページを共有している別の

プロセスによってそのページが使用されて

いる場合には，ディスクからそのページが

取り出されることはありません。

PhysicalDisk % Disk Time 選択したディスク・ドライブで読み取りま

たは書き込みの要求を処理するためにビ

ジー状態となっていた経過時間の割合。

Memory Pool Nonpaged 
Bytes

ページング対象外プールのバイト数。ペー

ジング対象外プールはシステム・メモリ領

域の 1 つで，オペレーティング・システム

の各コンポーネントが指定されたタスクを

実行するとき，この領域に一定の空間を確

保します。ページング対象外プールのペー

ジは，ページング・ファイルにページ・ア

ウトすることはできません。これらのペー

ジは割り当てられているかぎり，メイン・

メモリに存在します。

オブジェクト 測定値 説明
306



第 18 章 • システム・リソース・グラフ
Memory Pages/sec 参照時にメモリに入っていなかったページ

へのメモリ参照を解決するために，ディス

クから読み取られたページ数またはディス

クに書き込まれたページ数。このカウンタ

は，Pages Input/sec および Pages Output/
sec の合計です。このカウンタには，シス

テム・キャッシュに代わってアプリケー

ションのファイル・データにアクセスする

ためのページング・トラフィックが含まれ

ます。この値には，キャッシュ対象外マッ

プ済みメモリ・ファイルとメモリの間で読

み書きされるページも含まれます。メモリ

が過度に使用される点（つまり，スラッシ

ング），およびその結果生じる可能性のある

過剰なページングが気になる場合には，この

カウンタを観察することが重要になります。

System Total Interrupts/sec コンピュータがハードウェア割り込みを受

信して処理する頻度。割り込みを生成する

可能性があるデバイスとしては，システ

ム・タイマ，マウス，データ通信回線，

ネットワーク・インタフェース・カードな

どの周辺機器があります。このカウンタに

より，これらのデバイスがコンピュータ全

体から見てどの程度使用されているのか確

認できます。「Processor : Interrupts/sec」
も参照してください。

Objects Threads データ収集時のコンピュータのスレッド数。

このカウンタは瞬間的な値を示し，一定時

間における平均値ではないことに注意して

ください。スレッドとは，プロセッサで命

令を実行できる，基本的な実行単位です。

Process Private Bytes プロセスによって割り当てられ，ほかのプロ

セスとは共有できないバイト数の最新の値。

オブジェクト 測定値 説明
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システム・リソース・グラフのユーザ・インタフェース

このセクションの内容

➤ 308 ページの「［サーバ リソース］グラフ」

➤ 309 ページの「［SiteScope］グラフ」

➤ 311 ページの「［SNMP リソース］グラフ」

➤ 312 ページの「［UNIX リソース］グラフ」

➤ 313 ページの「［Windows リソース］グラフ」

［サーバ リソース］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行中に測定された，リモートの UNIX 
サーバで使用されるリソース（CPU，ディスク領域，メモリ，サービス）を示

します。

目的 このグラフを使用して，さまざまなシステム・リソース
における仮想ユーザの負荷の影響を特定できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 UNIX サーバでのリソースの使用状況。

関連項目 302 ページの「システム・リソース・グラフの概要」

303 ページの「サーバ・リソース・パフォーマンス・

カウンタ」
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例

次の例では，負荷テスト・シナリオ実行中に Windows リソースの使用状況が測定さ

れています。ここでは，シナリオの経過時間に対する関数として示されています。

［ SiteScope］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の SiteScope マシンでのリソー

スの使用状況に関する統計データが表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Sitescope マシンでのリソースの使用状況。

関連項目 302 ページの「システム・リソース・グラフの概要」
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例

次の例には，使用されたメモリ・リソースの割合，読み取られた秒ごとのペー

ジ数，CPU 使用率が表示されています。
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［SNMP リソース］グラフ 
このグラフには，SNMP（Simple Network Management Protocol）を使用し

て SNMP エージェントを実行しているマシンの統計情報が表示されています。

例

次の例には，bonaporte という名前のマシンの SNMP 測定値が表示されてい

ます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SNMP エージェントを実行するマシンでのリソースの使用

状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controller から 
SNMP モニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナリ

オの実行前に選択します。

関連項目 302 ページの「システム・リソース・グラフの概要」
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［UNIX リソース］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時に測定された UNIX リソースを示

します。UNIX の測定値には，rstatd デーモンが対象とする次の項目が含まれ

ます。平均負荷，衝突率，コンテキスト切り替え率，CPU 使用率，着信パケッ

ト・エラー率，着信パケット率，中断率，発信パケット・エラー率，発信パケッ

ト率，ページイン率，ページアウト率，ページング率，スワップイン率，スワッ

プアウト率，システム・モード CPU 使用率，ユーザ・モード CPU 使用率。

目的 このグラフを使用して，さまざまなシステム・リソースに

おける仮想ユーザの負荷の影響を特定できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 UNIX マシンでのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controller からオン

ライン・モニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナ

リオの実行前に選択します。

関連項目 303 ページの「UNIX リソースの標準の測定値」
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例

次の例では，負荷テスト・シナリオ実行中に UNIX リソースが測定されてい

ます。

［Windows リソース］グラフ 
このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時に測定された Windows リソース

を示します。Windows の測定値は，Windows のパフォーマンス・モニタに組

み込まれているカウンタに対応しています。

目的 このグラフを使用して，さまざまなシステム・リソースに

おける仮想ユーザの負荷の影響を特定できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 負荷テスト・シナリオを実行している Windows マシンで

のリソースの使用状況。
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例

次の例では，負荷テスト・シナリオを実行しているサーバで Windows リソー

スが測定されています。

注 このグラフのデータを取得するには，Controller からオン

ライン・モニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナ

リオの実行前に選択します。

関連項目 302 ページの「システム・リソース・グラフの概要」

305 ページの「Windows リソースの標準の測定値」
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ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフ

本章の内容

概念

➤ 316 ページの「ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフの概要」

リファレンス

➤ 317 ページの「Check Point FireWall-1 サーバの測定値」

➤ 317 ページの「ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフのユーザ・イン

タフェース」
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概念

ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフの概要

ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフでは，ファイアウォール・サーバ

のパフォーマンス情報を確認できます。グラフ・データを取得するには，負荷

テスト・シナリオを実行する前に，ファイアウォール・サーバ・オンライン・

モニタを起動しておく必要があります。ファイアウォール・サーバ・オンライ

ン・モニタをセットアップする際に，監視する統計値と測定値を指定します。

ファイアウォール・サーバ・モニタの起動と設定については，『HP 
LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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リファレンス

Check Point FireWall-1 サーバの測定値

Check Point Firewall-1 サーバでは，次の測定値が使用可能です。

ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフのユーザ・インタ
フェース

このセクションの内容

➤ 317 ページの「［Check Point FireWall-1 サーバ］グラフ」

［Check Point FireWall-1 サーバ］グラフ 
このグラフには，Check Point 社の Firewall サーバに関する統計値が負荷テス

ト・シナリオの経過時間の関数として表示されます。

測定値 説明

fwRejected 拒否されたパケットの数。

fwDropped ドロップされたパケットの数。

fwLogged ログを取ったパケットの数。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Check Point Firewall-1 サーバのリソースの使用状況。
317



第 19 章 • ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフ
例

次の例のグラフは，シナリオの実行開始から 1 分 20 秒後までの fwDropped，
fwLogged，および fwRejected の測定値を示しています。測定値の倍率は次の

ように異なります。fwDropped の倍率は 1，fwLogged の倍率は 10，
fwRejected の倍率は 0.0001 です。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する

前に，Check Point FireWall-1 モニタを（Controller から）

有効にし，表示する標準の測定値を選択しておく必要があ

ります。

関連項目 316 ページの「ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラ

フの概要」

317 ページの「Check Point FireWall-1 サーバの測定値」
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Web サーバ・リソース・グラフ

本章の内容

概念

➤ 320 ページの「Web サーバ・リソース・グラフの概要」

リファレンス

➤ 321 ページの「Apache サーバの測定値」

➤ 321 ページの「IIS サーバの測定値」

➤ 322 ページの「Web サーバ・リソース・グラフのユーザ・インタフェース」
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概念

Web サーバ・リソース・グラフの概要

Web サーバ・リソース・グラフは，Apache，Microsoft IIS，iPlanet/Netscape
および iPlanet（SNMP）Web サーバのリソースの使用状況に関する情報を示し

ます。グラフ・データを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行する前に，

サーバのオンライン・モニタを起動し，測定するリソースを指定しておく必要

があります。Web サーバ・リソース・モニタの起動と設定の詳細については，

『HP LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Analysis は，すべての測定値を 1 つのグラフ上に表示できるように，測定値の

倍率を変更することがあります。［凡例］ウィンドウには，各リソースの倍率

が示されています。実際の値を知るには，表示されている値にその倍率を乗じ

ます。
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リファレンス

Apache サーバの測定値

Apache サーバでは，次の標準の測定値が使用可能です。

IIS サーバの測定値

IIS サーバでは，次の標準の測定値が使用可能です。

測定値 説明

# Busy Servers Busy 状態にあるサーバの数。

# Idle Servers Idle 状態にあるサーバの数。

Apache CPU Usage Apache サーバが CPU を使用した時間の割合。

Hits/sec HTTP 要求の秒ごとの数。

KBytes Sent/sec Web サーバがデータ・バイトを送信する速度。

オブジェ
クト

測定値 説明

Web サー

ビス

Bytes Sent/sec Web サービスがデータ・バイトを送信する

速度。

Web サー

ビス

Bytes Received/sec Web サービスがデータ・バイトを受信する

速度。

Web サー

ビス

Get Requests/sec GET メソッドを使用する HTTP 要求の秒ご

との数。GET リクエストは，普通は基本的

なファイルの取得またはイメージ・マップに

使用しますが，フォームにも使用できます。
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Web サーバ・リソース・グラフのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 323 ページの「［Apache サーバ］グラフ」

➤ 324 ページの「［MS IIS］グラフ」

Web サー

ビス

Post Requests/sec POST メソッドを使用する HTTP 要求の秒ご

との数。通常，POST メソッドは，フォーム

またはゲートウェイの要求に使用されます。

Web サー

ビス

Maximum 
Connections

Web サービスとの間で確立された同時接続

の最大数。

Web サー

ビス

Current Connections Web サービスとの間で現在確立されている

接続の数。

Web サー

ビス

Current 
NonAnonymous 
Users

Web サービスに対して非匿名接続を行って

いる現在のユーザの数。

Web サー

ビス

Not Found Errors/sec 要求されたドキュメントが見つからなかっ

たためにサーバが処理できなかった要求の

秒ごとの数。通常，この種のエラーは，

HTTP のエラー・コード 404 としてクライ

アントに通知されます。

Process Private Bytes プロセスによって割り当てられ，ほかのプロ

セスとは共有できないバイト数の最新の値。

オブジェ
クト

測定値 説明
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［Apache サーバ］グラフ 
このグラフには，サーバの統計データが負荷テスト・シナリオの経過時間の関

数として表示されます。

例

次の例では，CPU の使用状況は，シナリオ全体を通じて安定しています。アイ

ドル・サーバの数が，シナリオの終了近くで増加しています。また，ビジー状

態のサーバの数は，シナリオ全体を通じて安定して 1 でした。これは，仮想

ユーザが 1 つの Apache サーバにだけアクセスしたことを示します。

Busy Servers 測定値の倍率は 1/10 であり，CPU Usage の倍率は 10 です。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 シナリオ実行中の Apache サーバでのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controller から 
Apache オンライン・モニタを有効にし，表示する標準の

測定値をシナリオの実行前に選択します。

関連項目 320 ページの「Web サーバ・リソース・グラフの概要」

321 ページの「Apache サーバの測定値」
323



第 20 章 • Web サーバ・リソース・グラフ
［MS IIS］グラフ 
このグラフには，サーバの統計データが負荷テスト・シナリオの経過時間の関

数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 MS IIS でのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controller から MS 
IIS オンライン・モニタを有効にし，表示する標準の測定値

をシナリオの実行前に選択します。

関連項目 320 ページの「Web サーバ・リソース・グラフの概要」

321 ページの「IIS サーバの測定値」
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例

次の例では，受信バイト数 / 秒と取得要求数 / 秒の各測定値は，シナリオ全体を

通じて安定しています。一方，総プロセッサ時間の割合，送信バイト数 / 秒，お

よび POST 要求数 / 秒の各測定値は，大きく変動しています。

送信バイト数 / 秒 と 受信バイト数 / 秒 測定値の倍率は 1/100 であり，POST 
要求数 / 秒 の倍率は 10 です（倍率はグラフの下の［凡例］ウィンドウに示さ

れます）。
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Web アプリケーション・サーバ・リソース・
グラフ

本章の内容

概念

➤ 328 ページの「Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフの概要」

リファレンス

➤ 329 ページの「Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフの測

定値」

➤ 339 ページの「Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフのユー

ザ・インタフェース」
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概念

Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフの概要

Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフには，Ariba，ATG Dynamo，
BroadVision，ColdFusion，Fujitsu INTERSTAGE，iPlanet（NAS），Microsoft
ASP，Oracle9iAS HTTP，SilverStream，WebLogic（SNMP），WebLogic（JMX），

WebSphere などのさまざまな Web アプリケーション・サーバのリソース使用

状況に関するデータが表示されます。

グラフ・データを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行する前に，アプ

リケーション・サーバのオンライン・モニタを起動し，測定するリソースを指

定しておく必要があります。Web アプリケーション・サーバ・リソース・モニ

タの起動と設定の詳細については，『HP LoadRunner Controller ユーザーズ・

ガイド』を参照してください。

Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフを開くときに，グラフに

フィルタを適用することによって特定のアプリケーションを表示できます。ま

た，別のアプリケーションを分析する必要があるときは，フィルタ条件を変更

して目的のリソースを表示できます。

Analysis は，すべての測定値を 1 つのグラフ上に表示できるように，測定値の

倍率を変更することがあります。［凡例］ウィンドウには，各リソースの倍率

が示されています。実際の値を知るには，表示されている値にその倍率を乗じ

ます。測定値の倍率変更の詳細については，320 ページの「Web サーバ・リ

ソース・グラフの概要」を参照してください。
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リファレンス

Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフの測定値

Microsoft Active Server Pages（ASP）の測定値

Microsoft Active Server Pages では，次の標準の測定値が使用可能です。

測定値 説明

秒ごとのエラー数 秒ごとのエラー数。

Requests Wait Time 直前の要求がキューで待機していた時間（ミリ秒）。

Requests Executing 現在実行している要求の数。

Requests Queued キューでサービスを待機している要求の数。

Requests Rejected 処理に必要なリソースが不足していたために実行され

なかった要求の総数。

Requests Not Found ファイルが見つからなかった要求の数。

Requests/sec 秒ごとの実行要求数。

Memory Allocated Active Server Pages によって現在割り当てられている

メモリの総量（バイト）。

Errors During Script 
Run-Time

実行時エラーにより失敗した要求の数。

Sessions Current サービスされているセッションの数。

Transactions/sec 開始したトランザクションの秒ごとの数。
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Oracle9iAS HTTP サーバのモジュール

次の表に，Oracle9iAS HTTP サーバで使用できるモジュールの一部を示し

ます。

測定値 説明

mod_mime.c ファイルの拡張子によってドキュメントの形式を判定し

ます。

mod_mime_magic.c 「マジック・ナンバー」によってドキュメントの形式を判

定します。

mod_auth_anon.c 認証が必要な領域に匿名ユーザ・アクセスできるように

します。

mod_auth_dbm.c DBM ファイルを使用して，ユーザ認証を行います。

mod_auth_digest.c MD5 認証を提供します。

mod_cern_meta.c HTTP ヘッダ・メタファイルをサポートします。

mod_digest.c MD5 認証を提供します（mod_auth_digest の登場によ

り使用廃止）。

mod_expires.c Expires: ヘッダがリソースに適用されます。

mod_headers.c 指定した HTTP ヘッダをリソースに追加します。

mod_proxy.c プロキシ・キャッシュ機能を提供します。

mod_rewrite.c 正規表現を使用して URI からファイル名へのマッピング

を行います。

mod_speling.c URL のスペルミスを自動修正します。

mod_info.c サーバ設定情報を提供します。

mod_status.c サーバの状態を表示します。

mod_usertrack.c Cookie を使用してユーザを追跡できるようにします。

mod_dms.c DMS Apache 統計にアクセスできるようにします。

mod_perl.c Perl スクリプトを実行します。

mod_fastcgi.c 長期実行プログラムへの CGI アクセスをサポートします。

mod_ssl.c SSL サポートを提供します。

mod_plsql.c Oracle ストアド・プロシージャに対する要求を処理します。

mod_isapi.c Windows ISAPI 拡張子サポートを提供します。
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mod_setenvif.c クライアント情報に基づいて環境変数を設定します。

mod_actions.c メディアの種類や要求メソッドに基づいて CGI を実行し

ます。

mod_imap.c イメージ・マップ・ファイルを処理します。

mod_asis.c 固有の HTTP ヘッダを含むファイルを送信します。

mod_log_config.c mod_log_common の代わりとなるユーザ定義ログ機能

を提供します。

mod_env.c CGI スクリプトに環境を渡します。

mod_alias.c ドキュメント・ツリー内のホスト・ファイル・システム

の項目を割り当て，URL をリダイレクトします。

mod_userdir.c ユーザのホーム・ディレクトリを処理します。

mod_cgi.c CGI スクリプトを起動します。

mod_dir.c 基本ディレクトリを処理します。

mod_autoindex.c ディレクトリの一覧を自動的に取得します。

mod_include.c サーバ解析ドキュメントを取得します。

mod_negotiation.c コンテンツ・ネゴシエーションを処理します。

mod_auth.c テキスト・ファイルを使用してユーザ認証を行います。

mod_access.c クライアントのホスト名または IP アドレスに基づいたア

クセス制御を提供します。

mod_so.c モジュールの実行時のロードをサポートします（UNIX 
では .so，Win32 では .dll）。

mod_oprocmgr.c JServ プロセスを監視し，このプロセスが失敗すると再起

動します。

mod_jserv.c HTTP 要求を JServ サーバにルートします。巡回方式で

新しい要求を複数の JServ に分散して負荷のバランスを

取ります。

測定値 説明
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Oracle9iAS HTTP サーバのカウンタ

次の表に，Oracle9iAS HTTP サーバに使用できるカウンタを示します。

mod_ose.c 要求を Oracle のデータベース・サーバに組み込まれてい

る JVM にルートします。

http_core.c 静的 Web ページに対する要求を処理します。

測定値 説明

handle.minTime モジュール・ハンドラので最短処理時間。

handle.avg モジュール・ハンドラでの平均処理時間。

handle.active 現在ハンドル処理されているスレッド数。

handle.time モジュール・ハンドラでの処理時間の合計。

handle.completed ハンドル処理が完了した回数。

request.maxTime HTTP 要求のサービスに要する最長時間。

request.minTime HTTP 要求のサービスに要する最短時間。

request.avg HTTP 要求のサービスに要する平均時間。

request.active 現在，要求処理の段階にあるスレッド数。

request.time HTTP 要求のサービスに要する時間の合計。

request.completed 要求処理が完了した回数。

測定値 説明
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connection.maxTime 任意の HTTP 接続サービスにかかる最長時間。

connection.minTime 任意の HTTP 接続サービスにかかる最短時間。

connection.avg 任意の HTTP 接続サービスにかかる平均処理時間。

connection.active 現在オープン状態のスレッドを持っている接続数。

connection.time HTTP 接続のサービスにかかる時間の合計。

connection.completed 接続処理が完了した回数。

numMods.value ロードされたモジュールの数。

childFinish.count 理由にかかわらず，Apache 親サーバが子サーバを起

動した回数。

childStart.count 「子」が「秩序正しく」終了した回数。エラーまたはク

ラッシュによって終了した回数は，childFinish.count
でカウントされません。

Decline.count 各モジュールが HTTP 要求を拒否した回数。

internalRedirect.count 「内部リダイレクト」によって任意のモジュールが別

のモジュールに制御を渡した回数。

cpuTime.value Apache サーバ上のすべてのプロセスで使用されてい

る CPU 時間の合計（ミリ秒）。

heapSize.value Apache サーバ上の全プロセスで使用されるヒープ・

メモリの合計（キロバイト）。

pid.value 親 Apache プロセスのプロセス識別子。

upTime.value サーバの連続稼動時間（ミリ秒）。

測定値 説明
333



第 21 章 • Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフ
WebLogic（SNMP）Server Table の測定値

Server Table には，エージェントによって監視されているすべての WebLogic
（SNMP）サーバが一覧表示されます。サーバがこのテーブルに表示されるに

は，少なくとも 1 度はクラスタのメンバとして接触されるか報告されるかする

必要があります。サーバは，クラスタにアクティブに加わっているとき，また

はその直後の場合のみ，クラスタのメンバとして報告されます。

測定値 説明

ServerState SNMP エージェントによって推測される，

WebLogic サーバの状態。Up は，エージェント

がサーバに接続できることを示します。Down 
は，エージェントがサーバに接続できないこと

を示します。

ServerLoginEnable クライアント・ログインがサーバで可能になっ

ている場合は真。

ServerMaxHeapSpace このサーバの最大ヒープ・サイズ（KB）。

ServerHeapUsedPct サーバで現在使用中のヒープ・スペースの割合。

ServerQueueLength サーバの実行キューの現在の長さ。

ServerQueueThroughput 実行キューの現在のスループット。1 秒間に処

理される要求数で表される。

ServerNumEJBDeployment サーバが把握している EJB デプロイメント・ユ

ニットの総数。

ServerNumEJBBeansDeployed サーバでアクティブにデプロイ済み EJB ビーン

の総数。
334



第 21 章 • Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフ
WebLogic（SNMP）Listen Table の測定値

Listen Table は，プロトコル，IP アドレス，およびサーバがリッスンしている

ポートの組み合わせのセットです。このテーブルには，各サーバに対して複数

のエントリがあります。つまり，（protocol，ipAddr，port）の組み合わせご

とに 1 つのサーバが対応します。クラスタリングが使用される場合，クラスタ

リング関連の MIB オブジェクトの優先度がより高くなります。

測定値 説明

ListenPort ポート番号。

ListenAdminOK 管理要求がこの組み合わせ（protocol，ipAddr，
port）に対して認められる場合は真，認められな

い場合は偽。

ListenState この組み合わせ（protocol，ipAddr，port）が

サーバで使用可能な場合は Listening となりま

す。使用不可能な場合は Not Listening となりま

す。サーバは，サーバの Login Enable の状態が

偽のとき，リッスンしていますが，新しいクライ

アントは受け付けていないことがあります。この

場合，既存のクライアントは動作を継続します

が，新しいクライアントは動作しません。
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WebLogic（SNMP）ClassPath Table の測定値

ClassPath Table は，Java，WebLogic（SNMP）サーバ，およびサーブレット

のクラスパス（CP）要素のテーブルです。このテーブルには，各サーバに対し

て複数のエントリがあります。また，サーバのパスごとに複数のエントリがあ

る場合もあります。クラスタリングが使用される場合，クラスタリング関連の 
MIB オブジェクトの優先度がより高くなります。

WebSphere Application Server モニタのランタイム・リソー
スの測定値

Java 仮想マシンにのランタイムおよび ORB に関係するリソースが含まれます。

測定値 説明

CPType CP 要素のタイプは Java，WebLogic，servlet 
のいずれかです。Java CPType は，CP 要素が

標準 Java クラスパスの要素の 1 つであることを

示します。WebLogic CPType は，CP 要素が 
weblogic.class.path の要素の 1 つであることを

示します。また，servlet CPType は，CP 要素

が動的サーブレット・クラスパスの要素の 1 つ
であることを示します。

CPIndex パス内の要素の位置。このインデックスは 1 か
ら始まります。

測定値 説明

MemoryFree Java 仮想マシンの空きメモリ容量。

MemoryTotal Java 仮想マシンに割り当てられたメモリの総量。

MemoryUse Java 仮想マシンで使用中のメモリの総量。
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Websphere Application Server モニタの BeanData の測定値

サーバ上のすべてのホームは，ホームにデプロイ済みビーンの種類に応じてパ

フォーマンス・データを提供します。トップ・レベルのビーン・データには，

すべてのコンテナのデータの集合が含まれます。

Websphere Application Server モニタの BeanObjectPool の
測定値

サーバには，ビーン・オブジェクトのキャッシュが保持されます。各ホームに

はキャッシュがあるので，コンテナごとに 1 つの BeanObjectPoolContainer 
があります。トップ・レベルの BeanObjectPool には，すべてのコンテナ・

データの集合が含まれます。

測定値 説明

BeanDestroys 個々のビーン・オブジェクトが破棄された回数。

ビーンの種類に関係なく，あらゆるビーンが対象と

なります。

StatelessBeanDestroys ステートレス・セッション・ビーン・オブジェクト

が破棄された回数。

StatefulBeanDestroys ステートフル・セッション・ビーン・オブジェクト

が破棄された回数。

測定値 説明

NumGetFound プールに対する呼び出しのうち，使用可能なビー

ンが検出された回数。

NumPutsDiscarded プールがいっぱいであったために，プールに解放

されたビーンが破棄された回数。
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Websphere Application Server モニタの OrbThreadPool の
測定値

サーバ上の ORB スレッド・プールに関係するリソースを以下に示します。

Websphere Application Server モニタの DBConnectionMgr 
の測定値

データベース接続マネージャに関係するリソースを以下に示します。データ

ベース接続マネージャは，一連のデータ・ソース，および各パフォーマンス測

定値のトップ・レベルの集合で構成されます。

Websphere Application Server モニタの TransactionData 
の測定値

トランザクションに関係のあるリソースを以下に示します。

測定値 説明

ActiveThreads プール内のアクティブ・スレッドの平均数。

TotalThreads プール内のスレッドの平均数。

PercentTimeMaxed プール内のスレッド数が適正最大数に到達，またはそ

れを超えた時間の割合の平均。

測定値 説明

ConnectionWaitTime 接続許可の平均時間（秒）。

ConnectionTime 接続が使用されている平均時間（秒）。

ConnectionPercentUsed 使用中であるプールの割合の平均。

測定値 説明

NumTransactions 処理されたトランザクションの数。

ActiveTransactions アクティブ・トランザクションの平均数。
338



第 21 章 • Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフ
Websphere Application Server モニタの ServletEngine の測
定値

サーブレットと JSP に関係のあるリソースを以下に示します。

Websphere Application Server モニタのセッションの測定値

HTTP セッション・プールに関する一般的な測定値を以下に示します。

Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフのユーザ・
インタフェース

このセクションの内容

➤ 340 ページの「［MS Active Server Pages］グラフ」

➤ 341 ページの「［Oracle9iAS HTTP サーバ］グラフ」

➤ 342 ページの「［WebLogic (SNMP)］グラフ」

TransactionRT 各トランザクションの平均所要時間。

RolledBack ロールバックされたトランザクションの数。

タイムアウト 非活動タイムアウトによりタイムアウトとなったト

ランザクションの数。

TransactionSuspended トランザクションが中断された平均回数。

測定値 説明

ServletErrors エラーまたは例外となった要求の数。

測定値 説明

SessionsInvalidated 無効になったセッションの数。データベース・モード

でセッションを使用している場合は，有効ではないこ

とがあります。

測定値 説明
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➤ 343 ページの「［WebSphere アプリケーション サーバ］グラフ」

［MS Active Server Pages］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の ASP サーバのリソース使用状

況に関する統計データが表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ASP サーバのリソース使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオ実行前に，

Microsoft ASP オンライン・モニタを（Controller）から

起動し，表示する標準の設定値を選択しておく必要があり

ます。

関連項目 328 ページの「Web アプリケーション・サーバ・リソー

ス・グラフの概要」

329 ページの「Microsoft Active Server Pages（ASP）の測

定値」
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［Oracle9iAS HTTP サーバ］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の Oracle9iAS HTTP サーバのリ

ソース使用状況に関する統計データが表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Oracle9iAS HTTP サーバのリソース使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオ実行前に，

Oracle9iAS HTTP オンライン・モニタを（Controller）か

ら起動し，表示する標準の設定値を選択しておく必要があ

ります。

関連項目 328 ページの「Web アプリケーション・サーバ・リソー

ス・グラフの概要」

330 ページの「Oracle9iAS HTTP サーバのモジュール」

332 ページの「Oracle9iAS HTTP サーバのカウンタ」
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［WebLogic (SNMP)］グラフ 
このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の WebLogic（SNMP）サー

バ（バージョン 6.0 以前）のリソース使用状況に関する統計データが表示さ

れます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 WebLogic（SNMP）サーバのリソース使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する

前に，WebLogic（SNMP）オンライン・モニタを

（Controller から）起動し，表示する標準の測定値を選択し

ておく必要があります。

関連項目 328 ページの「Web アプリケーション・サーバ・リソー

ス・グラフの概要」

334 ページの「WebLogic（SNMP）Server Table の測定値」

335 ページの「WebLogic（SNMP）Listen Table の測定値」

336 ページの「WebLogic（SNMP）ClassPath Table の測

定値」
342



第 21 章 • Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフ
［WebSphere アプリケーション サーバ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の WebSphere アプリケーショ

ン・サーバのリソース使用状況に関する統計データが表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 WebSphere アプリケーション・サーバのリソース使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する

前に，WebSphere Application Server オンライン・モニタ

を（Controller から）設定し，表示する標準の測定値を選

択しておく必要があります。

関連項目 328 ページの「Web アプリケーション・サーバ・リソー

ス・グラフの概要」

336 ページの「WebSphere Application Server モニタの

ランタイム・リソースの測定値」

337 ページの「Websphere Application Server モニタの 
BeanData の測定値」

337 ページの「Websphere Application Server モニタの 
BeanObjectPool の測定値」

338 ページの「Websphere Application Server モニタの 
OrbThreadPool の測定値」

338 ページの「Websphere Application Server モニタの 
DBConnectionMgr の測定値」

338 ページの「Websphere Application Server モニタの 
TransactionData の測定値」

339 ページの「Websphere Application Server モニタの 
ServletEngine の測定値」

339 ページの「Websphere Application Server モニタの

セッションの測定値」
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22
データベース・サーバ・リソース・グラフ

本章の内容

概念

➤ 346 ページの「データベース・サーバ・リソース・グラフの概要」

リファレンス

➤ 347 ページの「DB2 データベース・マネージャのカウンタ」

➤ 349 ページの「DB2 データベース・カウンタ」

➤ 355 ページの「DB2 アプリケーション・カウンタ」

➤ 361 ページの「Oracle サーバの監視測定値」

➤ 362 ページの「SQL Server の標準のカウンタ」

➤ 364 ページの「Sybase サーバの監視測定値」

➤ 369 ページの「データベース・サーバ・リソース・グラフのユーザ・インタ

フェース」
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概念

データベース・サーバ・リソース・グラフの概要

データベース・サーバ・リソース・グラフには，さまざまなデータベース・

サーバの統計データが表示されます。現在は，DB2，Oracle，SQL Server，お

よび Sybase データベースがサポートされています。これらのグラフを使用す

るには，負荷テスト・シナリオを実行する前に，測定対象のリソースを指定す

る必要があります。オンライン・モニタのセクションの詳細については，『HP 
LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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リファレンス

DB2 データベース・マネージャのカウンタ

測定値 説明

rem_cons_in リモート・クライアントによって監視対象のデータ

ベース・マネージャのインスタンスに対して開始さ

れた現在の接続の数。

rem_cons_in_exec 現在，データベースに接続されていて，監視対象

のデータベース・マネージャのインスタンス内で

作業単位を処理しているリモート・アプリケー

ションの数。

local_cons 監視対象のデータベース・マネージャのインスタン

ス内で現在データベースに接続されているローカ

ル・アプリケーションの数。

local_cons_in_exec 監視対象のデータベース・マネージャのインスタン

ス内で作業単位を処理しているローカル・アプリ

ケーションの数。

con_local_dbases アプリケーションが接続されているローカル・デー

タベースの数。

agents_registered 監視対象のデータベース・マネージャのインスタン

スに登録されているエージェントの数（調整プログ

ラム・エージェントおよびサブ・エージェント）。

agents_waiting_on_token データベース・マネージャでトランザクションを

実行するためにトークンを待っているエージェン

トの数。

idle_agents エージェント・プール内のエージェントで，現在ア

プリケーションに割り当てられていない「アイド

ル」となっているエージェントの数。

agents_from_pool エージェント・プールから割り当てられたエージェ

ントの数。
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agents_created_empty_pool エージェント・プールが空だったために作成された

エージェントの数。

agents_stolen アプリケーションからエージェントが「スチールさ

れた」回数。アプリケーションに関連付けられたア

イドル・エージェントが，ほかのアプリケーション

に再割り当てされたときに，「スチールされた」と

言います。

comm_private_mem スナップショットを撮るときにデータベース・マ

ネージャのインスタンスが現在コミットしているプ

ライベート・メモリの量。

inactive_gw_agents DRDA 接続プール内の DRDA エージェントで，

DRDA データベースに接続されてプライム状態に

なっているが，アクティブになっていない DRDA 
エージェントの数。

num_gw_conn_switches エージェント・プールのエージェントが，接続され

てプライム状態になっていたにもかかわらず別の 
DRDA データベースで使用するために「スチール

された」回数。

sort_heap_allocated スナップショットを撮るときに，選択したレベルで

の全ソートに割り当てられているソート・ヒープ領

域の総ページ数。

post_threshold_sorts ソート・ヒープしきい値に達した後に，ヒープを要

求したソートの数。

piped_sorts_requested 要求されたパイプ・ソートの数。

piped_sorts_accepted 受け付けられたパイプ・ソートの数。

測定値 説明
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DB2 データベース・カウンタ

測定値 説明

appls_cur_cons 現在，データベースに接続されているアプリケー

ションの数を表示します。

appls_in_db2 現在，データベースに接続されていて，データベー

ス・マネージャが現在，要求を処理しているアプリ

ケーションの数。

total_sec_cons サブ・エージェントがノードにおいてデータベース

に行った接続の数。

num_assoc_agents アプリケーション・レベルでは，アプリケーション

に関連付けられているサブ・エージェントの数。

データベース・レベルでは，全アプリケーションの

サブ・エージェントの数。

sort_heap_allocated スナップショットを撮るときに，選択したレベルで

の全ソートに割り当てられているソート・ヒープ領

域の総ページ数。

total_sorts 実行されたソートの総数。

total_sort_time 実行された全ソートの合計経過時間（ミリ秒）。

sort_overflows ソート・ヒープが足りなくなり，一時保存用のディ

スク領域が必要となったソートの総計。

active_sorts 現在，データベースでソート・ヒープとなった割り

当てられているソートの数。

total_hash_joins 実行されたハッシュ結合の総数。

total_hash_loops 利用可能なソート・ヒープ容量よりもハッシュ結合

の単一パーティションの方が大きかった回数の総計。

hash_join_overflows ハッシュ結合データが，利用可能なソート・ヒープ

容量を超過した回数。
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hash_join_small_overflows ハッシュ結合データによる利用可能なソート・ヒー

プ容量の超過が 10% 以下だった回数。

pool_data_l_reads バッファ・プールを通ったデータ・ページの論理読

み取り要求の数。

pool_data_p_reads データ・ページをバッファ・プールに読み込むため

に I/O を必要とした読み取り要求の数。

pool_data_writes バッファ・プール・データ・ページがディスクに物

理的に書き込まれた回数。

pool_index_l_reads バッファ・プールを通った索引ページへの論理読み

取り要求の数。

pool_index_p_reads 索引ページをバッファ・プールに置くための物理的

読み取り要求の数。

pool_index_writes バッファ・プール索引ページがディスクに物理的に

書き込まれた回数。

pool_read_time データまたは索引ページが，ディスクからバッ

ファ・プールに物理的に読み込まれる原因となった

読み取り要求の処理にかかった経過時間の合計。

pool_write_time データまたは索引ページをバッファ・プールから

ディスクに物理的に書き込む時間の合計。

files_closed 閉じられたデータベース・ファイルの総数。

pool_async_data_reads バッファ・プールに非同期的に読み込まれるペー

ジ数。

pool_async_data_writes バッファ・プール・データ・ページが，非同期ペー

ジ・クリーナ，またはプリフェッチ機能によって

ディスクに物理的に書き込まれた回数。プリフェッ

チ機能は先読みされているページ用の空き容量を確

保するためにダーティ・ページを書き込むことがあ

ります。

pool_async_index_writes バッファ・プール索引ページが，非同期ページ・ク

リーナまたはプリフェッチ機能によってディスクに

物理的に書き込まれた回数。プリフェッチ機能は先

読みされているページ用の空き容量を確保するため

にダーティ・ページを書き込むことがあります。

測定値 説明
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pool_async_index_reads プリフェッチ機能により，非同期でバッファ・プー

ルに読み込まれた索引ページの数。

pool_async_read_time データベース・マネージャのプリフェッチ機能によ

る読み取り所要時間の合計。

pool_async_write_time データベース・マネージャのページ・クリーナに

よって，データまたは索引ページがバッファ・プー

ルからディスクに書き込まれた所要時間の合計。

pool_async_data_read_reqs 非同期読み取り要求の数。

pool_lsn_gap_clns 使用ログ容量が，データベースで定義された範囲に

到達したことにより，ページ・クリーナが呼び出さ

れた回数。

pool_drty_pg_steal_clns データベースのビクティム・バッファ置換の間に必

要とされた同期書き込みのために，ページ・クリー

ナが呼び出された回数。

pool_drty_pg_thrsh_clns バッファ・プールが，データベースのダーティ・

ページのしきい値に到達したためにページ・クリー

ナが呼び出された回数。

prefetch_wait_time I/O サーバ（プリフェッチ機能）が，ページをバッ

ファ・プールにロードし終えるまでアプリケーショ

ンが待機した時間。

pool_data_to_estore 拡張記憶域にコピーされたバッファ・プール・デー

タ・ページの数。

pool_index_to_estore 拡張記憶域にコピーされたバッファ・プール索引

ページの数。

pool_data_from_estore 拡張記憶域からコピーされたバッファ・プール・

データ・ページの数。

pool_index_from_estore 拡張記憶域からコピーされたバッファ・プール索引

ページの数。

direct_reads バッファ・プールを使用しない読み取り操作の回数。

direct_writes バッファ・プールを使用しない書き込み操作の回数。

測定値 説明
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direct_read_reqs 1 つ以上のデータ・セクタで直接読み取りを行うた

めの要求数。

direct_write_reqs 1 つ以上のデータ・セクタで直接書き込みを行うた

めの要求数。

direct_read_time 直接読み込みの実行に必要な経過時間（ミリ秒）。

direct_write_time 直接書き込みの所要時間（ミリ秒）。

cat_cache_lookups 表記述子情報を取得するためにカタログ・キャッ

シュが参照された回数。

cat_cache_inserts システムが，カタログ・キャッシュに表記述子情報

を挿入しようとした回数。

cat_cache_overflows カタログ・キャッシュ容量がいっぱいであったため

にカタログ・キャッシュへの挿入が失敗した回数。

cat_cache_heap_full データベース・ヒープでヒープがいっぱいであった

ために，カタログ・キャッシュへの挿入が失敗した

回数。

pkg_cache_lookups パッケージ・キャッシュ内でアプリケーションがセ

クションまたはパッケージを検索した回数。データ

ベース・レベルでは，データベースの開始以降，ま

たは監視データのリセット以降の参照回数の合計を

示します。

pkg_cache_inserts 要求セクションが使用できないために，パッケー

ジ・キャッシュにロードされた回数。このカウント

には，システムによる暗黙の準備も含まれます。

pkg_cache_num_overflows パッケージ・キャッシュが割り当てられたメモリか

らオーバーフローした回数。

appl_section_lookups アプリケーションによる SQL 作業域からの SQL セ
クションの参照数。

測定値 説明
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appl_section_inserts アプリケーションによる SQL 作業域からの SQL セ
クションの挿入数。

sec_logs_allocated 現在，データベースに使用されている 2 次ログ・

ファイルの総数。

log_reads ログ機能がディスクから読み取ったログ・ページ

の数。

log_writes ログ機能がディスクに書き込んだログ・ページの数。

total_log_used データベースで現在使用中のアクティブなログ・ス

ペースの合計（バイト）。

locks_held 現在保持されているロックの数。

lock_list_in_use 使用中のロック・リスト・メモリの合計（バイト）。

deadlocks 発生したデッドロックの総数。

lock_escals ロックが複数の行ロックから表ロックにエスカレー

トした回数。

x_lock_escals ロックが複数の行ロックから 1 つの排他的な表ロッ

クにエスカレートした回数。または，行の排他的

ロックに起因して，表ロックが排他的ロックになっ

た回数。

lock_timeouts オブジェクトをロックする要求が承諾されずにタイ

ムアウトになった回数。

lock_waits アプリケーションまたは接続がロック発生まで待機

した回数の合計。

lock_wait_time ロックできるまで待機した時間の総計。

locks_waiting ロックを待機しているエージェントの数。

rows_deleted 行の削除を試みた回数。

rows_inserted 行の挿入を試みた回数。

測定値 説明
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rows_updated 行の更新を試みた回数。

rows_selected 選択の結果，アプリケーションに戻された行の数。

int_rows_deleted 内部活動の結果として，データベースから削除され

た行の数。

int_rows_updated 内部活動の結果として，データベースから更新され

た行の数。

int_rows_inserted トリガによって生じた内部活動の結果として，デー

タベースに挿入された行の数。

static_sql_stmts 試行された静的 SQL ステートメントの数。

dynamic_sql_stmts 試行された動的 SQL ステートメントの数。

failed_sql_stmts 試行された SQL ステートメント数のうち，失敗し

た数。

commit_sql_stmts 試行された SQL COMMIT ステートメントの総数。

rollback_sql_stmts 試行された SQL ROLLBACK ステートメントの

総数。

select_sql_stmts 実行された SQL SELECT ステートメントの数。

uid_sql_stmts 実行された SQL UPDATE，INSERT，DELETE ス
テートメントの数。

ddl_sql_stmts 実行された SQL データ定義言語（DDL）ステート

メントの数。

int_auto_rebinds 試行された自動再バインド（または再コンパイル）

の数。

int_commits データベース・マネージャにより内部的に行われた

コミットの総数。

int_rollbacks データベース・マネージャにより内部的に行われた

ロールバックの総数。

測定値 説明
354



第 22 章 • データベース・サーバ・リソース・グラフ
DB2 アプリケーション・カウンタ

int_deadlock_rollbacks デッドロックによりデータベース・マネージャが

行った強制ロールバックの総数。ロールバックは，

データベース・マネージャがデッドロックを解決す

るために選択したアプリケーションの現在の作業単

位を対象に行われます。

binds_precompiles 試行されたバインドおよびプリコンパイルの数。

測定値 説明

agents_stolen アプリケーションからエージェントが「スチールさ

れた」回数。アプリケーションに関連付けられたア

イドル・エージェントが，ほかのアプリケーション

に再割り当てされたときに，「スチールされた」と

言います。

num_assoc_agents アプリケーション・レベルでは，アプリケーション

に関連付けられているサブ・エージェントの数。

データベース・レベルでは，全アプリケーションの

サブ・エージェントの数。

total_sorts 実行されたソートの総数。

total_sort_time 実行された全ソートの合計経過時間（ミリ秒）。

sort_overflows ソート・ヒープが足りなくなり，一時保存用のディ

スク領域が必要となったソートの総計。

total_hash_joins 実行されたハッシュ結合の総数。

total_hash_loops 利用可能なソート・ヒープ容量よりもハッシュ結合の

単一パーティションの方が大きかった回数の総計。

hash_join_overflows ハッシュ結合データが，利用可能なソート・ヒープ

容量を超過した回数。

測定値 説明
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hash_join_small_overflows ハッシュ結合データによる利用可能なソート・ヒー

プ容量の超過が 10% 以下だった回数。

pool_data_l_reads バッファ・プールを通ったデータ・ページの論理読

み取り要求の数。

pool_data_p_reads データ・ページをバッファ・プールに読み込むため

に I/O を必要とした読み取り要求の数。

pool_data_writes バッファ・プール・データ・ページがディスクに物

理的に書き込まれた回数。

pool_index_l_reads バッファ・プールを通った索引ページへの論理読み

取り要求の数。

pool_index_p_reads 索引ページをバッファ・プールに置くための物理的

読み取り要求の数。

pool_index_writes バッファ・プール索引ページがディスクに物理的に

書き込まれた回数。

pool_read_time データまたは索引ページが，ディスクからバッ

ファ・プールに物理的に読み込まれる原因となった

読み取り要求の処理にかかった経過時間の合計。

prefetch_wait_time I/O サーバ（プリフェッチ機能）が，ページをバッ

ファ・プールにロードし終えるまでアプリケーショ

ンが待機した時間。

pool_data_to_estore 拡張記憶域にコピーされたバッファ・プール・デー

タ・ページの数。

pool_index_to_estore 拡張記憶域にコピーされたバッファ・プール索引

ページの数。

pool_data_from_estore 拡張記憶域からコピーされたバッファ・プール・

データ・ページの数。

pool_index_from_estore 拡張記憶域からコピーされたバッファ・プール索引

ページの数。

direct_reads バッファ・プールを使用しない読み取り操作の回数。

測定値 説明
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direct_writes バッファ・プールを使用しない書き込み操作の回数。

direct_read_reqs 1 つ以上のデータ・セクタで直接読み取りを行うた

めの要求数。

direct_write_reqs 1 つ以上のデータ・セクタで直接書き込みを行うた

めの要求数。

direct_read_time 直接読み込みの実行に必要な経過時間（ミリ秒）。

direct_write_time 直接書き込みの所要時間（ミリ秒）。

cat_cache_lookups 表記述子情報を取得するためにカタログ・キャッ

シュが参照された回数。

cat_cache_inserts システムが，カタログ・キャッシュに表記述子情報

を挿入しようとした回数。

cat_cache_overflows カタログ・キャッシュ容量がいっぱいであったため

にカタログ・キャッシュへの挿入が失敗した回数。

cat_cache_heap_full データベース・ヒープでヒープがいっぱいであった

ために，カタログ・キャッシュへの挿入が失敗した

回数。

pkg_cache_lookups パッケージ・キャッシュ内でアプリケーションがセ

クションまたはパッケージを検索した回数。データ

ベース・レベルでは，データベースの開始以降，ま

たは監視データのリセット以降の参照回数の合計を

示します。

pkg_cache_inserts 要求セクションが使用できないために，パッケー

ジ・キャッシュにロードされた回数。このカウント

には，システムによる暗黙の準備も含まれます。

appl_section_lookups アプリケーションによる SQL 作業域からの SQL セ
クションの参照数。

測定値 説明
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appl_section_inserts アプリケーションによる SQL 作業域からの SQL セ
クションの挿入数。

uow_log_space_used 監視されているアプリケーションの現在の作業単位

に使用されているログ領域の量（バイト）。

locks_held 現在保持されているロックの数。

deadlocks 発生したデッドロックの総数。

lock_escals ロックが複数の行ロックから表ロックにエスカレー

トした回数。

x_lock_escals ロックが複数の行ロックから 1 つの排他的な表ロッ

クにエスカレートした回数。または，行の排他的

ロックに起因して，表ロックが排他的ロックになっ

た回数。

lock_timeouts オブジェクトをロックする要求が承諾されずにタイ

ムアウトになった回数。

lock_waits アプリケーションまたは接続がロック発生まで待機

した回数の合計。

lock_wait_time ロックできるまで待機した時間の総計。

locks_waiting ロックを待機しているエージェントの数。

uow_lock_wait_time この作業単位がロックを待機した時間の合計。

rows_deleted 行の削除を試みた回数。

rows_inserted 行の挿入を試みた回数。

rows_updated 行の更新を試みた回数。

rows_selected 選択の結果，アプリケーションに戻された行の数。

rows_written 表内で変更（挿入，削除，更新）があった行の数。

測定値 説明
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rows_read 表から読み取られた行数。

int_rows_deleted 内部活動の結果として，データベースから削除され

た行の数。

int_rows_updated 内部活動の結果として，データベースから更新され

た行の数。

int_rows_inserted トリガによって生じた内部活動の結果として，デー

タベースに挿入された行の数。

open_rem_curs このアプリケーションで現在開いている

「open_rem_curs_blk」でカウントされるカーソル

も含めたリモート・カーソル数。

open_rem_curs_blk このアプリケーションで現在開いているリモート・

ブロッキング・カーソル数。

rej_curs_blk サーバで I/O ブロック要求が拒否され，ノン・ブ

ロック I/O に変換された総数。

acc_curs_blk I/O ブロック要求が受け入れられた回数。

open_loc_curs このアプリケーションで現在開いている

「open_loc_curs_blk」でカウントされるカーソルを

含めたローカル・カーソル数。

open_loc_curs_blk このアプリケーションで開いているローカル・ブ

ロッキング・カーソル数。

static_sql_stmts 試行された静的 SQL ステートメントの数。

dynamic_sql_stmts 試行された動的 SQL ステートメントの数。

failed_sql_stmts 試行された SQL ステートメント数のうち，失敗し

た数。

commit_sql_stmts 試行された SQL COMMIT ステートメントの総数。

測定値 説明
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rollback_sql_stmts 試行された SQL ROLLBACK ステートメントの

総数。

select_sql_stmts 実行された SQL SELECT ステートメントの数。

uid_sql_stmts 実行された SQL UPDATE，INSERT，DELETE ス
テートメントの数。

ddl_sql_stmts 実行された SQL データ定義言語（DDL）ステート

メントの数。

int_auto_rebinds 試行された自動再バインド（または再コンパイル）

の数。

int_commits データベース・マネージャにより内部的に行われた

コミットの総数。

int_rollbacks データベース・マネージャにより内部的に行われた

ロールバックの総数。

int_deadlock_rollbacks デッドロックによりデータベース・マネージャが

行った強制ロールバックの総数。ロールバックは，

データベース・マネージャがデッドロックを解決す

るために選択したアプリケーションの現在の作業単

位を対象に行われます。

binds_precompiles 試行されたバインドおよびプリコンパイルの数。

測定値 説明
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Oracle サーバの監視測定値

Oracle サーバの監視時に最も一般的に使用される測定値を次に示します

（V$SYSSTAT テーブルから）。

測定値 説明

CPU used by this session ユーザ呼び出しの開始から終了までの間にセッション

によって使用される CPU 時間（10 ミリ秒単位）。

ユーザ呼び出しの中には 10 ミリ秒以内に完了するも

のもあり，結果として，ユーザ呼び出しの開始時間と

終了時間が同じになることがあります。その場合は，

統計値に 0 ミリ秒が加えられます。特にコンテキス

ト・スイッチが多く発生しているシステムでは，オペ

レーティング・システムのレポーティングで同様の問

題が起こることがあります。

Bytes received via 
SQL*Net from client 

Net8 を介してクライアントから受信した総バイト数。

Logons current 現在の総ログイン数。

Opens of replaced files プロセスのファイル・キャッシュになかったため，再

度開く必要があったファイルの総数。

User calls Oracle では，ログイン，解析，または実行するごと

に，関連するユーザ呼び出しのデータ構造を追跡する

ために，リソース（Call State Objects）が割り当てら

れます。動作状況を確認するときは，RPI 呼び出しに

対するユーザ呼び出しの割合を調べれば，ユーザが 
Oracle に送信している要求の種類に応じて，どの程

度の内部作業が発生しているかがわかります。

SQL*Net roundtrips to/
from client 

クライアントと送受信された Net8 メッセージの

総数。

Bytes sent via SQL*Net to 
client 

フォアグラウンド・プロセスからクライアントに送信

された総バイト数。

Opened cursors current 現在オープンしているカーソルの総数。
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SQL Server の標準のカウンタ

DB block changes この統計値は，一貫性維持と密接に関連しており，更

新および削除作業の対象となったすべてのブロックに

対して SGA において加えられた変更の総数がカウン

トされます。これらの変更によって REDO ログ・エ

ントリが生成されており，トランザクションがコミッ

トされると，データベースに対して変更が確定されま

す。この値は，データベースの大まかな総作業量を示

します。また，バッファがに変更が加えられる割合を

（場合によってはトランザクションごとのレベルで）

示します。

Total file opens インスタンスによって実行されているファイル・オー

プンの総数。各プロセスは，データベースを操作する

ために，多くのファイル（コントロール・ファイル，

ログ・ファイル，データベース・ファイル）を必要と

します。

測定値 説明

% Total Processor 
Time

システム上のすべてのプロセッサが非アイドル・スレッド

を実行するために使用中となる時間の平均的な割合。マル
チプロセッサ・システムで，すべてのプロセッサが常にビ

ジー状態ならば，この値は 100% です。すべてのプロセッ

サが 50% の時間だけビジー状態ならば，この値は 50% で
す。4 分の 1 のプロセッサが 100% の時間ビジー状態なら

ば，この値は 25% です。この値は，何らかの処理を行うた
めに費やされた時間の割合です。各プロセッサにはアイド

ル・プロセス内のアイドル・スレッドが割り当てられます。

アイドル・スレッドによって，ほかのスレッドが使用して
いない非生産的なプロセッサ・サイクルが消費されます。

Cache Hit Ratio 要求されたデータ・ページが（ディスクから読み出される

代わりに）データ・キャッシュで見つかった回数の割合。

I/O - Batch Writes/
sec

バッチ I/O によってディスクに書き出されるページの秒ご

との数。バッチ I/O は，主にチェックポイント・スレッド

が使用します。

I/O - Lazy Writes/sec レイジー・ライタによってディスクにフラッシュされる
ページの秒ごとの数。

測定値 説明
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I/O - Outstanding 
Reads

保留されている物理読み取りの数。

I/O - Outstanding 
Writes

保留されている物理書き込みの数。

I/O - Page Reads/sec 物理ページ読み取りの秒ごとの数。

I/O - Transactions/
sec

実行された Transact-SQL コマンド・バッチの秒ごとの数。

User Connections オープン・ユーザ接続の数。

% Processor Time プロセッサが非アイドル・スレッドを実行している時間の

割合。このカウンタは，プロセッサの動作状況を示す重要

な指標となります。この値は，プロセッサがアイドル・プ

ロセスのスレッドを実行するのに費やす時間をサンプリン

グ間隔ごとに測定し，その値を 100% から引くことによっ

て算出されます（各プロセッサには，ほかのスレッドが実

行する準備ができていないときにサイクルを消費するアイ

ドル・スレッドが割り当てられています）。この値は，ある

サンプリング時点から次のサンプリング時点までの間に何

らかの有用な処理を行うために費やされた時間の割合です。

このカウンタは，サンプリング間隔の間に観察されたビ

ジー状態の時間の平均的な割合を示します。この値は，

サービスがアクティブではなかった時間を監視し，その値

を 100% から引くことによって算出されます。

測定値 説明
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Sybase サーバの監視測定値

次の表に，Sybase サーバで監視可能な測定値を示します。

オブジェクト 測定値 説明

ネットワーク Average packet size
（Read）

受信したネットワーク・パケット

の数。

Average packet size
（Send）

送信したネットワーク・パケット

の数。

Network bytes（Read） サンプリング間隔の間に受信したバ

イト数。

Network bytes（Read）/
sec

秒ごとの受信バイト数。

Network bytes（Send） サンプリング間隔の間に送信したバ

イト数。

Network bytes（Send）/
sec

秒ごとの送信バイト数。

Network packets（Read） サンプリング間隔の間に受信した

ネットワーク・パケットの数。

Network packets（Read）/
sec

秒ごとの受信ネットワーク・パケッ

ト数。

Network packets（Send） サンプリング間隔の間に送信された

ネットワーク・パケット数。

Network packets（Send）/
sec

秒ごとの送信ネットワーク・パケッ

ト数。

Memory Memory ページ・キャッシュに割り当てられ

たバイト単位のメモリ数。
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Disk Reads データベース・デバイスからの読み

取り数。

Writes データベース・デバイスへの書き込

み数。

Waits デバイスへのアクセスを待機しなけ

ればならなかった回数。

Grants デバイスへのアクセスが許可された

回数。

Engine Server is busy（%） Adaptive Server がビジー状態であ

る時間の割合。

CPU time エンジンがビジー状態であった時間。

Logical pages（Read） キャッシュまたはデータベース・デ

バイスからのデータ・ページの読み

込み数。

Pages from disk（Read） データ・キャッシュから行われな

かったデータ・ページの読み込み数。

Pages stored データベース・デバイスに書き込ま

れたデータ・ページ数。

Stored 
Procedures

Executed（sampling 
period）

サンプリング間隔の間にストアド・

プロシージャが実行された回数。

Executed（session） セッション中にストアド・プロシー

ジャが実行された回数。

Average duration
（sampling period）

サンプリング間隔の間にストアド・

プロシージャの実行に要した時間

（秒）。

Average duration（session） セッション中に，ストアド・プロ

シージャの実行に要した時間（秒）。

オブジェクト 測定値 説明
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Locks % Requests 完了したロック要求の割合。

Locks count ロック数。これは，累積値です。

Granted immediately ほかのロックが解放されるのを待た

ずに，すぐに承認されたロックの数。

Granted after wait ほかのロックが解放されるのを待っ

てから承認されたロックの数。

Not granted 要求されたにもかかわらず承認され

なかったロックの数。

Wait time（avg.） ロックの平均待ち時間。

SqlSrvr Locks/sec ロック数。これは，累積値です。

% Processor time（server） Adaptive Server がビジー状態であ

る時間の割合。

トランザクション コミットされた Transact-SQL ス
テートメント・ブロック（トランザ

クション）の数。

Deadlocks デッドロックの数。

Cache % Hits データ・ページの読み込みが，物理

的ページ読み込みではなく，キャッ

シュから行われた回数の割合。

Pages（Read） キャッシュまたはデータベース・デ

バイスからのデータ・ページの読み

込み数。

オブジェクト 測定値 説明
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Cache Pages（Read）/sec キャッシュまたはデータベース・デ

バイスからのデータ・ページの秒ご

との読み込み数。

Pages from disk（Read） データ・キャッシュから行われな

かったデータ・ページの読み込み数。

Pages from disk（Read）/
sec

データ・キャッシュから行われな

かった，データ・ページの秒ごとの

読み込み数。

Pages（Write） データベース・デバイスに書き込ま

れたデータ・ページ数。

Pages（Write）/sec データベース・デバイスに書き込ま

れた秒ごとのデータ・ページ数。

Process % Processor time
（process）

全プロセスが「実行」状態になって

いる時間に対して，アプリケーショ

ンを実行しているプロセスが「実

行」状態になっている時間の割合。

Locks/sec プロセスごとにロックの数。これ

は，累積値です。

% Cache hit プロセスによってデータ・ページの

読み込みが，物理的ページ読み込み

ではなく，キャッシュから行われた

回数の割合。

Pages（Write） プロセスによってデータベース・デ

バイスに書き込まれたデータ・ペー

ジ数。

オブジェクト 測定値 説明
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トランザク

ション

トランザクション セッション中にコミットされた 
Transact-SQL ステートメント・ブ

ロック（トランザクション）の数。

トランザク

ション

Rows（Deleted） セッション中にデータ・テーブルか

ら削除された行数。

Inserts セッション中にデータベースに挿入

があった回数。

Updates セッション中のデータ・テーブルへ

の更新回数。

Updates in place セッション中の選択範囲内，および

選択範囲外のサイズの大きい更新の

総計（遅延された更新を除く）。

Transactions/sec セッション中にコミットされた 
Transact-SQL ステートメント・ブ

ロック（トランザクション）の秒ご

との数。

Rows（Deleted）/sec データベース・テーブルから削除さ

れた秒ごとの行数。

Inserts/sec データベース・テーブルへの挿入の

秒ごとの数。

Updates/sec データベース・テーブルへの更新の

秒ごとの数。

Updates in place/sec 選択範囲内，および選択範囲外のサ

イズの大きい更新の秒ごとの総計

（遅延された更新を除く）。

オブジェクト 測定値 説明
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データベース・サーバ・リソース・グラフのユーザ・インタ
フェース

このセクションの内容

➤ 369 ページの「［DB2］グラフ」

➤ 370 ページの「［Oracle］グラフ」

➤ 371 ページの「［SQL サーバ］グラフ」

➤ 372 ページの「［Sybase］グラフ」

［DB2］グラフ 
このグラフには，DB2 データベース・サーバ・マシンのリソースの使用状況が

負荷テスト・シナリオ経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 DB2 データベース・サーバのリソースの使用状況。

注 DB2 データベース・サーバ・マシンを監視するには，まず 
DB2 モニタ環境を設定する必要があります。次に DB2 モ
ニタで測定するカウンタを選択して，Controller から DB2 
モニタを有効にします。

関連項目 346 ページの「データベース・サーバ・リソース・グラフ

の概要」

347 ページの「DB2 データベース・マネージャのカウンタ」

349 ページの「DB2 データベース・カウンタ」

355 ページの「DB2 アプリケーション・カウンタ」
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［Oracle］グラフ 
このグラフは，Oracle の V$ テーブルである V$SESSTAT（セッション統計），

V$SYSSTAT（システム統計）のほか，カスタム・クエリでユーザが定義したそ

のほかのカウンタからの情報を表示します。

例

次の例では，V$SYSSTAT リソースの値が負荷テスト・シナリオの経過時間の

関数として示されています。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Oracle サーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controller から 
Oracle オンライン・モニタを有効にし，表示する標準の測

定値をシナリオの実行前に選択します。

関連項目 346 ページの「データベース・サーバ・リソース・グラフ

の概要」

361 ページの「Oracle サーバの監視測定値」
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［SQL サーバ］グラフ 
このグラフには，SQL Server マシンの標準の Windows リソースが表示され

ます。

例

X 軸 負荷テスト・シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 リソースの使用状況

注 このグラフのデータを取得するには，Controller から SQL 
Server オンライン・モニタを有効にし，表示する標準の測

定値をシナリオの実行前に選択します。

関連項目 346 ページの「データベース・サーバ・リソース・グラフ

の概要」

362 ページの「SQL Server の標準のカウンタ」
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［Sybase］グラフ 
このグラフには，Sybase データベース・サーバ・マシンのリソースの使用状況

が負荷テスト・シナリオ経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Sybase データベース・サーバのリソースの使用状況。

注 Sybase データベース・サーバ・マシンを監視するには，ま

ず Sybase モニタ環境を設定する必要があります。次に 
Sybase モニタで測定するカウンタを選択して，Controller 
から Sybase モニタを有効にします。

関連項目 346 ページの「データベース・サーバ・リソース・グラフ

の概要」

362 ページの「SQL Server の標準のカウンタ」
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ストリーミング・メディア・グラフ

本章の内容

概念

➤ 374 ページの「ストリーミング・メディア・グラフの概要」

リファレンス

➤ 375 ページの「Media Player クライアントの監視測定値」

➤ 376 ページの「RealPlayer クライアントの監視測定値」

➤ 377 ページの「RealPlayer Server の監視測定値」

➤ 378 ページの「Windows Media サーバの標準の測定値」

➤ 379 ページの「ストリーミング・メディア・グラフのユーザ・インタ

フェース」
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概念

ストリーミング・メディア・グラフの概要

ストリーミング・メディア・リソース・グラフには，RealPlayer クライアン

ト，RealPlayer Server，Windows Media Server，および Media Player クライ

アント・マシンのパフォーマンス情報が表示されます。

ストリーミング・メディア・グラフのデータを取得するには，負荷テスト・シ

ナリオを実行する前に，RealPlayer クライアントをインストールし，

RealPlayer Server または Windows Media Server のオンライン・モニタを起動

しておく必要があります。

RealPlayer Server また Windows Media Server のオンライン・モニタをセット

アップする際に，監視する統計データと測定値を指定します。ストリーミン

グ・メディア・サーバ・モニタのインストールと設定については，『HP 
LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Analysis は，すべての測定値を 1 つのグラフ上に表示できるように，測定値の

倍率を変更することがあります。［凡例］ウィンドウには，各リソースの倍率

が示されています。実際の値を知るには，表示されている値にその倍率を乗じ

ます。
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リファレンス

Media Player クライアントの監視測定値

［Media Player クライアント］グラフで使用できる標準の測定値を以下に示し

ます。

測定値 説明

Average Buffering Events Media Player クライアントがメディア・コンテンツ

の不足のために受信メディア・データをバッファリン

グしなくてはならなかった回数。

Average Buffering Time
（sec）

Media Player クライアントが，メディア・クリップ

の再生を続けるために十分なメディア・データを確保

するまで待機した時間。

Current bandwidth
（Kbits/sec）

受信した秒ごとのキロバイト数。

Number of Packets 特定のメディア・クリップのためにサーバが送信した

パケット数。

Stream Interruptions Media Player クライアントがメディア・クリップの

再生時に遭遇した割り込みの数。この測定値には，

Media Player クライアントが受信メディア・データ

をバッファリングする必要があった回数と，再生中に

遭遇した任意エラーも含まれます。

Stream Quality
（Packet-level）

総パケット数に対する受信パケットの割合。

Stream Quality
（Sampling-level）

遅延なく受信したストリームの割合（受信遅延なし）。

Total number of recovered 
packets 

回復された喪失パケットの数。この値はネットワーク

再生の場合にだけ適用されます。

Total number of lost 
packets 

回復されなかった喪失パケットの数。この値はネット

ワーク再生の場合にだけ適用されます。
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RealPlayer クライアントの監視測定値

［Real クライアント］グラフで監視される測定値を以下に示します。

測定値 説明

Current Bandwidth
（Kbits/sec）

直前の秒におけるキロバイト数。

Buffering Event Time
（sec）

バッファリングに要した平均時間。

Network Performance 現在の帯域幅とクリップの実際の帯域幅との割合。

Percentage of Recovered 
Packets 

回復されたエラー・パケットの割合。

Percentage of Lost Packets 喪失したパケットの割合。

Percentage of Late Packets 遅延したパケットの割合。

Time to First Frame 
Appearance（sec）

最初のフレームが現れるまでの時間（再生の開始時点

から測定）。

Number of Buffering 
Events 

全バッファリング・イベントの平均数。

Number of Buffering Seek 
Events 

シーク操作に起因するバッファリング・イベントの平

均数。

Buffering Seek Time シーク操作に起因するバッファリング・イベントに要

した平均時間。

Number of Buffering 
Congestion Events 

ネットワークの輻輳に起因するバッファリング・イベ

ントの平均数。

Buffering Congestion 
Time 

ネットワークの輻輳に起因するバッファリング・イベ

ントに要した平均時間。

Number of Buffering Live 
Pause Events 

ライブ放送の一時停止に起因するバッファリング・イ

ベントの平均数。

Buffering Live Pause Time ライブ放送の一時停止に起因するバッファリング・イ

ベントに要した平均時間。
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RealPlayer Server の監視測定値

［Real クライアント］グラフで監視される測定値を以下に示します。

測定値 説明

Current Bandwidth
（Kbits/sec）

直前の秒におけるキロバイト数。

Buffering Event Time
（sec）

バッファリングに要した平均時間。

Network Performance 現在の帯域幅とクリップの実際の帯域幅との割合。

Percentage of Recovered 
Packets 

回復されたエラー・パケットの割合。

Percentage of Lost Packets 喪失したパケットの割合。

Percentage of Late Packets 遅延したパケットの割合。

Time to First Frame 
Appearance（sec）

最初のフレームが現れるまでの時間（再生の開始時点

から測定）。

Number of Buffering 
Events 

全バッファリング・イベントの平均数。

Number of Buffering Seek 
Events 

シーク操作に起因するバッファリング・イベントの平

均数。

Buffering Seek Time シーク操作に起因するバッファリング・イベントに要

した平均時間。

Number of Buffering 
Congestion Events 

ネットワークの輻輳に起因するバッファリング・イベ

ントの平均数。

Buffering Congestion 
Time 

ネットワークの輻輳に起因するバッファリング・イベ

ントに要した平均時間。

Number of Buffering Live 
Pause Events 

ライブ放送の一時停止に起因するバッファリング・イ

ベントの平均数。

Buffering Live Pause Time ライブ放送の一時停止に起因するバッファリング・イ

ベントに要した平均時間。
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Windows Media サーバの標準の測定値

測定値 説明

Active Live Unicast 
Streams（Windows）

ストリーミングされているライブ・ユニキャスト・スト

リームの数。

Active Streams ストリーミングされているストリームの数。

Active TCP Streams ストリーミングされている TCP ストリームの数。

Active UDP Streams ストリーミングされている UDP ストリームの数。

Aggregate Read Rate ファイル読み取りの合計速度（バイト / 秒）。

Aggregate Send Rate ストリーム伝送の合計速度（バイト / 秒）。

Connected Clients サーバに接続されたクライアントの数。

Connection Rate クライアントがサーバに接続されている速度。

Controllers 現在サーバに接続されている Controller の数。

HTTP Streams ストリーミングされている HTTP ストリームの数。

Late Reads 秒ごとの遅延読み込み完了数。

Pending Connections サーバへの接続を試みているが，まだ接続していないクラ

イアントの数。サーバが許容量の上限に近い状態で稼動し

ていて，多数の接続要求をすばやく処理できないと，この

値が高くなります。

Stations 現在サーバに存在するステーション・オブジェクトの数。

Streams 現在サーバに存在するストリーム・オブジェクトの数。

Stream Errors 発生したエラーの秒ごとの累積数。
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ストリーミング・メディア・グラフのユーザ・インタフェース

このセクションの内容

➤ 379 ページの「［Media Player クライアント］グラフ」

➤ 380 ページの「［Real クライアント］グラフ」

➤ 381 ページの「［Real サーバ］グラフ」

➤ 382 ページの「［Windows Media サーバ］グラフ」

［Media Player クライアント］グラフ 
このグラフには，Windows Media Player のクライアント・マシンの統計デー

タが負荷テスト・シナリオ経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Windows Media Player のクライアント・マシンでのリ

ソースの使用状況。

関連項目 374 ページの「ストリーミング・メディア・グラフの概要」

375 ページの「Media Player クライアントの監視測定値」
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例

次の例では，シナリオの実行開始から 2 分 30 秒後までの回復パケットの合計

数は安定しています。パケット数とストリームの中断は，大きく変動していま

す。平均バッファリング時間は緩やかに増えており，Player 帯域幅は増えてか

ら緩やかに減っています。ストリームの中断と平均バッファリング・イベント

の測定値の倍率は 10 であり，Player 帯域幅の倍率は 1/10 です。

［Real クライアント］グラフ 
このグラフには，RealPlayer クライアント・マシンの統計データが負荷テス

ト・シナリオ経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 RealPlayer のクライアント・マシンでのリソースの使用

状況。

関連項目 374 ページの「ストリーミング・メディア・グラフの概要」

376 ページの「RealPlayer クライアントの監視測定値」
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例

次の例のグラフには，シナリオの実行開始から 4 分 30 秒後までのパケットの

総数，回復パケット数，現在の帯域幅および最初のフレームの時間の測定値が

示されています。これらの測定値の倍率はすべて同じです。

［Real サーバ］グラフ 
このグラフには，RealPlayer Server の統計データが負荷テスト・シナリオ経過

時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 RealPlayer Server マシンのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controller から 
RealPlayer サーバ・オンライン・モニタを有効にし，表示

する標準の測定値をシナリオの実行前に選択します。

関連項目 374 ページの「ストリーミング・メディア・グラフの概要」

377 ページの「RealPlayer Server の監視測定値」
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例

次の例のグラフには，シナリオの実行開始から 4 分 30 秒後までのパケットの

総数，回復パケット数，現在の帯域幅および最初のフレームの時間の測定値が

示されています。これらの測定値の倍率はすべて同じです。

［Windows Media サーバ］グラフ 
このグラフには，Windows Media サーバの統計データが負荷テスト・シナリ

オ経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 リソース使用状況。
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注 このグラフのデータを取得するには，Controller から 
Windows Media サーバ・オンライン・モニタを有効にし，

表示する標準の測定値をシナリオの実行前に選択します。

関連項目 374 ページの「ストリーミング・メディア・グラフの概要」

378 ページの「Windows Media サーバの標準の測定値」
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24
ERP/CRM サーバ・リソース・グラフ

本章の内容

概念

➤ 386 ページの「ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの概要」

リファレンス

➤ 387 ページの「ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの測定値」

➤ 396 ページの「ERP/CRM サーバ・リソース・グラフのユーザ・インタ

フェース」
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概念

ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの概要

ERP/CRM サーバ・リソース・モニタ・グラフは，ERP/CRM サーバのパ

フォーマンス情報を示します。これらのグラフのデータを取得するには，シナ

リオを実行する前に，ERP/CRM サーバ・リソース・オンライン・モニタを起

動する必要があります。ERP/CRM サーバ・リソースのオンライン・モニタを

設定する際は，監視する統計値と測定値を指定します。ERP/CRM サーバ・リ

ソース・モニタの起動と設定の詳細については，『HP LoadRunner Controller 
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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リファレンス

ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの測定値

PeopleSoft (Tuxedo) グラフのカウンタ

次の表に，標準で監視可能なカウンタの説明を示します。次の測定値に特に注

意することをお勧めします：% Busy Clients，Active Clients，Busy Clients，
Idle Clients，APPQ/PSAPPSRV キューのすべてのキュー・カウンタ。
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モニタ 測定値

マシン ［% ビジー クライアント］：アプリケーション・サー

バからの応答を待機している，現在 Tuxedo アプリ

ケーション・サーバにログインしているアクティブな

クライアントの割合。

［アクティブ クライアント］：現在 Tuxedo アプリケー

ション・サーバにログインしているアクティブなクラ

イアントの総数。

［ビジー クライアント］：アプリケーション・サーバ

からの応答を待機している，現在 Tuxedo アプリケー

ション・サーバにログインしているアクティブなクラ

イアントの総数。

［既存アクセサ］：このマシンで直接，またはこのマシ

ンのワークステーション・ハンドラを通じて，アプリ

ケーションに現在アクセスしている，クライアントお

よびサーバの数。

［既存トランザクション］：このマシンの使用中トラン

ザクション・テーブル・エントリの数。

［アイドル クライアント］：アプリケーション・サー

バからの応答を待機していない，現在 Tuxedo アプリ

ケーション・サーバにログインしているアクティブな

クライアントの総数。

［ワークロード完了 / 秒］：作業が完了したマシンの全

サーバにおける単位時間当たりのワークロードの合計。

［ワークロード開始 / 秒］：作業が開始されたマシン

の全サーバにおける単位時間当たりのワークロード

の合計。
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キュー ［% ビジー サーバ］：現在 Tuxedo の要求を処理して

いるアクティブなサーバの割合。

［アクティブ サーバ］：Tuxedo の要求を処理してい

る，または処理を待機しているアクティブなサーバの

総数。

［ビジー サーバ］：現在 Tuxedo の要求を処理するため

に使用中となっているアクティブなサーバの総数。

［アイドル サーバ］：現在 Tuxedo の要求の処理を待機

しているアクティブなサーバの総数。

［キューの数］：キューに置かれているメッセージの

総数。

サーバ ［要求 / 秒］：処理された秒ごとのサーバ要求数。

［ワークロード / 秒］：ワークロードとは，サーバ要求

の加重測定値のことです。要求の中には，ほかと異な

る重みを持つものもあります。標準では，ワークロー

ドは常に要求の数の 50 倍です。

ワークステーション・ハン

ドラ（WSH）

［受信バイト数 / 秒］：ワークステーション・ハンドラ

によって受信された，秒ごとの合計バイト数。

［送信バイト数 / 秒］：ワークステーション・ハンドラ

によってクライアントに返された，秒ごとの合計バイ

ト数。

［受信済みメッセージ / 秒］：ワークステーション・ハ

ンドラによって受信された，秒ごとのメッセージ数。

［送信済みメッセージ / 秒］：ワークステーション・ハ

ンドラによってクライアントに返された，秒ごとの

メッセージ数。

［キュー ブロック数 / 秒］：ワークステーション・ハ

ンドラのキューがブロックした，秒ごとの回数。これ

によって，ワークステーション・ハンドラが過負荷状

態になった頻度がわかります。

モニタ 測定値
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SAP サーバ・グラフのカウンタ

SAP サーバで監視されるカウンタを次に示します。

測定値 説明

Average CPU time ワーク・プロセスで使用される平均 CPU 時間。

Average response time ダイアログがディスパッチャー・ワーク・プロセスに

要求を送信した時点から，ダイアログの処理を経て，

ダイアログが完了してデータがプレゼンテーション層

に渡されるまでを計測した平均応答時間。SAP GUI と
ディスパッチャーの間の応答時間はこの値には含まれ

ていません。

Average wait time 未処理のダイアログ・ステップがディスパッチャー・

キューで空きワーク・プロセスを待機する時間。通常

は，ディスパッチャー・ワーク・プロセスはダイアロ

グ・ステップから要求を受信した直後にダイアログ・

ステップをアプリケーション・プロセスに渡します。

その場合の平均待機時間は数ミリ秒です。アプリケー

ション・サーバまたはシステム全体に大きな負荷がか

かっている場合，ディスパッチャー・キューが長くな

ります。

Average load time ABAP ソース・コードや画面情報などのオブジェクト

をデータベースからロードして生成するのにかかる

時間。

Database calls データベースに送信された解析済みの要求の数。

Database requests データベース内のデータを要求する論理 ABAP 要求

数。これらの要求は R/3 データベース・インタフェー

スを通して渡され，個別のデータベース呼び出しに解

析されます。データベース呼び出しとデータベース要

求の比率は重要です。テーブル内の情報へのアクセス

が SAP バッファで緩衝される場合，データベース・

サーバへの呼び出しは不要です。このため，呼び出し

とリクエストの対比から，テーブル・バッファ処理の

総体的な効率を知ることができます。適切な比率は 
1:10 です。
390



第 24 章 • ERP/CRM サーバ・リソース・グラフ
SAPGUI グラフのカウンタ

以下に，最もよく監視の対象にされるカウンタを示します。

Roll ins ロール・イン・ユーザ・コンテキスト数。

Roll outs ロール・アウト・ユーザ・コンテキスト数。

Roll in time ロール・インの処理時間。

Roll out time ロール・アウトの処理時間。

Roll wait time ロール領域のキュー時間。同期 RFC が呼び出される

と，ダイアログ・ステップが完了していなくても，

ワーク・プロセスはロール・アウトを実行し，ロール

領域で RFC の終了を待機します。ロール領域では，

RFC サーバ・プログラムは送信されてくるほかの 
RFC も待機できます。

Average time per logical 
DB call

データベース・システムに送られたすべてのコマンド

への平均応答時間（ミリ秒）。これはデータベース・

サーバの CPU，ネットワーク，バッファリングの処

理能力，データベース・サーバの入力 / 出力処理能力

などに依存します。バッファリングされたテーブルの

アクセス時間は何倍も高速であるため測定値には含ま

れていません。

測定値 説明

Average CPU time ワーク・プロセスで使用される平均 CPU 時間。

Average response time ダイアログがディスパッチャー・ワーク・プロセスに

要求を送信した時点から，ダイアログの処理を経て，

ダイアログが完了してデータがプレゼンテーション層

に渡されるまでを計測した平均応答時間。SAPGUI と
ディスパッチャーの間の応答時間はこの値には含まれ

ていません。

測定値 説明
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Average wait time 未処理のダイアログ・ステップがディスパッチャー・

キューで空きワーク・プロセスを待機する時間。通常

は，ディスパッチャー・ワーク・プロセスはダイアロ

グ・ステップから要求を受信した直後にダイアログ・

ステップをアプリケーション・プロセスに渡します。

その場合の平均待機時間は数ミリ秒です。アプリケー

ション・サーバまたはシステム全体に大きな負荷がか

かっている場合，ディスパッチャー・キューが長くな

ります。

Average load time ABAP ソース・コードや画面情報などのオブジェク

トをデータベースからロードして生成するのにかか

る時間。

Database calls データベースに送信された解析済みの要求の数。

Database requests データベース内のデータを要求する論理 ABAP 要求

数。これらの要求は R/3 データベース・インタフェー

スを通して渡され，個別のデータベース呼び出しに解

析されます。データベース呼び出しとデータベース要

求の比率は重要です。テーブル内の情報へのアクセス

が SAP バッファで緩衝される場合，データベース・

サーバへの呼び出しは不要です。このため，呼び出し

とリクエストの対比から，テーブル・バッファ処理の

総体的な効率を知ることができます。適切な比率は 
1:10 です。

Roll ins ロール・イン・ユーザ・コンテキスト数。

Roll outs ロール・アウト・ユーザ・コンテキスト数。

Roll in time ロール・インの処理時間。

Roll out time ロール・アウトの処理時間。

測定値 説明
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SAP ポータル グラフのカウンタ

SAP ポータル システム・サーバで監視されるカウンタを以下に示します。

Roll wait time ロール領域のキュー時間。同期 RFC が呼び出される

と，ダイアログ・ステップが完了していなくても，

ワーク・プロセスはロール・アウトを実行し，ロール

領域で RFC の終了を待機します。ロール領域では，

RFC サーバ・プログラムは送信されてくるほかの 
RFC も待機できます。

Average time per logical 
DB call

データベース・システムに送られたすべてのコマンド

への平均応答時間（ミリ秒）。これはデータベース・

サーバの CPU，ネットワーク，バッファリングの処

理能力，データベース・サーバの入力 / 出力処理能力

などに依存します。バッファリングされたテーブルの

アクセス時間は何倍も高速であるため測定値には含ま

れていません。

測定値 説明

Accumulated Amount of 
Outbound Data（bytes）

累積アウトバウンド・データ量（バイト）。

Time for all Requests
（ms）

すべての要求の処理にかかる合計時間（ミリ秒）。

Average Amount of 
Outbound Data per 
Request（bytes）

要求ごとのアウトバウンド・データの平均量（バイト）。

Average Number of 
Component Calls per 
Request（bytes）

要求ごとの平均コンポーネント呼び出し数（バイト）。

Average Time of a Request
（ms）

1 つの要求の処理にかかる平均時間（ミリ秒）。

Number of Calls with 
Outbound Data

アウトバウンド・データの合計呼び出し数。

測定値 説明
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Siebel サーバ・マネージャ・グラフのカウンタ

Siebel サーバ・マネージャ・サーバで監視されるカウンタを以下に示します。

Number of Component 
Calls for all Requests

すべての要求のコンポーネント呼び出し数の合計。

Number of Requests since 
First Request

最初の要求以降の要求合計数。

Requests per Second 秒ごとの要求数。

Time Stamp of First 
Request

最初の要求のタイム・スタンプ。

測定値 説明

Average Connect Time 平均接続時間。

Average Reply Size ユーザ応答の平均サイズ。

Average Request Size ユーザ要求の平均サイズ。

Average Requests Per 
Session 

セッションごとのユーザ要求平均数。

平均応答時間 サーバが 1 つの要求への応答に要する平均時間。

Average Think Time サーバが 1 つの要求への応答に要する平均考慮時間。

Avg SQL Execute Time 平均 SQL 実行時間。

Avg SQL Fetch Time 平均 SQL 取り出し時間。

Avg SQL Parse Time 平均 SQL 解釈時間。

CPU Time ワーク・プロセスに使用された CPU 時間。

経過時間 合計経過時間。

Num of DBConn Retries データベース接続再試行回数。

Num of DLRbk Retries DLRbk 再試行回数。

測定値 説明
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Num of Exhausted Retries 期限切れとなった再試行の合計数。

Number of SQL Executes SQL 実行の合計数。

Number of SQL Fetches SQL 取り出しの合計数。

Number of SQL Parses SQL 解釈の合計数。

Number of Sleeps スリープ数。

Object Manager Errors オブジェクト・マネージャ・エラーの合計数。

Reply Messages 応答メッセージの合計数。

Request Messages 要求メッセージの合計数。

SQL Execute Time SQL 実行時間の合計。

SQL Fetch Time SQL 取り出し時間の合計。

SQL Parse Time SQL 解釈時間の合計。

Sleep Time 合計スリープ時間。

Tests Attempted テストの試行回数。

Tests Failed 失敗したテストの数。

Tests Successful 成功したテストの数。

Total Reply Size 合計応答サイズ（バイト）。

Total Request Size 合計要求サイズ（バイト）。

合計応答時間 合計応答時間。

Total Tasks 合計タスク数。

Total Think Time 合計思考遅延時間。

測定値 説明
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Siebel Web サーバ・グラフのカウンタ

Siebel Web サーバで監視されるカウンタを以下に示します。

ERP/CRM サーバ・リソース・グラフのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 397 ページの「［PeopleSoft（Tuxedo）］グラフ」

➤ 399 ページの「［SAP］グラフ」

➤ 400 ページの「［SAPGUI］グラフ」

➤ 401 ページの「［SAP CCMS］グラフ」

➤ 402 ページの「［SAP ポータル］グラフ」

➤ 403 ページの「［Siebel サーバ マネージャ］グラフ」

➤ 404 ページの「［Siebel Web サーバ］グラフ」

測定値 説明

Anonymous sessions requested 
from the pool 

プールから要求された匿名セッションの数。

Open Session Time ユーザがシステムへのログオンに費やす時間。

Anon Session Removed プールから削除された匿名セッションの数。

Anon Session Available プールで使用可能な匿名セッションの数。

Anonymous sessions returns to 
the pool 

プールに返された匿名セッションの数。

応答時間 ユーザ要求への応答にかかる時間。

Close Session Time ユーザがシステムからのログオフに費やす

時間。

Request Time ユーザ要求の処理にかかる時間。
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［PeopleSoft（Tuxedo）］グラフ

このグラフには，Tuxedo サーバのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリ

オ経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Tuxedo サーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controller から 
PeopleSoft（Tuxedo）モニタを有効にし，表示する標準の

測定値をシナリオの実行前に選択します。

関連項目 386 ページの「ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの

概要」

387 ページの「PeopleSoft (Tuxedo) グラフのカウンタ」
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［SAP］グラフ 
このグラフには，SAP サーバのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経

過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SAP サーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する

前に，SAP オンライン・モニタを（Controller から）起動

し，表示する標準の測定値を選択しておく必要があります

（一部の測定値は倍率が異なります）。

関連項目 386 ページの「ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの

概要」

390 ページの「SAP サーバ・グラフのカウンタ」
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［SAPGUI］グラフ

このグラフには，SAP サーバのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経

過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SAP サーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する

前に，SAP オンライン・モニタを（Controller から）起動

し，表示する標準の測定値を選択しておく必要があります

（一部の測定値は倍率が異なります）。

関連項目 386 ページの「ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの

概要」

391 ページの「SAPGUI グラフのカウンタ」
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［SAP CCMS］グラフ

SAP CCMS（Computer Center Management System）グラフには，負荷テス

ト・シナリオ実行時の SAP R/3 ランドスケープ・サーバにおけるすべてのサー

バのリソースの使用状況に関する統計データが表示されます。X 軸は，シナリ

オの実行開始からの経過時間を示します。Y 軸は，リソースの使用量を示します。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SAP R/3 ランドスケープ・サーバにおけるすべてのサーバ

のリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する

前に，SAP CCMS モニタを（Controller から）起動し，表

示する標準の測定値を選択しておく必要があります。

関連項目 386 ページの「ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの

概要」
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［SAP ポータル］グラフ 
このグラフには，SAP ポータル サーバのリソースの使用状況が負荷テスト・シ

ナリオ経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SAP ポータル サーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する

前に，SAP ポータル モニタを（Controller から）起動し，

表示する標準の測定値を選択しておく必要があります。

関連項目 386 ページの「ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの

概要」

393 ページの「SAP ポータル グラフのカウンタ」
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［Siebel サーバ マネージャ］グラフ 
このグラフには，Sieble サーバ・マネージャ・サーバのリソースの使用状況が

負荷テスト・シナリオ経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Sieble サーバ・マネージャ・サーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する

前に，Siebel サーバ・マネージャ・モニタを（Controller 
から）起動し，表示する標準の測定値を選択しておく必要

があります。

関連項目 386 ページの「ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの

概要」

394 ページの「Siebel サーバ・マネージャ・グラフのカウ

ンタ」
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［Siebel Web サーバ］グラフ 
このグラフには，Siebel Web サーバのリソースの使用状況が負荷テスト・シナ

リオ経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Siebel Web サーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する前

に，Siebel Web サーバ・モニタを（Controller から）起動

し，表示する標準の測定値を選択しておく必要があります。

関連項目 386 ページの「ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの

概要」

396 ページの「Siebel Web サーバ・グラフのカウンタ」
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アプリケーション・コンポーネント・グラフ

本章の内容

概念

➤ 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフの概要」

➤ 406 ページの「Microsoft .NET CLR パフォーマンス・グラフの概要」

リファレンス

➤ 407 ページの「アプリケーション・コンポーネント・グラフのユーザ・イン

タフェース」
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概念

Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフの概要

Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフは，COM+ インタフェースおよびメ

ソッドに関するパフォーマンス情報を表示します。

グラフ・データを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行する前に，各種 
Microsoft COM+ パフォーマンス・モニタを起動しておく必要があります。

Microsoft COM+ パフォーマンス・オンライン・モニタを設定する際は，監視

する統計値と測定値を指定します。Microsoft COM+ パフォーマンス・モニタ

の起動と設定の詳細については，『HP LoadRunner Controller ユーザーズ・ガ

イド』を参照してください。

Microsoft .NET CLR パフォーマンス・グラフの概要

.NET CLR パフォーマンス・グラフは，.NET クラスおよびメソッドに関するパ

フォーマンス情報を表示します。グラフ・データを取得するには，負荷テス

ト・シナリオを実行する前に，.NET CLR パフォーマンス・モニタを起動して

おく必要があります。

表示する測定値は .NET モニタで指定します。.NET CLR パフォーマンス・モ

ニタの起動と設定の詳細については，『HP LoadRunner Controller ユーザー

ズ・ガイド』を参照してください。
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リファレンス

アプリケーション・コンポーネント・グラフのユーザ・インタ
フェース

このセクションの内容

➤ 408 ページの「［COM+ 平均応答時間］グラフ」

➤ 410 ページの「［COM+ ブレークダウン］グラフ」

➤ 412 ページの「［COM+ 呼び出し数の分散値］グラフ」

➤ 414 ページの「［COM+ 呼び出し数］グラフ」

➤ 416 ページの「［COM+ 秒ごとの呼び出し数］グラフ」

➤ 418 ページの「［COM+ 合計実行時間の分散値］グラフ」

➤ 420 ページの「［COM+ 合計実行時間］グラフ」

➤ 422 ページの「［Microsoft COM+］グラフ」

➤ 427 ページの「［.NET 平均応答時間］グラフ」

➤ 428 ページの「［.NET ブレークダウン］グラフ」

➤ 430 ページの「［.NET 呼び出し数の分散値］グラフ」

➤ 431 ページの「［.NET 呼び出し数］グラフ」

➤ 433 ページの「［秒ごとの .NET 呼び出し数］グラフ」

➤ 434 ページの「［.NET リソース］グラフ」

➤ 438 ページの「［.NET 合計実行時間の分散値］グラフ」

➤ 439 ページの「［.NET 合計実行時間］グラフ」
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［COM+ 平均応答時間］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時に COM+ のインタフェースまた

はメソッドの実行に要した平均時間を示します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 COM+ インタフェースまたはメソッドの平均応答時間。

ブレークダウン・オプ

ション

各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の折れ線で

グラフに示されます。インタフェースの色分けは，グラフ

の下にある［凡例］タブに表示されます。

この凡例では，青色の折れ線は _ConstTime という COM+ 
インタフェースであることが示されています。上のグラフ

を見ると，この COM+ インタフェースの応答時間がほかの

どの COM+ インタフェースより長いことがわかります。シ

ナリオの実行開始から 2 分 10 秒経過した時点で，このイ

ンタフェースの平均応答時間は 0.87 秒となっています。

注：0.87 秒というデータ・ポイントは平均値であり，10 秒
のサンプリング間隔の間（標準の粒度）に記録されたすべて

のデータ・ポイントに基づいて算出されたものです。このサ

ンプリング間隔の長さは変更できます。

COM+ メソッドの表示
テーブルには最初 COM+ インタフェースが表示されます

が，ドリルダウンまたはフィルタリングを使用して，COM+
メソッドのリストを表示することもできます。詳細について

は，91 ページの「グラフ・データのフィルタリングおよび

並べ替え」および 117 ページの「グラフのドリルダウン」を

参照してください。

ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するに

は，［凡例］タブの中で該当するインタフェース行を選択し

ます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［COM+ ブレークダウン］グラフ

このグラフは，COM+ インタフェースまたはメソッドに関する基本的な結果

データを要約し，テーブル形式で示します。

目的 COM+ ブレークダウン・テーブルを使用すれば，テスト中

に最も時間を費やした COM+ インタフェースまたはメソッ

ドを簡単に特定できます。このテーブルは，カラムを基準

に並べ替えることができます。また，データは COM+ イン

タフェースまたは COM+ メソッド別に表示できます。

ブレークダウン・オプ

ション

平均応答時間

［平均応答時間］カラムには，インタフェースまたはメ

ソッドが実行されるのにかかった平均時間が表示されま

す。このカラムを視覚的に表現したのが ［COM+ 平均

応答時間］グラフです。

呼び出し数

［呼び出し数］カラムには，インタフェースまたはメ

ソッドが呼び出された回数が示されます。このカラムを

視覚的に表現したのが ［COM+ 平均応答時間］グラフ

です。

合計応答時間

［合計応答時間］カラムには，インタフェースまたはメ

ソッドの実行に要した全部の時間が示されます。このカ

ラムの値は，最初の 2 つのデータ・カラムの値を乗じて

算出されます。このカラムを視覚的に表現したのが 
［COM+ 平均応答時間］グラフです。

これらの各カラムの内容を視覚的に表現したのが 
［COM+ 平均応答時間］グラフ，［COM+ 呼び出し数の

分散値］グラフ，および［COM+ 合計実行時間の分散

値］グラフです。

インタフェースは，インタフェース：ホストという形式

で［COM+ インターフェイス］カラムに表示されます。

前述のテーブルによると，_ConstTime インタフェースの

実行に平均 0.5 秒かかり，70 回呼び出されています。トー

タルとして，このインタフェースの実行に 34.966 秒かか

りました。
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ヒント リストの並べ替え

カラムを基準にリストを並べ替えるには，基準とするカ

ラムの見出しをクリックします。上記のリストは，［平

均応答時間］を基準に並べ替えられています。カラムの

見出しには，降順で並べ替えられていることを示す三角

形が表示されています。

COM+ メソッドの表示

テーブルには最初 COM+ インタフェースが表示されます

が，COM+ メソッドのリストを表示することもできます。

［選択したインタフェースのメソッドを表示するには，

［COM+ メソッド］オプションを選択します。または，

メソッドを表示するインタフェースの行をダブルクリッ

クします。指定したインタフェースのメソッドが

［COM+ メソッド］カラムに表示されます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［COM+ 呼び出し数の分散値］グラフ

このグラフは，各 COM+ インタフェースに対して行われた呼び出しの割合を 
COM+ インタフェース全体と比較して示します。また，特定の COM+ メソッ

ドに対して行われた呼び出しの割合もインタフェース内のほかのメソッドと比

較して表示できます。

ブレークダウン・オプ

ション

インタフェースまたはメソッドに対して行われた呼び出し

の数は，［COM+ ブレークダウン］グラフテーブルの［呼

び出し数］カラムに表示されます。

各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の扇形で円

グラフに示されます。インタフェースの色分けは，グラフ

の下にある［凡例］タブに表示されます。

この凡例では，緑色の領域は IDispatch という COM+ イン

タフェースであることが示されています。上のグラフを見

ると，このインタフェースに対して 38.89% の呼び出しが

行われたことがわかります。実際の数値は，［COM+ ブ
レークダウン］グラフのテーブルの［呼び出し数］カラム

で確認できます。全呼び出し 49 件のうち，このインタ

フェースに対する呼び出しは 13 件です。

COM+ メソッドの表示
テーブルには最初 COM+ インタフェースが表示されます

が，ドリルダウンまたはフィルタリングを使用して，

COM+ メソッドのリストを表示することもできます。詳細

については，91 ページの「グラフ・データのフィルタリン

グおよび並べ替え」および 117 ページの「グラフのドリル

ダウン」を参照してください。

ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するに

は，［凡例］タブの中で該当するインタフェース行を選択し

ます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［COM+ 呼び出し数］グラフ

このグラフは，テスト中に COM+ インタフェースまたはメソッドが呼び出さ

れた回数を表示します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 COM+ インタフェースまたはメソッドに対する呼び出しが

行われた回数。

ブレークダウン・

オプション

各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の折れ線で

グラフに示されます。インタフェースの色分けは，グラフ

の下にある［凡例］タブに表示されます。

この凡例では，黄色の折れ線は _RandomTime という 
COM+ インタフェースであることが示されています。上

のグラフを見ると，このインタフェースの呼び出しは，シ

ナリオの実行開始時点で始まっていることがわかります。

そして，2 分 20 秒の時点で 20 回の呼び出しが行われて

います。

COM+ メソッドの表示
テーブルには最初 COM+ インタフェースが表示されます

が，ドリルダウンまたはフィルタリングを使用して，COM+
メソッドのリストを表示することもできます。詳細について

は，91 ページの「グラフ・データのフィルタリングおよび

並べ替え」および 117 ページの「グラフのドリルダウン」を

参照してください。

注 呼び出し数は，呼び出し頻度に時間間隔を乗じて算出され

ます。これにより，報告される測定値が丸められます。

ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するに

は，［凡例］タブの中で該当するインタフェース行を選択し

ます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［COM+ 秒ごとの呼び出し数］グラフ

このグラフは，COM+ インタフェースまたはメソッドの秒ごとの呼び出し回数

を示します。

ブレークダウン・オプ

ション

このグラフは，Y 軸が COM+ インタフェースまたはメソッ

ドに対して行われた秒ごとの呼び出し回数を示す点を除け

ば［COM+ 呼び出し数］グラフとほぼ同じです。

各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の折れ線で

グラフに示されます。インタフェースの色分けは，グラフ

の下にある［凡例］タブに表示されます。

この凡例では，緑色の折れ線は IDispatch という COM+ イ
ンタフェースであることが示されています。上のグラフを

見ると，このインタフェースの呼び出しは，シナリオの実

行開始から 1 分 55 秒経過した時点で始まったことがわか

ります。そして，2 分 10 秒の時点で 1 秒当たり平均 2.5 回
の呼び出しが行われています。

COM+ メソッドの表示
COM+ インタフェース内の個々のメソッドの平均応答時間

を表示するには，91 ページの「グラフ・データのフィルタ

リングおよび並べ替え」および 117 ページの「グラフのド

リルダウン」を参照してください。

ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するに

は，［凡例］タブの中で該当するインタフェース行を選択し

ます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［COM+ 合計実行時間の分散値］グラフ

このグラフは，特定の COM+ インタフェースの実行に要した時間の割合を 
COM+ インタフェース全体と比較して表示します。また，インタフェース内の

すべての COM+ メソッドと比較した，COM+ メソッドの実行に要した時間の

割合も表示できます。

目的 このグラフは，非常に時間のかかった COM+ インタフェー

スまたはメソッドを特定するのに使用します。

ブレークダウン・オプ

ション

各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の扇形で円

グラフに示されます。インタフェースの色分けは，グラフ

の下にある［凡例］タブに表示されます。

この凡例では，緑色の折れ線は IDispatch という COM+ イ
ンタフェースであることが示されています。上のグラフを

見ると，COM+ 実行時間のうちの 40.84% がこのインタ

フェースによって占められていることがわかります。

COM+ メソッドの表示
COM+ インタフェース内の個々のメソッドの平均応答時間

を表示するには，91 ページの「グラフ・データのフィルタ

リングおよび並べ替え」および 117 ページの「グラフのド

リルダウン」を参照してください。

ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するに

は，［凡例］タブの中で該当するインタフェース行を選択し

ます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［COM+ 合計実行時間］グラフ

このグラフは，テスト中に各 COM+ インタフェースまたはメソッドの実行に

要した時間を示します。

目的 このグラフは，非常に時間のかかった COM+ インタフェー

スまたはメソッドを特定するのに使用します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 COM+ インタフェースまたはメソッドが実行されていた総

時間。

ブレークダウン・

オプション

各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の折れ線で

グラフに示されます。インタフェースの色分けは，グラフ

の下にある［凡例］タブに表示されます。

この凡例では，青色の折れ線は _ConstTime という COM+ 
インタフェースであることが示されています。上のグラフ

を見ると，シナリオ全体を通してこのインタフェースがほ

かのインタフェースより多くの時間を消費していることが

わかります。特に，シナリオの実行開始から 2 分 15 秒経

過した時点では，このインタフェースに対する呼び出しに

平均 21 秒かかっています。

COM+ メソッドの表示
テーブルには最初 COM+ インタフェースが表示されます

が，ドリルダウンまたはフィルタリングを使用して，COM+
メソッドのリストを表示することもできます。詳細について

は，91 ページの「グラフ・データのフィルタリングおよび

並べ替え」および 117 ページの「グラフのドリルダウン」を

参照してください。

ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するに

は，［凡例］タブの中で該当するインタフェース行を選択し

ます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［Microsoft COM+］グラフ

このグラフには，COM+ オブジェクトのリソースの使用状況が負荷テスト・シ

ナリオ経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 COM+ オブジェクトのリソースの使用状況。

ブレークダウン・

オプション

各 COM+ オブジェクトは，異なる色の折れ線でグラフに示

されます。オブジェクトの色分けは，グラフの下にある

［凡例］タブに表示されます。

標準設定のカウンタについては，次の表を参照してくだ

さい。

➤ 423 ページの「認証の測定値」

➤ 423 ページの「アプリケーション・イベント」

➤ 424 ページの「スレッド・イベント」

➤ 424 ページの「トランザクション・イベント」

➤ 425 ページの「オブジェクト・イベント」

➤ 426 ページの「メソッド・イベント」

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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認証の測定値

アプリケーション・イベント

測定値 説明

Authenticate 成功したメソッド呼び出しレベルの認証の頻度。アプ

リケーションの認証レベルを設定する場合は，クライ

アントがアプリケーションを呼び出すときに実行され

る認証のレベルを指定します。

Authenticate Failed 失敗したメソッド呼び出しレベルの認証の頻度。

測定値 説明

Activation アプリケーションの起動の頻度。

Shutdown アプリケーションの終了の頻度。
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スレッド・イベント

トランザクション・イベント

測定値 説明

Thread Start アプリケーションの STA（single-threaded 
apartment）スレッドが開始される秒ごとの数。

Thread Terminate アプリケーションの STA（single-threaded 
apartment）スレッドが終了する秒ごとの数。

Work Enque 作業が STA（single thread apartment）オブジェクト

のキューに置かれた場合に送信されるイベント。注：

このイベントは，Windows Server 2003 以降では通

知または送信されません。

Work Reject 作業が STA（single thread apartment）オブジェクト

から拒否された場合に送信されるイベント。注：この

イベントは，Windows Server 2003 以降では通知ま

たは送信されません。

測定値 説明

Transaction Duration 選択したアプリケーションの COM+ トランザクショ

ンの継続時間。

Transaction Start トランザクションが開始された秒ごとの数。

Transaction Prepared トランザクションが 2 フェーズ・プロトコルの準備

フェーズを完了した秒ごとの数。

Transaction Aborted トランザクションが中止された秒ごとの数。

Transaction Commit トランザクションがコミット・プロトコルを完了した

秒ごとの数。
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オブジェクト・イベント

測定値 説明

Object Life Time オブジェクトが存在する時間（インスタンス生成から

消滅まで）。

Object Create このオブジェクトの新しいインスタンスの作成頻度。

Object Destroy オブジェクトのインスタンスの破壊頻度。

Object Activate 新しい JIT 起動オブジェクトのインスタンスの取得

頻度。

Object Deactivation SetComplete または SetAbort によって JIT 起動オブ

ジェクトを解放する秒ごとの数。

Disable Commit コンテキストでの DisableCommit のクライアント呼

び出しの秒ごとの数。DisableCommit は，オブジェ

クトのトランザクションの更新に一貫性がなく，現在

の状態ではコミットできないことを表します。

Enable Commit あるコンテキストの EnableCommit に対するクライ

アントからの呼び出し回数。EnableCommit は，現

在のオブジェクトの作業が必ずしも終了していないこ

とを表しますが，そのトランザクションの更新に一貫

性があること，および現在の形でコミットできること

を表します。

Set Complete あるコンテキストの SetComplete に対するクライアン

トからの呼び出し回数。SetComplete は，オブジェク

トが実行されているトランザクションをコミットでき

ること，および現在実行中のメソッド呼び出しから戻っ

たときにオブジェクトを終了することを表します。

Set Abort あるコンテキストの SetAbort に対するクライアント

からの呼び出し回数。SetAbort は，オブジェクトが実

行されているトランザクションを中止しなければなら

ないこと，および現在実行中のメソッド呼び出しから

戻ったときにオブジェクトを終了することを表します。
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メソッド・イベント

測定値 説明

Method Duration メソッドの平均継続時間。

Method Frequency メソッド呼び出しの回数。

Method Failed 失敗したメソッド（つまり，エラーの HRESULT コー

ドを返したメソッド）の数。

Method Exceptions 選択したメソッドによってスローされた例外の数。
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［.NET 平均応答時間］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時に .NET のクラスまたはメソッド

の実行に要した平均時間を示します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 .NET クラスまたはメソッドの平均応答時間。

ブレークダウン・

オプション

グラフには最初 .NET クラスが表示されますが，ドリルダ
ウンまたはフィルタリングを使用して，.NET クラス内の

個々のメソッドを表示することもできます。詳細について

は，91 ページの「グラフ・データのフィルタリングおよび
並べ替え」および 117 ページの「グラフのドリルダウン」

を参照してください。

ヒント サンプリング間隔の長さは変更できます。詳細については，

『HP LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』（英語
版）を参照してください。

ヒント：グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，
グラフの下にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を

選択します。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［.NET ブレークダウン］グラフ

このグラフは，.NET クラスまたはメソッドに関する基本的な結果データを要

約し，テーブル形式で示します。

目的 .NET ブレークダウン・テーブルを使用すれば，テスト中に

最も時間を費やした .NET クラスまたはメソッドを簡単に

特定できます。このテーブルは，カラムを基準に並べ替え

ることができます。また，データは .NET クラスまたは 
.NET メソッド別に表示できます。

ブレークダウン・オプ

ション

［平均応答時間］カラムには，クラスまたはメソッドが実行

されるのにかかった平均時間が表示されます。［呼び出し

数］カラムには，クラスまたはメソッドが呼び出された回

数が示されます。［合計応答時間］カラムには，クラスまた

はメソッドの実行に要した全部の時間が示されます。この

カラムの値は，最初の 2 つのカラムの値を乗じて算出され

ます。

クラスは，クラス：ホストという形式で［.NET クラス］カ

ラムに表示されます。上記のテーブルによると，

AtmMachineSample.AtmTeller クラスの実行に平均 783 秒
かかり，50,912 回呼び出されています。トータルとして，

このクラスの実行に 39,316 秒かかりました。

カラムを基準にリストを並べ替えるには，基準とするカラ

ムの見出しをクリックします。

［.NET ブレークダウン］グラフの各カラムは，別のグラフ

で視覚的に表示されます。詳細については，429 ページの

「［.NET ブレークダウン］グラフ」を参照してください。

テーブルには最初 .NET クラスが表示されますが，.NET メ
ソッドのリストを表示することもできます。.NET メソッド

を表示するには，［.NET メソッド］オプションを選択する

か，クラス行をダブルクリックします。指定したクラスの

メソッドが［.NET メソッド］カラムに表示されます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［.NET ブレークダウン］グラフ

.NET ブレークダウン・
カラム

視覚的な表現

平均応答時間 ［.NET 平均応答時間］グラフ。

呼び出し数 ［.NET 呼び出し数］グラフ。

合計応答時間 ［.NET 合計実行時間の分散値］グラフ。
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［.NET 呼び出し数の分散値］グラフ

このグラフは，各 .NET クラスに対して行われた呼び出しの割合を .NET クラ

ス全体と比較して示します。また，特定の .NET メソッドに対して行われた呼

び出しの割合もクラス内のほかのメソッドと比較して表示できます。

ブレークダウン・

オプション

クラスまたはメソッドに対して行われた呼び出しの数は，

［.NET ブレークダウン］グラフのテーブルの［呼び出し数］

カラムに表示されます。

グラフには最初 .NET クラスが表示されますが，ドリルダ

ウンまたはフィルタリングを使用して，.NET クラス内の

個々のメソッドを表示することもできます。詳細について

は，91 ページの「グラフ・データのフィルタリングおよび

並べ替え」および 117 ページの「グラフのドリルダウン」

を参照してください。

ヒント グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，グラフ

の下にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を選択し

ます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［.NET 呼び出し数］グラフ

このグラフは，テスト中に .NET クラスまたはメソッドが呼び出された回数を

表示します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 .NET クラスまたはメソッドに対する呼び出しが行われた回

数を示します。

ブレークダウン・

オプション

グラフには最初 .NET クラスが表示されますが，ドリルダ

ウンまたはフィルタリングを使用して，.NET クラス内の

個々のメソッドを表示することもできます。詳細について

は，91 ページの「グラフ・データのフィルタリングおよび

並べ替え」および 117 ページの「グラフのドリルダウン」

を参照してください。

ヒント グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，グラフ

の下にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を選択し

ます。

注 呼び出し数は，呼び出し頻度に時間間隔を乗じて算出され

ます。これにより，報告される測定値が丸められます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［秒ごとの .NET 呼び出し数］グラフ

このグラフは，.NET クラスまたはメソッドの秒ごとの呼び出し回数を示し

ます。

ブレークダウン・

オプション

このグラフは，Y 軸が .NET クラスまたはメソッドに対し

て行われた秒ごとの呼び出し回数を示す点を除けば［.NET 
呼び出し数］グラフとほぼ同じです。

グラフには最初 .NET クラスが表示されますが，ドリルダ

ウンまたはフィルタリングを使用して，.NET クラス内の

個々のメソッドを表示することもできます。詳細について

は，91 ページの「グラフ・データのフィルタリングおよび

並べ替え」および 117 ページの「グラフのドリルダウン」

を参照してください。

ヒント グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，グラフ

の下にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を選択し

ます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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［.NET リソース］グラフ

このグラフには，.NET メソッドのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリ

オ経過時間の関数として表示されます。

ブレークダウン・

オプション

各 .NET メソッドは，異なる色の折れ線でグラフに示され

ます。メソッドの色分けは，グラフの下にある［凡例］タ

ブに表示されます。

.NET カウンタは，アプリケーション，アセンブリ，クラス，

およびメソッドのレベルで監視できます。アプリケーション

が完全にロードされる前に発生する測定値（アセンブリの

ロードにかかる時間を測定する Assembly Load Time など）

は測定されません。

次の表に，各レベルで測定可能なカウンタの説明を示しま

す。継続時間はすべて秒単位で，頻度はすべて 5 秒のポー

リング時間内の 1 秒当たりの数が，報告されます。たとえ

ば，5 秒のポーリング時間に 20 個のイベントが発生した場

合，報告される頻度は 4 となります。

➤ 435 ページの「アプリケーション・レベル」

➤ 437 ページの「アセンブリ・レベル」

➤ 437 ページの「クラス・レベル」

➤ 437 ページの「メソッド・レベル」

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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アプリケーション・レベル

測定値 説明

Application Lifetime アプリケーションの継続時間を監視します（単位：秒）。

Exception 
Frequency

5 秒のポーリング時間の秒ごとの例外の数を監視します。

JIT (Just In Time) 
Duration

JIT がコードをコンパイルするのにかかる時間を監視します

（単位：秒）。

Thread Creation 
Frequency

ポーリング時間内に作成されるスレッドの数を監視します。

Thread Lifetime スレッドの継続時間を監視します。

Domain Creation 
Frequency

ポーリング時間内に作成されるドメインの数を監視します

（ドメインのコードの保護領域。すべてのアプリケーション

は，それらをカプセル化したままにするドメイン内で実行さ

れるので，ドメイン外のほかのアプリケーションに干渉でき

ません）。
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Domain Load Time ドメインのロードにかかる時間を監視します（ドメインの

コードの保護領域。すべてのアプリケーションは，それらを

カプセル化したままにするドメイン内で実行されるので，ド

メイン外のほかのアプリケーションに干渉できません）。

Domain Unload 
Time

ドメインのアンロードにかかる時間を監視します（ドメイン

のコードの保護領域。すべてのアプリケーションは，それら

をカプセル化したままにするドメイン内で実行されるので，

ドメイン外のほかのアプリケーションに干渉できません）。

Domain Lifetime ドメインの継続時間を監視します。（ドメインのコードの保

護領域。すべてのアプリケーションは，それらをカプセル化

したままにするドメイン内で実行されるので，ドメイン外の

ほかのアプリケーションに干渉できません）。

Module Creation 
Frequency

ポーリング時間内に作成されるモジュールの数を監視します

（モジュールは，DLL または EXE を構成するアセンブリのグ

ループです）。

Module Load Time モジュールのロードにかかる時間を監視します（モジュール

は，DLL または EXE を構成するアセンブリのグループです）。

Module Unload 
Time

モジュールのアンロードにかかる時間を監視します（モ

ジュールは，DLL または EXE を構成するアセンブリのグ

ループです）。

Module Lifetime モジュールの継続時間を監視します（モジュールは，DLL 
または EXE を構成するアセンブリのグループです）。

Garbage Collection 
Duration

ガベージ・コレクションの開始から停止までの継続時間を監

視します。

Garbage Collection 
Frequency

ポーリング時間内のガベージ・コレクションのための割り込

みの回数を監視します。

Unmanaged Code 
Duration 

管理されていないコードの呼び出しの継続時間を監視します。

Unmanaged Code 
Frequency 

ポーリング時間内の対処されていないコードの呼び出しの回

数を監視します。

測定値 説明
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アセンブリ・レベル

クラス・レベル

メソッド・レベル

メソッド・レベルでは，測定される時間はメソッドごとであり，別のメソッ

ド，管理されていないコードの呼び出し，およびガベージ・コレクションの時

間は含まれません。

測定値 説明

Assembly Creation 
Frequency

ポーリング時間内に作成されるアセンブリの数を監視します

（アセンブリには .NET バイト・コードとメタデータが含ま

れます）。

Assembly Load Time アセンブリのロードにかかる時間を監視します。（アセンブ

リには .NET バイト・コードとメタデータが含まれます）。

Assembly Unload 
Time

アセンブリのアンロードにかかる時間を監視します。（アセ

ンブリには .NET バイト・コードとメタデータが含まれま

す）。

Assembly Lifetime アセンブリの継続時間を監視します（アセンブリには .NET 
バイト・コードとメタデータが含まれます）。

測定値 説明

Class Lifetime クラスの継続時間を監視します。

Class Load Time クラスのロードにかかる時間を監視します。

Class Unload Time クラスのアンロードにかかる時間を監視します。

測定値 説明

Method Duration メソッドの継続時間を監視します。

Method Frequency ポーリング時間内に呼び出されるメソッドの数を監視

します。
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［.NET 合計実行時間の分散値］グラフ

このグラフは，特定の .NET クラスの実行に要した時間の割合を .NET クラス

全体と比較して表示します。また，クラス内のすべての .NET メソッドと比較

した，.NET メソッドの実行に要した時間の割合も表示できます。

目的 このグラフは，非常に時間のかかった .NET クラスまたは

メソッドを特定するのに使用します。

ブレークダウン・

オプション

グラフには最初 .NET クラスが表示されますが，ドリルダ

ウンまたはフィルタリングを使用して，.NET クラス内の

個々のメソッドを表示することもできます。詳細について

は，91 ページの「グラフ・データのフィルタリングおよび

並べ替え」および 117 ページの「グラフのドリルダウン」

を参照してください。

ヒント グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，グラフ

の下にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を選択し

ます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
438



第 25 章 • アプリケーション・コンポーネント・グラフ
［.NET 合計実行時間］グラフ

このグラフは，テスト中に各 .NET クラスまたはメソッドの実行に要した時間

を示します。

目的 このグラフは，非常に時間のかかった .NET クラスまたは

メソッドを特定するのに使用します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 .NET クラスまたはメソッドが実行されていた総時間。

ブレークダウン・

オプション

グラフには最初 .NET クラスが表示されますが，ドリルダ

ウンまたはフィルタリングを使用して，.NET クラス内の

個々のメソッドを表示することもできます。詳細について

は，91 ページの「グラフ・データのフィルタリングおよび

並べ替え」および 117 ページの「グラフのドリルダウン」

を参照してください。

ヒント グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，グラフ

の下にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を選択し

ます。

関連項目 406 ページの「Microsoft COM+ パフォーマンス・グラフ

の概要」
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26
アプリケーションの導入ソリューション・
グラフ

本章の内容

概念

➤ 442 ページの「アプリケーションの導入ソリューション・グラフの概要」

リファレンス

➤ 443 ページの「Citrix の測定値」

➤ 449 ページの「アプリケーションの導入ソリューション・グラフのユーザ・

インタフェース」
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概念

アプリケーションの導入ソリューション・グラフの概要  
LoadRunner の Citrix MetaFrame XP モニタには，負荷テスト・シナリオ実行

時の Citrix MetaFrame XP サーバの アプリケーションの導入の使用状況に関

する情報が表示されます。パフォーマンス・データを取得するには，シナリオ

を実行する前に，サーバのオンライン・モニタを起動し，測定するリソースを

指定しておく必要があります。

アプリケーションの導入ソリューション・モニタの起動と設定の詳細について

は，『HP LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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リファレンス

Citrix の測定値 

非仮想カウンタ

測定値 説明

% Disk Time 選択したディスク・ドライブで読み取りまたは書き込

みの要求を処理していた経過時間の割合。

% Processor Time プロセッサが非アイドル・スレッドを実行している時

間の割合。このカウンタは，プロセッサの動作状況を

示す重要な指標となります。この値は，プロセッサが

アイドル・プロセスのスレッドを実行するのに費やす

時間をサンプリング間隔ごとに測定し，その値を

100% から引くことによって算出されます（各プロ

セッサには，ほかのスレッドが実行する準備ができて

いないときにサイクルを消費するアイドル・スレッド

が割り当てられています）。この値は，あるサンプリン

グ時点から次のサンプリング時点までの間に何らかの

有用な処理を行うために費やされた時間の割合です。

このカウンタは，サンプリング間隔の間に観察された

ビジー状態の時間の平均的な割合を示します。この値

は，サービスがアクティブではなかった時間を監視し，

その値を 100% から引くことによって算出されます。

File Data Operations/sec コンピュータがファイル・システム・デバイスに対す

る読み書き操作を行う頻度。これには，ファイル制御

操作は含まれません。
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Interrupts/sec プロセッサが受け付けてサービスしている秒ごとの

ハードウェア割り込み数の平均。これには，DPC は
含まれません。DPC は別にカウントされます。この

値は，システム・クロック，マウス，ディスク・ドラ

イバ，データ通信回線，ネットワーク・インタフェー

ス・カードその他の周辺機器など，割り込みを生成す

るデバイスの動作状況を示す間接的な指標となりま

す。通常これらのデバイスは，タスクの実行が完了し

たときや，対処を必要とするときに，プロセッサに割

り込みをかけます。割り込みの間，通常のスレッドの

実行は中断されます。ほとんどのシステム・クロック

は，10 ミリ秒ごとにプロセッサに割り込みをかける

ことで，割り込み活動のバックグラウンドを作成しま

す。このカウンタには，最後の 2 回のサンプリングで

観測された値の差をサンプリング間隔で割った値が表

示されます。

Output Session Line Speed セッションにおけるサーバからクライアントへの bps 
単位の回線速度。

Input Session Line Speed セッションにおけるクライアントからサーバへの bps 
単位の回線速度。

Page Faults/sec プロセッサで発生したページ・フォルトの回数。ペー

ジ・フォルトは，プロセッサが，メイン・メモリ上の

ワーキング・セットに存在しない仮想メモリ・ページ

を参照したときに発生します。問題のページがスタン

バイ・リスト上に存在する場合（したがってすでにメ

イン・メモリ中にある場合），また，そのページを共

有している別のプロセスによってそのページが使用さ

れている場合には，ディスクからそのページが取り出

されることはありません。

測定値 説明
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Pages/sec 参照時にメモリに入っていなかったページへのメモリ

参照を解決するために，ディスクから読み取られた

ページ数またはディスクに書き込まれたページ数。こ

のカウンタは，Pages Input/sec および Pages 
Output/sec の合計です。このカウンタには，システ

ム・キャッシュに代わってアプリケーションのファイ

ル・データにアクセスするためのページング・トラ

フィックが含まれます。この値には，キャッシュ対象

外マップ済みメモリ・ファイルとメモリの間で読み書

きされるページも含まれます。メモリが過度に使用さ

れる点（つまり，スラッシング），およびその結果生

じる可能性のある過剰なページングが気になる場合に

は，このカウンタを観察することが重要になります。

Pool Nonpaged Bytes ページング対象外プールのバイト数。ページング対象

外プールはシステム・メモリ領域の 1 つで，オペレー

ティング・システムの各コンポーネントが指定された

タスクを実行するとき，この領域に一定の空間を確保

します。ページング対象外プールのページはページン

グ・ファイルにページ・アウトすることはできず，割

り当てられているかぎりメイン・メモリに残ります。

Private Bytes このプロセスによって割り当てられ，ほかのプロセス

とは共有できないバイト数の最新の値。

Processor Queue Length スレッド数で表されるプロセッサ・キューの瞬間的な

長さ。このカウンタは，スレッド・カウンタの監視も

行われていなければ，常に 0 です。プロセッサはすべ

て，スレッドがプロセッサ・サイクルを待機する単独

のキューを使用します。この長さには，現在実行中の

スレッドは含まれません。一般に，プロセッサ・

キューが常に 2 より長い場合，プロセッサが輻輳状態

であることを意味します。このカウンタは瞬間的な値

を示し，一定時間における平均値ではありません。

Threads データ収集時のコンピュータのスレッド数。このカウ

ンタは瞬間的な値を示し，一定時間における平均値で

はないことに注意してください。スレッドとは，プロ

セッサで命令を実行できる，基本的な実行単位です。

Latency - Session Average セッションの有効期間におけるクライアントレイテン

シの平均。

測定値 説明
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仮想チャネル・カウンタ

次の表のすべてのカウンタは，bps（秒ごとのバイト数）単位で測定されます。

Latency - Last Recorded このセッションに対して最後に記録されたレイテンシ

測定値。

Latency - Session 
Deviation

セッションに対して測定された最小値と最大値との差。

Input Session Bandwidth セッションにおけるクライアントからサーバへのトラ

フィックの bps 単位の帯域幅。

Input Session 
Compression

セッションにおけるクライアントからサーバへのトラ

フィックの圧縮率。

Output Session Bandwidth セッションにおけるサーバからクライアントへのトラ

フィックの bps 単位の帯域幅。

Output Session 
Compression

セッションにおけるサーバからクライアントへのトラ

フィックの圧縮率。

Output Session Linespeed セッションにおけるサーバからクライアントへの bps 
単位の回線速度。

測定値 説明

Input Audio Bandwidth オーディオ・マッピング・チャネルにおける，クライ

アントからサーバへのトラフィックの帯域幅。

Input Clipboard 
Bandwidth

クリップボード・マッピング・チャネルにおける，ク

ライアントからサーバへのトラフィックの帯域幅。

Input COM1 Bandwidth COM1 チャネルにおける，クライアントからサーバ

へのトラフィックの帯域幅。

Input COM2 Bandwidth COM2 チャネルにおける，クライアントからサーバ

へのトラフィックの帯域幅。

Input COM Bandwidth COM チャネルにおける，クライアントからサーバへ

のトラフィックの帯域幅。

測定値 説明
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Input Control Channel 
Bandwidth

ICA コントロール・チャネルにおける，クライアント
からサーバへのトラフィックの帯域幅。

Input Drive Bandwidth クライアントのドライブ・マッピング・チャネルにお
ける，クライアントからサーバへのトラフィックの帯
域幅。

Input Font Data 
Bandwidth

ローカル・テキスト・エコー・フォントおよびキー
ボード・レイアウト・チャネルにおける，クライアン
トからサーバへのトラフィックの帯域幅。

Input Licensing 
Bandwidth

ライセンシング・チャネルにおける，サーバからクラ
イアントへのトラフィックの帯域幅。

Input LPT1 Bandwidth LPT1 チャネルにおける，クライアントからサーバへ
のトラフィックの帯域幅。

Input LPT2 Bandwidth LPT2 チャネルにおける，クライアントからサーバへ
のトラフィックの帯域幅。

Input Management 
Bandwidth

クライアント管理チャネルにおける，クライアントか
らサーバへのトラフィックの帯域幅。

Input PN Bandwidth プログラム隣接チャネルにおける，クライアントから
サーバへのトラフィックの帯域幅。

Input Printer Bandwidth プリンタ・スプーラ・チャネルにおける，クライアン
トからサーバへのトラフィックの帯域幅。

Input Seamless Bandwidth シームレス・チャネルにおける，クライアントから
サーバへのトラフィックの帯域幅。

Input Text Echo 
Bandwidth

ローカル・テキスト・エコー・データ・チャネルにお
ける，クライアントからサーバへのトラフィックの帯
域幅。

Input Thinwire Bandwidth Thinwire（グラフィックス）チャネルにおける，ク
ライアントからサーバへのトラフィックの帯域幅。

Input VideoFrame 
Bandwidth

VideoFrame チャネルにおける，クライアントから
サーバへのトラフィックの帯域幅。

Output Audio Bandwidth オーディオ・マッピング・チャネルにおける，サーバ
からクライアントへのトラフィックの帯域幅。

Output Clipboard 
Bandwidth

クリップボード・マッピング・チャネルにおける，
サーバからクライアントへのトラフィックの帯域幅。

測定値 説明
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Output COM1 Bandwidth COM1 チャネルにおける，サーバからクライアント

へのトラフィックの帯域幅。

Output COM2 Bandwidth COM2 チャネルにおける，サーバからクライアント

へのトラフィックの帯域幅。

Output COM Bandwidth COM チャネルにおける，サーバからクライアントへ

のトラフィックの帯域幅。

Output Control Channel 
Bandwidth

ICA コントロール・チャネルにおける，サーバからク

ライアントへのトラフィックの帯域幅。

Output Drive Bandwidth クライアント・ドライブ・チャネルにおける，サーバ

からクライアントへのトラフィックの帯域幅。

Output Font Data 
Bandwidth

ローカル・テキスト・エコー・フォントおよびキー

ボード・レイアウト・チャネルにおける，サーバから

クライアントへのトラフィックの帯域幅。

Output Licensing 
Bandwidth

ライセンシング・チャネルにおける，サーバからクラ

イアントへのトラフィックの帯域幅。

Output LPT1 Bandwidth LPT1 チャネルにおける，サーバからクライアントへ

のトラフィックの帯域幅。

Output LPT2 Bandwidth LPT2 チャネルにおける，サーバからクライアントへ

のトラフィックの帯域幅。

Output Management 
Bandwidth

クライアント管理チャネルにおける，サーバからクラ

イアントへのトラフィックの帯域幅。

Output PN Bandwidth プログラム隣接チャネルにおける，サーバからクライ

アントへのトラフィックの帯域幅。

Output Printer Bandwidth プリンタ・スプーラ・チャネルにおける，サーバから

クライアントへのトラフィックの帯域幅。

Output Seamless 
Bandwidth

シームレス・チャネルにおける，サーバからクライア

ントへのトラフィックの帯域幅。

Output Text Echo 
Bandwidth

ローカル・テキスト・エコー・データ・チャネルにお

ける，サーバからクライアントへのトラフィックの帯

域幅。

測定値 説明
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アプリケーションの導入ソリューション・グラフのユーザ・イン
タフェース

このセクションの内容

➤ 450 ページの「［Citrix MetaFrame XP］グラフ」

Output Thinwire 
Bandwidth

Thinwire（グラフィックス）チャネルにおける，

サーバからクライアントへのトラフィックの帯域幅。

Output VideoFrame 
Bandwidth

VideoFrame チャネルにおける，サーバからクライア

ントへのトラフィックの帯域幅。

測定値 説明
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［Citrix MetaFrame XP］グラフ  
このグラフは，ネットワークを経由してアプリケーションを配信するアプリ

ケーションの導入ソリューションです。Citrix MetaFrame リソース・モニタ

は，Citrix MetaFrame XP サーバのパフォーマンス情報を提供するアプリケー

ションの導入ソリューション・モニタです。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Citrix MetaFrame サーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controller から 
Citrix MetaFrame XP モニタを有効にし，表示する標準の

測定値をシナリオの実行前に選択します。

関連項目 442 ページの「アプリケーションの導入ソリューション・

グラフの概要」

443 ページの「Citrix の測定値」
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ミドルウェア・パフォーマンス・グラフ

本章の内容

概念

➤ 452 ページの「ミドルウェア・パフォーマンス・グラフの概要」

リファレンス

➤ 453 ページの「IBM WebSphere MQ カウンタ」

➤ 456 ページの「Tuxedo リソース・グラフの測定値」

➤ 458 ページの「ミドルウェア・パフォーマンス・グラフのユーザ・インタ

フェース」
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概念

ミドルウェア・パフォーマンス・グラフの概要

トランザクションの応答時間において最も大切なのは，ミドルウェアのパ

フォーマンスの状況です。LoadRunner のミドルウェア・パフォーマンス・モ

ニタは，負荷テスト・シナリオ実行時の Tuxedo および IBM WebSphere MQ
サーバのミドルウェア・パフォーマンスの状況に関する情報を提供します。パ

フォーマンス・データを取得するには，シナリオを実行する前に，サーバのオ

ンライン・モニタを起動し，測定するリソースを指定しておく必要があります。

ミドルウェア・パフォーマンス・モニタの起動と設定の詳細については，『HP 
LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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リファレンス

IBM WebSphere MQ カウンタ

キュー・パフォーマンス・カウンタ

測定値 説明

Event - Queue Depth 
High（events per 
second）

キュー・デプスが設定された最大デプスに達したときに

発行されるイベント。

Event - Queue Depth 
Low（events per 
second）

キュー・デプスが設定された最小デプスに達したときに

発行されるイベント。

Event - Queue Full
（events per second）

満杯のキューにメッセージを置こうとしたときに発行さ

れるイベント。

Event - Queue Service 
Interval High（events 
per second）

タイムアウトしきい値以内にメッセージがキューにまっ

たく置かれなかったか，またはキューからまったく取得

されなかったときに発行されるイベント。

Event - Queue Service 
Interval OK（events per 
second）

タイムアウトしきい値以内にメッセージがキューに置か

れたか，またはキューから取得されたときに発行される

イベント。

Status - Current Depth ローカル・キューにあるメッセージの現在の数。この測

定値は，監視されているキュー・マネージャのローカ

ル・キューにのみ適用されます。

Status - Open Input 
Count

開いている入力ハンドルの現在の数。入力ハンドルは，

アプリケーションがメッセージをキューに置ける（put）
ようにするために開かれます。

Status - Open Output 
Count

開いている出力ハンドルの現在の数。出力ハンドルは，

アプリケーションがメッセージをキューから取得（get）
できるようにするために開かれます。
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チャネル・パフォーマンス・カウンタ

測定値 説明

Event - Channel 
Activated（events per 
second）

アクティブになるまで待機しているもののキュー・マ

ネージャのチャネル・スロットが不足しているためにア

クティブになることが禁止されているチャネルが，突然

チャネル・スロットが使用できるようになったためにア

クティブになったときに生成されるイベント。

Event - Channel Not 
Activated（events per 
second）

キュー・マネージャのチャネル・スロットが不足してい

るためにアクティブになることが禁止されているチャネ

ルが，アクティブになろうとしているときに生成される

イベント。

Event - Channel Started
（events per second）

チャネルの開始時に生成されるイベント。

Event - Channel 
Stopped（events per 
second）

チャネルの停止時に生成されるイベント（停止原因とは

無関係）。

Event - Channel 
Stopped by User
（events per second）

チャネルがユーザによって停止されたときに生成される

イベント。

Status - Channel State チャネルの現在の状態。チャネルは STOPPED（アクティ

ブでない状態）から RUNNING（完全にアクティブな状

態）にいたるまでいくつかの状態を経過します。チャネ

ル状態の範囲は 0（STOPPED）から 6（RUNNING）まで

です。

Status - Messages 
Transferred

チャネルを経由して送信されたメッセージの数。チャネ

ルを経由して発生しているトラフィックがなければ，こ

の測定値は 0 になります。キュー・マネージャが起動し

てからチャネルがまだ開始されていない場合，この測定

値は使用できません。

Status - Buffer Received チャネルを経由して受信されたバッファの数。チャネル

を経由して発生しているトラフィックがなければ，この

測定値は 0 になります。キュー・マネージャが起動して

からチャネルがまだ開始されていない場合，この測定値

は使用できません。
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Status - Buffer Sent チャネルを経由して送信されたバッファの数。チャネル

を経由して発生しているトラフィックがなければ，この

測定値は 0 になります。キュー・マネージャが起動して

からチャネルがまだ開始されていない場合，この測定値

は使用できません。

Status - Bytes Received チャネルを経由して受信されたバイト数。チャネルを経

由して発生しているトラフィックがなければ，この測定

値は 0 と表示されます。キュー・マネージャが起動して

からチャネルがまだ開始されていない場合，この測定値

は使用できません。

Status - Bytes Sent チャネルを経由して送信されたバイト数。チャネルを経

由して発生しているトラフィックがなければ，この測定

値は 0 と表示されます。キュー・マネージャが起動して

からチャネルがまだ開始されていない場合，この測定値

は使用できません。

測定値 説明
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Tuxedo リソース・グラフの測定値

次の表に，標準で監視可能なカウンタの説明を示します。% Busy Clients，
Active Clients，Busy Clients，Idle Clients などの測定値，および関連する

キューのすべてのカウンタについては，特に注意することをお勧めします。

モニタ 測定値

マシン ［% ビジー クライアント］：アプリケーション・サー

バからの応答を待機している，現在 Tuxedo アプリ

ケーション・サーバにログインしているアクティブな

クライアントの割合。

［アクティブ クライアント］：現在 Tuxedo アプリケー

ション・サーバにログインしているアクティブなクラ

イアントの総数。

［ビジー クライアント］：アプリケーション・サーバ

からの応答を待機している，現在 Tuxedo アプリケー

ション・サーバにログインしているアクティブなクラ

イアントの総数。

［既存アクセサ］：このマシンで直接，またはこのマシ

ンのワークステーション・ハンドラを通じて，アプリ

ケーションに現在アクセスしている，クライアントお

よびサーバの数。

［既存トランザクション］：このマシンの使用中トラン

ザクション・テーブル・エントリの数。

［アイドル クライアント］：アプリケーション・サー

バからの応答を待機していない，現在 Tuxedo アプリ

ケーション・サーバにログインしているアクティブな

クライアントの総数。

［ワークロード完了 / 秒］：作業が完了したマシンの全

サーバにおける単位時間当たりのワークロードの合計。

［ワークロード開始 / 秒］：作業が開始されたマシン

の全サーバにおける単位時間当たりのワークロード

の合計。
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キュー ［% ビジー サーバ］：現在 Tuxedo の要求を処理して

いるアクティブなサーバの割合。

［アクティブ サーバ］：Tuxedo の要求を処理してい

る，または処理を待機しているアクティブなサーバの

総数。

［ビジー サーバ］：現在 Tuxedo の要求を処理するため

に使用中となっているアクティブなサーバの総数。

［アイドル サーバ］：現在 Tuxedo の要求の処理を待機

しているアクティブなサーバの総数。

［キューの数］：キューに置かれているメッセージの

総数。

サーバ ［要求 / 秒］：処理された秒ごとのサーバ要求数。

［ワークロード / 秒］：ワークロードとは，サーバ要求

の加重測定値のことです。要求の中には，ほかと異な

る重みを持つものもあります。標準では，ワークロー

ドは常に要求の数の 50 倍です。

ワークステーション・ハン

ドラ（WSH）

［受信バイト数 / 秒］：ワークステーション・ハンドラ

によって受信された，秒ごとの合計バイト数。

［送信バイト数 / 秒］：ワークステーション・ハンドラ

によってクライアントに返された，秒ごとの合計バイ

ト数。

［受信済みメッセージ / 秒］：ワークステーション・ハ

ンドラによって受信された，秒ごとのメッセージ数。

［送信済みメッセージ / 秒］：ワークステーション・ハ

ンドラによってクライアントに返された，秒ごとの

メッセージ数。

［キュー ブロック数 / 秒］：ワークステーション・ハ

ンドラのキューがブロックした，秒ごとの回数。これ

によって，ワークステーション・ハンドラが過負荷状

態になった頻度がわかります。

モニタ 測定値
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ミドルウェア・パフォーマンス・グラフのユーザ・インタ
フェース 

このセクションの内容

➤ 459 ページの「［IBM WebSphere MQ］グラフ」

➤ 461 ページの「［Tuxedo リソース］グラフ」
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［IBM WebSphere MQ］グラフ 
このグラフには，IBM WebSphere MQ サーバ・チャネルおよびキュー・パ

フォーマンス・カウンタのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経過時

間に対する関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 IBM WebSphere MQ サーバ・チャネルおよびキュー・パ

フォーマンス・カウンタのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controller から IBM 
WebSphere MQ モニタを有効にし，表示する標準の測定値

をシナリオの実行前に選択します。

関連項目 452 ページの「ミドルウェア・パフォーマンス・グラフの

概要」

453 ページの「IBM WebSphere MQ カウンタ」
459



第 27 章 • ミドルウェア・パフォーマンス・グラフ
460



第 27 章 • ミドルウェア・パフォーマンス・グラフ
［Tuxedo リソース］グラフ 
このグラフには，Tuxedo システムにおけるサーバ，Load Generator マシン，

ワークステーション・ハンドラ，およびキューに関する情報が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Tuxedo システムでのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controller から 
TUXEDO モニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナ

リオの実行前に選択します。

関連項目 452 ページの「ミドルウェア・パフォーマンス・グラフの

概要」

456 ページの「Tuxedo リソース・グラフの測定値」
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インフラストラクチャ・リソース・グラフ

本章の内容

概念

➤ 464 ページの「インフラストラクチャ・リソース・グラフの概要」

リファレンス

➤ 465 ページの「ネットワーク・クライアントの測定値」

➤ 465 ページの「インフラストラクチャ・リソース・グラフのユーザ・インタ

フェース」
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概念

インフラストラクチャ・リソース・グラフの概要

LoadRunner のインフラストラクチャ・リソース・モニタは，負荷テスト・シ

ナリオ実行中のネットワーク・クライアントでの FTP，POP3，SMTP，IMAP，
DNS 仮想ユーザのパフォーマンスに関する情報を提供します。
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リファレンス

ネットワーク・クライアントの測定値

インフラストラクチャ・リソース・グラフのユーザ・インタ
フェース 

このセクションの内容

➤ 466 ページの「［ネットワーク クライアント］グラフ」

測定値 説明

Pings per sec 秒ごとの Ping の数。

Data transfer bytes per sec 秒ごとに送信されるデータのバイト数。

Data receive bytes per sec 秒ごとに受信されるデータのバイト数。

Connections per sec 秒ごとの接続数。

Accept connections per 
sec

秒ごとの承認された接続数。

SSL Connections per sec 秒ごとの SSL 接続数。

SSL Data transfer bytes 
per sec

秒ごとに送信される SSL データのバイト数。

SSL Data receive bytes per 
sec

秒ごとに受信される SSL データのバイト数。

SSL Accept connections 
per sec

秒ごとの承認された SSL 接続数。
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［ネットワーク クライアント］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中の FTP，POP3，SMTP，IMAP，
DNS 仮想ユーザ用のネットワーク・クライアント・データ・ポイントが表示さ

れます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ネットワーク・クライアント・データ・ポイントのリソー

ス値。

関連項目 464 ページの「インフラストラクチャ・リソース・グラフ

の概要」
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Analysis レポートについて

本章の内容

概念

➤ 470 ページの「Analysis レポートの概要」

➤ 471 ページの「レポート・テンプレートの概要」

リファレンス

➤ 472 ページの「レポートのユーザ・インタフェース」
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概念

Analysis レポートの概要

負荷テスト・シナリオの実行後，システムのパフォーマンスの概要を示すレ

ポートを表示させることができます。Analysis には，次のレポートを生成する

ツールが用意されています。

➤ サマリ レポート

➤ SLA レポート

➤ トランザクション分析レポート

➤ HTML レポート

➤ トランザクション・レポート

サマリ・レポートには，シナリオの実行に関する一般情報が表示されます。サ

マリ・レポートは，セッション・エクスプローラから随時アクセスできます。

SLA レポートには，失敗したか成功したかのステータスとともに，定義されて

いる SLA（サービス・レベル保証）の概要が表示されます。

トランザクション分析レポートには，ある期間の特定のトランザクションに関

する詳細な分析が表示されます。

Analysis では HTML レポートを作成するように指示できます。HTML レポー

トでは，開いているグラフ，サマリ・レポート，SLA レポート，トランザク

ション分析レポートのそれぞれに対して 1 つのページが作成されます。
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Crystal Report には，仮想ユーザ・スクリプトの中で定義されているトランザ

クションに関するパフォーマンス情報が表示されます。このレポートで，結果

の統計的なブレークダウンを確認できます。また，レポートを印刷したりレ

ポートのデータをエクスポートしたりできます。

注： 結果の相互参照グラフを生成する場合は，SLA レポートとトランザクショ

ン分析レポートは使用できません。結果の相互参照グラフの詳細については，

151 ページの「クロス結果グラフと結合グラフ」を参照してください。

レポート・テンプレートの概要 
レポート・テンプレートを使用して，レポートの生成に使用されるテンプレー

トを作成およびカスタマイズできます。レポート・テンプレートは類似のシナ

リオ実行全体で使用でき，毎回レポートを再作成する時間と労力を節約できま

す。

［レポート テンプレート］ダイアログ・ボックスを使用して，文書の詳細を記

録する，レポートのフォーマットを定義する，レポートに含めるコンテンツ項

目を選択する，および各コンテンツ項目を適宜設定することができます。

レポート・テンプレートのリストは［テンプレート］ダイアログ・ボックスの

［リッチ レポート］の下に表示されます。負荷実行セッションで，Word，
Excel，HTML または PDF 形式でレポートを生成する場合は，このオプション

を選択します。テンプレートの詳細については，88 ページの「［テンプレー

ト］ダイアログ・ボックス」を参照してください。
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リファレンス

レポートのユーザ・インタフェース

サマリ・レポートには，負荷テスト・シナリオの実行に関する一般情報が表示

されます。このレポートは，セッション・エクスプローラから，または 
Analysis のウィンドウのタブで随時表示できます。

サマリ・レポートには，シナリオ実行に関する統計データ一覧表示されます。

また，［実行中の仮想ユーザ］，［スループット］，［秒ごとのヒット数］，［秒ご

との HTTP 応答数］，［トランザクション サマリ］，および［平均トランザク

ション応答時間］といったグラフへのリンクも設定されています。

サマリ・レポートの表示形式と含まれる情報は，SLA（サービス・レベル保証）

が定義されているかどうかによって異なります。

SLA によってシナリオのゴールが決まります。LoadRunner は，シナリオの実

行中にそのゴールについて測定し，サマリ・レポートで分析します。SLA の定

義の詳細については，490 ページの「SLA レポート」を参照してください。

サマリ・レポートは，結果の相互参照グラフにも表示されます。結果の相互参

照グラフの詳細については，152 ページの「結果の相互参照グラフの概要」を

参照してください。

注： サマリ・レポートは，［表示］>［サマリを Excel へエクスポート］を選択

するか，ツールバーの［サマリを Excel へエクスポート］ボタンをクリックす

ることで Excel ファイルに保存できます。

このセクションの内容

➤ 473 ページの「［トランザクション分析の設定］ダイアログ・ボックス」

➤ 475 ページの「［トランザクションの分析］ダイアログ・ボックス」

➤ 478 ページの「HTML レポート」

➤ 480 ページの「［新規レポート］ダイアログ・ボックス」
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➤ 482 ページの「［レポート < テンプレート >］ウィンドウ」

➤ 483 ページの「［レポート テンプレート］の［一般］タブ」

➤ 485 ページの「［レポート テンプレート］の［フォーマット］タブ」

➤ 487 ページの「［レポート テンプレート］の［コンテンツ］タブ」

➤ 490 ページの「SLA レポート」

➤ 491 ページの「サマリ レポート」

➤ 499 ページの「トランザクション分析レポート」

［トランザクション分析の設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，分析対象のトランザクションのグラフと選択

したほかのグラフとの相関が表示されるようにトランザクション分析レポート

を設定できます。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 次のいずれかを使用します。

➤ ［レポート］>［トランザクションの分析］>［設定］

➤ ［ツール］>［オプション］>［トランザクション分析の

設定］タブ

関連項目 475 ページの「［トランザクションの分析］ダイアログ・

ボックス」

UI 要素 説明

相関 選択したトランザクションのグラフと一致させるグラフ

を定義します。データが使用可能なグラフは青で表示さ

れます。

少なくとも x% 一致の

相関を表示

分析対象のトランザクションのグラフと上記で選択したグ

ラフとの正または負のパーセントの相関。パーセント値を

変更するには，ボックスに値を入力します。標準設定値は 
20% です。

最適な時間の範囲を自

動的に設定する

選択した時間範囲内で SLA 違反に焦点が合うように，選択

した時間範囲を調整します。このオプションは，トランザ

クション分析レポートがサマリ・レポート（［X ワースト 
トランザクション］セクションまたは［経過時間ごとのシ

ナリオ動作］セクション）から直接生成された場合にのみ

適用されます。

不十分なデータ行を含

む相関を表示する

いずれかの測定値に 15 単位未満の粒度が含まれている相

関が表示されます。

エラー 選択した場合は，トランザクション分析レポートにエラー

が表示されます。
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［トランザクションの分析］ダイアログ・ボックス

［トランザクションの分析］ダイアログ・ボックスでは，トランザクション分析

レポートで，選択したトランザクションを分析するのに使用する条件を定義し

ます。SLA を定義していない場合でも，トランザクションの分析は可能です。

 

利用方法 ［レポート］>［トランザクションの分析］

［サマリ レポート］> 右クリック・メニュー >［新規項目の

追加］>［トランザクションの分析］

ツールバー > 

SLA のないサマリ・レポート >［統計サマリ］セクション >
［トランザクション メカニズムの分析］ツールのリンク

注 サマリ・フィルタによって除外されている Analysis データ

（トランザクションなど）は，トランザクション分析レポー

トでの分析には使用できません。

関連項目 91 ページの「グラフ・データのフィルタリングおよび
並べ替え」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

［次に基づいた時間範

囲を表示］ボックス

次のいずれかの表示オプションを選択します。

➤ ［提案］：シナリオ実行のすべてのトランザクションと時

間範囲が表示されます。

➤ ［SLA 違反］：SLA を超えたトランザクションと，トラン

ザクションが SLA を超えた時間範囲のみ表示されます。

SLA を超えたトランザクションがない場合，このオプ

ションは表示されません。

トランザクション 分析するトランザクションをトランザクション・ツリーか

ら選択します。

< 時間範囲 > 次のいずれかの方法で，分析する時間範囲を選択します。

➤ トランザクション・ツリーから時間範囲を選択します。

➤ グラフの上にある［開始］ボックスと［終了］ボックス

に時間範囲を入力します。

➤ グラフ上のバーをドラッグして時間範囲を選択します。

< 表示オプション > 次のいずれかを選択します。

➤ 実行中の仮想ユーザ 

➤ スループット

➤ 秒ごとのヒット数 

選択したオプションがグラフ上に表示され，トランザク

ション分析レポートに表示されるグラフのスナップショッ

トにも表示されます。この選択はグラフの表示にのみ影響

し，相関の計算には影響しません。
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設定 ［設定］をクリックし，［トランザクション分析の設定］ダ

イアログ・ボックスでトランザクション分析の設定を行い

ます。詳細については，次の「［トランザクション分析の設

定］ダイアログ・ボックス」を参照してください。

注：［オプション］ダイアログ・ボックス（［ツール］>［オ

プション］）の［トランザクション分析の設定］タブでもト

ランザクション分析の設定を行うことができます。

レポートの生成 トランザクション分析レポートが開きます。レポートの作

成後は，セッション・エクスプローラからいつでもレポー

トにアクセスできます。

UI 要素 説明
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HTML レポート 
Analysis では，負荷テスト・シナリオの実行に関する HTML レポートを作成

できます。開いているグラフおよびレポートのそれぞれに対して別々のページ

が作成されます。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 次のいずれかを使用します。

➤ ［レポート］>［HTML レポート］

➤ ツールバー > 

関連タスク ➤ レポートに含めるグラフをすべて開きます。

➤ HTML レポートのパスとファイル名を指定し，［保存］を

クリックします。選択したフォルダのファイルと同じ名

前のサマリ・レポートが保存されます。残りのグラフは，

サマリ・レポートのファイル名と同じ名前のフォルダに

保存されます。HTML レポートが作成されると，標準の

ブラウザが開き，サマリ・レポートが表示されます。

➤ HTML レポートを別の場所にコピーするには，html 
ファイル，およびそのファイルと同じ名前のフォルダを

必ずコピーしてください。たとえば，HTML レポートに 
test1 という名前を付けた場合は，test1.html と test1 
フォルダをコピー先の場所にコピーします。

UI 要素 説明

< グラフ > メニューの

左側のフレーム

グラフの HTML レポートを表示するには，グラフのリンク

をクリックします。

グラフ・データが含まれる Excel ファイルを表示するには，

関連するグラフ・ページの［Graph data in Excel format］
ボタンをクリックします。
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［新規レポート］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，選択したレポート・テンプレートに基づいて

レポートを作成できます。必要なレポート・レイアウトに対応するレポートを

生成するために，レポート・テンプレートの設定を調整できます。

 

利用方法 ［レポート］>［新規レポート］

関連項目 482 ページの「［レポート < テンプレート >］ウィンドウ」

483 ページの「［レポート テンプレート］の［一般］タブ」

485 ページの「［レポート テンプレート］の［フォーマッ

ト］タブ」

487 ページの「［レポート テンプレート］の［コンテンツ］

タブ」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

ベースのテンプレート レポート・テンプレートを選択します。テンプレートを選

択したら，対応するレポート・テンプレートの設定が表示

されます。

［一般］タブ ユーザ・インタフェースの詳細については，483 ページの

「［レポート テンプレート］の［一般］タブ」を参照してく

ださい。

［フォーマット］タブ ユーザ・インタフェースの詳細については，485 ページの

「［レポート テンプレート］の［フォーマット］タブ」を参

照してください。

［コンテンツ］タブ ユーザ・インタフェースの詳細については，487 ページの

「［レポート テンプレート］の［コンテンツ］タブ」を参照

してください。
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［レポート < テンプレート >］ウィンドウ

このウィンドウで，レポート・テンプレートの追加，変更，インポート，エク

スポート，複製ができます。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［レポート］>［レポート テンプレート］

関連項目 471 ページの「レポート・テンプレートの概要」

UI 要素 説明

新規作成 新しいレポート・テンプレートが追加されます。

削除 選択したテンプレートが削除されます。

インポート 選択した XML ファイルからレポート・テンプレートがイ

ンポートされます。
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［レポート テンプレート］の［一般］タブ

このタブでは，タイトル，作成者および役職などの文書の詳細の記録，および

レポート時間の範囲や粒度などのグローバル設定を指定できます。

 

エクスポート 選択したテンプレートが XML ファイルとして選択した

ディレクトリに保存されます。

複製 選択したテンプレートのコピーが作成されます。

利用方法 ［レポート］>［レポート テンプレート］>［一般］タブ

重要情報 ［新規レポート］ウィンドウには，［レポート テンプレー

ト］と同じコンポーネントが表示されます。

関連項目 471 ページの「レポート・テンプレートの概要」

UI 要素 説明
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

タイトル テンプレートの説明。

名 レポートに表示するユーザの名。

姓 レポートに表示するユーザの姓。

肩書き レポートに表示するユーザの肩書き。

組織 レポートに表示する組織の名称。

説明 説明を入力し，レポート・テンプレートの詳細を含めるこ

とができます。

レポート時間の範囲 標準設定は［シナリオ全体］です。レポートに表示するシ

ナリオ実行の開始から終了までの時間範囲を設定するには，

 をクリックします。

粒度 粒度設定（秒）を定義します。

精度 グラフ以外のコンテンツ項目で小数点の後に表示される

桁数。

思考遅延時間を含む Analysis のデータ処理に思考遅延時間が含まれます。その

後，このデータはレポートの生成に使用されます。
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［レポート テンプレート］の［フォーマット］タブ

このタブでは，レポート・テンプレートのフォーマットを定義できます。

 

利用方法 ［レポート］>［レポート テンプレート］>［フォーマット］

タブ

関連項目 471 ページの「レポート・テンプレートの概要」
485



第 29 章 • Analysis レポートについて
ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

一般 ［一般］オプションでは，次を指定できます。

➤ 表紙を含める

➤ 目次を含める

➤ 会社のロゴを含める

ページのヘッダと

フッタ

次のオプションを使用してヘッダとフッタをカスタマイズ

できます。

➤ フォントの種類，サイズ，色

➤ 太字，斜体，下線

➤ 右揃え，中央揃え，左揃え

➤ 日付，名前，組織などのタグを追加できます。

➤ ページ数，日付，名前などの必要な詳細を左，中央，ま

たは右カラムに含めることができます。

通常のフォント レポート・テンプレートに使用するフォントの種類を選択

します。

見出し 1，見出し 2 見出しのスタイルを作成します。

テーブル 次のオプションを使用してテーブルの書式を設定します。

➤ フォントの種類，サイズ，色

➤ 背景色

➤ 太字，斜体，下線

➤ 右揃え，中央揃え，左揃え
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［レポート テンプレート］の［コンテンツ］タブ

このタブでは，レポートのコンテンツ項目を選択，および各コンテンツ項目を

適宜設定できます。

 

利用方法 ［レポート］>［レポート テンプレート］>［コンテンツ］

タブ

関連項目 471 ページの「レポート・テンプレートの概要」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

一般の詳細 レポートに表示するセッションの詳細を選択します。

エグゼクティブ サ
マリ

テキスト・ダイアログ・ボックスにサマリを入力します。

ワークロードの特性 レポートに表示するワークロードの詳細を選択します。ワー

クロードは，トランザクション数，実行中の仮想ユーザ負荷

およびスループット・ステータスによって決まります。

ビジネス プロセス レポートに表示するスクリプトの詳細を選択します。シナ

リオのすべてのスクリプトがレポートに含まれます。

パフォーマンスの概要 レポートを表示する，設定した経過時間におけるパフォー

マンス特性を選択します。

トランザクション サ
マリ - トランザクショ

ン サマリ 

表示する負荷テスト・シナリオ診断データを設定します。

パーセンタイル・カラムには複数の値を設定できます。

HTTP 応答サマリ Web サーバから返された HTTP ステータス・コードを表示

する時間範囲を定義します。

Analysis グラフ グラフを選択し，レポートに表示するグラフの設定を行い

ます。

セッションで開かれた 
Analysis グラフ

レポートに表示する，Analysis セッションで開かれたグラ

フを選択します。

最もパフォーマンスの

悪い URL（Web ペー

ジ診断）

ロード時間が最も長かった URL のうち，表示する URL の
数を定義します。Web ページ診断グラフのデータに基づき

ます。

最もリソースの消費が

多い URL（Web ペー

ジ診断）

最も多くのコンピュータ・リソースを消費する URL のう

ち，表示する URL の数を定義します。Web ページ診断グ

ラフのデータに基づきます。

平均キロバイトによる

最大 URL（Web ペー

ジ診断）

最も大きいキロバイト数で，ロードするサーバ時間が最も

長かった URL のうち，表示する URL の数を定義します。

Web ページ診断グラフのデータに基づきます。
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最もパフォーマンスの

悪いトランザクション

（J2EE/.NET 診断）

応答時間が最も長かったトランザクションのうち，表示す

るトランザクションの数を定義します。J2EE/.NET 診断グ

ラフのデータに基づきます。

最もパフォーマンスの

悪い要求 (J2EE/.NET 
診断）

データの取得時間が最も長かった要求のうち，表示するト

ランザクションの数を定義します。J2EE/.NET 診断グラフ

のデータに基づきます。

注：要求は同じトランザクションのものである必要はあり

ません。

最もパフォーマンスの

悪いトランザクション

（SLA）

最もパフォーマンスの悪いトランザクションのうち，表示

するしきい値を超えているトランザクションの数を定義し

ます。このデータは平均トランザクション応答時間（SLA）
のトランザクションに基づいています。

時間範囲ごとのステー

タス（SLA）
すべての時間間隔で SLA ステータスの測定値が表示されま

す。これは，秒ごとのエラーおよび平均トランザクション

応答時間（SLA）に関連します。

LoadRunner 用語 用語のコンテンツ項目には，LoadRunner オブジェクトお

よびグラフ情報に関連する用語の定義が含まれます。

プレースホルダ セク

ション

テキスト・ダイアログに入力します。

コンテンツ項目が追加されます。

選択したコンテンツ項目が削除されます。

選択したコンテンツ項目を上に移動します。

選択したコンテンツ項目を下に移動します。

パラメータ 選択したコンテンツ項目に使用するタイトルを入力し，粒

度とパーセンタイルを設定します。

カラム 選択したコンテンツ項目についてレポートに表示する条件

を選択します。

ワークロード スキー

マ グラフを含める

ワークロード・スキーマ・グラフがレポートに含まれます。

UI 要素 説明
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SLA レポート

SLA（サービス・レベル保証）は，負荷テスト・シナリオのゴールを定義する

ものです。LoadRunner は，シナリオの実行中にそのゴールについて測定し，

サマリ・レポートで分析します。SLA レポートでは，シナリオ実行に定義され

ているすべての SLA について，成功ステータスまたは失敗ステータスが表示さ

れます。SLA の定義の詳細については，490 ページの「SLA レポート」を参照

してください。

注： サマリ・フィルタによって除外されている Analysis データ（トランザク

ションなど）は，SLA レポートでの分析には使用できません。

フィルタ レポートに表示する選択したコンテンツ項目のフィルタ条

件を定義します。

レポートに表示する最

悪要素の数

レポートに x 個の最悪要素が表示されます。

利用方法 SLA レポートは，次のいずれかの方法で作成します。

［レポート］>［SLA の分析］

［サマリ］表示枠を右クリック >［新規項目の追加］>
［SLA の分析］

［サマリ レポート］>  

関連項目 161 ページの「サービス・レベル・アグリーメントの
定義」

UI 要素 説明
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

サマリ レポート

サマリ・レポートには，負荷テスト・シナリオの実行に関する一般情報が表示

されます。サマリ・レポートには，シナリオ実行に関する統計データ一覧表示

されます。また，［実行中の仮想ユーザ］，［スループット］，［秒ごとのヒット

数］，［秒ごとの HTTP 応答数］，［トランザクション サマリ］，および［平均ト

ランザクション応答時間］といったグラフへのリンクも設定されています。

UI 要素 説明

SLA ステータスの表示 ゴール定義ごとの SLA ステータス

➤ 実行全体に対して SLA が定義された場合は，それぞ

れのゴールの定義に対して 1 つの SLA ステータスが

表示されます。

時間間隔ごとの各トランザクションの SLA ステータス

➤ 実行内の時間間隔ごとに SLA が定義された場合は，

それぞれのトランザクションについて時間間隔ごとに 
SLA ステータスが表示されます。緑色の四角形は，ト

ランザクションが SLA の境界内に実行された時間間

隔を示しています。赤い四角形はトランザクションが

失敗した時間間隔を示し，灰色の四角形は関連する 
SLA が定義されていない時間間隔を示しています。

SLA ゴールの定義

➤ 実行内の時間間隔ごとに SLA が定義された場合は，

SLA のゴールの定義を詳述するセクションも表示され

ます。

利用方法 ［セッション エクスプローラ］>［レポート］>［サマリ レ
ポート］

重要情報 SAP 診断，J2EE/.NET 診断，および Siebel 診断のサマリ・

レポートには，各トランザクションの Web，アプリケー

ション，データベースの層にリンクして表示する使用状況

グラフが示され，また，トランザクションごとの総使用時

間が示されます。
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SLA のないサマリ・レポート

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

関連タスク サマリ・レポートは，［表示］>［サマリを Excel へエクス

ポート］を選択するか，ツールバーの  をクリックする

ことで Excel ファイルに保存できます。

関連項目 さまざまな診断環境のサマリ・レポートについては，次の

セクションで詳しく説明します。

585 ページの「SAP 診断サマリ・レポート」

620 ページの「J2EE & .NET 診断グラフのサマリ・

レポート」

522 ページの「Siebel 診断グラフのサマリ・レポート」

UI 要素 説明

シナリオの詳細 分析される負荷テスト・シナリオの基本的な詳細が表示さ

れます。

統計サマリ このセクションには，トランザクションの統計のブレーク

ダウンが表示されます。また，次に示すツールへのリンク

も設定されています。

➤ SLA 設定ウィザード。SLA の定義の詳細については，

490 ページの「SLA レポート」を参照してください。

➤ トランザクション分析ツール。トランザクションの分析

の詳細については，475 ページの「［トランザクション

の分析］ダイアログ・ボックス」を参照してください。

経過時間ごとのシナ

リオ動作

このセクションには，時間範囲ごとにテスト対象アプリ

ケーションが受け取った，秒ごとの平均エラー数が表示さ

れます。たとえば，0 は，その時間範囲に受け取った秒ご

とのエラー数が平均でゼロだったことを意味します。また，

0+ は，受け取ったエラー数が平均でゼロをわずかに超えて

いることを意味します。
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トランザクション サ
マリ

このセクションには，負荷テスト・シナリオの診断データ

が示された表が表示されます。この表にはパーセント・カ

ラム（x パーセント）があります。このカラムは，実行中

に処理されたトランザクションのうち，その割合のトラン

ザクションが応答した最大応答時間を表します。たとえば，

次の表では，browse special books の「88 パーセント」カ

ラムの値が 8.072 となっています。これは，browse 
special books トランザクションの 88% のトランザクショ

ンの応答時間が 8.072 秒未満だったという意味です。注：

パーセンタイル・カラムの値は，次のいずれかの方法で変

更できます。

➤ ［オプション］ダイアログ・ボックスを開きます（［ツー

ル］>［オプション］）。［一般］タブをクリックし，［サ

マリ レポート］セクションの［トランザクションのパー

センタイル値］ボックスに希望のパーセント値を入力し

ます。

➤ ［表示］>［サマリ フィルタ］を選択するか，ツールバー

の  をクリックします。［アナリシス サマリ フィル

タ］ダイアログ・ボックスが開きます。［追加設定］領

域に希望のパーセント値を入力します。

HTTP 応答サマリ このセクションには，負荷テスト・シナリオの実行時に 
Web サーバから返された HTTP ステータス・コードの数が

ステータス・コード別に表示されます。

注：システムの設定によっては，サマリ・レポートの最後

に追加の診断セクションが表示されることがあります。詳

細については，491 ページの「サマリ レポート」を参照し

てください。

UI 要素 説明
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SLA のあるサマリ・レポート

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

シナリオの詳細 このセクションには，分析される負荷テスト・シナリオの

基本的な詳細が表示されます。

統計サマリ このセクションには，トランザクションの統計のブレーク

ダウンが表示されます。
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X ワースト トランザ

クション

X ワースト・トランザクションの表には，実行中にトラン

ザクションが SLA の境界を超えた頻度と程度の観点から，

最悪のトランザクションが表示されます。

注：この表に表示するトランザクションの数は，［オプショ

ン］ダイアログ・ボックスの［一般］タブの［サマリ レポー

ト］セクションで選択します。［オプション］ダイアログ・

ボックスを開き（［ツール］>［オプション］），表示するトラ

ンザクションの数を入力します。標準設定値は 5 です。

詳細情報を確認するには，トランザクションを展開します。

展開すると，各トランザクションについて次の情報が表示

されます。

失敗の割合

➤ トランザクションが SLA を超えた時間間隔の割合。

後述の［経過時間ごとのシナリオ動作］セクションで

グラフィカルに表示できます。

失敗値

➤ 実行全体に対する，トランザクションが SLA を超え

た平均割合。

平均超過割合

➤ 特定の時間間隔でトランザクションが SLA を超えた

平均割合。たとえば，前述のスクリーンショットの最

初の時間間隔では，4.25% という値になっています。

これは，その時間間隔において，トランザクションが 
SLA の境界を数回超えた可能性があり，その都度マー

ジンの割合が異なっていて，平均割合は 4.25% であ

ることを意味しています。

最大超過割合

➤ 特定の時間間隔でトランザクションが SLA を超えた

最大の割合。たとえば，上記と同じ時間間隔で言う

と，トランザクションが SLA を数回超えた可能性が

あり，その都度マージンの割合が異なっています。そ

の最大の割合が 7.39% ということです。

Analysis では，特定のトランザクションについてさらに詳

しく分析できます。このセクションから［トランザクショ

ンの分析］ツールを開くには，［トランザクションの分析］

ボタンをクリックします。トランザクション分析レポート

の詳細については，475 ページの「［トランザクションの分

析］ダイアログ・ボックス」を参照してください。

UI 要素 説明
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経過時間ごとのシナリ

オ動作

このセクションには，時間間隔における SLA の観点から，

各トランザクションがどのように実行されたかについて表

示されます。緑色の四角形は，トランザクションが SLA の
境界内に実行された時間間隔を示しています。赤い四角形

はトランザクションが失敗した時間間隔を示し，灰色の四

角形は関連する SLA が定義されていない時間間隔を示して

います。

Analysis では，特定のトランザクションについてさらに詳

しく分析できます。次のいずれかの方法で，［経過時間ごと

のシナリオ動作］セクションから［トランザクションの分

析］ツールを開きます。

➤ 分析するトランザクションをリストから選択し，［開始］

ボックスと［終了］ボックスに時間間隔を入力します。

そして，［トランザクションの分析］をクリックします。

➤ 分析するトランザクションと時間間隔の上でマウスをド

ラッグします。そして，［トランザクションの分析］を

クリックします。

トランザクション分析レポートの詳細については，475 ページ

の「［トランザクションの分析］ダイアログ・ボックス」を

参照してください。

注：［経過時間ごとのシナリオ動作］セクションに表示され

る時間間隔は，各間隔で異なる場合があります。SLA の追

跡期間に設定されている時間間隔は，表示される最小の時

間間隔のみです。

異なるのはこの表示だけです。SLA は，［詳細設定］セク

ションで選択した時間間隔で決められます。

UI 要素 説明
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トランザクション サ
マリ

このセクションには，負荷テスト・シナリオの診断データ

が示された表が表示されます。この表にはパーセント・カ

ラム（x パーセント）があります。このカラムは，実行中

に処理されたトランザクションのうち，その割合のトラン

ザクションが応答した最大応答時間を表します。たとえば，

次の表では，browse special books の「88 パーセント」カ

ラムの値が 8.072 となっています。これは，browse 
special books トランザクションの 88% のトランザクショ

ンの応答時間が 8.072 秒未満だったという意味です。注：

パーセンタイル・カラムの値は，［オプション］ダイアロ

グ・ボックスの［一般］タブの［サマリ レポート］セク

ションで変更できます。［オプション］ダイアログ・ボック

スを開き（［ツール］>［オプション］），希望のパーセント

値を入力します。

また，サマリ・フィルタで値を変更することもできます

（［表示］>［サマリ フィルタ］）。

HTTP 応答サマリ このセクションには，負荷テスト・シナリオの実行時に 
Web サーバから返された HTTP ステータス・コードの数が

ステータス・コード別に表示されます。

注：システムの設定によっては，サマリ・レポートの最後

に追加の診断セクションが表示されることがあります。詳

細については，491 ページの「サマリ レポート」を参照し

てください。

UI 要素 説明
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結果の相互参照グラフのサマリ・レポート

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

< グラフ > 比較しているシナリオのサマリ情報が表示されます。情報

は，異なるシナリオのデータを比較できるようにして表示

されます。次のものを除く，通常のサマリ・レポートと同

じ種類の情報が表示されます。

➤ SLA 情報

➤ 診断情報

➤ 経過時間ごとのシナリオ動作
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トランザクション分析レポート

このレポートでは，負荷テスト・シナリオ実行の各トランザクションを個別に

調べることができます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［レポート］>［トランザクションの分析］>［レポートの

生成］ボタン

UI 要素 説明

所見 このセクションには，分析対象のトランザクションのグラ

フと，［トランザクションの分析］ダイアログ・ボックスで

選択した設定に基づくほかのグラフとの，正と負の両方の

相関が表示されます。2 つのグラフが相関されると，その

動作は互いに特定のパーセント値で一致することになりま

す。 相関グラフを表示するには，いずれかの結果を選択

し，このセクションの下部にある［グラフの表示］アイコ

ンをクリックします。グラフの比較が開きます。

ツールバーの［< トランザクション名 > へ戻る］アイ

コンをクリックすれば，グラフの比較からいつでもトラン

ザクション分析レポートに戻ることができます。

注：相関は，標準設定値の 20% に基づいて自動的に計算さ

れます。この割合を調整するには，パーセント値の横にある

矢印をクリックします。次に，［再計算］をクリックします。

エラー このセクションは 2 つのサブセクションに分かれています。

➤ ［テスト対象アプリケーションのエラー］：仮想ユーザの

動作の直接の結果である，トランザクション中に発生し

たエラーが表示されます。

➤ ［すべてのエラー］：テスト対象アプリケーションのエ

ラー，仮想ユーザの動作とは関係のないエラー，システ

ムに影響しテスト対象アプリケーションには影響しない

エラーが表示されます。
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所見の設定 このセクションには，［トランザクションの分析］ダイアロ

グ・ボックスの［詳細設定］セクションで選択した設定の

サマリが表示されます。

グラフ ［グラフ］セクションには，分析のために指定表示オプション

（［実行中の仮想ユーザ］，［スループット］，［秒ごとのヒット

数］）でマージされた，選択したトランザクションのスナッ

プショットと時間範囲が表示されます。これは単なるスナッ

プショットであり，通常のグラフのように操作することはで

きません。

UI 要素 説明
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診断モジュールを使った作業
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30
Siebel 診断グラフ

本章の内容

概念

➤ 504 ページの「Siebel 診断グラフの概要」

タスク

➤ 506 ページの「Siebel 診断を有効にする方法」

リファレンス

➤ 507 ページの「Siebel 診断のユーザ・インタフェース」
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概念

Siebel 診断グラフの概要

［Siebel 診断］グラフを使用すれば，Web サーバ，アプリケーション・サーバ，

データベース・サーバを経由する個々のトランザクションの追跡，時間測定，

トラブルシューティングが可能になります。

問題の発生箇所を分析するには，［Siebel 診断］グラフ内のデータを［トラン

ザクション応答時間］グラフ内のデータと相関させます。

これらのグラフの分析は，負荷テスト・シナリオの経過秒ごとに平均トランザ

クション応答時間が表示されるトランザクション・グラフから始めます。たと

えば，次の［トランザクション応答時間 - 平均］グラフは，Action_Transaction
というトランザクションの平均トランザクション応答時間が長かったことを示

しています。
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［Siebel 診断］グラフを使用すれば，このトランザクションの応答時間の遅延

の原因が特定できます。

または，サマリ・レポートを使用して，Web 層，アプリケーション層，データ

ベース層にブレークダウンされた個々のトランザクションや，各トランザク

ションの総使用時間を表示できます。詳細については，522 ページの「Siebel 
診断グラフのサマリ・レポート」を参照してください。

注： ［平均トランザクション応答時間］グラフでブレークダウンされた測定値

と，［Siebel 診断］グラフでブレークダウンされた同じ測定値の値は異なりま

す。これは，［平均トランザクション応答時間］グラフに平均トランザクショ

ン応答時間を表示されるのに対して，［Siebel 診断］グラフには，トランザク

ション・イベントごとの平均時間（Siebel 領域の応答時間の合計）が表示され

るためです。
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タスク

Siebel 診断を有効にする方法 
Siebel 診断データを生成するには，まず ERP/CRM Meriator（Mediator）をイ

ンストールする必要があります。Mediator のインストール方法については，

『HP LoadRunner インストール・ガイド』を参照してください。

Mediator は，Siebel サーバからオフライン診断データを収集し，照合するた

めに使用します。Meriator は診断データを処理し，そのデータを Controller 
に渡します。

注： Mediator マシンは，Siebel サーバと同じ LAN になければなりません。

これらのグラフの診断データを取得するには，シナリオを実行する前に Siebel 
診断モジュールを設定し，診断グラフで使用する診断データのサンプリングの

割合を指定します。Siebel 診断の設定の詳細については，『HP LoadRunner 
Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

➤ 設定はシナリオごとに行います。シナリオ内のすべてのスクリプトは同じ診

断設定の下で実行されます。

➤ 有効な診断データが生成されたことを確認するには，自動トランザクション

を使用するのではなく，仮想ユーザ・スクリプトでトランザクションを手動

で定義します。実行環境の設定の［一般 : その他］ノードで，［各アクショ

ンをトランザクションとして定義する］オプションと［各ステップをトラン

ザクションとして定義する］を無効にしてください。
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リファレンス

Siebel 診断のユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 508 ページの「［呼び出しのスタック統計］ウィンドウ」

➤ 510 ページの「［呼び出しチェーン］ウィンドウ」

➤ 512 ページの「［Siebel 領域平均応答時間］グラフ」

➤ 514 ページの「［Siebel 領域呼び出し数］グラフ」

➤ 515 ページの「［Siebel 領域合計応答時間］グラフ」

➤ 516 ページの「Siebel のブレークダウン・レベル」

➤ 522 ページの「Siebel 診断グラフのサマリ・レポート」

➤ 523 ページの「［Siebel 要求平均応答時間］グラフ」

➤ 524 ページの「［Siebel トランザクション平均応答時間］グラフ」
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［呼び出しのスタック統計］ウィンドウ

このウィンドウでは，選択したコンポーネントを呼び出したコンポーネントを

表示できます。

 

利用方法 Analysis ウィンドウ > <Siebel> グラフ > サブ領域を右ク

リックして［Siebel 診断］>［サブ領域のスタック統計の

表示］を選択

関連項目 504 ページの「Siebel 診断グラフの概要」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

測定値 サブ領域の名前。たとえば「AreaName:SubAreaName」
と表示されます。データベース呼び出しの場合は，クエリ

情報も表示されます。表示されている割合は，このコン

ポーネントの子からこのコンポーネントが呼び出される割

合を表します。

ルート・サブ領域の

割合

合計ルート・サブ領域時間に対するサブ領域時間の割合を

表示します。

ルートへの呼び出し

の数

このトランザクションまたはサブ領域が実行された時間が

表示されます。

ルートでの平均経過

時間

Time spent in root は，サブ領域がルート・サブ領域 / 領
域 / トランザクションで消費する時間です。

Average Time Spent in Root 時間は，ルートで消費された

合計時間をサブ領域のインスタンス数で割ったものです。

ルートでの STD 経過

時間

ルートで消費される標準偏差時間。

ルートでの最少経過

時間

ルートで消費される最小時間。

ルートでの最長経過

時間

ルートで消費される最大時間。

呼び出し先の割合 子のサブ領域時間に対するサブ領域時間の割合を表示し

ます。

ルートでの合計時間 子の実行時間を含む，サブ領域の総実行時間が表示され

ます。

［すべて展開］：ツリー全体を展開します。

［すべて折りたたみ］：ツリー全体を折りたたみます。

［ワースト パスの展開］：重要なパスで，パスの一部だけを

展開します。

XML ファイルへ保存 XML ファイルにツリー・データを保存します。
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［呼び出しチェーン］ウィンドウ

このウィンドウでは，選択したトランザクションまたはサブ領域によって呼び

出されたコンポーネントを表示できます。次の図は，親 Action_Transaction サー

バ側のトランザクションの重要なパスのすべての呼び出しを示しています。

プロパティ ［プロパティ領域］：選択したサブ領域のプロパティがすべ

て表示されます。

SQL クエリ ［SQL クエリ］：選択したサブ領域の SQL クエリが表示され

ます（データベースのみ）。

UI 要素 説明
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

:

利用方法 ➤ 次のいずれかの方法を使用します。トランザクションの

呼び出しチェーンを表示するには，コンポーネントを右

クリックして，［Siebel 診断］>［呼び出しチェーンの表

示］を選択します。

➤ サブ領域の統計を表示するには，サブ領域を右クリック

して，［呼び出しのサブ領域チェーンの表示］を選択し

ます。

注 親の最も時間を費やす子は，それぞれ赤いノードで示され

ます。

UI 要素 説明

［呼び出しのサブ領域チェーンに切り替え］：呼び出しス
タックの統計サブ領域のデータが表示されている場合に，

呼び出しチェーン・サブ領域のデータを表示します（ルー
トがサブ領域の場合のみ）。

［サブ領域の呼び出しスタック統計に切り替え］：呼び出し
チェーン・サブ領域のデータが表示されている場合に，呼

び出しスタックの統計サブ領域のデータを表示します
（ルートがサブ領域の場合のみ）。

［呼び出しのサブ領域チェーンの表示］：［呼び出しのサブ領
域チェーン］ウィンドウが表示されます。

［サブ領域のスタック統計の表示］：［サブ領域の呼び出しス

タック統計］ウィンドウが表示されます。

［プロパティ］：プロパティ領域（下部の表示枠）を表示ま

たは非表示にします。

［カラム］：［呼び出し］ウィンドウに表示するカラムを選択

できます。追加のフィールドを表示するには，フィールド
を［呼び出し］ウィンドウの必要な場所までドラッグしま

す。フィールドを削除するには，［呼び出し］ウィンドウか

らカラム・ボックスまでフィールドをドラッグします。

測定値 サブ領域の名前。たとえば「AreaName:SubAreaName」
と表示されます。データベース呼び出しの場合は，クエリ

情報も表示されます。表示されている割合は，このコン

ポーネントの親からこのコンポーネントが呼び出される割
合を表します。
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［Siebel 領域平均応答時間］グラフ

このグラフには，領域の合計応答時間 / 領域呼び出し回数という式で算出され

たサーバ側の領域の平均応答時間が表示されます。

トランザクションの割

合 / ルートサブ領域

合計トランザクション / ルート・サブ領域時間に対するサ

ブ領域時間の割合を表示します。

No of Calls このトランザクションまたはサブ領域が実行された時間が

表示されます。

平均応答時間 応答時間とは，実行の開始から終了までの時間です。平均

応答時間とは，合計応答時間を領域 / サブ領域のインスタ

ンス数で割ったものです。

STD 応答時間 応答時間の標準偏差。

最短応答時間 最短応答時間。

最長応答時間 最長応答時間。

呼び出し元の割合 親のサブ領域時間に対するサブ領域時間の割合を表示し

ます。

合計時間 子の実行時間を含む，サブ領域の総実行時間が表示され

ます。

目的 たとえば，ある領域がトランザクション A のインスタンス

によって 2 回，同じトランザクションの別のインスタンス

によって 1 回実行され，各実行に 3 秒かかった場合，平均

応答時間は 9/3，つまり 3 秒となります。領域時間には，

その領域から別の領域になされた呼び出しは含みません。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 領域ごとの平均応答時間（秒）。

UI 要素 説明
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例

ブレークダウン・オプ

ション

ブレークダウン・オプションについては，516 ページの

「Siebel のブレークダウン・レベル」を参照してください。

ヒント 次のフィールドに基づいて Siebel グラフにフィルタを適用

できます。

➤ ［トランザクション名］：指定したトランザクションの

データが表示されます。

➤ ［シナリオ経過時間］：指定された時間内に終了したトラ

ンザクションのデータが表示されます。

フィルタリングの詳細については，91 ページの「グラフ・

データのフィルタリングおよび並べ替え」を参照してくだ

さい。

関連項目 516 ページの「Siebel のブレークダウン・レベル」
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［Siebel 領域呼び出し数］グラフ

このグラフには，各 Siebel 領域が呼び出された回数が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 呼び出し数。

ブレークダウン・オプ

ション

ブレークダウン・オプションについては，516 ページの

「Siebel のブレークダウン・レベル」を参照してください。

ヒント 次のフィールドに基づいて Siebel グラフにフィルタを適用

できます。

➤ ［トランザクション名］：指定したトランザクションの

データが表示されます。

➤ ［シナリオ経過時間］：指定された時間内に終了したトラ

ンザクションのデータが表示されます。

フィルタの詳細については，91 ページの「グラフ・データ

のフィルタリングおよび並べ替え」を参照してください。

関連項目 504 ページの「Siebel 診断グラフの概要」
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［Siebel 領域合計応答時間］グラフ

このグラフには，各 Siebel 領域の合計応答時間が表示されます。

例

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 領域ごとの平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

ブレークダウン・オプションについては，516 ページの

「Siebel のブレークダウン・レベル」を参照してください。

ヒント 次のフィールドに基づいて Siebel グラフにフィルタを適用

できます。

➤ ［トランザクション名］：指定したトランザクションの

データが表示されます。

➤ ［シナリオ経過時間］：指定された時間内に終了したトラ

ンザクションのデータが表示されます。

フィルタの詳細については，91 ページの「グラフ・データ

のフィルタリングおよび並べ替え」を参照してください。

関連項目 504 ページの「Siebel 診断グラフの概要」
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Siebel のブレークダウン・レベル

Siebel 層を領域，サブ領域，サーバ，スクリプトにブレークダウンして，時間

がかかっている場所を正確に特定できます。

利用方法 ブレークダウン・オプションにアクセスするには，次のい

ずれかの方法を使用します。

➤ <Siebel 診断グラフ > >［表示］>［Siebel 診断］

➤ <Siebel 診断グラフ > > トランザクションを選択 > 
ショートカット・メニュー >［Siebel 診断］

➤ 各ブレークダウン・レベルのツールバー・オプションを

表示する

重要情報 ブレークダウンのメニュー・オプションおよびボタンは，

要素（トランザクション，層，領域，サブ領域など）が選

択されるまで表示されません。

関連項目 504 ページの「Siebel 診断グラフの概要」
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Siebel ブレークダウン・レベルについては，下記を参照してください。

トランザクション・

レベル

次の図には，トップ・レベルの［平均トランザクション応

答時間］グラフが示されています。このグラフには，いく

つかのトランザクションが表示されています。
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層レベル ［Sieble 層のブレークダウン］ボタンをクリックする

と，選択したトランザクションのブレークダウンが表示さ

れます。

［Sieble 層のブレークダウンを元に戻す］ボタンをク

リックすると，グラフがトランザクション・レベルに戻り

ます。

次の図では，Action_Transaction トランザクションが層

（Siebel データベース，アプリケーション，Web）にブレー

クダウンされています。
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領域レベル ［Siebel 領域のブレークダウン］ボタンをクリックす

ると，データが Siebel 領域にブレークダウンされます。

［Sieble 領域のブレークダウンを元に戻す］ボタンを

クリックすると，グラフが層レベルに戻ります。

次の図では，Action_Transaction トランザクションの Web 
層が Siebel 領域にブレークダウンされています。

スクリプト・レベル ［Siebel スクリプトのブレークダウン］ボタンをクリッ

クすると，データが Siebel スクリプトにブレークダウンさ

れます。スクリプト・レベルにブレークダウンできるのは，

スクリプト・エンジン領域からのみです。

［Sieble スクリプトのブレークダウンを元に戻す］ボタ

ンをクリックすると，グラフがサブ領域レベルに戻ります。

トランザクションを Siebel スクリプト・レベルにさらにブ

レークダウンすることもできます。スクリプト・レベルに

ブレークダウンできるのは，スクリプト・エンジン領域か

らのみです。
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サブ領域レベル ［Siebel サブ領域のブレークダウン］ボタンをクリッ

クすると，データが Siebel サブ領域にブレークダウンされ

ます。サブ領域レベルにブレークダウンできるのは，領域

レベルからのみです。

［Sieble サブ領域のブレークダウンを元に戻す］ボタ

ンをクリックすると，グラフが領域レベルに戻ります。

次の図では，Action_Transaction トランザクションの領域

レベルが Siebel サブ領域にブレークダウンされています。
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サーバ・レベル ［Siebel サーバのブレークダウン］ボタンをクリックす

ると，データが Siebel サーバごとにグループ化されます。

［Siebel サーバのブレークダウンを元に戻す］ボタン

をクリックすると，グラフのデータのグループ化が解除さ

れます。

次の図では，

Action_Transaction;WebServer:SWSE:Receive Request ト
ランザクションが Siebel サーバにブレークダウンされてい

ます。通常，サーバ・レベルのブレークダウンは，過負荷

状態のサーバを特定して負荷分散するのに使用されます。

関連項目 504 ページの「Siebel 診断グラフの概要」
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Siebel 診断グラフのサマリ・レポート

サマリ・レポートの［Siebel Usage］セクションには，Siebel 層ブレークダウ

ンの使用状況グラフが表示されます。このレポートは，セッション・エクスプ

ローラから，または Analysis のウィンドウのタブで表示できます。

ブレークダウン・オプ

ション

［Siebel 層使用率］セクションは，次の各トランザクション

に分けられます。

➤ Web サーバ

➤ Siebel サーバ

➤ データベース層

➤ 各トランザクションの総使用時間

ヒント サマリ・レポートのサーバ側の診断データを表示するには，

トランザクション・ブレークダウンを実行する Siebel 層を

クリックします。［Siebel トランザクション応答時間］グラ

フが開き，選択したトランザクションのブレークダウンが

表示されます。

注 ［サマリ レポート］で診断データが表示されない場合は，

ユーザ定義のテンプレートを使用しているかどうか確認し

てください。関連データを表示するには，テンプレートの

リストから別のテンプレートを選択するか，新しいテンプ

レートを作成および適用します。テンプレートの使用の詳

細については，88 ページの「［テンプレート］ダイアロ

グ・ボックス」を参照してください。

関連項目 504 ページの「Siebel 診断グラフの概要」
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［Siebel 要求平均応答時間］グラフ

このグラフには，HTTP 要求ごとの応答時間が表示されます。

目的 時間は，合計リクエスト応答時間 / 特定のリクエストのイン

スタンス数の合計という式で算出されます。たとえば，ある

要求がトランザクション A のインスタンスによって 2 回，

同じトランザクションの別のインスタンスによって 1 回実

行され，各実行に 3 秒かかった場合，平均応答時間は 9/3，
つまり 3 秒となります。要求時間には，各要求内からのネ

ストされた呼び出しは含まれません。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 領域ごとの平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

ブレークダウン・オプションについては，516 ページの

「Siebel のブレークダウン・レベル」を参照してください。

ヒント 次のフィールドに基づいて Siebel グラフにフィルタを適用

できます。

➤ ［トランザクション名］：指定したトランザクションの

データが表示されます。

➤ ［シナリオ経過時間］：指定された時間内に終了したトラ

ンザクションのデータが表示されます。

フィルタの詳細については，91 ページの「グラフ・データ

のフィルタリングおよび並べ替え」を参照してください。

関連項目 504 ページの「Siebel 診断グラフの概要」
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例

［Siebel トランザクション平均応答時間］グラフ

このグラフには，層または領域の合計応答時間 / 関連するトランザクションの

総数という式で算出された，各トランザクション内の選択した領域（層，領

域，サブ領域）のサーバ応答時間が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 領域ごとの平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

ブレークダウン・オプションについては，516 ページの

「Siebel のブレークダウン・レベル」を参照してください。
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例

ヒント 次のフィールドに基づいて Siebel グラフにフィルタを適用

できます。

➤ ［トランザクション名］：指定したトランザクションの

データが表示されます。

➤ ［シナリオ経過時間］：指定された時間内に終了したトラ

ンザクションのデータが表示されます。

フィルタの詳細については，91 ページの「グラフ・データ

のフィルタリングおよび並べ替え」を参照してください。

関連項目 516 ページの「Siebel のブレークダウン・レベル」
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31
Siebel DB 診断グラフ

本章の内容

概念

➤ 528 ページの「Siebel DB 診断グラフの概要」

タスク

➤ 530 ページの「Siebel DB 診断を有効にする方法」

➤ 531 ページの「Siebel の時計の設定を同期化する方法」

リファレンス

➤ 533 ページの「Siebel DB 診断グラフのユーザ・インタフェース」
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概念

Siebel DB 診断グラフの概要

［Siebel DB 診断］グラフは，Siebel システムのトランザクションによって生成

された SQL のパフォーマンス情報を示します。これらのグラフには，各トラン

ザクションの SQL が表示されるほか，各スクリプトで問題が生じている SQL 
クエリ，およびどの時点で問題が発生したかが示されます。

問題の発生箇所を分析するには，［Siebel DB 診断］グラフ内のデータをトラン

ザクション応答時間グラフ内のデータと相関させます。
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これらのグラフの分析は，負荷テスト・シナリオの経過秒ごとに平均トランザ

クション応答時間が表示されるトランザクション・グラフから始めます。たと

えば，次の［トランザクション応答時間 - 平均］グラフは，query_for_contact 
というトランザクションの平均トランザクション応答時間が長かったことを示

しています。

［Siebel DB 診断］グラフを使用すれば，このトランザクションの応答時間の遅

延の原因が特定できます。

注： ［平均トランザクション応答時間］グラフでブレークダウンされた測定値

は，［Siebel DB サイド トランザクション］グラフでブレークダウンされた同じ

測定値の値とは異なります。これは，［平均トランザクション応答時間］グラフ

に平均トランザクション時間が表示されるのに対して，［Siebel DB サイド トラ

ンザクション］グラフには，トランザクション・イベントごとの平均時間（SQL
コンポーネントの応答時間の合計）が表示されるためです。
529



第 31 章 • Siebel DB 診断グラフ
タスク

Siebel DB 診断を有効にする方法

Siebel DB 診断データを生成するには，まず ERP/CRM Mediator をインストー

ルする必要があります。Mediator のインストール方法については，『HP 
LoadRunner インストール・ガイド』を参照してください。

Mediator は，Siebel サーバからオフライン診断データを収集し，照合するた

めに使用します。Meriator は診断データを処理し，そのデータを Controller 
に渡します。

注： Mediator マシンは，Siebel サーバと同じ LAN になければなりません。
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これらのグラフの診断データを取得するには，シナリオを実行する前に Siebel 
DB 診断モジュールを設定し，診断グラフで使用する診断データのサンプリン

グの割合を指定します。Siebel DB 診断の設定の詳細については，『HP 
LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

注： 

➤ Siebel DB 診断グラフの解析中は，データが不完全になる可能性があるた

め，データの時間範囲機能（［ツール］>［オプション］>［結果の収集］>
［データの時間範囲］）は使用してはいけません。

➤ 設定はシナリオごとに行います。シナリオ内のすべてのスクリプトは同じ診

断設定の下で実行されます。

➤ 有効な診断データが生成されたことを確認するには，自動トランザクション

を使用するのではなく，仮想ユーザ・スクリプトでトランザクションを手動

で定義します。実行環境の設定の［一般 : その他］ノードで，［各アクション

をトランザクションとして定義する］オプションと［各ステップをトランザ

クションとして定義する］を無効にしてください。

Siebel の時計の設定を同期化する方法 
このタスクでは，SQL とトランザクションの正しい相関関係を維持するため

に，Load Generator と Siebel アプリケーション・サーバの時計を同期化する

方法について説明します。

 1［ツール］>［Siebel データベース診断のオプション］を選択します。

 2［アプリケーション サーバの時間設定の適用］を選択します。

 3［追加］をクリックし，540 ページの「［Siebel データベース診断のオプショ

ン］ダイアログ・ボックス」の説明に従って情報を入力します。
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 4［OK］をクリックしてデータを保存し，ダイアログ・ボックスを閉じます。

注： 時間の同期化を適用するには，結果ファイルを再度開く必要があります。
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リファレンス

Siebel DB 診断グラフのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 534 ページの「［測定値の詳細］ダイアログ・ボックス」

➤ 535 ページの「Siebel データベースのブレークダウン・レベル」

➤ 540 ページの「［Siebel データベース診断のオプション］ダイアログ・ボッ

クス」

➤ 542 ページの「［Siebel DB サイド トランザクション］グラフ」

➤ 543 ページの「［SQL ステージごとの Siebel DB サイドトランザクション］

グラフ」

➤ 544 ページの「［Siebel SQL 平均実行時間］グラフ」
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［測定値の詳細］ダイアログ・ボックス

選択した SQL エレメントの完全な SQL ステートメントを表示するには，［凡

例］ウィンドウの［測定値と説明を表示］を選択します。［測定値の詳細］ダ

イアログ・ボックスが開き，選択した測定値の名前と完全な SQL ステートメン

トが表示されます。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［凡例］ウィンドウ > 

関連項目 535 ページの「Siebel データベースのブレークダウン・

レベル」

UI 要素 説明

データを下のレベルにブレークダウンします。

前のレベルに戻ります。
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Siebel データベースのブレークダウン・レベル

Siebel 層を領域，サブ領域，サーバ，スクリプトにブレークダウンして，時間

がかかっている場所を正確に特定できます。

［測定値の詳細］ダイアログ・ボックスにフォーカスを保つ

には，［常に最前面に表示］ボタンをクリックします。これ

により，［凡例］ウィンドウを選択することによって任意の

測定値の完全な SQL ステートメントを表示できます。フォー

カスを移動するには，このボタンを再度クリックします。

［分解対象測定値］ボタンをクリックして，選択した測定値

のトランザクション名と SQL エイリアス名を表示します。

利用方法 ブレークダウン・オプションにアクセスするには，次のい

ずれかの方法を使用します。

➤ <Siebel DB 診断グラフ > >［表示］>［Siebel DB 診断］

➤ <Siebel DB 診断グラフ > > トランザクションを選択 > 
ショートカット・メニュー >［Siebel DB 診断］

➤ 各ブレークダウン・レベルのツールバー・オプションを

表示する

重要情報 ブレークダウンのメニュー・オプションおよびボタンは，

トランザクションが選択されるまで表示されません。

関連項目 528 ページの「Siebel DB 診断グラフの概要」

UI 要素 説明
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Siebel ブレークダウン・レベルについては，下記を参照してください。

トランザクション・

レベル

次の図には，トップ・レベルの［平均トランザクション応

答時間］グラフが示されています。このグラフには，いく

つかのトランザクションが表示されています。このグラフ

をブレークダウンして，SQL ステートメントと SQL ステー

ジ・レベルを表示できます。
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SQL ステートメント・

レベル

［Siebel SQL Statements Breakdown］ボタン。

選択したトランザクションのブレークダウンを表示します。

次の図の［Siebel DB サイド トランザクション］グラフに

は，SQL ステートメントにブレークダウンされた 
Action_Transaction が示されています。
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SQL ステージ・

レベル

［測定値のブレークダウン］ボタン。データを下のレベ

ルにブレークダウンします。

［測定値のブレークダウンを元に戻す］ボタン。前のレ

ベルに戻します。

次の図の［SQL ステージごとの Siebel DB サイドトランザ

クション］グラフには，SQL ステージにブレークダウンさ

れた Action_Transaction:SQL-33（準備，実行，初期

フェッチ）が示されています。
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測定値と説明を表示 選択した SQL エレメントの完全な SQL ステートメントを

表示するには，［凡例］ウィンドウの［測定値と説明を表

示］を選択します。［測定値の詳細］ダイアログ・ボックス

が開き，選択した測定値の名前と完全な SQL ステートメン

トが表示されます。

関連項目 528 ページの「Siebel DB 診断グラフの概要」
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［Siebel データベース診断のオプション］ダイアログ・ボックス 
このダイアログ・ボックスでは，Load Generator と Siebel アプリケーション・

サーバの時計の同期化を行うことができます。

 

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［ツール］>［Siebel データベース診断のオプション］

注 時間の同期化を適用するには，結果ファイルを再度開く必

要があります。

関連項目 531 ページの「Siebel の時計の設定を同期化する方法」

UI 要素 説明

アプリケーション サー

バの時間設定の適用

同期化した時間の設定オプションを有効にします。

アプリケーション 
サーバ名

Siebel アプリケーション・サーバの名前を入力します。

タイムゾーン Siebel アプリケーション・サーバのタイムゾーンを入力しま

す（GMT または Local）。GMT にするとアプリケーション・

サーバの時間は GMT 時間で報告され，Local にするとアプ

リケーション・サーバの時間は現地時間で報告されます。
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時差 ( 秒 ) Load Generator と Siebel アプリケーション・サーバ間の時

間差を入力します（秒単位）。Siebel アプリケーション・サー

バの時間が Load Generator の時間より進んでいる場合は，

マイナス記号（「-」）を使います。たとえば，アプリケーショ

ン・サーバの時間が Load Generator の時間より 2 分進んで

いる場合は，［時間差］フィールドに -120 と入力します。

追加 リストにアプリケーション・サーバの時間設定を追加でき

ます。

削除 リストからサーバ・ブレークダウンの時間設定を削除し

ます。

UI 要素 説明
541



第 31 章 • Siebel DB 診断グラフ
［Siebel DB サイド トランザクション］グラフ

このグラフには，Siebel データベースでの平均トランザクション実行時間が表

示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各トランザクションの平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・

オプション

［Siebel DB サイド トランザクション］グラフでトランザク

ションをブレークダウンし，SQL ステートメントを表示で

きます。次の図では，Action_Transaction トランザクショ

ンが SQL ステートメントにブレークダウンされています。

［Siebel DB サイド トランザクション］グラフの例が表示さ

れます。

関連項目 528 ページの「Siebel DB 診断グラフの概要」
542



第 31 章 • Siebel DB 診断グラフ
［SQL ステージごとの Siebel DB サイドトランザクション］
グラフ

このグラフには，各 SQL に要した時間が準備，実行，初期フェッチの SQL ス
テージに分けられて表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各 SQL ステージの実行に要した平均時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

535 ページの「Siebel データベースのブレークダウン・

レベル」

関連項目 528 ページの「Siebel DB 診断グラフの概要」
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［Siebel SQL 平均実行時間］グラフ

このグラフには，Siebel データベースで実行された各 SQL の平均実行時間が表

示されます。

目的 これにより，問題のある SQL をそれが生成されたトランザ

クションに関係なくすばやく特定できます。その後で［凡

例］ウィンドウから［測定値と説明を表示］を選択して，

完全な SQL ステートメントを表示します。SQL ステートメ

ントは，数字の ID でリストされます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各 SQL の平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

535 ページの「Siebel データベースのブレークダウン・

レベル」

関連項目 528 ページの「Siebel DB 診断グラフの概要」
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Oracle 11i 診断グラフ

本章の内容

概念

➤ 546 ページの「Oracle 11i 診断グラフの概要」

タスク

➤ 549 ページの「Oracle 11i 診断を有効にする方法」

リファレンス

➤ 551 ページの「Oracle 11i 診断グラフのユーザ・インタフェース」
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概念

Oracle 11i 診断グラフの概要 
［Oracle 11i 診断］グラフは，Oracle NCA システムのトランザクションによっ

て生成された SQL のパフォーマンス情報を示します。これらのグラフには，各

トランザクションの SQL が表示されるほか，各スクリプトで問題が生じている 
SQL クエリ，およびどの時点で問題が発生したかが示されます。

問題の発生箇所を分析するには，［Oracle 11i 診断］グラフ内のデータをトラン

ザクション応答時間グラフ内のデータと相関させます。
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これらのグラフの分析は，負荷テスト・シナリオの経過秒ごとに平均トランザ

クション応答時間が表示されるトランザクション・グラフから始めます。たと

えば，次の［トランザクション応答時間 - 平均］グラフは，enter というトラン

ザクションの平均トランザクション応答時間が長かったことを示しています。
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［Oracle 11i 診断］グラフを使用すれば，このトランザクションの応答時間の

遅延の原因が特定できます。

注： 

➤ ［平均トランザクション応答時間］グラフでブレークダウンされた測定値

は，［Oracle 11i(DB) 側のトランザクション］グラフでブレークダウンさ

れた同じ測定値とは異なります。これは，［平均トランザクション応答時

間］グラフに平均トランザクション時間が表示されるのに対して，［Oracle
11iDB 側のトランザクション］グラフには，トランザクション・イベント

ごとの平均時間（SQL コンポーネントの応答時間の合計）が表示されるた

めです。

➤ Oracle の vuser_init アクションと vuser_end アクションは，ブレークダ

ウンできません。詳細については，『HP Virtual User Generator ユーザー

ズ・ガイド』（英語版）を参照してください。
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タスク

Oracle 11i 診断を有効にする方法 
Oracle 11i 診断データを生成するには，まず ERP/CRM Mediator をインス

トールする必要があります。Mediator のインストール方法については，『HP 
LoadRunner インストール・ガイド』を参照してください。

Mediator は，Oracle サーバからオフライン診断データを収集し，照合するた

めに使用します。Meriator は診断データを処理し，そのデータを Controller 
に渡します。

注： Mediator マシンは，Oracle サーバと同じ LAN になければなりません。
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これらのグラフの診断データを取得するには，シナリオを実行する前に Oracle 
11i 診断モジュールを設定し，診断グラフで使用する診断データのサンプリン

グの割合を指定します。Oracle 11i 診断の設定の詳細については，『HP 
LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

注： 

➤ 設定はシナリオごとに行います。シナリオ内のすべてのスクリプトは同じ診

断設定の下で実行されます。

➤ 有効な診断データが生成されたことを確認するには，自動トランザクション

を使用するのではなく，仮想ユーザ・スクリプトでトランザクションを手動

で定義します。実行環境の設定の［一般 : その他］ノードで，［各アクション

をトランザクションとして定義する］オプションと［各ステップをトランザ

クションとして定義する］を無効にしてください。

➤ Oracle 11i トレースが組み込み式のメカニズムを使用して自動的に有効にな

らない場合は，仮想ユーザ・スクリプト内で nca_set_custom_dbtrace 関数

と nca_set_dbtrace_file_index 関数を使用して手作業で有効にできます。

これは，標準 UI を持たないユーザ定義のアプリケーションを使用している

場合に起こります。

➤ Oracle 11i 診断グラフの解析中は，データが不完全になる可能性があるた

め，データの時間範囲機能（［ツール］>［オプション］>［結果の収集］>
［データの時間範囲］）は使用してはいけません。
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リファレンス

Oracle 11i 診断グラフのユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 551 ページの「［測定値の詳細］ダイアログ・ボックス」

➤ 553 ページの「Oracle のブレークダウン・レベル」

➤ 557 ページの「［Oracle 11i 側のトランザクション］グラフ」

➤ 559 ページの「［SQL ステージの Oracle 11i 側のトランザクション］グラフ」

➤ 560 ページの「［Oracle 11i SQL 平均実行時間］グラフ」

［測定値の詳細］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，選択した SQL 要素の完全な SQL ステートメン

トを表示できます。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 ［凡例］ウィンドウ > 

関連項目 ➤ 546 ページの「Oracle 11i 診断グラフの概要」

➤ 553 ページの「Oracle のブレークダウン・レベル」

UI 要素 説明

［測定値の詳細］ダイアログ・ボックスにフォーカスを保つ

には，［常に最前面に表示］ボタンをクリックします。これ

により，［凡例］ウィンドウを選択することによって任意の

測定値の完全な SQL ステートメントを表示できます。フォー

カスを移動するには，このボタンを再度クリックします。

［分解対象測定値］ボタンをクリックして，選択した測定値

のトランザクション名と SQL エイリアス名を表示します。
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Oracle のブレークダウン・レベル

Controller マシンで Oracle 11i 診断を有効にして負荷テスト・シナリオを実行

すると，診断データを表示できます。

次に Oracle のブレークダウン・レベルについて説明します。

利用方法 ブレークダウン・オプションにアクセスするには，次のい

ずれかの方法を使用します。

➤ <Oracle 診断グラフ > >［表示］>［Oracle 診断］

➤ <Oracle 診断グラフ > > トランザクションを選択 > 
ショートカット・メニュー >［Oracle 診断］

➤ 各ブレークダウン・レベルのツールバー・オプションを

表示する

重要情報 ブレークダウンのメニュー・オプションおよびボタンは，

トランザクションが選択されるまで表示されません。

関連項目 546 ページの「Oracle 11i 診断グラフの概要」
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トランザクション・

レベル

次の図には，トップ・レベルの［平均トランザクション応

答時間］グラフが示されています。このグラフには，いく

つかのトランザクションが表示されています。

このグラフをブレークダウンして，SQL ステートメントと 
SQL ステージ・レベルを表示できます。
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SQL ステートメント・

レベル

［Oracle SQL ステートメント ブレークダウン］ボタン

をクリックすると，選択したトランザクションのブレーク

ダウンが表示されます。

次の図の［Oracle 11i 側のトランザクション］グラフには，

SQL ステートメントにブレークダウンされた 
Action_Transaction トランザクションが示されています。
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SQL ステージ・

レベル

次の図の［SQL ステージの Oracle 11i 側のトランザクショ

ン］グラフには，Action_Transaction:SQL-37 が解析時間，

実行時間，フェッチ時間，およびその他の時間の SQL ス
テージにブレークダウンされています。［その他の時間］に

は，結合時間などのその他のデータベース時間が含まれま

す。

データを下のレベルにブレークダウンできます。

前のレベルに戻ることができます。
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［Oracle 11i 側のトランザクション］グラフ

このグラフには，Oracle データベースでの平均トランザクション実行時間が表

示されます。

X 軸 シナリオ実行の経過時間。

Y 軸 各トランザクションの応答時間（秒）。

ブレークダウン・

オプション

［Oracle 11iDB 側のトランザクション］グラフでトランザク

ションをブレークダウンし，SQL ステートメントを表示で

きます。次の図では，Action_Transaction トランザクショ

ンが SQL ステートメントにブレークダウンされています。

表示されている要素をブレークダウンする方法については，

553 ページの「Oracle のブレークダウン・レベル」を参照

してください。

関連項目 546 ページの「Oracle 11i 診断グラフの概要」
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［SQL ステージの Oracle 11i 側のトランザクション］グラフ

このグラフには，各 SQL に要した時間が，解析時間，実行時間，フェッチ時

間，およびその他の時間の各 SQL ステージに分けられて表示されます。［その

他の時間］には，結合時間などのその他のデータベース時間が含まれます。

X 軸 シナリオ実行からの経過時間。

Y 軸 各 SQL ステージの平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

553 ページの「Oracle のブレークダウン・レベル」

関連項目 546 ページの「Oracle 11i 診断グラフの概要」
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［Oracle 11i SQL 平均実行時間］グラフ

このグラフには，Oracle データベースで実行された各 SQL の平均実行時間が

表示されます。

目的 このグラフにより，問題のある SQL をそれが生成されたト

ランザクションに関係なくすばやく特定できます。

X 軸 シナリオ実行からの経過時間。

Y 軸 各 SQL の平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

553 ページの「Oracle のブレークダウン・レベル」

ヒント その後で［凡例］ウィンドウから［測定値と説明を表示］

を選択して，完全な SQL ステートメントを表示します。

注 SQL ステートメントは，数字のインジケータで短く表示さ

れています。

関連項目 546 ページの「Oracle 11i 診断グラフの概要」
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SAP 診断グラフ

本章の内容

概念

➤ 562 ページの「SAP 診断グラフの概要」

タスク

➤ 563 ページの「SAP 診断を有効にする方法」

➤ 564 ページの「SAP 警告を設定する方法」

リファレンス

➤ 566 ページの「［SAP 診断 - ガイド フロー］タブ」

➤ 568 ページの「アプリケーション・フロー」

➤ 569 ページの「SAP 診断のユーザ・インタフェース」

➤ 575 ページの「SAP 1 次グラフ」

➤ 588 ページの「SAP 2 次グラフ」
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概念

SAP 診断グラフの概要

SAP 診断によって，特定の問題（たとえば，DBA，ネットワーク，WAS，アプ

リケーション，OS/ ハードウェア）の根本的原因をすばやく簡単に特定できま

す。またチームの全員にその問題を提示する必要はなく適切なエキスパートだ

けに対処させることが可能です。

SAP 診断を使用して，グラフやレポートを作成できます。これらのグラフやレ

ポートは，発生した問題について話し合う場合に関連するエキスパートに提示

できます。

SAP 診断を使用することで，SAP パフォーマンス・エキスパートの 1 人（ある

分野の専門家）が必要な根本原因の分析をよりすばやく簡単に行うこともでき

ます。
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タスク

SAP 診断を有効にする方法

SAP 診断データを生成するには，まず ERP/CRM Mediator をインストールする

必要があります。Mediator のインストール方法については，『HP LoadRunner
インストール・ガイド』を参照してください。

Mediator コンポーネントは，SAP サーバからオフライン診断データを収集し，

照合するために使用します。Meriator は診断データを処理し，そのデータを 
Controller に渡します。

これらのグラフの診断データを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行す

る前に SAP 診断モジュールを設定し，診断グラフで使用する診断データのサン

プリングの割合を指定します。SAP 診断の設定の詳細については，『HP 
LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

重要なヒント

➤ SAP 診断を効率的に実行するために，安全で一貫した SAP ソフトウェアのパ

フォーマンスを使用します。SAP ソフトウェアの設定が不適当であると，

SAP 診断が誤ったデータ収集を行う可能性があります。

➤ 有効な診断データが生成されたことを確認するには，自動トランザクション

を使用するのではなく，仮想ユーザ・スクリプトでトランザクションを手動

で定義します。実行環境の設定の［一般 : その他］ノードで，［各アクショ

ンをトランザクションとして定義する］オプションと［各ステップをトラン

ザクションとして定義する］を無効にしてください。

➤ ERP/CRM Mediator には，SAPGUI 6.20 または 6.40 をインストールする必

要があります。
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➤ ERP/CRM Mediator といずれかの SAP アプリケーション・サーバの間で接

続を確立できない場合は，ワーク・プロセスまたは OS 監視データは SAP 
サーバに収集されません。ただし，サーバの 1 つが接続されているかぎり，

応答時間ブレークダウンの統計記録は使用できません。

➤ 設定はシナリオごとに行います。シナリオ内のすべてのスクリプトは同じ診

断設定の下で実行されます。

SAP 警告を設定する方法

SAP 診断には，あらかじめしきい値が定義された警告ルール一式が含まれてい

ます。

Analysis で LoadRunner 結果ファイル（.lrr）を開くと，警告ルールが負荷テ

スト・シナリオ結果に適用されます。また，しきい値を超えると，Analysis は
問題が存在しているという警告を生成します。

LoadRunner 結果ファイルを開く前に，［Alerts Configuration］ダイアログ・

ボックスを使用して警告ルールに対して新しいしきい値を定義できます。その

後，結果ファイルを開くと，ユーザ定義の警告ルールが適用されます。

注： Analysis セッションが開いていると，［Alerts Configuration］ダイアロ

グ・ボックスは編集できません。［Alerts Configuration］ダイアログ・ボック

スでしきい値を編集するには，開いているセッションをすべて閉じます。

このタスクでは，負荷テスト・シナリオの結果を分析するときの警告ルールの

しきい値を定義する方法について説明します。

 1 開いている Analysis セッションをすべて閉じます。

 2［ツール］メニューから，［SAP 診断の警告設定］を選択します。

 3［警告の生成条件］カラムにルールが一覧表示されます。各ルールのしきい

値を［しきい値］カラムで設定します。
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 4 標準設定では，すべての定義済み警告ルールが有効になっています。警告

ルールを無効にするには，該当のルールの横のチェック・ボックスをクリア

します。

 5［OK］をクリックし，変更を適用して［SAP 警告の設定］ダイアログ・ボッ

クスを閉じます。

注： 警告ルールを変更しても，保存された Analysis セッションの結果には影響

しません。新しい設定を有効にするには，結果を再分析する必要があります。
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リファレンス

［SAP 診断 - ガイド フロー］タブ

SAP 診断グラフは，Analysis サマリ・レポート，または［セッション エクスプ

ローラ］>［グラフ］>［SAP 診断 - ガイド フロー］から開きます。

このタブは，Analysis のアプリケーション・フロー全体を通して開いたままで

す。またその内容はブレークダウン・フローによって異なります。
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

1 次グラフ表示枠 ［SAP 診断 - ガイド フロー］タブの上部の表示枠は，1 次グ

ラフ表示枠と呼ばれます。この表示枠には，トランザク

ションのグラフとグラフをブレークダウンしたダイアロ

グ・ステップまたはコンポーネント，およびその他の関連

リソースが表示されます。

この表示枠に表示されているグラフを，ガイド・フローの

右側のブレークダウン・オプションを使用してブレークダ

ウンします（577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク

表示枠」を参照）。

この表示枠の右上角にある［グラフの拡大］ボタンをク

リックして，表示されるグラフを全画面表示で開くことが

できます。拡大されたグラフは新しいタブで開きます。

2 次グラフ表示枠 ［SAP 診断 - ガイド フロー］タブの下部の表示枠は，2 次グ

ラフ表示枠と呼ばれ，1 次グラフ表示枠に表示されるグラ

フをサポートする 2 次情報を示すグラフが表示されます。

この表示枠に表示されているグラフの凡例を参照するには，

右上角にある［グラフの凡例］ボタンをクリックします。

［凡例］のすべてのデータを参照するには，横スクロール・

バーに沿ってスクロールします。

この表示枠の右上角にある［グラフの拡大］ボタンをク

リックして，表示されるグラフを全画面表示で開くことが

できます。拡大されたグラフは新しいタブで開きます。

［タスク］表示枠 ［SAP 診断 - ガイド フロー］タブの右側の表示枠は，タスク

表示枠と呼ばれます。タスク表示枠を使用して，表示する

ブレークダウンのレベルを選択したり，トランザクション

やサーバ情報をフィルタおよびグループ化したり，ブレー

クダウンしたグラフ内で前後に移動したりします。

詳細については，577 ページの「SAP ブレークダウン・タ

スク表示枠」を参照してください。
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アプリケーション・フロー

次の図に，SAP 診断の全体的なフローを示します。

SAP 診断のメイン・ビューには，SAP 診断データのシナリオ実行のすべてのト

ランザクションが表示されます。各トランザクションはサーバ時間コンポーネ

ントにブレークダウンできます。または，まずトランザクションを構成するダ

イアログ・ステップにブレークダウンして，次にサーバ時間コンポーネントに

ブレークダウンできます。サーバ・コンポーネントはさらに，サブコンポーネ

ントまたは関連するほかのデータにブレークダウンできます。
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秒ごとのダイアログ・ボックス，OS モニタ，およびワーク・プロセスの，3 つ
の独立または並列のビューがあります。通常これらはブレークダウン・フロー

には参加しません。また表示，非表示を選択できます。

SAP 診断のユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 570 ページの「［秒ごとのダイアログ・ステップ］グラフ」

➤ 570 ページの「［OS モニタ］グラフ」

➤ 572 ページの「［SAP 警告の設定］ダイアログ・ボックス」

➤ 573 ページの「［SAP 警告］ウィンドウ」

➤ 575 ページの「［SAP アプリケーション処理時間のブレークダウン］グラフ」

➤ 576 ページの「［SAP 平均ダイアログ ステップ応答時間ブレークダウン］

グラフ」

➤ 577 ページの「［SAP 平均トランザクション応答時間］グラフ」

➤ 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

➤ 582 ページの「［SAP サーバ時間ブレークダウン ( ダイアログ ステップ )］
グラフ」

➤ 583 ページの「［SAP サーバ時間ブレークダウン］グラフ」

➤ 584 ページの「［SAP データベース時間ブレークダウン］グラフ」

➤ 585 ページの「SAP 診断サマリ・レポート」

➤ 587 ページの「［SAP インタフェース時間ブレークダウン］グラフ」

➤ 588 ページの「［SAP システム時間ブレークダウン］グラフ」

➤ 589 ページの「［ワーク プロセス］グラフ」
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［秒ごとのダイアログ・ステップ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行の経過秒ごとに，すべてのサーバ

で実行されたダイアログ・ステップの数が表示されます。

例

［OS モニタ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行全体を通して測定されたオペレー

ティング・システムのリソースが表示されます。

X 軸 経過シナリオ時間（hh:mm:ss 形式）。

Y 軸 秒ごとのダイアログ・ステップ数。

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

229 ページの「仮想ユーザ・グラフ」

589 ページの「［ワーク プロセス］グラフ」

570 ページの「［OS モニタ］グラフ」

X 軸 経過シナリオ時間（hh:mm:ss 形式）。

Y 軸 リソース値。
570



第 33 章 • SAP 診断グラフ
例

注 このグラフは，サーバ・フィルターが 1 つ適用されている

場合にのみ使用できます。

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

570 ページの「［秒ごとのダイアログ・ステップ］グラフ」

589 ページの「［ワーク プロセス］グラフ」
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［SAP 警告の設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，Analysis で結果ファイル（.lrr）を開くとき

に使用される警告ルールのしきい値を定義できます。

 

利用方法 ［ツール］>［SAP 診断の警告設定］

重要情報 警告ルールを変更しても，保存された Analysis セッション

の結果には影響しません。新しい設定を有効にするには，

結果を再分析する必要があります。

関連項目 562 ページの「SAP 診断グラフの概要」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

［SAP 警告］ウィンドウ

このウィンドウには，Analysis のウィンドウに現在表示されているグラフの

データに関係する警告の一覧が表示されます。

UI 要素 説明

有効 標準設定では，すべての定義済み警告ルールが有効になっ

ています。警告ルールを無効にするには，該当のルールの

横のチェック・ボックスをクリアします。

警告の生成条件 ［警告の生成条件］カラムにルールが一覧表示されます。

しきい値 各ルールのしきい値を［しきい値］カラムで設定します。

利用方法 ［ウィンドウ］>［SAP 警告］

関連項目 573 ページの「［SAP 警告］ウィンドウ」

564 ページの「SAP 警告を設定する方法」
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

タイプ 警告の種類を表す次のいずれかのアイコンが表示されます。

標準警告：この警告は，あらかじめ定義された警
告ルールの条件が満たされると，トランザクション
およびサーバのコンテキストで生成されます。

重要警告：次の 2 種類の警告があります。

➤ 一般アプリケーションの問題の警告：標準警告がトラン

ザクションのコンテキストで生成され，同じ時間範囲に

実行されていたほかのすべてのトランザクションのコン

テキストで同じ警告が生成されると，一般アプリケー

ションの問題があることを示すこの重要警告が生成され

ます。

注：（1 つのダイアログ・ステップに対して）ダイ
アログ・ステップ・フィルタが適用されている場
合は，この警告は生成されません。

➤ サーバ固有の問題の警告：この警告は，ある測定値の全

体的なサーバ・パフォーマンスが十分であっても，その

測定値のしきい値を特定のサーバが超えた場合，その

サーバに対して生成されます。この種類の警告は，サー

バに関連する問題があることを示します。

注：サーバ固有の問題の警告は，現在のサーバ・
コンテキストが「すべてのサーバ」の場合にのみ
生成されます。

時間間隔 問題が発生したときの時間間隔。

トランザクション /
サーバ

問題が発生したトランザクションとサーバの名前。

説明 警告の説明です。

推奨ステップ より深いレベルで問題を理解するために推奨する手順です。

アクション 警告で説明されたデータを表示するグラフへのリンクで，

警告をよりグラフィカルに表示しています。このリンクを

ダブルクリックすると，グラフが表示されます。
574



第 33 章 • SAP 診断グラフ
［SAP アプリケーション処理時間のブレークダウン］グラフ

このグラフには，アプリケーションの処理時間に関連付けられているリソース

の動作，つまり ABAP 時間および CPU 時間が表示されます。

例

SAP 1 次グラフ

SAP 診断グラフは，1 次グラフ表示枠で表示します。

1 次グラフ表示枠の右上角にある  をクリックして，グラフを全画面表示で

開くことができます。拡大されたグラフは新しいタブで開きます。

グラフに表示されているデータをフィルタまたはグループ化する方法について

は，579 ページの「現在のフィルタ設定」を参照してください。

X 軸 負荷テスト・シナリオの経過時間（hh:mm:ss 形式）。

Y 軸 ダイアログ・ステップごとの平均時間（秒）。

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

588 ページの「SAP 2 次グラフ」
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［SAP 平均ダイアログ ステップ応答時間ブレークダウン］グラフ

このグラフには，特定のトランザクションのダイアログ・ステップの，平均応

答時間のブレークダウンが表示されます。グラフには，1 つのトランザクション

の［ネットワーク時間］，［サーバ応答時間］（GUI 時間を含む），および［Other
Time］（クライアントがダイアログ・ステップを処理するのにかかった時間）が

表示されます。

例

X 軸 実行開始時点から経過した時間（hh:mm:ss 形式）。

Y 軸 ダイアログ・ステップ数で割った平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

コンポーネント

このオプションを選択すると，583 ページの「［SAP 
サーバ時間ブレークダウン］グラフ」が開きます。

ダイアログ ステップ

このオプションを選択すると，582 ページの「［SAP 
サーバ時間ブレークダウン ( ダイアログ ステップ )］グ

ラフ」が開きます。

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

588 ページの「SAP 2 次グラフ」

580 ページの「フィルタ設定の編集」
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［SAP 平均トランザクション応答時間］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオの SAP 関連のすべてのトランザクショ

ンが表示されます。

SAP ブレークダウン・タスク表示枠

このタスク表示枠では，表示するブレークダウンのレベルの選択，トランザク

ションやサーバ情報のフィルタおよびグループ化，ブレークダウンしたグラフ

内の前後の移動を実行できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各トランザクションの平均応答時間（秒）

［ブレークダウン］グ

ラフ

576 ページの「［SAP 平均ダイアログ ステップ応答時間ブ

レークダウン］グラフ」

ヒント 次のいずれかの方法でトランザクションを選択します。

➤ タスク表示枠の［トランザクションのブレークダウン］

リストから，トランザクションを選択します。

➤ このトランザクションを表す折れ線をグラフから選択し

て，トランザクションを強調表示します。

➤ グラフの凡例から，トランザクションを選択します。こ

れにより，グラフで折れ線が強調表示されます。

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

588 ページの「SAP 2 次グラフ」

580 ページの「フィルタ設定の編集」

利用方法 ［セッション エクスプローラ］>［グラフ］>［SAP 診断］>
［SAP 診断 - ガイド フロー］

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」
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SAP ブレークダウン・ツールバー

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

ブレークダウン・オプション

SAP 診断データをブレークダウンするには，タスク表示枠でブレークダウン・

オプションおよびフィルタ・オプションを選択します。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

［戻る］：クリックして前のブレークダウン・グラフを表示

します。またはデータのグループ化を解除します。

［次へ］：クリックして次のブレークダウン・グラフを表示

します。

［ホーム］：クリックして最初の［SAP 平均トランザクショ

ン応答時間］グラフに戻ります。

［ヘルプ］：クリックしてブレークダウン・オプションの情

報を得ます。

UI 要素 説明

トランザクションの

ブレークダウン

このリストからトランザクションを選択し，ダイアログ・

ステップ・ブレークダウンの平均応答時間を表示します。

サーバ時間のブレー

クダウン単位

［ダイアログ ステップ ブレークダウン - 平均応答時間］グ

ラフに対するブレークダウン・オプションを表示します。

➤ ［コンポーネント］を選択すると，トランザクションの

サーバ・コンポーネント，つまりデータベース時間，イ

ンタフェース時間，アプリケーションの処理時間，およ

びシステム時間のブレークダウンが表示されます。

➤ ［ダイアログ・ステップ］を選択すると，トランザク

ションのダイアログ・ステップのブレークダウンが表示

されます。

ブレークダウン ダイ

アログ ステップ < ダ

イアログ ステップ >

ダイアログ・ステップをサーバ時間コンポーネント，つまり

データベース時間，インタフェース時間，アプリケーション

処理時間，およびシステム時間にブレークダウンします。
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現在のフィルタ設定

このセクションでは，1 次グラフ表示枠で現在表示されているグラフのフィル

タ設定またはグループ設定が表示されます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

次と関連するデータ

を表示する < コン

ポーネント >

サーバ時間コンポーネント（データベース時間，インタ

フェース時間，アプリケーションの処理時間，システム時

間）をブレークダウンし，これに関連するデータを表示し

ます。

利用可能なブレーク

ダウンがありません

これ以上のブレークダウン・オプションはありません。

適用 クリックして，選択したブレークダウン・オプションを適

用します。

UI 要素 説明

開始 / 終了 値（hh:mm:ss 形式）を入力して，指定した時間間隔内の

グラフにフィルタを適用します。

トランザクション グラフに表示されているトランザクションの名前を表示し

ます。

ダイアログ ステップ グラフに表示されているダイアログ・ステップの名前を表

示します。

サーバ グラフに表示されているサーバの名前を表示します。

UI 要素 説明
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フィルタ設定の編集

このボタンをクリックして，フィルタ設定またはグループ設定を変更します。

［フィルタ設定の編集］をクリックすると，フィルタまたはグループ化オプ

ションが編集可能になります。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

フィルタ このオプションを使用して，現在のグラフを時間間隔，ト

ランザクション，ダイアログ・ステップ，またはサーバで

フィルタリングします。

➤ ［開始 / 終了］：値（hh:mm:ss 形式）を入力して，指定し

た時間間隔内のグラフにフィルタを適用します。

➤ ［トランザクションごと］：リストからトランザクション

を選択することにより，グラフにフィルタを適用して特

定のトランザクションに関する情報を表示します。

➤ ［ダイアログ ステップごと］：リストからダイアログ・ス

テップを選択することにより，グラフにフィルタを適用

して特定のダイアログ・ステップに関する情報を表示し

ます。

➤ ［サーバごと］：リストからサーバ名を選択することによ

り，グラフにフィルタを適用してサーバに関する情報を

表示します。

注：現在のグラフに表示されているデータと関連するサー

バだけが［サーバごと］リストに一覧表示されます。
580



第 33 章 • SAP 診断グラフ
グループ このオプションを使用して，トランザクション，または

サーバによってグラフに表されたデータをグループ化しま

す。リストからトランザクション，コンポーネント，また

はサブコンポーネントを選択します。

➤ ［トランザクションごと］：トランザクション単位でグ

ループ化する場合は，このチェック・ボックスを選択し

ます。

➤ ［サーバごと］：サーバ単位でグループ化する場合は，こ

のチェック・ボックスを選択します。

注：グラフにグループ化を適用したら，ブレークダウン・

オプションをさらに適用するために，データのグループ化

を解除する必要があります。データのグループ化を解除す

るには，ツールバーの［戻る］ボタンをクリックします。

重要：保存されたセッションを開くと，［戻る］は無効に

なっています。グループ化されたデータがある場合は，

［ホーム］ボタンをクリックするか，新しい［SAP 診断 - ガ
イド フロー］タブを開いて SAP ブレークダウンをやり直す

必要があります。

OK ［OK］をクリックして，選択したフィルタ設定またはグ

ループ化設定を適用します。［現在のフィルタ設定］領域

に，選択した設定が非編集モードで表示されます。

注：

➤ グローバル・フィルタは，SAP 診断グラフを表示する場

合（特別な SAP ビューにより）に有効ですが，グラフに

適用することはできません。

➤ ［SAP 診断 - ガイド フロー］タブではローカル・フィル

タは無効です。ローカル・フィルタを［ガイド フロー］

タブに表示されている SAP 診断グラフに適用するには，

［グラフの拡大］ボタンをクリックして，新しいタブで

グラフを開きます。

UI 要素 説明
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［SAP サーバ時間ブレークダウン ( ダイアログ ステップ )］
グラフ

このグラフには，特定のトランザクションのダイアログ・ステップが表示され

ます。

例

X 軸 実行開始時点から経過した時間（hh:mm:ss 形式）。

Y 軸 ダイアログ・ステップごとの平均応答時間（秒）。

［ブレークダウン］

グラフ

583 ページの「［SAP サーバ時間ブレークダウン］グラフ」

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

588 ページの「SAP 2 次グラフ」

580 ページの「フィルタ設定の編集」
582



第 33 章 • SAP 診断グラフ
［SAP サーバ時間ブレークダウン］グラフ

このグラフには，1 つのトランザクションのサーバ時間コンポーネント，つま

りデータベース時間，アプリケーションの処理時間，インタフェース時間，お

よびシステム時間が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間（hh:mm:ss 形式）。

Y 軸 ダイアログ・ステップごとの平均応答時間（秒）を示します。

ブレークダウン・

グラフ

➤ 584 ページの「［SAP データベース時間ブレークダウン］

グラフ」

➤ 575 ページの「［SAP アプリケーション処理時間のブ

レークダウン］グラフ」

➤ 588 ページの「［SAP システム時間ブレークダウン］グ

ラフ」

➤ 587 ページの「［SAP インタフェース時間ブレーク
ダウン］グラフ」 

ヒント タスク表示枠で，［次と関連するデータを表示する］ボック

スからコンポーネントを選択します。

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

588 ページの「SAP 2 次グラフ」

580 ページの「フィルタ設定の編集」
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例

［SAP データベース時間ブレークダウン］グラフ

このグラフには，データベース時間に関連付けられているリソースの動作，つ

まりレコードへのアクセスに要した時間，データベース時間，およびダイアロ

グ・ステップごとのアクセスされたレコードの数が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間（hh:mm:ss 形式）。

Y 軸 ダイアログ・ステップごとのリソース値（ミリ秒）を示し

ます。

ヒント 1 次グラフ表示枠の右上角にある  をクリックして，グ

ラフを全画面表示で開くことができます。拡大されたグラ

フは新しいタブで開きます。

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

588 ページの「SAP 2 次グラフ」
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例

SAP 診断サマリ・レポート

このレポートには，Analysis セッションを開くときに生成される重要警告と，

SAP 診断データのサマリが表示されます。
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SAP 診断サマリ

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

重要警告

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

利用方法 次のいずれかを使用します。

➤ ［セッション エクスプローラ］>［レポート］>［サマリ 
レポート］>［重要警告］

➤ ［セッション エクスプローラ］>［レポート］>［サマリ 
レポート］>［SAP 診断サマリ］

注 ［サマリ レポート］で診断データが表示されない場合は，

ユーザ定義のテンプレートを使用しているかどうか確認し

てください。関連データを表示するには，テンプレートの

リストから別のテンプレートを選択するか，新しいテンプ

レートを作成および適用します。テンプレートの使用の詳

細については，88 ページの「［テンプレート］ダイアロ

グ・ボックス」を参照してください。

関連項目 562 ページの「SAP 診断グラフの概要」

UI 要素 説明

トランザクション 個々のトランザクション。トランザクション名をクリック

して，そのトランザクションに対するサーバ時間ブレーク

ダウンを表示できます。

SAP Diagnostics 
Layers

層にブレークダウンされた相対サーバ時間。層をクリック

すると，コンポーネントに関連付けられたデータが表示さ

れます。

合計時間 各トランザクションの総使用時間。

UI 要素 説明

時間間隔 問題が発生したときの時間間隔。

トランザクション /
サーバ

関与したトランザクションとサーバ。
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［SAP インタフェース時間ブレークダウン］グラフ

このグラフには，インタフェース時間に関連付けられているリソースの動作，

つまり GUI 時間，RFC 時間，およびロール待機時間が表示されます。

例

説明 警告の説明です。

アクション このカラムには，問題のグラフィカルな説明へのリンクが

表示されます。

X 軸 負荷テスト・シナリオの経過時間（hh:mm:ss 形式）

Y 軸 ダイアログ・ステップごとの平均応答時間（秒）。

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

588 ページの「SAP 2 次グラフ」

UI 要素 説明
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［SAP システム時間ブレークダウン］グラフ

このグラフには，システム時間コンポーネントのサブコンポーネントの動作，

つまりディスパッチャー待機時間，ロード時間および生成時間，ロール・イン

時間およびロール・アウト時間が表示されます。

例

SAP 2 次グラフ

［SAP 診断 - ガイド フロー］タブの 2 次グラフ表示枠には，1 次グラフ表示枠

に表示されるグラフをサポートするグラフが表示されます。2 次グラフ領域に

表示されている 1 つのグラフだけを時間の経過と相関させることができます。

この表示枠に表示されているグラフの凡例を参照するには，右上角にある［グ

ラフの凡例］ボタンをクリックします。［凡例］のすべてのデータを参照する

には，横スクロール・バーに沿ってスクロールします。

X 軸 負荷テスト・シナリオの経過時間（hh:mm:ss 形式）

Y 軸 ダイアログ・ステップごとの平均応答時間（秒）

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

567 ページの「2 次グラフ表示枠」
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この表示枠の右上角にある［グラフの拡大］ボタン をクリックして，表示され

るグラフを全画面表示で開くことができます。拡大されたグラフは新しいタブ

で開きます。

2 次グラフ領域では，次のグラフを表示します。

➤ 仮想ユーザ・グラフ

➤ ［秒ごとのダイアログ・ステップ］グラフ

➤ ［ワーク プロセス］グラフ

➤ ［OS モニタ］グラフ

［ワーク プロセス］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ全体を通して実行されたワーク・プロ

セスの数と分布が表示されます。

X 軸 経過シナリオ時間（hh:mm:ss 形式）。

Y 軸 ワーク・プロセスの数。

注 このグラフは，サーバ・フィルターが 1 つ適用されている

場合にのみ使用できます。

関連項目 577 ページの「SAP ブレークダウン・タスク表示枠」

229 ページの「仮想ユーザ・グラフ」

570 ページの「［秒ごとのダイアログ・ステップ］グラフ」

570 ページの「［OS モニタ］グラフ」
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34
J2EE & .NET 診断グラフ

本章の内容

概念

➤ 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」

タスク

➤ 593 ページの「J2EE & .NET の診断を有効にする方法」

➤ 593 ページの「J2EE to SAP R3 リモート呼び出しの表示」

リファレンス

➤ 597 ページの「J2EE & .NET 診断データ」

➤ 611 ページの「グラフのフィルタ・プロパティ」

➤ 612 ページの「J2EE & .NET 診断のユーザ・インタフェース」
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概念

J2EE & .NET 診断グラフの概要

LoadRunner Analysis の J2EE & .NET 診断グラフを使用すれば，J2EE & .NET 
Web サーバ，アプリケーション・サーバ，データベース・サーバを経由する

個々のトランザクションおよびサーバ要求の追跡，時間測定，トラブルシュー

ティングが可能になります。また，このグラフでは，問題のあるサーブレット

および JDBC 呼び出しを直ちに特定し，ビジネス・プロセスのパフォーマン

ス，スケーラビリティ，効率を最大限に高めることができます。

J2EE & .NET 診断グラフは次の 2 つのグループで構成されています。

➤ J2EE & .NET 診断グラフ：仮想ユーザのトランザクションで生成された要求

およびメソッドのパフォーマンスを表示します。また，各要求で生成された

トランザクションを表示します。

➤ J2EE & .NET サーバ診断グラフ：監視対象アプリケーションのすべての要求

およびメソッドのパフォーマンスを表示します。これには，仮想ユーザのト

ランザクションで生成された要求，および実際のユーザによって生成された

要求が含まれます。
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タスク

J2EE & .NET の診断を有効にする方法

J2EE & .NET の診断データを生成するには，まず HP Diagnostics をインス

トールする必要があります。

LoadRunner で HP Diagnostics を使用するには，LoadRunner に Diagnostics 
Server の詳細を確実に指定しておく必要があります。また，特定の負荷テス

ト・シナリオの J2EE & .NET の診断データを表示するには，そのシナリオに 
Diagnostics パラメータを設定しておく必要があります。LoadRunner と連動

するように HP Diagnostics を設定する方法については，『HP LoadRunner 
Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

注： シナリオの実行中に有効な J2EE/.NET 診断データが確実に生成されるよう

にするには，自動トランザクションを使用するのではなく，仮想ユーザ・スク

リプトで各トランザクションの開始と終了を手作業で示す必要があります。

J2EE to SAP R3 リモート呼び出しの表示

SAP の Remote Function Call（RFC）プロトコルにより，SAP J2EE 環境と SAP 
R3 環境間で発生する通信が許可されます。SAP J2EE 環境と SAP R3 環境間で

リモート呼び出しが行われると，Analysis に各関数名を含む RFC 関数に関す

る情報が表示されます。

RFC 関数に関する情報は，SAP R3 層をブレークダウンして表示します。グラ

フまたは［呼び出しチェーン］ウィンドウで RFC 関数情報を表示できます。
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 1 サマリ・レポートの［J2EE/.Net 診断使用率］セクションに移動します。関

連するトランザクションの横で，SAP.R3 層を表す色をクリックします。

［J2EE/.NET - 要素内でのトランザクション経過時間］グラフが開き，SAP.R3 
層が表示されます。

 2 グラフを右クリックし，［J2EE/.NET 診断］>［Break down the class to 
methods］を選択します。

 3 グラフをさらにブレークダウンするには，グラフを右クリックして［J2EE/
.NET 診断］>［Break down the method to SQLs］を選択します。

グラフは，異なる RFC 関数にブレークダウンされます。
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 4 各 RFC 関数名を表示するには，グラフの凡例の［測定値］カラムで RFC 測
定値を右クリックし，［測定値と説明を表示］を選択します。

［測定値の設定］ダイアログ・ボックスが開きます。RFC 関数名が［SQL］
ボックスに表示されます。
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［呼び出しチェーン］ウィンドウで RFC 関数情報を表示するには，次の手順で

行います。

 1 サマリ・レポートの［J2EE/.Net 診断使用率］セクションに移動します。関

連するトランザクションの横で，SAP.R3 層を表す色をクリックします。

［J2EE/.NET - 要素内でのトランザクション経過時間］グラフが開き，SAP.R3 
層が表示されます。

 2 グラフを右クリックし，［J2EE/.NET 診断］>［呼び出しチェーンの表示］を

選択します。

［呼び出しのトランザクション チェーン］ウィンドウが開きます。［測定値］

カラムで任意の RFC 関数をクリックすると，［RFC 名］タブの下部表示枠に

関数名が表示されます。
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リファレンス

J2EE & .NET 診断データ

J2EE & .NET 診断グラフで，システムのサーバ・サイドの動作のチェーン全体

の概要を把握できます。同時に，J2EE/.NET 層をクラスとメソッドにブレーク

ダウンして，時間がかかっている場所を正確に特定できます。また，J2EE/
.NET プローブで監視するよう設定したユーザ定義のクラスまたはパッケージ

を表示できます。さらに，トランザクションの呼び出しチェーンと呼び出しス

タックの統計を表示して，トランザクションの各部分で費やされる時間の割合

を追跡することもできます。

エンド・ユーザから見た応答時間を，Web サーバの動作（サーブレットおよび 
JSP の動作データ），アプリケーション・サーバの動作（JNDI の動作データ），

およびデータベース要求のバックエンド動作（JDBC メソッドおよび SQL クエ

リの動作）と突き合わせて相関関係を把握することができます。

このセクションには次の内容も含まれます。

➤ 597 ページの「トランザクション・ブレークダウンの例」

➤ 603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプションの使用」

➤ 606 ページの「呼び出しチェーンと呼び出しスタックの統計値の表示」

➤ 609 ページの「［呼び出しメソッド チェーン］ウィンドウについて」

トランザクション・ブレークダウンの例

次のグラフは，層，クラス，メソッドへのトランザクションのブレークタウン

を示しています。
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トランザクション・レベル

次の図には，トップ・レベルの［平均トランザクション応答時間］グラフが示

されています。このグラフには，Birds，Bulldog，Checkout，Start といった

いくつかのトランザクションが表示されています。
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層レベル

次の図では，Start トランザクションが層（DB，EJB，JNDI，Web）にブレー

クダウンされています。J2EE/.NET トランザクションでは，一般的に Web 層
が最も大きくなります。
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クラス・レベル

次の図では，Start トランザクションの Web 層がクラスにブレークダウンされ

ています。
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メソッドおよびクエリ・レベル

次の図では，Start トランザクションの Web 層の weblogic.servlet.FileServlet 
コンポーネントがメソッドにブレークダウンされています。

注： JDBC メソッドの中には，SQL を呼び出すものもあります。SQL はブレー

クダウンがさらに可能なことがあります。その場合は，SQL Statements とい

う，もう 1 レベルのブレークダウンが用意されています。このレベルのブレー

クダウンに達したときに SQL ステートメントへのブレークダウンが可能でない

メソッドの場合は，NoSql と表示されます。
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クロス VM Analysis

サーバ・リクエストがリモート・メソッドを呼び出すと，J2EE & .NET 診断グ

ラフにはこれらのリクエストに関係するクラスとメソッドに関する特定の測定

値が表示されます。これらの測定値は層，クラス，およびメソッド・レベルで

表示されます。呼び出しを行う VM を 「呼び出し元 VM」，リモート呼び出し

を実行する VM を「呼び出し先 VM」と呼びます。

各測定値について，次の表で説明します。

注： このデータは呼び出し元仮想マシンで測定されるので，排他的レイテンシ

にはネットワークレイテンシなどのリモート・メソッド呼び出しを行うのに必

要な時間全体が含まれます。

測定値 説明

クロス VM 層 2 つ以上の仮想マシン上で行われるサーバ・リクエストの

リモート・クラスおよびメソッドからのデータを統合する

ダミー層を表す測定値。

リモート・クラス 2 つ以上の仮想マシン上で行われるサーバ・リクエストの

リモートメソッドからのデータを統合するダミー・クラス

を表す測定値。

リモート・クラス：

リモート・メソッド

ダミー・メソッドを表す測定値。Remote-Class: Remote 
Method は，呼び出し元仮想マシンに対して，リモートに

実行されるメソッドの合計時間，呼び出しカウント，排他

的レイテンシ，最小値および最大値，標準偏差などを測定

します。
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J2EE & .NET ブレークダウン・オプションの使用

J2EE & .NET ブレークダウン・オプションについて，次の表で説明します。

利用方法 ブレークダウン・オプションにアクセスするには，次のい

ずれかの方法を使用します。

➤ <J2EE & .NET グラフ > >［表示］>［J2EE & .NET 診断］

➤ <J2EE & .NET 診断グラフ > > トランザクションを選択 > 
ショートカット・メニュー >［J2EE & .NET 診断］

➤ 各ブレークダウン・レベルのツールバー・オプションを

表示する

注 ➤ ブレークダウンのメニュー・オプションおよびボタン

は，要素（トランザクション，サーバ・リクエスト，層

など）が選択されるまで表示されません。

➤ SQL に URI がない場合，［測定値の説明］ダイアログ・

ボックスの完全な測定値の記述の前に URI-None が表示

されます。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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UI 要素 説明

［平均応答時間］グラ

フ内のトランザクショ

ンを < 右クリック >

［J2EE/.NET 診断］>［サーバ要求を表示する］を選択しま

す。新しいグラフが開き，選択したトランザクションのブ

レークダウンが表示されます。そのトランザクションの名

前が［分解対象測定値］ボックスに表示されます。

選択した SQL エレメントの完全な SQL ステートメントを

表示するには，［凡例］ウィンドウの右クリック・メニュー

から［測定値と説明を表示］を選択します。［測定値の説

明］ダイアログ・ボックスが開き，選択した測定値の名前

と完全な SQL ステートメントが表示されます。

測定値のブレークダウンに対するトランザクションのプロ

パティを表示するには，［分解対象測定値］ボタンをクリッ

クします。この機能を無効にするには，［表示］>［表示オ

プション］を選択し，［分解対象測定値の表示］チェック・

ボックスをクリアします。
604



第 34 章 • J2EE & .NET 診断グラフ
［表示］>［J2EE/.NET 診断］>［サーバ要求をレイヤにブレー

クダウンする］を選択するか，グラフ上部のツールバーの

［測定値のブレークダウン］ボタンをクリックします。

注：［J2EE/.NET 診断］メニューのオプションおよび［測定

値のブレークダウン］ボタンのツールのヒントは，ブレー

クダウンする要素によって変化します。たとえば，サー

バ・リクエストを選択する場合，メニュー・オプションと

ツールチップは［サーバ要求をレイヤにブレークダウンす

る］です。

［表示］>［J2EE/.NET 診断］>［VM を表示する］を選択す

るか，グラフ上部のツールバーの［VM を表示する］ボタ

ンをクリックします。これはデータをアプリケーション・

ホスト名（VM）にブレークダウンします。

［表示］>［J2EE/.NET 診断］>［サーバ要求のレイヤへのブ

レークダウンを取り消す］を選択するか，グラフ上部の

ツールバーで，［< 測定値のブレークダウン > を取り消す］

ボタンをクリックします。

注：［J2EE/.NET 診断］メニューのオプションおよび［測定

値のブレークダウン］ボタンのツールのヒントは，元に戻

すブレークダウンの要素によって変化します。たとえば，

層を選択する場合，メニュー・オプションとツールのヒン

トは［サーバ要求のレイヤへのブレークダウンを取り消す］

です。

UI 要素 説明
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呼び出しチェーンと呼び出しスタックの統計値の表示

トランザクションとメソッドの呼び出しチェーンを表示できます。呼び出し

チェーンは，「Whom did I call?（何を呼び出したか）」という疑問を解明します。

また，メソッドの呼び出しスタックの統計を表示することもできます。呼び出

しスタックの統計は，「Who called me?（何に呼び出されたか）」という疑問

を解明します。

呼び出しチェーンと呼び出しスタックの統計データは測定値ツリー・ウィンド

ウに表示されます。ウィンドウのタイトルは，表示しているデータの種類に応

じて変わります。

➤ 測定値ツリー・ウィンドウを関連付けるポイントを設定するには，時間のオ

レンジ色の線を目的の場所までドラッグする必要があります。

➤ トランザクションの呼び出しチェーンを表示するには，コンポーネントを右

クリックして，［J2EE/.NET 診断］>［呼び出しチェーンの表示］を選択しま

す。［呼び出しメソッド チェーン］ウィンドウが開き，親トランザクション

から下方向に呼び出しチェーンが表示されます。

［表示］>［J2EE/.NET 診断］>［VM を非表示にする］を選

択するか，グラフ上部のツールバーの［VM を非表示にす

る］ボタンをクリックします。

測定値ツリー・ウィンドウに呼び出しチェーンまたは呼び

出しスタックの統計を表示するには，グラフ上で，データ

を表示する終了時間まで時間のオレンジ色の線をドラッグ

し，［表示］>［J2EE/.NET 診断］>［呼び出しチェーンの表

示］を選択するか，グラフ上部のツールバーの［呼び出し

チェーンの表示］ボタンをクリックします。

注：［トランザクションの平均メソッド応答時間］グラフで

ブレークダウンされた測定値は，［J2EE/.NET - 要素内での

トランザクション経過時間］グラフでブレークダウンされ

た同じ測定値と異なります。これは，［J2EE/.NET トランザ

クション内での平均メソッド応答時間］グラフには平均ト

ランザクション時間が表示されるのに対して，［J2EE/.NET 
要素内でのトランザクション経過時間］グラフにはトラン

ザクション・イベントごとの平均時間（メソッドの実行時

間の合計）が表示されるためです。

UI 要素 説明
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➤ メソッドの統計を表示するには，［呼び出しメソッド チェーン］ウィンドウ

でメソッドを右クリックして，［呼び出しメソッド チェーンを表示］または

［メソッドの呼び出しのスタック統計を表示］を選択します。

［呼び出しメソッド チェーン］ウィンドウ

選択したトランザクションまたはメソッドが呼び出したコンポーネントを表示

するには，［呼び出しメソッド チェーン］ウィンドウを使用します。次の図に

は，Start サーバ・サイド・トランザクションの重要なパスのすべての呼び出し

が表示されています。

注： 親の最も時間を費やす子は，それぞれ赤いノードで示されます。
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選択したコンポーネントを呼び出したコンポーネントを表示するには，［メ

ソッド呼び出しのスタック統計］ウィンドウを使用します。次の図では，

FileServlet.service が Start（サーバ）によって呼び出されました。そして，

Start（サーバ）は Start（クライアント）によって呼び出されています。以下

同様に，連鎖の最下部のトランザクションまで続いています。
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［呼び出しメソッド チェーン］ウィンドウについて

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

［呼び出しメソッド チェーンに切り替え］：呼び出しスタッ

クの統計データが表示されている場合に，呼び出しチェー

ン・メソッドのデータを表示します（ルートがメソッドの

場合のみ）。

［メソッド呼び出しのスタック統計に切り替え］：呼び出し

チェーン・メソッドのデータが表示されている場合に，呼

び出しスタックの統計メソッドのデータを表示します

（ルートがメソッドの場合のみ）。

［呼び出しメソッド チェーンを表示］：［呼び出しメソッド 
チェーン］ウィンドウが表示されます。

［メソッドの呼び出しのスタック統計を表示］：［メソッド呼

び出しのスタック統計］ウィンドウが表示されます。

［プロパティ］：プロパティ領域（下部の表示枠）を表示ま

たは非表示にします。

［カラム］：［呼び出し］ウィンドウに表示するカラムを選択

できます。追加のフィールドを表示するには，フィールド

を［呼び出し］ウィンドウの必要な場所までドラッグしま

す。フィールドを削除するには，［呼び出し］ウィンドウか

らカラム・ボックスまでフィールドをドラッグします。

［すべて展開］：ツリー全体を展開します。

［すべて折りたたみ］：ツリー全体を折りたたみます。

［ワースト パスの展開］：重要なパスで，パスの一部だけを

展開します。

XML ファイルへ保存 XML ファイルにツリー・データを保存します。

メソッド プロパティ 領域。選択したメソッドのプロパティがすべて表示さ

れます。

SQL クエリ 選択したメソッドの SQL クエリが表示されます（データ

ベースの場合のみ）。次のカラムは［呼び出しメソッド 
チェーン］ウィンドウで使用できます。
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次のカラムは［呼び出しメソッド チェーン］ウィンドウで使用できます。

次のカラムは［メソッド呼び出しのスタック統計］ウィンドウで使用できます。

カラム 説明

測定値  メソッド名。「ComponentName:MethodName」の

ように表示されます。データベース呼び出しの場合

は，クエリ情報も表示されます。表示されている割合

は，このコンポーネントの親からこのコンポーネント

が呼び出される割合を表します。

ルート メソッドの割合 ルート・ツリー項目の総時間のうち，メソッドの総時

間の割合。

No of Calls  このトランザクションまたはメソッドが実行された

時間が表示されます。

平均応答時間 応答時間とは，実行の開始から終了までの時間です。

平均応答時間は，合計応答時間をメソッドのインスタ

ンス数で割ったものです。

STD 応答時間 応答時間の標準偏差。

最短応答時間 最短応答時間。

最長応答時間 最長応答時間。

呼び出し元の割合 親メソッド時間に対するメソッド時間の割合を表示し

ます。

合計時間 この実行時間を含む，メソッドの総実行時間が表示さ

れます。

カラム 説明

測定値  メソッドの名前。ComponentName.MethodName 
と表示されます。データベース呼び出しの場合は，ク

エリ情報も表示されます。表示されている割合は，こ

のコンポーネントの子からこのコンポーネントが呼び

出される割合を表します。

ルート メソッドの割合 ルート・ツリー項目の総時間のうち，トランザクショ

ン（またはメソッド）の総時間の割合。
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グラフのフィルタ・プロパティ 
J2EE & .NET 診断グラフにフィルタを適用して，ニーズに適合したデータを表

示できます。フィルタは，次の方法で適用できます。

➤ グラフを開く前に，［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックスの［グラ

フのプロパティ］ボックスにフィルタ条件を入力します。詳細について

は，40 ページの「［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックス」を参照

してください。

➤ 開いているグラフで，フィルタ・ダイアログ・ボックスの［フィルタ条件］

フィールドにフィルタ条件を入力します。詳細については，107 ページの

「［フィルタ］ダイアログ・ボックス」および 117 ページの「グラフのドリ

ルダウン」を参照してください。

ルートへの呼び出しの数 このトランザクションまたはメソッドが実行された時

間が表示されます。

ルートでの平均経過時間 Time spent in root は，サブ領域がルート・サブ領域 /
領域 / トランザクションで消費する時間です。

Average Time Spent in Root 時間は，ルートで消費さ

れた合計時間をメソッドのインスタンス数で割ったも

のです。

ルートでの STD 経過時間 ルートで消費される標準偏差時間。

ルートでの最少経過時間 ルートで消費される最小時間。

ルートでの最長経過時間 ルートで消費される最大時間。

呼び出し先の割合 子メソッド時間に対するメソッド時間の割合を表示し

ます。

ルートでの合計時間 この実行時間を含む，メソッドの総実行時間が表示さ

れます。

カラム 説明
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

JDBC メソッドの中には，SQL を呼び出せるものがあります（1 つのメソッド

が複数の異なる SQL を呼び出せます）。そのため，SQL Statements という，も

う 1 レベルのブレークダウンが用意されています。

注： このレベルのブレークダウンに達したときに SQL ステートメントがないメ

ソッドの場合は，NoSql と表示されます。

J2EE & .NET 診断のユーザ・インタフェース 

このセクションの内容

➤ 613 ページの「［J2EE/.NET - トランザクションの平均メソッド応答時間］グ

ラフ」

UI 要素 説明

クラス名 指定したクラスのデータが表示されます。

レイヤ名 指定した層のデータが表示されます。

シナリオ経過時間 指定された時間内に終了したトランザクションのデータが

表示されます。

SQL 論理名 指定した SQL 論理名のデータが表示されます。SQL 名の中

には長いものがあるため，SQL ステートメントを選択した

後，「論理名」が割り当てられます。この論理名は，完全な

SQL ステートメントの代わりに，フィルタ・ダイアログ・

ボックス，凡例，グループ化などで使用されます。完全な

SQL ステートメントは，［測定値の詳細］ダイアログ・ボッ

クス（［表示］>［測定値の説明の表示］）で確認できます。

トランザクション名 - 
J2EE/.NET

 指定したトランザクションのデータが表示されます。
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➤ 614 ページの「［J2EE/.NET - トランザクションの平均例外数］グラフ」

➤ 615 ページの「［J2EE/.NET - サーバ上の平均例外数］グラフ」

➤ 617 ページの「［J2EE/.NET - トランザクションの平均タイムアウト数］

グラフ」

➤ 618 ページの「［J2EE/.NET - サーバ上の平均タイムアウト数］グラフ」

➤ 619 ページの「［J2EE/.NET - 平均サーバ メソッド応答時間］グラフ」

➤ 620 ページの「J2EE & .NET 診断グラフのサマリ・レポート」

➤ 621 ページの「［J2EE/.NET - トランザクションの秒ごとのメソッドの呼び出

し］グラフ」

➤ 623 ページの「［J2EE/.NET - プローブ測定値］グラフ」

➤ 625 ページの「［J2EE/.NET - 秒ごとのサーバ メソッドの呼び出し］グラフ」

➤ 627 ページの「［J2EE/.NET - 秒ごとのサーバ要求］グラフ」

➤ 629 ページの「［J2EE/.NET - サーバ要求応答時間］グラフ」

➤ 631 ページの「［J2EE/.NET - 要素内でのサーバ要求経過時間］グラフ」

➤ 633 ページの「［J2EE/.NET - 秒ごとのトランザクション］グラフ」

➤ 634 ページの「［J2EE/.NET - トランザクション応答時間サーバ側］グラフ」

➤ 635 ページの「［J2EE/.NET - 要素内でのトランザクション経過時間］

グラフ」

［J2EE/.NET - トランザクションの平均メソッド応答時間］グラフ

このグラフには，メソッドの合計応答時間 / メソッド呼び出し回数という式で

算出されたサーバ・サイド・メソッドの平均応答時間が表示されます。たとえ

ば，あるメソッドがトランザクション A のインスタンスによって 2 回，同じト

ランザクションの別のインスタンスによって 1 回実行され，各実行に 3 秒か

かった場合，平均応答時間は 9/3，つまり 3 秒となります。メソッド時間には，

そのメソッドから別のメソッドになされた呼び出しは含みません。

X 軸 経過時間。

Y 軸 メソッドごとの平均応答時間（秒）
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［J2EE/.NET - トランザクションの平均例外数］グラフ

このグラフには，選択した時間範囲内に監視されたメソッド，トランザクショ

ン，または要求ごとのコード例外の平均数が表示されます。

ブレークダウン・オプ

ション

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」

X 軸 経過時間。

Y 軸 イベントの数を表します。

ブレークダウン・オプ

ション

表示されている要素をブレークダウンする方法については，

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」を参照してください。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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［J2EE/.NET - サーバ上の平均例外数］グラフ

このグラフには，選択した時間範囲内に監視されたメソッドごとのコード例外

の平均数が表示されます。

X 軸 シナリオ実行の経過時間。

Y 軸 イベントの数。

ブレークダウン・オプ

ション

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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［J2EE/.NET - トランザクションの平均タイムアウト数］グラフ

このグラフには，選択した時間範囲内に監視されたメソッド，トランザクショ

ン，または要求ごとのタイムアウトの平均数が表示されます。

例

X 軸 シナリオ実行からの経過時間。

Y 軸 イベントの数を表します。

ブレークダウン・オプ

ション

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
617
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［J2EE/.NET - サーバ上の平均タイムアウト数］グラフ

このグラフには，選択した時間範囲内に監視されたメソッドごとのタイムアウ

トの平均数が表示されます。

例

X 軸 シナリオ実行からの経過時間。

Y 軸 イベントの数。

ブレークダウン・オプ

ション

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
618
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［J2EE/.NET - 平均サーバ メソッド応答時間］グラフ

このグラフには，メソッドの合計応答時間 / メソッド呼び出し回数という式で

算出されたサーバ・サイド・メソッドの平均応答時間が表示されます。

例

X 軸 シナリオ実行からの経過時間。

Y 軸 メソッドごとの平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」

注 メソッド時間には，そのメソッドから別のメソッドになさ

れた呼び出しは含みません。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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J2EE & .NET 診断グラフのサマリ・レポート

サマリ・レポートの J2EE & .NET 診断使用セクションには，負荷テスト・シナ

リオの実行に関する一般情報と，J2EE & .NET 診断およびサーバ・リクエスト

層の使用状況チャートが表示されます。

ブレークダウン・オプ

ション

［J2EE & >NET 診断使用率］セクションでは，トランザク

ションおよびサーバ要求が次の項目にブレークダウンされ

ます。

➤ Web サーバの動作（サーブレットおよび JSP のデータ）

➤ アプリケーション・サーバの動作（JNDI）

➤ データベース要求のバックエンド動作（JDBC メソッド

および SQL クエリ）

➤ 各トランザクションおよび要求の総使用時間

ヒント トランザクションをクリック

サマリ・レポートの［J2EE/.NET 診断使用率］セクショ

ンで，ブレークダウンを実行するトランザクションまた

は J2EE/.NET 層をクリックします。［J2EE/.NET - 要素内

でのトランザクション経過時間］グラフまたは［J2EE/
.NET - 要素内でのサーバ要求経過時間］グラフが開きま

す。

層をクリック

層をクリックすると，トランザクションまたはサーバ要

求の特定の層のブレークダウンが表示されます。詳細に

ついては，635 ページの「［J2EE/.NET - 要素内でのトラ

ンザクション経過時間］グラフ」および 618 ページの

「［J2EE/.NET - サーバ上の平均タイムアウト数］グラフ」

を参照してください。

注 ［サマリ レポート］で診断データが表示されない場合は，

ユーザ定義のテンプレートを使用しているかどうか確認し

てください。関連データを表示するには，テンプレートの

リストから別のテンプレートを選択するか，新しいテンプ

レートを作成および適用します。テンプレートの使用の詳

細については，88 ページの「［テンプレート］ダイアロ

グ・ボックス」を参照してください。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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［J2EE/.NET - トランザクションの秒ごとのメソッドの呼び出し］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに，サンプリング

されたトランザクションが完了した回数が表示されます。

サンプルに含まれるトランザクションの数は，Controller の［診断の分布］ダ

イアログ・ボックス（［診断］>［設定］）に設定されているサンプリングの割

合によって決まります。詳細については，『HP LoadRunner Controller ユー

ザーズ・ガイド』（英語版）を参照してください。

X 軸 経過時間。

Y 軸 サンプリングされたトランザクションが 1 秒あたりに完了

した回数を表します。
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ブレークダウン・オプ

ション

表示されている要素をブレークダウンする方法については，

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」を参照してください。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
622
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［J2EE/.NET - プローブ測定値］グラフ

このグラフには，HP Diagnostics のプローブによって収集されたパフォーマン

ス測定値が表示されます。測定値には，ヒープ使用状況，ガベージ・コレク

ション，アプリケーション・サーバ固有の測定値，JDBC（Java Database 
Connectivity）測定値など，JVM 関連のデータが含まれます。

X 軸 シナリオ実行からの経過時間。

Y 軸 リソース使用状況。次のプローブ測定値データは，オフラ

イン分析で提供されます。

➤ HeapUsed

➤ GC 収集数 / 秒

➤ コレクション内での GC 経過時間

追加のプローブ測定値データをオフライン分析に含めるに

は，診断設定ファイル（etc./offline.xml）を使用します。

詳細については，『HP Diagnostics インストールおよび設

定ガイド』を参照してください。

データのグループ化 標準では，グラフ内のデータは，［カテゴリ名］（診断測定

値のカテゴリ名）と［プローブ名］でグループ化されます。

この結果，グラフの測定値名の標準形式は，次のようにな

ります。

< 診断からの測定値の名前（測定値の単位）>:< 診断測
定値のカテゴリ名 >:< プローブ名 >

測定値の単位がカウント数の場合，括弧内に単位名は表示

されません。
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重要情報 標準では，オフライン分析で提供されるプローブ測定値

データは，HeapUsed，GC 収集数 / 秒，およびコレクショ

ン内での GC 経過時間です。追加のプローブ測定値データ

をオフライン分析に含めるには，診断設定ファイル（etc/
offline.xml）を使用します。詳細については，『HP 
Diagnostics インストールおよび設定ガイド』を参照してく

ださい。

たとえば，次のような測定値名があります。

➤ 測定値の名前は「コレクション内での GC 経過時間」

です。

➤ 値はパーセンテージとして測定されます。

➤ 測定値のカテゴリ名は「GC」です。

➤ プローブ名は「MyJBossDev」です。

通常の分析フィルタ条件に加えて，診断測定値のコレクタ

名およびホスト名でもフィルタリングとグループ化ができ

ます。

注 ［プローブ測定値］グラフでシナリオの経過時間を正確に表

示するには，Controller マシンと診断サーバでオペレー

ティング・システムの時間設定を同期する必要があります。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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［J2EE/.NET - 秒ごとのサーバ メソッドの呼び出し］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに，サンプリング

されたメソッドが完了した回数が表示されます。

X 軸 シナリオ実行の経過時間。

Y 軸 サンプリングされたメソッドが 1 秒あたりに完了した回数。

ブレークダウン・オプ

ション

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」

注 サンプルに含まれるメソッドの数は，Controller の［診断

の分布］ダイアログ・ボックス（［診断］>［設定］）に設定

されているサンプリングの割合によって決まります。詳細

については，『HP LoadRunner Controller ユーザーズ・ガ

イド』を参照してください。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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［J2EE/.NET - 秒ごとのサーバ要求］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに，サンプリング

された要求が完了した回数が表示されます。

X 軸 シナリオ実行の経過時間。

Y 軸 サンプリングされた要求が 1 秒あたりに完了した回数。

ブレークダウン・オプ

ション

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」

注 サンプルに含まれる要求の数は，Controller の［診断の分

布］ダイアログ・ボックス（［診断］>［設定］）に設定され

ているサンプリングの割合によって決まります。詳細につ

いては，『HP LoadRunner Controller ユーザーズ・ガイ

ド』（英語版）を参照してください。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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第 34 章 • J2EE & .NET 診断グラフ
［J2EE/.NET - サーバ要求応答時間］グラフ

このグラフには，J2EE/.NET バックエンドでの動作を生じさせるステップが含

まれる要求のサーバ応答時間が表示されます。

X 軸 シナリオ時間の経過時間。

Y 軸 各要求の実行に要した平均時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」

注 報告される時間は，要求が Web サーバに到着した時点から 
Web サーバを抜けた時点までを測定した時間で，J2EE/
.NET バックエンドで費やされた時間だけを含みます。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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第 34 章 • J2EE & .NET 診断グラフ
［J2EE/.NET - 要素内でのサーバ要求経過時間］グラフ

このグラフには，各サーバ要求内の選択された要素（層，クラス，メソッド）

のサーバ応答時間が表示されます。

目的 時間は，合計応答時間 / サーバ要求の総数という式で算出

されます。たとえば，あるメソッドがサーバ要求 A のイン

スタンスによって 2 回，同じサーバ要求の別のインスタン

スによって 1 回実行され，各実行に 3 秒かかった場合，平

均応答時間は 9/2，つまり 4.5 秒となります。サーバ要求

時間には，各サーバ要求内からのネストされた呼び出しは

含まれません。

X 軸 シナリオ実行の経過時間。

Y 軸 サーバ要求内の要素ごとの平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」

フィルタのプロパティ グラフの表示は，次のように，グラフが開くときに選択さ

れるグラフのプロパティによって決まります。

なし

➤ 各サーバ要求で費やされた時間

サーバ要求

➤ サーバ要求でフィルタリング。層でグループ化。

サーバ要求および層

➤ サーバ要求および層でフィルタリング。クラスでグ

ループ化。

サーバ要求，層，およびクラス

➤ サーバ要求，層，クラスでフィルタリング。メソッド

でグループ化。

ヒント このグラフのデータを取得するには，まず HP Diagnostics
をインストールする必要があります。また，特定の負荷テ

スト・シナリオの J2EE & .NET の診断データを表示するに

は，そのシナリオに Diagnostics パラメータを設定してお

く必要があります。詳細については，『HP LoadRunner 
Controller ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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［J2EE/.NET - 秒ごとのトランザクション］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに，サンプリング

されたトランザクションが完了した回数が表示されます。

サンプルに含まれるトランザクションの数は，Controller の［診断の分布］ダ

イアログ・ボックス（［診断］>［設定］）に設定されているサンプリングの割

合によって決まります。詳細については，『HP LoadRunner Controller ユー

ザーズ・ガイド』（英語版）を参照してください。

例

X 軸 経過時間。

Y 軸 サンプリングされたトランザクションが 1 秒あたりに完了

した回数。

ブレークダウン・オプ

ション

表示されている要素をブレークダウンする方法については，

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」を参照してください。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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［J2EE/.NET - トランザクション応答時間サーバ側］グラフ

このグラフには，J2EE/.NET バックエンドでの動作を生じさせるステップが含

まれるトランザクションのトランザクション・サーバ応答時間が表示されま

す。報告される時間は，トランザクションが Web サーバに到着した時点から 
Web サーバを抜けた時点までを測定した時間で，J2EE/.NET バックエンドで費

やされた時間だけを含みます。

例

X 軸 経過時間。

Y 軸 各トランザクションの平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オプション

の使用」

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」
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［J2EE/.NET - 要素内でのトランザクション経過時間］グラフ

このグラフには，各トランザクション内の選択された要素（層，クラス，メ

ソッド）のサーバ応答時間が表示されます。

X 軸 経過時間。

Y 軸 トランザクション内の要素ごとの平均応答時間（秒）。

ブレークダウン・オプ

ション

次の表に示すように，グラフ・データの表示は，グラフが

開くときに選択されていたグラフのプロパティによって決

まります。グラフ・データでのフィルタリングの方法につ

いては，636 ページの「グラフ・データの表示」を参照し

てください。

表示されている要素をブレークダウンできます。詳細につ

いては，603 ページの「J2EE & .NET ブレークダウン・オ

プションの使用」を参照してください。

ヒント グラフのデータを取得するには，負荷テスト・シナリオを

実行する前に，J2EE & .NET 診断モジュールを

（Controller から）起動しておく必要があります。

注 時間は，合計応答時間 / トランザクションの総数という式

で算出されます。たとえば，あるメソッドがトランザク

ション A のインスタンスによって 2 回，同じトランザク

ションの別のインスタンスによって 1 回実行され，各実行

に 2 秒かかった場合，平均応答時間は 9/4.5，つまり 3 秒
となります。トランザクション時間には，各トランザク

ション内からのネストされた呼び出しは含まれません。

関連項目 592 ページの「J2EE & .NET 診断グラフの概要」

91 ページの「グラフ・データのフィルタリングおよび並べ

替え」
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グラフ・データの表示

選択されたプロパティ 表示されるグラフ・データ

なし 各トランザクションで費やされた時間。

トランザクション トランザクションでフィルタリング。層でグループ化。

トランザクションおよび層 トランザクションおよび層でフィルタリング。クラス

でグループ化。

トランザクション，層，お

よびクラス

トランザクション，層，クラスでフィルタリング。メ

ソッドでグループ化。
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Analysis のグラフ・データを使った作業 115
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